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東京2020オリンピックを終えて、
今後の陸上界が目指すべきこと

会長
東京2020オリンピック 日本代表選手団総監督
尾縣 貢 OGATA Mitsugi1はじめに

Introduction

　2013年９月８日、国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）のジャ
ック・ロゲ前会長が発した『Tokyo』というコールが号砲となり、
日本陸上競技連盟（以下、日本陸連）では東京2020オリンピッ
ク（以下、東京2020）に向けて、「国際競技力の向上」「競技運
営力の向上」を２本の柱としたオールジャパン体制の取り組みを
スタートしました。

　パンデミックにより１年延期となったため、８年弱の準備期
間を経て開催された東京オリンピック・パラリンピック競技大
会は、まさしくスポーツ文化の集大成として花開いたビッグイ
ベントになりました。競技そのものだけではなく、大会運営、
ボランティア活動や安全確保及びコロナ感染対策などの取り組
みは海外からの参加者にも高い評価を得ました。
　スポーツ界の総力で勝ち得た東京2020の成功を、いかにレガ
シーにつなげていくかを念頭に置いた活動が、陸上界のこれか
らの発展につながると考えています。東京2020までの道のりを
振り返りながら今後の「陸上」を考えていきます。

2日本陸連としての取り組み
JAAF efforts for TOKYO 2020

　多くの制約・制限、加えて地元というプレッシャーとも闘い
ながらも、アスリートは持てる力の限りを尽くして、心躍るよ
うな競技を見せてくれました。観客が不在の空間で、ひたむき
に競技に向かう姿は、陸上競技の真価を多くの人に伝えました。
　この素晴らしい成果は、アスリートと指導者をはじめとする
アントラージュの長年にわたる取り組みによって成し遂げられ
たものですが、その裏では加盟団体および協力団体の育成・強
化の活動、歴代強化委員会の活動、そして医事・科学委員会の
活動があったことを忘れてはなりません。
　また、世界のアスリートたちが最高のパフォーマンスを発揮
し、そして満足が得られる競技会を目指して準備に取り組んだ
競技運営委員会の力も大きなものでした。全国から選出された
若手の審判員を中心に、「公平」「アスリートセンタード」「日
本らしさ」「ホスピタリティ」などをキーワードに研修を実施し、
国際競技会の運営に必要とされる能力を有したＮＴＯ（National 

Technical Officials）を養成しました。また、2013年の開催決定
以来、陸上競技の会場である国立競技場の建設に関しては紆余
曲折ありましたが、これには施設用器具委員会が中心となり根
気強く対応してきました。

競技力向上に関するチャレンジ

　東京2020に向けての競技力向上の取り組みは、着実に成果を
あげたと断言できます。図１は、各オリンピアードで出された
日本記録の数です。ロンドン大会およびリオデジャネイロ大会
までの４年と比べて東京大会は１年長いものの、男子は15種目、
女子は９種目で日本記録をマークしました。この競技力の向上
が２個のメダルを含む９の入賞というオリンピック本番での素
晴らしい結果につながったと言えます。
　また、開催国出場枠のない本大会に、66名という大選手団を

送り込めたことも大きな成果だと言えます。これは、コロナ渦
で海外に出て行けない状況において、日本国内でもワールドラ
ンキングを上げることができる競技会を加盟団体および協力団
体に開催していただいたことが大きかったと言えます。
　ここで、重点強化種目の１つであったマラソンを取り上げ、
東京2020に向けてのチャレンジについて振り返ってみます。マ
ラソンの成功に向けては、２つの課題が設定されました。それ
は、「強くて速いランナーを選ぶことができる選考」と「夏に強
いマラソンランナーの育成」でした。
　前者に関しては選考競技会についての改革を行い、流行語大
賞の候補にも挙がったMarathon Grand Championship（ＭＧＣ）
が新設され、選考が強化策に組み込まれました。一発選考方式
の要素を持つＭＧＣは、これまで難航することが多かったマラ
ソン選考をシンプルにしただけではなく、多くのランナーがマ
ラソンにチャレンジする機会を作ることで、競技力の顕著な向
上をもたらしました。東京2020が開催された2021年の３月末
までに、男子では４度にわたる日本記録の更新、女子では女子
単独レースの部での日本記録の樹立が示す頂点の引き上げだけ
ではなく、期待を上回る層の厚さをもたらしました。
　「夏に強いマラソンランナーの育成」については、開催が決定
した後に科学委員会が中心となり、計画的にプロジェクトを進
めました。暑熱対策では、ランニング中の深部体温の変化、ラ
ンニング中の汗の分析などの測定を繰り返し、さまざまなエビ
デンスを積み上げながらサポートを考えていきました。この研
究ベースのサポートは陸上競技やトライアスロンから始まった
ものですが、徐々に他のオリンピック競技においても利活用さ
れ、チームジャパン全体の好成績にも繋がったと言えます。

コロナ禍での取り組み

　〝見えない敵〟新型コロナウイルスに、これほどまでに翻弄さ
れることを誰も予想できませんでした。2020年３月24日に東
京オリンピック・パラリンピックの延期が決定し、スポーツ界
は深い闇に包まれていきました。
　本連盟では、６月末までの開催予定の競技会の延期・中止を
加盟団体・協力団体にお願いをしました。一向に収まらない感
染、それに伴う国民の閉塞感の蔓延、多くの制約・制限がかか
る中、スポーツは「不要不急」のものになっていきました。アス
リートはトレーニングもままならず、オリンピックを口にする
ことさえも憚られる日々が続きました。
　７月からは本連盟が策定した「陸上競技活動再開のガイダン
ス」を参考にしながら陸上競技会を段階的に再開していきまし
た。とは言え、中止や延期を余儀なくされる競技会も多く、ア
スリートにとっては苦難の日が続きました。
　このような厳しい状況の中、再開後間もないホクレン・ディ
スタンスチャレンジでは、田中希実（豊田自動織機ＴＣ／現・
豊田自動織機）の日本記録（3000ｍ）をはじめとする多くの好
記録がマークされました。この活躍には、アスリートのひたむ
きさや強さを感じましたし、多くのアスリートや指導者ら関係
者が勇気づけられました。この活躍によって、感染対策を取り
ながらも何としてでも競技会の開催を続けていこうという強い
思いが湧き立ってきました。
　また、多くの競技会を安心安全に開催することで、東京オリ
ンピック・パラリンピックの開催は可能であることを示したい
という思いを強くしました。当初予定していた2020年度開催の

競技会は3,364大会でしたが、1,644大会へ減少し、そこでの感
染者報告は１名でした。また、219大会が予定されていたロー
ドレースは101大会へ減少し、そこでの感染者報告は２名でし
た。このデータを公表し、対策を取ればスポーツは感染を助長
するものではないことを主張しました。
　コロナ禍による競技会や各種スポーツイベントの延期・中止、
それらに伴うスポンサー離れも見られ、多くの競技団体では
2020年度、2021年度は大幅な収益減となりました。本連盟も
多分に漏れず、収益は大幅減となり経営基盤は揺らぎ、多くの
活動を中止したり、委員会の一部の機能を停止させたりすると
いう厳しい状況が続きました。

東京2020の成功と課題

　東京2020では、コロナ感染のクラスターを発生することなく、
全競技を無事に終えることができました。アスリートたちの活
躍が国民の興味・関心につながり、東京2020を応援する気持ち
や支持も高まってくると信じていました。その期待通りに、コ
ロナ禍によって希薄になっていたスポーツの魅力を、本大会は
再び輝くものにしてくれました。世界中が「スポーツを行って
いる場合ではない」という雰囲気に覆われていた中、アスリート
のひたむきな取り組みがスポーツの価値を取り戻す大きなきっ
かけとなったと言えます。
　この世界的なコロナ禍の混乱の状況下で、オリンピックを通
して元気をもらったり、活力を得られたりした方はたくさんい
たと思います。それだけではなく、「観る」スポーツが「する」ス
ポーツや「支える」スポーツへ伝播していくことでしょう。
　反面、強く考えさせられたこともありました。それは、ソー
シャルメディア（ＳＮＳ）の存在です。ＳＮＳにより世論が思わ
ぬ形で作られていく、特に影響力のある人による無責任なＳＮ
Ｓ発信で、事実とは異なる情報、根拠に欠ける見解が独り歩き
する怖さを感じました。
　例えば、東京2020の開催前では、「スポーツはコロナを拡散
する」「スポーツをやっている場合ではない」といった発信が世
論を形成してきた側面もあったと思います。それにアスリート
が巻き込まれてしまうのは本当に遺憾でした。一部の偏った声
が、偏った世論を作ってしまうことの理不尽さに対しては物申
すことが必要であるし、アスリートがメンタルケアをいつでも
どこでも気楽に受けられる環境作りを、スポーツ界として重視
する必要性も感じました。

図１　各オリンピアードで出された日本記録
2017.1 – 2021.12  東京大会＊

2013.1 – 2016.12  リオデジャネイロ大会

2009.1 – 2012.12   ロンドン大会

男子 100m  800m  1500m  10000m  マラソン  110mH
 3000mSC  4×100mR  4×400mR  20kmW  50kmW
 走高跳  走幅跳  砲丸投  円盤投 15種目
女子 1500m  5000m  10000m  マラソン(単独）  100mH
 20kmW  円盤投  やり投  七種競技 ９種目

男子 800m  5000m  10000m  4×100mR  20kmW
 砲丸投  十種競技 ７種目
女子 200m  4×400mR  やり投 ３種目

男子 4×100mR  50kmW  砲丸投 ３種目
女子 200m  4×100mR  400mH  棒高跳 ４種目

＊１年延期のため５年間
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　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を終え、ス
ポーツ界は新たなステージを迎えました。オリンピック・パラ
リンピックのレガシーを大切にし、アスレティックファミリー
の皆さまとともに、未来に向かって新たな陸上競技の魅力や価
値を見出しながら発展的なステージを創出していくことを目指
していきます。加えて、多くの人が参画する陸上競技のさまざ
まな活動で、多くの社会的な課題を解決することができれば、
陸上競技の価値をより高いものにすることができます。
　2017年には、陸上競技の特性や価値、そして移りゆく世の中
の状況を予想しながら、『JAAF VISION 2017』を発表しました。
そこでは、アクティブなライフスタイルを送ることを目的とす
る活動を「ウェルネス陸上」と定義し、これまでも注力してきた
トップアスリートの競技力の向上、および青少年の健全な育成
を目的に掲げて行っている活動である「競技陸上」との２本の柱
を立てました。図２には、２本の柱のミッションとビジョンを
明示しています。
　「競技陸上」では、その国の総合競技力を示すプレーシング
テーブルを指標として、2028年には世界のトップ８、2040年
には世界のトップ３＆アジアのNo. １を目標にしています。「ウ
ェルネス陸上」では、競技会参加者、ランナー、審判、指導者
等からなるアスレティックファミリーを2028年には150万人、
2040年には300万人にすることを目標に掲げています。加えて、
2040年には陸上競技やランニングを楽しんでいる人口を2000
万人に増やすことを目指しています。
　スポーツ基本法に謳われている「スポーツは、・・・国民が生
涯にわたり心身ともに文化的な生活を営む上で不可欠なもの」
になれば、健康寿命の延伸やスポーツを通じた地域の活性化に
も結びついてくるでしょう。図３は、この２つの陸上の位置付
けをCanadian Sport for Lifeが示している LTAD（Long term 
athlete development）の考えを踏まえてイメージした概念図で
す。目的の異なる２つの陸上を別々のものとみなすのではなく、
１つの枠の中で、「連続するもの」「融合するもの」として捉えて

います。
　上述の中長期計画におけるミッションとビジョンを達成する
ための取り組みの方向性を明確にした上で、より短いスパンで
のアクションプランを作成することが求められます。そこで、

『JAAF VISION 2017』を達成するための具体的なアクションプ
ランである『JAAF REFORM』をこの３月に公表しました。こ
のREFORMは、新たなステージへの挑戦をテーマに、「未来に
輝く人材育成と、感動体験の提供」を目指しています。中長期
計画で取り組むアクションは13項目ですが、それらは相互に強
い関係にあり、輝きを放つ強固なダイヤモンドを形成していま
す（図４）。ここでは、陸上競技を身近に幅広く親しんでいただ
くことを目指しているために、「陸上競技」ではなく、「陸上」と
いう呼称を用いています。

進行している具体的な取り組み

　ダイヤモンドを形成する「ウェルネス陸上の実現」「人材育成」
「国際競技力の向上」「基盤コンテンツ」の４つのカテゴリーの中
心に位置するのが、「人材育成」です。
　ここでは、「人材育成」の具体的な項目である「アスリート育
成」と「指導者養成」について、進行中の取り組みを紹介します。
①アスリート育成
　競技団体のエンジンは「アスリートの活躍」であることは普
遍です。国際競技会等におけるアスリートの素晴らしいパフォ
ーマンスやひたむきに競技に取り組む姿には、スポーツの力や
尊さを感じることでしょう。これらの感動体験が子どもたちの
スポーツやアスリートに対する憧れの醸成につながることが期
待できます。「スポーツをやってみようかな」「何かに挑戦して
みようかな」といった思いが生じ、スポーツに参画するきっかけ
になるような循環を構築することができれば、スポーツの発展
にもつながります。そのためには、アスリートが人間力に優れ、

「憧れられる」存在であることが大切です。

2JAAF VISIONそしてREFORM
Post TOKYO 2020

　この憧れは、競技人口の増加、アスレティックファミリーの
増加へとつながり、そしてそれは本連盟のミッションのもう１
つの柱、ウェルネス陸上の発展につながっていくことでしょう。
ひいては、それがアスリート育成を支えていくことになります。
このサイクルがうまく回れば、マーケティング等にも良い影響
を及ぼし、組織基盤も強固なものになっていくと考えられます。
　2018年には、 「一人でも多くの人が陸上競技を楽しみ、そし
て関わり続けること」をスローガンとする競技者育成指針を発表
しました。この理念は、陸上競技愛好者を増やすことに貢献す
るだけではなく、長く陸上競技に取り組むことで個々が有する
潜在力を出し切ることにつながるために競技力の向上に資する
ことにもなります。
　この指針では競技者の育成のプロセスにおいて、身体だけで
はなく精神の成長を促すように、「現状と課題」および「育成の
方向性」を鑑み、発育発達の状況を考慮した６つのステージ別
の指針を明確にし、スポーツ及び陸上競技への具体的な取り組
み方を提示しています。
　この競技者育成指針の理念に沿って、進めている施策の１つ
が発育発達に沿った競技会の設定です。現状では、本連盟主催
の競技会、協力団体関係の競技会、加盟団体である都道府県陸
上競技協会が主催する競技会、その他にも大学や地域が開催す
る競技会などを合わせると、国内には約3,500の公認競技会（ロ
ードレースは除く）が存在します。競技会の開催日程は、各々の
団体が決定するために、多くの競技会がある期間に集中するこ
とで、選手に大きな負荷をかけていることが危惧されています。
また、早期専門化や過度のトレーニングを助長するような競技
会形態や競技種目を採用している競技会も存在します。これら
がアスリートのスポーツ障害やバーンアウトを導き、競技生命
を短くしていることが危惧されます。
②指導者養成
　指導者養成は、競技者育成と一対として考えて重点的に取
り組んでいく必要があります。これを推進するにあたっては、
2021年に発表した『指導者養成指針』がその方向性を示してい
ます。競技者育成指針で謳っている「一人でも多くの人が陸上
競技を楽しみ、極め、また少しでも長く続け、関わること（み
る、支えるなど）」を牽引できるのは指導者なのです。そのため
には、指導者の質を高めていく取り組みが必須です。
　今後、子どもたちのスポーツ活動の場面は、学校から地域に

も拡大していくことが予想されます。地域スポーツクラブ、ス
ポーツ少年団、そして学校運動部におけるスポーツ活動を子ど
もたちにとって充実したものにするためには、安全で効果的な
指導ができる指導者を養成する必要があります。こういった背
景から日本陸連では、2022年度から『JAAF公認スタートコー
チ』資格を新設し、指導者養成の拡充を図っていきます。

＊
　今後、指導者の活動は「競技陸上」だけではなく、「ウエルネ
ス陸上」にも拡がっていくことでしょう。ウェルネス陸上では、
幼少年期から中高齢者までのスポーツライフステージに応じて
楽しみややりがいを追求するを展開することが求められます。
例えば、目的意識やレベルの異なる多様なランナーを対象に走
ることの面白さ、パフォーマンスを高めるためのフォームやペ
ース、トレーニングを指導することになるでしょう。これらが
陸上の本質的な価値や楽しさを伝え、アスレティックファミリ
ーの拡充につながることを期待します。
　また、日々成長していく対象に対して人間的な成長と競技力
の向上を多面的に支援するために、指導者は常に学び続ける必
要があります。日本陸連や都道府県の陸上競技協会は、学び続
けられるような環境を整備し続ける努力を続けなければなりま
せん。
　2011年8月に施行されたスポーツ基本法の前文の冒頭に、「ス
ポーツは、世界共通の人類の文化である」という一節がありま
す。国民が当たり前にスポーツを文化と思えることがスポーツ
の地位の向上につながり、スポーツは真の発展を遂げていくこ
とになります。スポーツの真の発展に「陸上」は貢献していきま
す。

図２　JAAF VisionとMission 図３　競技陸上とウエルネス陸上

あるべき姿
トップアスリートの活躍に人々が熱狂している

2028
世界のトップ８

2040
世界のトップ３
アジアのNo.1

2028
アスレティックファミリー150万人

2040
アスレティックファミリー300万人
アスレティック人口2000万人

国際競技力の向上 ウェルネス陸上の実現

Mission

Vision

図４　中長期計画におけるダイヤモンドコンテンツ

指導者養成 アスリート育成 情報活用

組織強化 マーケティング
環境整備競技会運営

サポート強化トップコーチ養成

トップアスリート強化

参加機会の提供

ファミリーサービスファン拡大

ウェルネス陸上の実現

人材育成

国際競技力向上

基盤コンテンツ

ウェルネス陸上



8 9

1
High Perforｍance

強化



10 11

「金メダル」を目指した4×100ｍリレー

　東京2020オリンピック（以下、東京2020）の陸上競技では、
男子4×100ｍリレーへの注目度が高かった。今回、金メダル
を獲ることを目標として、そこに照準を合わせて準備してきた。
銀でも銅でもダメで、選手もスタッフも「金しかない」という思
いが強かった。
　男子4×100ｍリレーは、オリンピックでは2000年シドニー
大会から連続して決勝に残り、2008年北京大会では悲願の銅メ
ダル（後に他国のドーピング問題で銀に繰り上げ）を獲得した。
そして前回、2016年リオデジャネイロ大会では、歴史的快挙と
言われる銀メダルを獲得した。この時はメンバー４名とも10秒
台の選手で、日本のお家芸とも言うべきバトンパスワークが功
を奏し、そこまでたどり着いた。
　東京2020までの間の世界選手権でもメダル獲得が当たり前
のようになっており、「東京では金しかない」という信条で迎え
たオリンピックであった。金メダルを獲るために、これまでの
バトンパスワークに加え、個々の走力アップも必要とされた。
その取り組みにも成果が表れ、４名の９秒台スプリンターが出
現した。実際に東京を走った４名のうち３名が９秒台であった。
さらに、バトンパスワークでは、いわゆる「攻めのバトン」を決
勝の舞台で展開することが必要とされ、臨んだ。
　結果として、第１走者の多田修平（住友電工）から第２走者
の山縣亮太（セイコー）へのバトンパスが、ほんのわずかの差で
届かず、途中棄権となってしまった。
　その原因を究明するといくつかの要因が挙げられるが、監督
の立場からすると、実戦的な準備の機会を提供できなかったこ
とが悔やまれる。通常ならば、海外へ遠征したり、あるいは海
外から強豪国を招聘して事前に実戦（レース）を経験するところ
だが、今回は新型コロナウイルスによるパンデミックの影響も
あり、それが実現できなかった。それどころか、本番が行われ
る国立競技場で事前に練習することすら叶わなかった。
　しかしながら、彼らは近い将来金メダルを獲ってくれると信
じている。なぜならば、日本リレーチームは、これまで、目標
達成のための課題を明確にし、その課題を確実にクリアしなが
らここまでパフォーマンスを上げてきた。そのプロセスにおけ
るノウハウと、それをもたらした科学的バックグラウンドは、

「金メダル獲得」という目標達成を実現性の高いものへと導いて
くれている。

競歩は「強化戦略が正しい」ことを証明

　今回、男子20kmでメダル２つ（銀、銅）を獲得した競歩
は、今や日本のお家芸となっている。特に、ここ数年、チーム
Japanとして取り組んだ成果が着実に表れ、世界でも有数の強
豪国として認知されるに至っている。
　競歩は、高い技術性と戦略性、さらには過酷な環境下にあろ
うともそれらを継続し続ける忍耐性が要求される競技種目であ
ることから、日本人に合った特性を持った種目であると思われ
る。加えて、東京2020を視野に入れて、暑熱環境下でも力が発
揮できるよう、質の高い医科学サポートを有効に活用しながら、
全体のレベルアップを実現してきた。
　東京2020でのメダル獲得に先立って、2019年ドーハ世界選
手権でも、過酷な暑熱環境下において、金メダル２個、入賞３
個を獲得した。このことはチームJapanの強化戦略が正しいこ
とを証明している。今後、国内においても、競歩人気が高まる
ような取り組みが行われ、競技人口の増加とともに競技レベル
の更なる向上が期待される。

日本陸上界はステップアップしている

　陸上競技選手団全体として、メダル２個（銀と銅）、入賞７個
という成果を挙げることができた。この結果が良いかどうかに
ついては、さまざまな立場の方々から評価をいただくことにな
ると思うが、この数字に関しては、前回のリオデジャネイロオ
リンピックがメダル２個、入賞２個であり、入賞の数で５個上
回った。また、オリンピックの陸上競技でメダルを取ることは、
歴史的にそんなに簡単なことではなく（表１）、その中で、２つ
のメダルを確保できたことは大きい。戦後のオリンピックで、
これまで一番メダルと入賞が多かったのがアテネオリンピック
のメダル２個、入賞６個であり、1964年の東京オリンピックで
はメダル１個、入賞２個だったことを考えると、日本陸上界は
少しずつステップアップしていると感じる。
　さらに、今回特筆すべきは、若手の活躍である。日本陸連で
は、競技者育成指針の制定やダイヤモンドアスリートの選定お
よび育成など、特にジュニアからシニアへとどのようにパフォ
ーマンスをつなげていくか、エビデンスを蓄積しながら対策を
行ってきた。その成果が着実に表れ、若手が入賞を手にしたこ
とは、今後の日本陸上界にとって、明るい話題と言える。

Men 男子
●100ｍ
予選１組 ⑥多田修平（住友電工） 10.22 （+0.2）
予選３組 ④山縣亮太（セイコー） 10.15 （+0.1）
予選４組 ④小池祐貴（住友電工） 10.22 （±０）
●200ｍ
予選１組 ⑥飯塚翔太（ミズノ） 21.02 （-0.3）
予選２組 ⑥サニブラウン・アブデル・ハキーム（タンブルウィードTC） 21.41 （+0.9） SB
予選３組 ⑤山下　潤（ANA） 20.78 （-0.6）
●400ｍ
予選４組 ⑥ウォルシュ・ジュリアン（富士通） 46.57 
●5000ｍ
予選１組 ⑰坂東悠汰（富士通） 14.05.80
予選２組 ⑱松枝博輝（富士通） 14.15.54
●10000ｍ
決　　勝 ⑰相澤　晃（旭化成） 28.18.37  SB
　 〃 　 ㉒伊藤達彦（Honda） 29.01.31
●マラソン
決　　勝 ⑥大迫　傑（Nike） 2.10.41  SB
　 〃 　 �中村匠吾（富士通） 2.22.23  SB
　 〃 　 �服部勇馬（トヨタ自動車） 2.30.08  SB
●110ｍＨ
準決２組 ⑧金井大旺（ミズノ） 26.11 （+0.1）
準決３組 ③泉谷駿介（順大） 13.35 （-0.1）
予選３組 ⑥高山峻野（ゼンリン） 13.98 (-0.1）
予選４組 ②泉谷 13.28 （-0.2）
予選５組 ③金井 13.41 （-0.1）
●400ｍＨ
準決３組 ⑥山内大夢（早大） 49.35
予選２組 ③山内 49.21
予選４組 ⑥黒川和樹（法大） 50.30
予選５組 ⑥安部孝駿（ヤマダホールディングス） 49.98 
●3000ｍＳＣ
決　　勝 ⑦三浦龍司（順大） 8.16.90
予選１組 ②三浦 8.09.92  NR
予選２組 ⑨青木涼真（Honda） 8.24.82
予選３組 ⑫山口浩勢（愛三工業） 8.31.27
●20㎞競歩
決　　勝 ②池田向希（旭化成） 1.21.14
　 〃 　 ③山西利和（愛知製鋼） 1.21.28
　 〃 　 ㉜高橋英輝（富士通） 1.27.29
●50㎞競歩
決　　勝 ⑥川野将虎（旭化成） 3.51.56  SB
　 〃 　 ㉚勝木隼人（自衛隊体育学校） 4.06.32
　 〃 　 ㉜丸尾知司（愛知製鋼） 4.06.44
●4×100ｍリレー
決　　勝 　多田修平、山縣亮太、桐生祥秀、小池祐貴 途中棄権
予選１組 ③多田修平、山縣亮太、桐生祥秀、小池祐貴 38.16  SB
●4×400ｍリレー
予選２組 ⑤伊東利来也、川端魁人、佐藤拳太郎、鈴木碧斗 3.00.76 ＝NRT
●走高跳
決　　勝 ⑬戸邉直人（ＪＡＬ） 2.24
予選Ａ組 ⑩衛藤　昂（味の素ＡＧＦ） 2.21
予選Ｂ組 ②戸邉 2.28
●棒高跳
予選Ａ組 ⑫江島雅紀（富士通） 5.30
予選Ｂ組 ⑭山本聖途（トヨタ自動車） 5.30
●走幅跳
決　　勝 ⑥橋岡優輝（富士通） 8.10 （±０）

予選Ａ組 ①橋岡 8.17 （+0.4）
　 〃 　 ⑫城山正太郎（ゼンリン） 7.70 （+0.3）
予選Ｂ組 ⑭津波響樹（大塚製薬） 7.61 （±０）
●やり投
予選Ｂ組 ⑨小南拓人（染めＱ） 78.39

Women 女子
●1500ｍ
決　　勝 ⑧田中希実（豊田自動織機ＴＣ） 3.59.95
準決１組 ⑤田中 3.59.19  NR
予選２組 ⑨卜部　蘭（積水化学） 4.07.90  PB
予選３組 ④田中 4.02.33  NR
●5000ｍ
決　　勝 ⑨廣中璃梨佳（日本郵政グループ） 14.52.84  NR
予選１組 ⑨廣中 14.55.87  PB
　 〃 　 ⑫萩谷　楓（エディオン） 15.04.95  PB
予選２組 ⑥田中希実（豊田自動織機ＴＣ） 14.59.93  PB
●10000ｍ
決　　勝 ⑦廣中璃梨佳（日本郵政グループ） 31.00.71  PB
　 〃 　 ㉑新谷仁美（積水化学） 32.23.87
　 〃 　 ㉒安藤友香（ワコール） 32.40.77
●マラソン
決　　勝 ⑧一山麻緒（ワコール） 2.30.13
　 〃 　 ⑲鈴木亜由子（日本郵政グループ） 2.33.14  SB
　 〃 　 ㉝前田穂南（天満屋） 2.35.28
●100ｍＨ
準決１組 ⑥寺田明日香（ジャパンクリエイト） 13.06 （-0.8）
予選１組 ⑦木村文子（エディオン） 13.25 （+1.0）
予選３組 ⑦青木益未（七十七銀行） 13.59 （+0.4）
予選５組 ⑤寺田 12.95 （+0.3）
●3000ｍＳＣ
予選２組 ⑩山中柚乃（愛媛銀行） 9.43.83
●20㎞競歩
決　　勝 ⑬藤井菜々子（エディオン） 1.31.55
　 〃 　 ⑮岡田久美子（ビックカメラ） 1.31.57
　 〃 　 ㊵河添香織（自衛隊体育学校） 1.39.31
●4×100ｍリレー
予選１組 ⑦青山華依、兒玉芽生、齋藤愛美、鶴田玲美 43.44  SB
●やり投
決　　勝 ⑫北口榛花（ＪＡＬ） 55.42
予選Ｂ組 ④北口 62.06  SB

東京2020 日本選手の成績

東京2020への強化の道のり
前強化委員会委員長
陸上競技選手団監督
麻場一徳 ASABA Kazunori 

1東京2020を振り返って
Look Back TOKYO 2020

ＮＲ：日本新 ＰＢ：自己新＝ＮＲT：日本タイ ＳＢ：今季ベスト

表１　前回（1964年）東京オリンピック以降のメダル、入賞獲得数
年 開催地 メダル 入賞 メダル獲得者

1964 東　京 １ ２ 銅 （円谷幸吉）
1968 メキシコ １ １ 銀 （君原健二）
1972 ミュンヘン ０ １
1976 モントリオール ０ ０
1980 モスクワ 不参加
1984 ロサンゼルス ０ ４
1988 ソウル ０ １
1992 バルセロナ ２ ６ 銀 （森下広一、有森裕子）
1996 アトランタ １ ４ 銅 （有森裕子）
2000 シドニー １ ３ 金 （高橋尚子）
2004 アテネ ２ ６ 金 （室伏広治、野口みずき）
2008 北　京 １ ２ 銅 （4×100ｍリレー）
2012 ロンドン １ ３ 銅 （室伏広治）
2016 リオデジャネイロ ２ ２ 銀 （4×100ｍリレー）、銅（荒井広宙）
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U20/16
（杉井將彦）

ダイヤモンドアスリート
（朝原宜治）

２つの大目標達成へ「種目特化型」強化を

　日本陸連強化委員会は、2016年リオデジャネイロオリンピ
ック終了後、本格的に東京2020に向けた強化体制を発足させ、
具体的な戦略を立案した。図１は強化体制の組織図を示す。ま
た、図２は目標及び具体的な戦略を示している。
　強化体制としては、それまでのブロック制から「種目特化型」
の体制を組んだ。つまり、各種目の到達度別にゴールドターゲ
ット、メダルターゲット、トップ８ターゲット、ワールドチャ
レンジと４つカテゴリーに分け、メダルを目指すのか、入賞を
目指すのか、それとも出場を目指すのか、それぞれの目標に合
致した強化の取り組みを実施することとした。
　この体制は、これまでのブロック制と比較して、それぞれの
種目の実情に合った強化施策が展開されるとともに、個人をタ
ーゲットにした具体的強化プロセスを提供できるメリットがあ
った。しかし、その反面で人的、金銭的に大きな負担が生じる

のも確かであった。国や公的機関からの補助金など、豊富な資
金を背景にした東京2020ならでは体制と言える。
　東京2020を目指すに当たって、我々は、２つの大きな目標を
掲げた。１つは「メダルや入賞を一つでも多く獲得すること」で
あり、もう１つは「舞台に立つ者（出場者）を一人でも多く輩出
すること」であった。前者は、オリンピックではごく当然の目標
であるが、後者については、地元開催のオリンピックならでは
の目標と言える。このことに関して、早い段階から理事会の承
認を取りつけ、現場に周知することで、アスリートや関係者の
モチベーションアップを図ろうとした。
　具体的戦略としては、「メダルや入賞を１つでも多く獲得す
る」という目標につながる対策として、マラソン、競歩、男子4
×100ｍリレーを、メダル獲得を目指す３本柱と位置づけ、医
科学サポートなど、特別なサポートを講じながら強化を展開し
た。これらの種目は、表１にも示されているとおり、簡単には
メダルが獲れない中、過去のオリンピックにおいてメダル獲得
を果たしており、そのノウハウを持っている種目である。結果

として、３本柱でメダル２個、入賞２個を獲得していることか
ら、今後もこの３種目が日本の主力種目として位置づけられて
いくであろう。
　世界陸連は、今回のオリンピックから、その資格付与のため
にワールドランキング制度を発足させた（当初は2019年世界選
手権から適用の予定だったが、諸準備が間に合わなかった）。強
化委員会の戦略として、早い段階からその制度を研究し、対策
を練ってきた。その甲斐あって、特に「出場者を一人でも多く
輩出すること」につながり、66名の選手を派遣することができ
た。

ＭＧＣなどプロセスの明確化

　また、強化委員会では、代表選手選考のプロセスをより明確
化するとともに、アスリートが選考のプロセスに参画すること
によって、競技力強化が実現できるシステムを構築することを
意識して取り組んできた。その象徴がマラソングランドチャン
ピオンシップ（ＭＧＣ）シリーズである。
　瀬古利彦マラソン強化戦略プロジェクトリーダー（当時）のも
とに発足したこの仕組みは、しばらく低迷を続けた日本マラソン
界が活気を取り戻すことに貢献した。東京2020では、メダルま
では届かなかったが、男女１名ずつの入賞者を輩出し、今後に
つながる成果を上げた。ＭＧＣシリーズは、さらに発展して、ジ
ャパンマラソンチャンピオンシップ（ＪＭＣ）シリーズとして走
り出しており、今後、日本マラソン界をさらにレベルアップにつ
なげてくれるであろうと楽しみである。また、このような仕組み
が、トラック＆フィールド種目においても活用され、我が国陸上
界全体のレベルアップにつながっていくことも期待される。
　さらに、強化委員会では東京オリンピックの成功につながる
要因として、女子アスリートの参加がカギを握ると考え、その
象徴とも言うべき女子リレー強化に取り組んだ。具体的には、
女子リレーの特別対策プロジェクトを発足させ、出場権獲得の
ための諸施策を行った。今回、コロナ禍の中、2021年５月にポ
ーランドのシレジアで開催された世界リレーにチームを派遣し、
4×100ｍリレーの出場権を獲得したことは、今後の日本女子リ
レーにとって大きなことだと思われる。

ドーハ世界選手権を〝バロメーター〟に

　我々の強化の取り組みの成否を表すバロメーターとして、
2019年世界選手権ドーハ大会を位置づけた。過酷な暑熱環境
下で開催されるこの大会でのパフォーマンスが東京を占うもの
と、まずはドーハを目指すこととした。
　結果としてメダル３個、入賞５個を獲得したことは、大いな
る自信となった。しかも、メダル３個のうち２個は金メダル、
メダルテーブル８位、プレーシングテーブル11位は、過去にな
い好結果であった。
　特に、３本柱と位置づけられた種目のうち競歩（金メダル２
個、入賞３個）、男子4×100ｍリレー（銅メダル）のメダル獲
得、オリンピック選考競技会となるＭＧＣの開催時期の関係で
通常とは異なるレベルでの代表派遣となったマラソンにおいて
も、暑熱対策の成果を発揮して、女子マラソン７位入賞を獲得
した。また、ダイヤモンドアスリートを中心とする若手アスリ
ートが力を発揮したことも、東京2020に向けて明るい材料であ
った。
　日本陸上界全体のレベルアップも実現し、2019年シーズン
は、男女合わせて19個の日本新記録が誕生した（図３）ことも
特筆すべきことである。東京2020本番に向けて、着実に進んで
いることを実感したドーハ世界選手権であった。

1 High Perforｍance Coｍｍittee
強化

2東京2020に向けた強化戦略
Strategy TOKYO 2020

図１ 東京2020に向けた強化委員会組織図
図３ 日本記録更新回数の年次推移

図２ 東京2020の目標と具体的戦略

１）メダル・入賞を一つでも多く
２）舞台に立つ者（出場者）を一人でも多く

１）３本柱（男子リレー、男子競歩、男女マラソン）を
　　中心としたメダル獲得プロセスの強化
２）個人をターゲットにした具体的強化
３）強化プロセスに直結する選考方法の立案（ex.MGC）
４）ワールドランキング制の研究と利用（戦略の構築）
５）東京につながる2019年シーズンの取り組み
　　＊特にドーハ世界選手権でのパフォーマンス
６）女子リレーの特別対策プロジェクト

東京オリンピック競技大会に向けて
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競技会の早期再開と綿密なコミュニケーション

　東京2020が開催される予定であった2020年シーズンは、自
粛生活で始まった。もとより、シーズン前に１年程度の延期が
決まっていた。しかしながら、競技会は開催されず、トレーニ
ングもままならない状況は、「不安以外の何ものでもなかった」
というのが正直なところである。
　そんな中、日本陸連は、どの競技団体よりも早く活動再開の
ための準備を始めた。具体的には、「陸上競技活動再開のガイダ
ンス」を作成し、基準作りを急いだ。その甲斐あって、７月のホ
クレンディスタンスチャレンジを皮切りに、感染症予防対策を
講じながらの大会が再開されるに至った。
　大会という目標が設定されると、本領を発揮するのがアスリ
ートである。ホクレン・ディスタンスチャレンジは、田中希実

（豊田自動織機ＴＣ）が女子3000ｍで日本新記録を樹立するな
ど好記録が続出し、現場の力の大切さを実感した大会になった。
何よりも、大会開催に力を尽くしてくださった関係者の方々に、
本当に頭が下がる思いであった。この大会以降、陸上競技に限
らず、スポーツの大会開催のノウハウが形成されていったと思
われる。

　また、自粛生活を余儀なくされた４～６月の３ヵ月間は、国
内外を含めて大会等の現地情報がまったく得られない状況にあ
り、これも大きな不安要素であった。そんな中、オンラインに
よる会議を活用し、少しでも多くの情報収集・交換を試みたこ
とは、新たな情報戦略のあり方を確立する上でも役立った。週
に１度のディレクターミーティングや専任コーチとの定期的な
オンラインミーティングを実施することで、現場とのコミュニ
ケーションが途絶えることなく物事を進めることができた。
　コロナ禍における東京2020への強化対策の一環として、ワー
ルドランキングポイントを確保する手段を模索する必要があっ
た。日本は地理的条件から、簡単に海外大会の出場ができない
ので、国内大会においていかにポイントを獲得するかが大きな
課題であった。これには、日本グランプリシリーズを開催して
いる各都道府県陸協の協力が大きな力となった。世界陸連コン
チネンタルツアーのブロンズラベルを獲得し、順位ポイントの
高い大会を準備していただけたことは、特に「東京2020出場」
が目標となるアスリートにとっては心強い味方となった。まさ
に、日本陸上界が一丸となって東京2020に向かっている雰囲気
があった。
　その成果は、日本記録更新回数の数字となって表れている

（図３）。2020年には、一度、2019年の勢いが止まってしまっ
たが、2021年になると男女合わせて19回と、2019年と同じ数
字に復活している。

地の利を活かせなかった反省

　東京2020は、世界的なパンデミックの中で行われるという、
まさしく異例のオリンピックであった。開催にあたっては、関
係者の方々の多大なる尽力があったことは言うまでもない。ア
スリートは、人生を懸けて競技に取り組み、競技力向上のため
に、毎日毎日、血のにじむような努力を続けている。そのよう
なアスリートたちにパフォーマンス発揮の場が提供されたこと
は、現場を預かる者として、何より大切なことと捉えている。
　その一方で、欲を言えばキリがないが、アスリートのパフォ
ーマンス発揮をアシストする取り組みをもう少しできなかった
かという反省がある。例えば「地の利」を活かす実践である。今
回、サブトラックを含めて国立競技場での事前のトレーニング
等はまったくかなわなかった。数回の競技の場はあったが、こ
れは海外選手と同等の機会と言える。マラソン、競歩会場の急
な札幌移転、女子マラソンの突然のスタート時間変更なども含
めて、組織委員会をはじめとする運営サイドとのより密な連携
体制を築くことができていれば良かったと思っている。
　そのような中で、全国各地から集まって運営をサポートして
くださった競技役員、ボランティアスタッフ、警備関係者の方々
には、常に選手団に向けて暖かい言葉をかけていただいた。無
観客という競技会では極めて特殊な環境条件下において、この
ことはとても有り難く、大きな力になったことを強調しておき
たい。

　東京2020までの道のりにおいては、新型コロナウィルスに翻
弄されたと言っても過言ではない。そのような状況の中で、無
観客ではあったが、大会が開催されたことは、日本スポーツ界
にとって大きなことだったと考える。
　日本陸連強化委員会による強化のプロセスは、パンデミック
の影響によって思い通りにいかないところもあったが、おおむ
ね順調に進み、日本陸上界のある程度のレベルアップが実現し
た。その背景に、地元開催のオリンピックということで、豊富
な資金的バックアップがあったことは事実である。しかしなが
ら、ポスト東京では、これまで通りにいかないことは明白であ
る。
　ウィズコロナの時代に加え、世界情勢も必ずしも安定してい

るとは言えない状況にある。スポーツは、平和で安定した時代
にこそ、その良さを発揮するものと思われる。しかしこれから
は、社会の平和や豊かさに貢献するものとしての役割を担うべ
く、その価値の向上に資する取り組みや情報発信が必須になっ
てくるものと思われる。
　新しい強化体制においては、「ライフスキルトレーニング」と
いう新たな発想の強化施策を実施するなど、これまでの「強化
の場や資金」を提供する方法から「強化のプロセス」を提供する
方法へと転換を試みている。これらが、陸上競技の社会的価値
の向上につながるとともに、斬新な発想のもと、日本陸連方式
とも言える新しい強化スタイルが構築されることを信じて、楽
しみにしている。

4新しい強化スタイルの構築に向けて
Strengthening
Construction

3新型コロナウィルスによるパンデミックの影響
COVID-19 Pandemic
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　2013年、東京2020オリンピック（以下、東京2020）の開
催が決定。それを受けて2014年11月、「2020東京オリンピッ
ク強化普及特別対策プロジェクトチーム」が編成された。当時、
強化育成部長としてＵ20カテゴリーを中心とした競技者育成と
強化を担当していたこともあり、私はこのプロジェクトメンバ
ーのリーダーとしてディレクターを務めた。
　まず、プロジェクトを始める際に、前回の1964年東京オリン
ピック前後の歴史について学ぶ必要があった。当時の日本オリ
ンピック委員会強化本部長であった大島鎌吉は、1964年東京オ
リンピックを４年後に控え、1960年ローマオリンピックの惜敗
の要因を12項目挙げた。
１.アマスポーツの評価が低い
２.学校体育が目標と指導力を失っている
３.スポーツ指導者、施設が不足している
４.科学研究と現場の結びつきが弱い
５.選手養成の一貫性、計画性に欠ける
６.青少年層のつかみ方、指導方法が明確でない
７.選手の健康管理が不十分
８.選手を社会的有能者に導くことが不足している
９.選手が非スポーツ的環境が東京に集中している
10.スポーツの種類が多い
11.体協・競技団体の財源がない
12.政府のスポーツ政策が十分でない

　左記の項目を見ると、ずいぶん改善されてきている点と、現
在もなお改善されていないばかりか、増長されて問題視されて
いるものが多いことがわかり落胆した。しかしながら、これら
の問題点は普遍的であり続け、現代の取り組みは常にリニュー
アルをしていく努力が必要であると感じた。
　したがって、オリンピックで金メダルを獲るために求められ
る課題は、昔も今もほぼ同様であるが、その方法論は高度化さ
れているため、解決方法は異なってくるのではないかと考える
ようになった。私たちプロジェクトチームは、以下の国際競技
力向上のための強化システムの構築を目指した「五輪の柱」を
立てた。
① 強化組織の抜本的改革
② 種目・競技間トランスファーの促進
③ 強化情報戦略の強化と拡充
④ 科学的サポートの徹底的活用
⑤ 指導者養成の推進
　これら「五輪の柱」として、東京2020までに改善および推進
できた点と継続して残っている問題点並びに将来の展望につい
て述べていきたい。

東京2020を継承した
今後の強化策と陸上の価値向上を目指して

元強化委員会Ｔ＆Ｆディレクター
強化委員会委員長
山崎一彦 YAMAZAKI Kazuhiko12020東京オリンピック強化普及特別対策プロジェクトチーム発足

Project to TOKYO 2020

強化組織の抜本的改革1

　抜本的改革ということまでは到達できなかったが、強化委員
会が自身のコーチング手腕を発揮して強化対象競技者を自ら伸
ばしていくという形から、コーチングマネジメントへシフトさ
せることや、メダルターゲット種目、ＴＯＰ８、ワールドチャ
レンジの３カテゴリーに種目を分類し、目標を明確化できた。
　特に当初はＴＯＰ８に紐づけられた男子110ｍハードル、
3000ｍSC、走幅跳においては、メダルターゲットに匹敵する
躍進を示し、オリンピックを契機に新しい日本陸上界に布石を
投じることができた。

種目・競技間トランスファーの促進2

　この項に関しては、プロジェクトチームが発足してからすぐ
に取り掛かることのできた課題であった。種目・競技間トラン
スファーを本連盟では「タレントトランスファー」と名づけ、多
くの一流競技者は、さまざまな競技および種目を通じて成長し、
その高みに到達していく。
　そのために、育成時期においてはある一つの種目に特化して

成績を求めるのではなく、さまざまな種目を通じて得られる有
能感を重視していくことを推進していくものであった。タレン
トトランスファーマップの作成、それに伴う競技者育成指針の
作成をしたことや、育成段階の競技会では、オリンピック種目
にこだわらない種目設定をして、育成段階からシニア競技者に
必要なスキルを十分身につけられるように配慮していった。
　その代表例が、Ｕ18、Ｕ20で当初導入されていたオリンピッ
ク規格のハードルの高さ（106.7cm）である男子110ｍハードル
を、Ｕ20規格である99.1cmに下げたことである。特にＵ20日
本記録が大幅に更新されたことを契機に、日本記録もオリンピ
ックメダル獲得レベルの記録に到達した。今後の挑戦としては、
育成時期の競技会過多やトランスファーや多くの種目に挑戦す
る競技会の仕組みについて考えていくことが重要であると考え
る。
　タレント育成ということでは、2015年にプログラム化した

「ダイヤモンドアスリート」は、最も画期的な育成プログラムで
あると言える。通常、トップアスリート支援や強化などはエフ
ォートが重視され、強化資金に関しても育成プログラムには資
金投入できないという現状であった。陸上競技を通じて、オリ
ンピックや世界選手権で活躍することはもちろん、豊かな人間
性を持つ国際人となることを最大目的として、今後の日本およ

2国際競技力向上を目指した「五輪の柱」
Go for World Standard

国際競技力向上の
強化システム構築

JAAF

五輪の柱専任コーディネーター制の確立
国内外強化拠点の整備
縦割りブロック強化と種目特化拠点の設置

トランスファーマップの作成（OGメダル、入賞に必須な身体、
体力的特徴の明確化）
タレントマネージャーの配置

強化情報の一元化と循環整備（強化広報）
強化に関する中長期的戦略分析（データ分析と取り纏め）
国際競技会情報戦略（オリンピック、世界選手権など）、海外強化拠点の情報

情報分析科学の徹底
応用科学とサポートの好循環

ハイパフォーマンスコーチの資格化と質の向上
登録指導者数倍増

① 強化組織の抜本的改変

② 種目，競技トランスファー促進

③ 強化情報戦略の強化と拡充

④ 科学サポートの徹底的活用

⑤ 指導者養成の強化
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び国際社会の発展に寄与する人材として育成していくことを狙
いとした壮大なプログラムである。
　これらの趣旨について、東京マラソン財団スポーツレガシー
事業をはじめとする、アシックス、Denka、エームサービス、
Gabaの皆様より賛同していただき、丁寧な育成プログラムが構
築された。選出競技者たちは、オリンピック、世界選手権での
入賞や、多くの出場者を輩出するなど成果を上げることができ
た。今後も単なるタレント発掘に終始せず、陸上競技界の育成
プログラムのフラッグシップモデルとして高精度化していくこ
とが望まれるだろう。

強化情報戦略の強化と拡充3

　情報戦略としては、世界陸連（ＷＡ）が設定したワールドラン
キングのポイント分析をいち早く強化対象競技者へ説明し、国
内競技会においては、都道府県陸協の協力のもと、日本グラン
プリ競技会などの大会カテゴリーをなるべく上位に持っていく
などの対応ができた。その結果、東京オリンピックでの強化目
標の通り、「一人でも多くオリンピック出場者を輩出する」とい
う目標を達成することができた。
　ただし、発足当時に考えていた国際競技会への参加促進や海
外強化拠点を設置して、国際的な情報を収集していくような仕
組みは、COVID-19の影響もあり、実現できなかった。また、
今後も海外に開けた拠点づくりなどは据え置きされているのが
現状であるが、私たちのスポーツはワールドワイドな競技であ
ることから、根気強く施策していきたいところである。
　強化情報の拡充というところでは、2018年11月より陸上競
技専門誌である月刊陸上競技では、強化に関する情報をわか
りやすく伝えていこうという趣旨で、「Challenge to TOKYO 
2020 日本陸連強化委員会　～東京五輪ゴールド・プラン～」を
連載した。強化に関わっている者たちは理解できても、現場の
コーチにはなかなかその意図が伝わらないことが多いと考えて
いる。私たちの日本陸上界がどのような方向へ進んでいきたい
のか、あるいは進むべき方向性を示すことは必要不可欠である
ことから、今後はさらに文字での表現をしていきたい。

科学サポートの徹底的活用4

　この東京2020までの軌跡で、最も進んだ一つであった。科学
委員会による競技会分析とフィードバックは、体系化され迅速
化された。また、男子4×100ｍリレーでは、区間分析のエビデ
ンスを導入したことによって、バトンパスの精度と走順のエビ
デンスの蓄積は他国より群を抜いていると思われる。東京2020
こそ残念な結果となったが、これらは、次のパリオリンピック
でも大きな財産となるだろう。また、杉田正明科学委員長を中
心とした暑熱対策サポートおよび研究に関しては、ロード種目
のみならず多くの競技会へ向かうコンディショニングで活かさ
れた。今後はこれに加え、情報分析科学なども導入していき、
競技者のパフォーマンス向上が期待できるだろう。

指導者養成の強化5

　強化委員会とは直接的ではないが、私たちコーチは指導者と
しての資質向上を常にしていかなければならない。そのため、
コーチ養成は強化と切り離すことができない重要な事項である。

2020年に指導者養成委員会が立ち上がり、指導者養成の充実
を図っている。これらは、育成段階の部活動のあり方の見直し
や、地域や民間クラブへの緩やかな移行などを鑑みて、コーチ
養成と資格保持者の増大は喫緊の重要事項と言える。
　五輪の柱に挙げていたハイパフォーマンスコーチの資格と質
の向上というところまで、到達することができなかった。ハイ
パフォーマンスコーチと言っても、トップ中のトップを育てる
だけのコーチ像ではない。普及、育成、強化における各カテゴ
リーのコーチは、全体像を見ようとしても、結局はそのカテゴ
リーでのゴールを見出そうとしてしまう習性があることは否め
ない。
　今日の日本では、中高校生が競技者人口数の圧倒的な割合を
占めている。全日本中学選手権、全国中学校駅伝、全国高校総
体、全国高校駅伝などの過熱ぶりをみると、まさしく最高峰競
技会と位置づけられている。当然、コーチ、競技者の外部評価
や動機付けは勝敗に集中してくる。特に育成段階の指導力とい
う意味は、日本代表選手を何人輩出したかではなく、そのカテ
ゴリーで総合優勝させたかが強調されてしまうという傾向にあ
る。これではどんどん狭義な指導方法を確立していくこととな
り、育成の指導力は先見性であるという指導理念は根付かない。
　さらに、コーチの入れ替わりがそれほど多くはない。選手の
入れ替わりが激しいカテゴリーでは、せめてすべてのコーチが、
さまざまな選手のスタートラインからゴールまでの全体像を知
っておくことが重要である。国際競技力向上のためには、競技
者のタレント育成との両輪で、ハイパフォーマンスコーチ育成
は声高らかに提唱していくことが課題である。

1 High Perforｍance Coｍｍittee
強化

「見る」「見られる」を意識した強化を

　COVID-19の影響で、2020年に開催されるはずのオリンピッ
クが翌年に延長となった。私たちは、競技者に対して、「いつど
んな状況になるかわからないことを想定せよ」ということを常に
話しているが、私は100％予測することも、想定することもで
きなかった。プレイヤーから開催当年までは対策で追われた感
はあったが、冷静に対処し、適応が早かったのは競技者の方で
はなかったか。東京2020の若い競技者の大活躍は、私たちに

「冷静になれよ」とのメッセージだったのではないか。
　それらの競技者に助けられて、東京2020が終了した。私たち
が自信を持って何かを残せたのかというと、思いつくことがな
い。ただ言えることは、今後はメダルの価値や記録の価値だけ
でない、陸上競技そのものの価値をどれだけ上げることができ
るかということを毎日考えている。
　1964年に開催された東京オリンピック後のレガシーは、日本
スポーツ界全体の成果として、高度経済成長に合わせて企業が
スポーツを支援する機運が高まり、競技強化をするための実業
団体制が定着化した。スポーツの普及においては、スポーツ少
年団などの体制が拡大した。また、ハード面では高度経済成長
にも助けられ、当時のオリンピック関連競技施設は後世につな
がるものとなった。

　しかしながら、これらは制度後退が起こっている。ソフト面
である実業団制は、企業理念や自社の意識高揚などに期待され
る部分が大きく、自社の人たちが良い方向に動く内向き傾向で
あることから、『する』スポーツがメインとなっている。そのた
め、『する』意識の強いトラック＆フィールド種目は、実業団と
して期待できる企業参加は少ないのが現状である。
　コーチに関しても、すべてのカテゴリーで「する」コーチ化が
進んでいると思われる。「見る」人よりも「する」人の集団にな
っていることは否めない。さらには成績重視が行使されている
全中、インターハイ、インカレ、箱根駅伝、実業団などは、コ
ーチ、関係者、競技者も「する」方が優先され、「見る」は重視
されづらい仕組みになっている。強化に携わる人間として、「す
る」を長年行ってきたかもしれないが、今後はコーチ自身が「支
える」はもちろんだが、「見る（見られる）」を意識した強化を目
指していきたい。
　最後に、2013年、2020年の東京オリンピック開催が決まっ
た翌朝の輝く青い空と白い雲は今も忘れられない。そして、強
化育成部長時代に東京2020へ向かって、高校指導者のみなさ
んと東京2020までに「どうやって選手を育成するか」「将来の
陸上競技界をどうしていきたいか」について何度も何夜も語った
日々は忘れない。冷静と情熱のあいだで陸上競技を見つめ、陸
上競技の価値を高めていきたい。

3東京2020で私たちは何を残せたのか
Legacy of TOKYO 2020
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　東京2020オリンピック（以下、東京2020）が2021年に無事
終了した。開催決定からこれほどまでに変更が生じた大会は、
過去になかった。1964年東京大会から56年を経て前回以上の
盛り上がりを期待し、インフラ整備をはじめとする近未来のオ
リンピックになるだろうと楽しみしていたが、最終的には１年
延期した上に無観客開催という誰も想像できない結末となった。
　陸上界に関わる一人として、2016年リオデジャネイロオリン
ピックまでは、60歳で迎える自国開催のオリンピックに向けて
代表選手を輩出することに頭を巡らせていた。しかし、想いと
は裏腹に日本陸上競技連盟（以下日本陸連）強化委員会、長距
離・マラソンディレクターへの就任要請があり、日本代表強化
のマネジメントをする重責を担うことになった。
　東京2020までの道のりを『後世に形として残す』という目的

で、改めて強化プロセスを時間軸で整理し、次世代の財産とな
るように以下の項目に従ってまとめてみたい。
2015年：マラソン強化策として実業団からの提言
2017年：マラソングランドチャンピオンシップ（以下ＭＧＣ）創設
2019年：ＭＧＣ、ＭＧＣファイナルチャレンジ
2017年～ 2020年：さまざまな変更に翻弄され、対応に追われ
た強化委員会
2020年：新型コロナウイルス世界的感染拡大による開催1年延
期
2020 ～ 2021年：東京（札幌）オリンピックまでの準備と戦いを
振り返って
2021年９月：オリンピックレガシーとして・・・長距離・マラソ
ン強化の未来

東京2020を継承した今後の強化策と
陸上の価値向上を目指して

元強化委員会長距離・マラソンディレクター 

河野　匡 KAWANO Tadasu

1はじめに
Start to TOKYO 2020

　2014年日本実業団陸上競技連合（以下、日本実業団連合）会
長に西川晃一郎氏が就任された。同氏は日本陸上界の現状、特
にマラソン界の低迷を憂い、その要因について筆者にレポート
を求めた。以下が実業団強化副委員長として2015年に西川会長
へ送った内容である。

「マラソン界はオリンピック選手でも年収2000万円を超え
る選手は皆無。一方実業団選手（主に駅伝選手）は高卒１年
目でも給料ベースで200万円以上、強化費を含めると500万
円は支払われている。トップ選手に薄く、駅伝選手の育成に
は厚く処遇している現状から、世界に通用する選手の育成は、
指導者と選手の『高い志』に委ねるしかないのだろうか。」
注力すべきは以下の３点と考える。
①マラソン選考要項が世界に通用する強化とリンクする事

（陸連）
②指導者のプロ化⇒その後選手のプロ化（チーム運営方法の
検討：実業団）
③マラソンレースの新設（記録挑戦）、駅伝実施方法の見直
し（区間距離、出場チーム数、予選方法など）
※2020年にはとても間に合わないが・・・手を付けないと
このままダメになっていくのを待つだけになってしまう気が
している。

　上述のレポートを受けて、西川会長を中心とするワーキング
メンバーが立ち上がり、「東京2020でメインポールに日の丸を
掲げる」ことを目標に、まずは男女マラソンの日本記録更新に
対して報奨金を出す仕組みを作り上げた。いわゆる「マラソン
日本記録樹立に１億円。チームに5000万円」というスキーム

「Project EXCEED®」である。その概念は以下の通り。

　プロジェクト名 “EXCEED”には超える、超越するという
意味がある。
　ここには、12年前に打ち立てられた男子マラソン２時間６
分16秒、９年前に打ち立てられた女子マラソン２時間19分
12秒の日本記録を超えるという意味合いをはじめ、通常の取
り組みでは超えられないものを超える、既成概念を打破する
というような思いと希望が込められている。
　本プロジェクトの目指すところは、多くのトップアスリー
トを擁する日本実業団陸上競技連合が、マラソン日本記録
を超える複数のスター選手を輩出し、その勢いをもって東京
2020時メインスタジアムにマラソンで日の丸を掲げること
である。
　この活動を通じて、日本陸上界全体の盛り上がりというレ
ガシーを残していきたい。
この取り組みが「Project EXCEED®」である。
参照：Project EXCEED：実業団マラソン特別強化プロジェ
クト

　プロジェクト資金は、日本実業団連合の基金と加盟会社の協
賛金によって拠出された。日本記録に「１億円」という金額に賛
否両論あったが、陸上界だけでなくスポーツ界はもとよりお茶
の間の話題となり、大会ごとに注目されるようになった。
　また、選手、コーチは日本記録への挑戦意欲が湧き、大きな
動機付けになったことは間違いない。まずはマラソン界に大き
な「飴」、ご褒美を用意したのである。

マラソングランドチャンピオンシップ（以下ＭＧＣ）創設

　2016年リオデジャネイロオリンピックの長距離・マラソンは
惨敗に終わった。成績もさることながら、メダル争いに加わる
ことなく戦えていない結果に、東京オリンピックに向けての希
望が見い出せない状況であった。
　その打開策として、日本陸連は「マラソン強化特別対策プロ
ジェクト」を立ち上げ、リーダーに瀬古利彦氏を指名。筆者を含
む坂口泰、山下佐知子男女マラソン強化コーチがプロジェクト
メンバーとなり、2020年に向けての強化がスタートした。
 「日本マラソンの復活」を託された瀬古リーダーは、戦える状況
にするためには労を厭わない覚悟を我々に示し、まず現状分析
を行った。

　1990年～ 2000年代初めまで世界のマラソン界と対等に
戦っていた「日本マラソン」が、近年低迷している。男女マ
ラソンの日本記録は、高岡寿成が2002年に樹立した２時間
６分16秒、野口みずきが2005年に樹立した２時間19分12
秒と、いずれも10年以上更新されていない。
　東アフリカ勢の台頭もあるが、日本の長距離界が「駅伝が
主」「マラソンが従」となっている現状が要因とも言われてい
る。オリンピック前後のマラソンの記録を分析してみると、
オリンピックイヤーは記録の向上および一定レベルの結果を
残しているが、それ以外の年は限られたメンバーしかマラソ
ンに取り組んでいない状況にある。
　つまり、オリンピック選考に関わる年以外は本格的にマラ
ソンに取り組む選手が少なく、「選考レースのための強化」と
なり「オリンピックで戦う強化」にはなっていない。

　分析をもとにさまざまな議論を重ねた結果、選考レースの形
骸化による選手の取り組み意識の低下を招いていることがレベ
ルアップしない要因として挙げられ、選考レースのあり方を見
直し、早期に取り組む意識づけと勝負強い選手を選ぶ仕組みづ
くりが不可欠であるとの結論に達した。
「選考方法の見直し」は日本陸連の事業的観点、大会主催者の
これまでの貢献を踏まえると、納得を得ることは容易ではなか
ったが、これまでと同じ手法ではオリンピックを戦えないこと
は共通理解され、従来の選考方法を尊重しつつ「強化」と「選
考」が連動する新たな選考システムを構築することで合意が得
られた。以下は2017年３月、日本陸連理事会への提言である。

1 High Perforｍance Coｍｍittee
強化

2道程（みちのり）▶マラソン強化策として実業団からの提言

Strengthening
Construction
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　東京2020のマラソンでのメダル獲得は、国民のみならず、
選手・指導者・チームが総力を挙げて目指す崇高な目標であ
る。そのために日本陸上競技連盟は、育成から選考、さらに
選手強化にわたって、最善の体制をとる決意をした。
　限られた時間の中で、まず取り組むべきことは何か。その
第一歩として、選考のあり方を見直すことを提言する。世界
の潮流を見誤ることなく、これまでの選考方法をこの先も踏
襲するのか。過去の選考方法の優れたところを生かし、なお
時代に即した選考はどうあるべきなのか。
　日本陸連では、「すべての競技者が早い段階からマラソン
に取り組む手だてを探る」これこそが「今最も重要である」と
の結論に達した。
　そこで提言するのが、今回の新・選考レース案である。

　理事会承認を経て2017年８月からＭＧＣ（図１）がスタート
した。
　選考過程、求められる代表選手のイメージ（図２、図３）が明
確となり、選手、コーチはオリンピック代表選考レースとなる
ＭＧＣ出場権獲得を目指し、必死に戦うようになった。
　ＭＧＣは言わば「鞭」である。記録を出せば報奨金が得られ
る「Project EXCEED®」が「飴」の役割を果たし、「飴」と「鞭」
が相乗効果となって各大会は期待以上に盛り上がり、記録向上
が目に見えて表れてきた。

ＭＧＣ、ＭＧＣファイナルチャレンジ

　2019年９月15日、「ＭＧＣ」は歴史の残るレースとなった。

ＭＧＣ出場権を獲得したのは男子34名、女子15名。大会前から
特別番組が作られ、当日の沿道には50万人を超える観客が集ま
った。東京オリンピックとほぼ同じコースが設定されたレース
は、男子ＴＢＳ、女子ＮＨＫがコラボし、２局同時生放送とい
うこれまでにない枠組みで日本中に伝えられた。最終的にスタ
ートラインについたのは、10月開催のドーハ世界選手権代表を
選択した男女各３名および故障欠場者を除く男子30名、女子10
名であった。
　上位２名に与えられる代表内定を勝ち取ったのは男子が中村
匠吾（富士通）、服部勇馬（トヨタ自動車）、女子が前田穂南

（天満屋）、鈴木亜由子（日本郵政グループ）。完走者は男子27
名、女子９名。激しい戦いもさることながら、レース終了後に
選手とコーチ、プロジェクトメンバー、関係者で開催したフェ
アウェルパーティーは至極のひと時であった。内定を勝ち取っ
た選手と、敗れた選手の、潔く清々しい表情が印象的だった。
　代表残り１枠は、ＭＧＣ３位もしくはＭＧＣファイナルチャ
レンジにおいて設定記録を突破した選手が選ばれる選考要項と
したが、選手のオリンピック代表に懸ける思いが爆発し、想定
以上の盛り上がりとなった。男子はＭＧＣ３位であった大迫傑

（ナイキ・オレゴン・プロジェクト）が自身の日本記録（派遣設
定記録）を短縮する２時間５分29秒で代表権を獲得。女子は大
阪国際女子マラソンで松田瑞生（ダイハツ）が２時間21分47秒
で設定記録を突破して優勝。代表決定かと思わせたが、一山麻
緒（ワコール）が名古屋ウィメンズマラソンでさらにその記録を
上回る２時間20分29秒の女子単独レースアジア記録で優勝し、
見事代表に決定した。
　ＭＧＣシリーズは大成功に終わったが、この仕組みは「東京
2020」という御旗がなければ生まれなかっただろうと思う。そ
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れと同時に、マラソンがいかに国民に愛され、思い入れの強い
競技であるかを痛感し、オリンピック本番で活躍しなければな
らないと感じた次第である。
　ＭＧＣ導入がもたらした成果を挙げると、
●ＭＧＣ出場権獲得が新たなステータスとして認知
●ＭＧＣレースは沿道に50万人以上が駆けつけ、改めて一発選
考のおもしろさ、醍醐味が認識された→ＭＧＣが流行語大賞に
ノミネート

●ＭＧＣファイナルチャレンジがさらにヒートアップ
●日本記録は男子がシリーズ期間中３度更新（設楽、大迫２回）
●一山麻緒が２時間20分29秒の女子単独アジア記録更新
●男子において記録向上が顕著に表れ、実業団駅伝・箱根駅伝
の強化とマラソン強化が連動するようになった。

　以上からも、「ＭＧＣ」が日本マラソン界にとって大きな分岐
点になったことは間違いないと言える。

オリンピックマラソン代表選考についての視点

強化委員会が求める、「戦える」代表選手像

① 求める基準（選考会での順位や記録）を満たすレースを、
オリンピックまでに複数回経験した競技者

② 地元開催という想像を超えるプレッシャーの中で力を発
揮できる勝負強さ

⬇
　複数レースにおける「実績」を有し、かつ「大舞
台」で100％実力を発揮できる選手

⬇
　具体的には、大会時期を見据え、最大限持てる
力を発揮する「調整能力」と世界と戦う「スピード」
を有する者

東京2020オリンピックで戦える選手の条件

必要する２大因子

２枠 １枠

調整能力 スピード

国際基準のパフォーマンス（ベース）

調整能力の不安を超
越する、世界トップ
レベルのマラソンス
ピード

安定性

メンタル
タフネス

フィジカル
タフネス

マラソングランドチャンピオンシップ（MGC）

2020東京オリンピック

ワイルド
カード

マラソングランド
チャンピオンシップレース

（MGCレース）

MGCシリーズ
2017-2018

国内指定選考競技会

2018-2019
国内指定選考競技会

ファイナルチャレンジ2019-2020
国内指定選考競技会

❶ ❷ ❸ ❸

図２ 代表選手像

図１ MGC概要

図３ 戦える選手の条件

2017年８月

2018年８月

2019年８月

2020年８月
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　開催決定から終了まで、陸上競技だけにとどまらず、これほ
どさまざまな変更がなされたオリンピックは過去になかったで
あろう。大会規模、予算、開催場所、施設建設計画、人事、エ
ントリールール、競技規則等、数え上げればきりがない。その
中で、長距離、マラソンに関係する変更についての対応をまと
めてみた。

●ワールドランキングの導入及び対応・・・参加資格変更
●シューズの進化とルール改正
●マラソン・競歩のみ開催場所が札幌へ変更

　オリンピック、世界選手権の参加資格は、これまで標準記録
を突破し、選考大会の結果により選ばれるのが通例であったが、
国際陸連〔2019年から世界陸連（WA）に名称変更〕は2018年
から世界ランキング制度を導入することを2017年11月に決定
した。大会レベルに応じた順位ポイントと記録テーブルを用い
たポイントを合算し、種目によって必要なパフォーマンスの平
均したポイントをランキング化し、参加資格が得られるシステ
ムに変更を行った。
　このことにより、オリンピック代表選考における強化戦略の
変更を余儀なくされた。ただ単に記録を出すことだけでは意味
がなく、大会レベルを考慮しての出場が求められ、それに伴い
国際大会への派遣、国内大会の整備などシステムに合致した対
策が必要となった。また、そのシステム自体が見切り発車な部

分もあり、2019年に一部制度変更がなされるなど度重なる変更
に苦慮したが、そのような中でも麻場一徳強化委員長を中心に
日本陸連事務局と協働し、丁寧に対応していった。
　ＭＧＣ開催が発表されたと同時期に「シューズの革命」ともの
ちに評される画期的な長距離専用のシューズがナイキ社から発
売された。「厚底シューズ」と称され、ソールにはカーボンプレ
ートを装着し、使いこなす選手の記録が飛躍的に向上した。
　あまりの記録向上にWAはシューズの厚さに対して規制を打
ち出し、トラックレースは25mm、ロードレースは40mm以内
と定められ、併せて申請されたシューズのみに使用許可を出し、
オーダーメイド（カスタム）のシューズは使用できなくなった。
主だった日本選手はオーダーシューズを使用していることもあ
り、ナイキ社以外を使用している選手にとっては新たにシュー
ズ探しが必要となってその対応に追われた。WAからの情報収
集に努め、選手、コーチへの情報共有や大会開催規定の即時変
更など出来うる限りの迅速な対応を行った。
　さらに、何と言っても驚いたのが、2019年のＭＧＣが成功裡
に終了し、オリンピックに向けての強化が本格化し始めた時に、
マラソン、競歩の開催場所が東京から札幌への変更が決まった
ことである。この件については、決定までのプロセスに未だ納
得していないが、我々の力ではどうしようもなかった。「オリン
ピックは誰のためにあるのだろうか」と思いながら、代表選手の
サポート体制を充実させることに傾注した。

2020年：新型コロナウィルス世界的感染拡大による
開催1年延期

　2019年12月に中国・武漢市から発生したとされる新型コロ
ナウイルスが世界中に感染拡大し、2020年３月に東京2020の
開催が１年延期されることが決定された。感染状況からして仕
方ないと頭では理解しつつ、開催まで４ヵ月を切った中での延
期は我々にとっては戸惑いでしかなく、さらに本当に１年後に
開催されるのだろうかという疑念と不安が消え去ることはなか
った。
　我々スタッフでさえそうなのだから、選手は相当な不安とプ
レッシャーを背負わされた中での準備になってしまった。今で
きることを、それぞれの役割に応じて精一杯やることしか方法
はなかったが、なぜこんなに何度も変更があるのだろうと恨め
しく思った。
　唯一、この間に良かったことを挙げるとしたら「リモート

（web）会議の普及」である。これまで関係者が集まって実施して
いた会議が、感染対策としてリモート会議が主流となり、移動
ロスの解消および経費削減につながった。ただ、お陰で30分で
も時間があれば会議が設定され、以前より会議の回数が増えた
ことには閉口した次第である。
　大会開催まで本当にいろいろなことが勃発したが、改めてこ
のメンバーだからこそ乗り切れたと実感しているとともに、高
い志を持って臨めたことは誇りである。

2020～2021年：東京（札幌）オリンピックまでの
準備と戦いを振り返って

　東京2020開催延期が決まり、2020年４月～６月末まで緊急
事態宣言が発出された。その間、大会はすべて中止となり、ト
レーニングもままならない状況が続いた。
　７月になって感染状況が落ち着き始め、日本陸連はいち早く
大会を再開した。練習不足を懸念していたが、選手たちは大会
開催に感謝し、鬱積されたエネルギーをレースで爆発させてく
れた。
　１年延期はつらく、重苦しいものであったが、2020年に開
催していたら代表に選ばれなかったと思われる若手が急成長
し、トラック種目で世界と戦える選手が続出した。結果として
オリンピックまでに男子10000ｍ、3000ｍSC、女子1500ｍ、
3000ｍ、5000ｍ、10000ｍで日本記録が更新され、長距離種
目すべてに代表選手を送り込むことができた。
　筆者がオリンピックで担当した種目の成績は男女マラソン、
男子3000ｍSC、女子1500ｍ、10000ｍで入賞。メダルには
届かなかったが、2016年リオデジャネイロオリンピックの入賞
者ゼロからＶ字回復できたと評価している。

レガシー（まとめ）
2021年9月：オリンピックレガシーとして……
長距離・マラソン強化の未来

　東京2020までを振り返って、継承すべき具体的なものは正直
浮かばない。なぜならば強化策というのはその時々の背景、状
況によって柔軟に対応する必要があるからである。選手という

「なまもの」相手に、そのコーチとともに世界と戦う気概と可能
性を求めて準備していくしかないと思う。プロセスでの正解は
なく、すべて結果によって評価される世界なので。
　最後に、筆者が５年間に渡るオリンピック強化プロジェクト
および強化委員会のマネジメントにあたる中で、日本オリンピ
ック委員会（ＪＯＣ）ナショナルコーチアカデミーで岡本薫氏

（政策研究大学院大学教授）から学んだ「Phase-Planning手法」
（図４）を念頭においてさまざまな事案に対応したことを紹介す
る。この手法は、物事を論理的に組み立て実行していくのに非
常に役立ったので、参考になれば幸いである。

参考）ＭＧＣ設立にあたってのフェイズ＆プラニングは以下の通
り。

①リオ五輪惨敗（入賞０）
②選考形骸化、選手の意識低下
③メダル＆世界のトップへ
④早期取り組みを意識づけ
⑤三方一両損
⑥ＭＧＣの運営と意識づけ
⑦選手・コーチの意識変化
⑧結果⇒男女入賞、レベルアップ

　2016年11月から2021年９月まで濃密な時間を過ごさせてい
ただいた。地元開催のオリンピック強化に深く関われたことは、
一生の思い出となった。お世話になったすべての方に感謝申し
上げたい。
　そしてともに戦い、同志である麻場一徳強化委員長、山崎一
彦ディレクター、坂口泰男子マラソン強化コーチ、山下佐知子
女子マラソンコーチ、綾部健二男子長距離強化コーチ、野口英
盛女子強化コーチ、日本陸連事務局メンバーに深く御礼申し上
げます。
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3度重なる変更への対応
Responding to repeated changes

②原因を特定する

Plan

①現状を把握する

③目標を設定する目　標

手　段

⑥手段を実施する

結　果

Do

See

結
果
が
次
の
段
階
の「
現
状
」に
な
る

④手段を
企画する

原　因

現　状

⑤集団意思を決定する

⑦比較（評価）する

▶2017年～2020年：さまざまな変更に
翻弄され、対応に追われた強化委員会

図４ Phase-Planning手法



　日本にとって２度目の五輪開催となる東京2020オリンピック
（以下、東京2020）が終わって、１年が過ぎた。新型コロナウイ
ルス感染症という過去に経験したことのない世界的なパンデミ
ックに襲われた中、大きなトラブルもなく無事に大会を終えら
れたことを何よりも安堵しつつ、自分の中で一抹の残念さがぬ
ぐい切れない。
　19日間の大会の最終日、陸上競技のフィナーレを飾る８月８
日の男子マラソン。大迫傑（Nike）が２時間10分41秒で札幌・
大通公園にゴールし、２大会ぶりの入賞を果たして涙する姿を、
私は解説者として、東京のスタジオから画面越しに見ていた。こ
の時のために建て直された新国立競技場で、８万人の大観衆の
歓声と拍手に包まれながら、五輪というアスリートの究極の夢の
舞台に思う存分浸らせてやりたかったと悔しさがこみ上げた。
　私は1996年アトランタ大会と2000年シドニー大会に、長距
離代表として２度出場した。10000ｍで７位に入賞したシドニ
ーで味わった、11万人が埋め尽くしたオリンピックスタジアム
の熱狂と興奮は、22年が経った今でも脳裏に焼き付いている。
2013年８月、東京2020の開催が決まった時、私だけでなく日
本中が、あの感動が東京にもたらされるのだと期待した。
　日本陸連も地元五輪の成功と成果を目指し、強化策を大きく
見直した。トラック長距離ではすでに2016年リオデジャネイロ
大会から、出場や国内選考の方式が大きく変更されていた。ワ
ールドアスレチックス（世界陸連／ＷＡ）がワールドランキング
制を導入し、ターゲットナンバー制を設けたことで、参加標準
記録が一段と高く設定された。その記録の突破者とターゲット
ナンバー内のワールドランキング上位者が大会に出場する。
　マラソンについては、これまで五輪代表は世界選手権および
複数の国内選考会というコースも気象条件も異なるレースの結
果を元に決定し、その選考過程は過去幾度となく課題も生んで
きた。その反省も踏まえ、東京2020に向けては戦える選手を代
表とするための「マラソングランドチャンピオンシップ（ＭＧ
Ｃ）」が設立された。
　必要条件をクリアした選手のみが出場できるＭＧＣは、オリ
ンピック同様にペースメーカー不在、自らの力で駆け引きしな
ければならない。また、ＭＧＣは五輪前年の９月開催で、本番
に近い暑さに対応する能力も必要とされる。そして、コースは
五輪本番と同じ。飛行機での長距離移動、食事、言葉や練習環
境など、海外大会につきもののストレスは排除できる。地元開
催だからこその「地の利」を、最大限に利用する戦略が整えら
れたはずだった。

　しかしながら、そのＭＧＣを終え、東京2020開幕まで１年を
切った2019年10月、酷暑のドーハ世界選手権での棄権者続出
したことによってIOＣが、「選手の安全確保」を理由に男女マラ
ソンと競歩の札幌移転を突然決定。代表選考基準の核心だった
「東京の暑さとコースへの適応能力」は、根底から揺るがされた。
　さらに、オリンピックイヤーの幕が開いた2020年１月、中国
から広がった新型コロナウィルスが、瞬く間に世界を覆いつく
し、近代五輪100年の歴史で初めての１年間の延期という事態
に追い込まれた。世界中のアスリートが、トレーニングどころ
か一時は自宅から外出することもままならなくなった。
　無観客、選手・関係者の行動制限、厳格な検査の実施等で
2021年の開催にはこぎつけたが、長期間の隔離生活を送ること
になる選手のコンディショニング等、これまで誰も経験したこ
とのない困難と向き合いながら手探りの調整を強いられた。世
界最高峰の選手たちが、万全のコンディションを整え、最高の
舞台に臨む４年に１度の舞台は、無事に終えることだけで精一
杯となった。
　ただ、この誰も経験したことのない厳しい試練は、我々の想
像を超える形で新たな扉を開いてもくれた。
　大会初日、男子3000ｍSC予選からいきなりの衝撃だった。19
歳の大学生、三浦龍司（順天堂大学）が最後まで先頭に立ち続け
るという過去に例を見ない展開を見せ、タイムも８分09秒92と
自身が持つ日本記録を大幅に更新。決勝でもスタートから果敢に
攻め、この種目日本人初の入賞となる７位に食い込んだ。外国勢
相手に一歩もひるまず、対等に挑む姿に驚くばかりだった。

東京2020を継承した今後の強化策と
陸上の価値向上を目指して

強化委員会シニア・ディレクター
高岡 寿成 TAKAOKA Toshinari

1東京2020を終えてSummary of TOKYO 2020
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　同様に女子でも20歳の廣中璃梨佳（日本郵政グループ）が
5000ｍで決勝進出、10000ｍでも７位に入賞。さらに1500ｍ
は21歳の田中希実（豊田自動織機TＣ）が８位入賞を果たした。
女子1500ｍは1972年ミュンヘン大会での種目採用以来、日本
選手が出場したのは今回が初めてである。世界との差に特に苦
しめられてきた種目での入賞は、まさに快挙だった。
　この３選手はいずれも高校時代から全国区で活躍し、将来を
嘱望されていた。しかし、国内で高い評価を集めても、その才
能がそのまま五輪で発揮できるケースは少ない。
　よく「五輪には魔物がいる」と言われる。冷静に考えれば、「魔
物」は選手個人が頭の中で勝手に作り上げた幻の世界の感覚であ
り、現実に行われるルーティンは通常のレースと変わらない。
　その幻を生み出してしまう一つつの要因が、出身地や所属先
で開かれる盛大な壮行会である。かつてないほどに注目を浴び、
重圧と緊張に平常心を失えば、たとえ肉体的なコンディション
が万全だったとしても、高いパフォーマンスは期待できない。
東京2020前は多くのイベントが中止・縮小され、選手に余計な
プレッシャーを与える機会が最小限となった。
　また、本来なら大観衆が埋め尽くしたであろうスタジアムは、

カラフルに彩られた客席が視覚的な寂しさを一見隠してはいる
が、巨大スタンドを揺るがす大歓声はない。声援を力にできる
選手もいるが、多大なプレッシャーに感じる選手にはレースに
集中できる環境だっただろう。これはコロナ禍という災いが転
じて福となった一面とも言える。
　マラソンでは男子の大迫が６位、女子の一山麻緒（ワコール）
が８位で入賞を果たした。酷暑を避けて移転させた札幌で、男
子のスタート時の気象は気温26度、湿度80％、106人中30人
が棄権した過酷な条件。女子は本番半日前にスタート時間が１
時間繰り上げられるという異例の事態の中、ＭＧＣで勝ちきれ
ず、ファイナルチャレンジで代表をつかんだ２人が、メダルに
は届かなかったが、サバイバルレースで粘り強さを発揮した。
女子の入賞は2004年アテネ大会以来。２人の豊富な練習量だ
けでなく、科学委員会と一緒に取り組んできた暑熱対策もパフ
ォーマンスを支える力となった。
　これら東京2020での好成績は、地元開催に向けて選手と指導
者、陸連が総力を挙げた長期計画の下、情熱を持って取り組んだ
からこそ達成できた。次回の2024年パリ大会に向け、東京大会
の経験を最大限に活用して強化につなげていかなければならない。

　五輪出場にあたっては、今後も参加標準記録とワールドラン
キングを用いて参加資格が与えられることが予想される。グレ
ードの高い大会の選択が重要になるとともに、出場レースの確
保もカギとなる。そのためにも日本国内でハイグレードの大会
開催が必要である。グレードの高い大会は選手に大きな目標を
与えるとともに、国内で世界のトップ選手の真剣勝負を目の当
たりにできる貴重な機会は、新たな陸上ファン開拓にもつなが
る。
　トレーニング環境も年々整備が進んでいる。国内に高地トレ

ーニングが可能な場所は少ないが、標高1800ｍの湯ノ丸高原
（長野県東御市）に400ｍトラックが作られている。平地でも多
くの大学や実業団に低酸素室が整備され、都内には低酸素のス
ポーツジムも現れている。これまでのように米国など海外に赴
かなくても、整いつつある国内環境を有効に組み合わせること
で、長時間の移動や生活上のストレスの少ない低酸素トレーニ
ングが国内でも可能になりつつある。
　クロスカントリーコースも、低酸素環境と並び重要である。
路面が柔らかい不整地でのトレーニングの必要性は、私が現役
時代の30年前から説かれていたが、日本人には馴染みがない上
にコースもなく、取り組みは少なかった。しかし、ケガの予防
や筋力強化を求め、近年はトラックの周囲にクロスカントリー
コースを設置する大学が増えた。地方の陸上競技場も積極的に
整備し、実業団や大学の合宿を誘致している。このようなハー
ド面での環境整備は、今後も選手の育成に有益に働くだろう。
　長距離・マラソン選手にとって負荷の大きいトレーニングは
怪我と隣り合わせである。治療法のみならず、ランニングフォ
ームやシューズ等、各分野に精通したプロフェッショナルが選
手をサポートする体制が整備されることが望ましい。その人材
育成にも着手していかなければならない。
　前回の1964年東京大会は、戦後の日本のスポーツ発展の大き
な礎となった。さまざまな競技のメダリストたちがその後、指
導者となり、次世代を育て、また子どもたちの憧れとなって競
技の裾野を広げた。今回の東京オリンピックも同様に、21世紀
の日本陸上界の発展の布石とならなければならない。
　パリ大会まで２年あまり。東京で新時代の扉を開いた選手た
ちは、パリに向かっても有力候補として代表選考の最前線をけ
ん引するだろう。その成長を最大限に引き出し、今回残念なが
ら届かなかったオリンピックのメダルにつなげるために、我々
強化スタッフも一丸となって全力で取り組んでいきたい。

2パリ五輪に向けてRoad to PARIS 2024
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　科学委員会では、これまで長い間、強化ブロックごとに委員
会内で主担当を配置するかたちで、強化委員会と連携しながら
支援活動を実施してきた。東京2020オリンピック（以下、東京
2020）開催決定後以降は、強化体制のターゲット種目設定に伴
い、各ターゲット種目ごとに担当者を配置し、強化現場のニー
ズをきめ細かく汲み取る新体制として活動を行ってきた（図１）。
　強化現場とのスピード感のある双方向のやり取りによって、
現場のニーズに寄り添いながら個別的、実践的なデータ収集と
即時フィードバックに重点を置いた活動の実施ができたという
ことができる。
　委員会メンバーは、2016年度当時は27名であったが、東京
オリンピックに向けて43名と増員し、バイオメカニクス、運動
生理学、栄養学及び社会学などの諸科学的な観点からのアプロ
ーチとエビデンスに基づく支援や情報提供を充実させるととも
に、外的要因である気象情報、海外情報等の収集活動をも加え
た幅広い活動を展開してきた。
　特にターゲットアスリートへの重点的、科学的支援として、
競技会、トレーニング（合宿）などで得られた分析結果などの情
報を、できるだけ早く強化委員長、強化ディレクター、強化担

当者、情報戦略部、科学委員長、事務局担当者らへ同送信し、
情報共有を重ねてきたことは、意義深いことであった。強化現
場から撮影、分析の要請が直接、担当者へ入るようになり、パ
フォーマンス分析の科学的知見を活用して課題を明確にし、根
拠に基づく改善のための方策を導き出すことに大いに役立った
と言うことができる。
　東京2020に向けたここ数年の主活動は以下の内容となる。
①パフォーマンス分析サポート（競技会や合宿などでのパフォ
ーマンス・コンディション分析、データフィードバックなど）
②アジア大会・世界選手権およびオリンピックでの科学的支援
活動
③マラソン・競歩の暑さ対策に関する調査研究・支援活動（マ
ラソン夏季研修合宿、競技会や合宿帯同支援など）
④東京オリンピック、ポスト東京に向けた活動およびジュニア
選手に関する活動（タレントトランスファー、インターハイや
Ｕ18・20選手権でのパフォーマンス分析、アンケート調査など）
⑤科学的データ普及支援（研修会やセミナー、オンライン活動
報告会開催）
⑥成果公表物の刊行（陸上競技研究紀要）など

東京2020に合わせた「東京対策」ストーリーと
今後の科学サポート

科学委員会委員長
杉田正明 SUGITA Masaaki 1東京2020までの過程Road to TOKYO 2020

　2014年から当時の宗猛、武冨豊両マラソン部長、今村文男競
歩コーチからの要請もあり、マラソン・競歩における暑熱対策
プロジェクトが杉田主導の下、岡崎和伸委員、松生香里委員ら
とスタートさせることになった。
　暑熱環境における実践的なポイントは３つある。

①深部体温を上げないこと
②脱水を防ぐこと
③汗で失われる電解質の損失を補うこと

　そこで、我々は練習前後の体重を計測し、体重減少率を明ら
かにした。練習中の水分摂取量と突き合わせをしながら、個人
の適正な水分摂取量を提示した。特に競歩では１回あたりの給
水量を増やす意識が高まり、その後の改善につながった。
　さらに、選手達の汗を収集し、その成分分析を行ってきた。
中でも、汗の計測では練習やレース中にナトリウム、カルシウ
ムだけでなく様々な成分が発汗によって体内から損失している
ことや、損失量には個人差があることがわかった。ただし、そ
こまで把握できるまで何度も測定を行う必要があり、千歳合宿
時に競歩の選手からは汗を採るばかりでフィードバックが全然
ない！ とお叱りを受けたこともあった。
　これらの取り組みから、個人に合わせたドリンク補給を考え
たものの、市販品のスポーツドリンクの成分内容ではそれらを
すべて補うことは不十分であることがわかった。そこでスポー
ツ庁委託事業・独立行政法人日本スポーツ振興センター再委託
事業として、４年間かけて「発汗成分を基にしたスペシャルド
リンク」の開発に取り組み、東京2020スペシャルドリンクを完
成させたのである（図２／ P32）。
　これは500mlの水に粉末を溶かして飲むかたちとし、安静時
用（アイソトニック版）と運動時用（ハイポトニック版）の２種
類を準備することができた。このドリンクは、オリンピック本
大会中に、競歩やマラソンおよびトラック＆フィールドの選手
に限らず、さまざまな競技種目の選手たちに活用され、大変好
評であった。これらは、2021年９月に市販された。
　次に体温計測では、深部体温の上昇をどのように防ぐことが
できるかに取り組んだ。これまでの研究では、暑熱環境下にお
いては運動中の体温上昇が40℃を超えると運動継続が困難にな
ることが報告されている（Gonzalez et al.,1999）。この研究は、
運動前、運動中の体温上昇を抑えることが暑熱環境下で良いパ
フォーマンスを発揮するために重要であることを示唆している。
　実際に、2015年の世界選手権北京大会では、各国の選手が
アイスバスやアイスジャケットを活用していた。夏場のトレー
ニングやレースでは、運動前にいかに体温を下げて、かつ運動
中も体温を上げないようにするかのクーリング戦略と、その具
体的方法の確立が、その成否のカギを握る重要なポイントであ

2東京2020に向けた
暑熱対策

Measures against heat

った。
　そこで夏場に、オリンピックの競技時間に合わせて、荒川
の河川敷で実際にマラソンや競歩の強化選手に30km走ったり
歩いたりしてもらい、各選手における生理学的データの収集を
2016年から2019年まで毎年行った（図３／ P32）。ピル型の
センサーを飲んで体温計測を行う深部体温計測装置（コアテン
プ：アメリカ製）を用いて深部体温の上昇の度合いを計測し、
個々の特徴や個人差を把握することができた（図４／ P32）。
　特に競歩では何度もデータを収集し、合宿のたびに夜のミー
ティングでデータからわかること、暑熱対策に関する考え方な
どの講義を行うことや、測定結果の総括説明会を味の素ナショ
ナルトレーニングセンター（ＮＴＣ）でマラソン、競歩ともに行
うなどして理解を深めてもらう努力を重ねた。その結果、各選
手が試合前後や試合中の局面において、パフォーマンスの最大
化や疲労回復を目的としたクーリング戦略を実践してくれるよ
うになった。
　2018年のジャカルタ・アジア大会50km競歩で優勝した勝木
隼人（自衛隊体育学校）は、給水所のたびに帽子の中に氷を入

公益財団法人日本陸上競技連盟 強化委員会組織図
図１　強化体制に対応する科学委員会担当者
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れる方策を用いていた。これをサーモカメラで体表面を計測す
ると、他の選手よりも極端に低温を示していた。頭部、特に前
額部皮膚は、皮膚血流はほとんどＣＶＣ調節（皮膚血管収縮神
経）を受けず、冷刺激による血管収縮が起こらないので、理に
かなった方法を用いていたことから、好事例としてロード種目
関係者に情報共有を行った。
　また、体温が上昇した際に体温を調節するラジエータの働き
をする動静脈吻合（ＡＶＡ）と言われる手のひらや足の裏、頬に
ある部位に着目した。ＡＶＡの血管は、体温が上昇して熱を体
外に逃す必要がある時に開く血流の関門で、毛細血管に比べて
直径は約10倍、単位長さ当りの血液の流量は約１万倍となるた
め、ＡＶＡのある手のひら、足裏、頬を効果的に冷やすことが
できれば、大量の血流が冷やされて体内に戻ることになる。こ
の効果に関する数多くのエビデンスを発表しているCraig Heller
教授（スタンフォード大学）に相談をし、彼の考え方やエビデン
スをもとに手のひらを冷却する物の開発に着手した。

　効果的な手のひら冷却の方法を目指し、指掛けタイプやスリ
ットタイプなどの装着方法や保冷パックの原料を変えるなど、
試行錯誤を重ねた。その結果、特殊保冷剤（７℃、０℃、－10
℃）をメッシュ生地に内包し、手のひらや首、頭に装着できる形
状にした冷却用装着物を2019年の夏前に完成させた（図５）。
　その後に開催された2019年の世界選手権ドーハ大会で、新た
に開発したドリンクや手のひら冷却装着物を選手たちが活用し、
男子競歩20km、50kmでそれぞれ金メダルを獲得したことは、
これまで取り組んできた暑熱対策の考え方が正しいことを証明
してくれたといえ、大いに自信を深めることができた。
　暑熱対策の基本的な取り組みのポイントは、深部体温を上げ
ずに適切な（栄養・水温の）給水を行うこと、さらに個々に応じ
た暑熱対策を講じることであり、１年延期・札幌開催となった
が、どんな環境となっても各選手が自分に合う暑熱対策を1年
かけて最適化していくことが重要であることを関係者とは確認
し合っていた。

　札幌の気象データについては、１年延期となった2020年夏に
オリンピックでのマラソン・競歩のレース日時に合わせて計測
を行うことができた。また、2021年の競技開始の１週間前から
毎日、レース時刻に合わせて、支援スタッフ３人が大通公園周
辺で環境調査・計測を行い、その結果を関係者全員にメールお
よびグループLINE（23名）を用いて情報の共有を行った。
　計測は、WBGT、気温、湿度および黒球温度とし、三脚に装
着した暑熱環境計（WBGT計）を用いて測定し、１分ごとに本
体に記録した。走路上の路面温度は放射温度計で測定し、赤外
線サーモカメラを用いて路面の温度状態の撮影も実施した（図
６）。また、レース実施時間内にコース上の動画を撮り、コース
上の日向と日陰の状況についても調査を行った。レース当日の
状況も同様の調査を実施した。
　大会期間中は、ウェザーニュースの協力により、TEAM 
JAPAN向けの特別気象サイト（トラック＆フィールド版とマラ
ソン・競歩版の２種類）を準備し、大会開始日の２週間前からい
つでも競技ごとに１時間ごとの天候、気温、湿度、風速などが
確認できる仕組みを設けた（図７）。これは７月15日に開催され
た陸上競技の東京2020日本代表選手団Webミーティングにて、
特別気象サイトの開設を伝達するとともに、ラニーニャ現象が
終息した後の2021年の夏は、平年よりも暑くなり、猛暑となる
見解であること、2021年と類似傾向の2018年は、例年よりも
暑く、午前７時台から30℃を超え、深夜まで続いた日もあった
ことや、朝夕は湿度が高くなるなど、暑熱対策の重要性に関す

32020年からの活動内容Support for TOKYO 2020

図３　暑熱下での荒川河川敷での測定 図４　女子30km走時の深部体温推移（2018/8/7）
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図６　気象調査

（a）：WBGT計測、
（ｂ）：路面温度計測、
（ｃ）：サーモカメラ撮影）

（a）

（ｃ）

（ｂ）

る注意喚起を行った。これまでの暑熱対策に関する内容は、陸
上競技研究紀要の科学委員会活動報告（2017 ～ 2021年）にて
詳報されているので参照されたい。
　レース本番のスタート前のテントでの他国の選手の様子や、
ウォーミングアップの状況、レースを観察することができたが、
オリンピックの１年延期によって、結果的にドーハを経験した

図５　冷却用装着物各種と活用した市販品
スポーツ庁委託事業・独立行政法人日本スポーツ振興センター再委託事業 4年間かけて開発した冷却用装着物各種

手のひら冷却用装着物（2個で1セット） 頭部冷却用装着物

個数：7℃ 31セット、0℃ 69セット、－10℃ 70セット

個数：7℃ 70個、0℃ 15個、－10℃15個 個数：アイスベスト L12枚、M14枚、S~XXXS各3枚 アイスタイ 27本

首および頭部冷却用装着物

個数：2個

アイスベスト（市販品） アイスタイ（市販品）

クーリング対策用に特殊保冷剤をメッシュ生地に内
包し、手のひらや首、頭に装着できる形状にした冷
却用装着物。

手のひら、首および頭用はアップ時や試合前半など
体温が上昇していない状態でも使用しやすい7℃、
体温が上昇した後に使用する0℃およびマイナス10
℃の3つの温度帯、頭部冷却用はマイナス10℃に設
定しています。

ベスト、タイの中に入っている特殊ジェルに水を吸水させ、冷凍もしくは
冷却したベストやタイを装着することで体温上昇を抑制できます。

7℃ 0℃ －10℃

－10℃7℃ 0℃

－10℃

図２　発汗成分を基にしたスペシャルドリンク

スポーツ庁委託事業・独立行政法人日本スポーツ振興センター再委託事業
4年間かけて開発した「発汗成分を基にしたスペシャルドリンク」

【使用方法】
・ご使用に際してはドリンク粉末を500mLの水によく溶かしてお使いください。
・タイミングとしてはFor Athletes rest (安静時用) は練習後のリカバリーや
日常において、
For Athletes (試合、練習時用) は試合、練習中における水分補給としてご
使用ください。
※体調、体質によってまれに軟便、下痢の症状を訴えられる選手もいます。

◎アイソトニック飲料とハイポトニック飲料
　アイソトニック飲料は、ヒトの安静時の体液と同じ浸透圧の飲料であり、
安静時に飲むと速く吸収されます。また、糖質が多く含まれておりエネルギ
ー補給にも適しています。
　ハイポトニック飲料は、ヒトの安静時の体液よりも低い浸透圧の飲料であ
り、運動による発汗で体液が薄くなっている時に飲むと速く吸収されます。

市販のスポーツドリンクにはあまり含まれていないマグネシウムやカルシウム、ビタミンDなどを配
合し、発汗によって失われる成分を補給できる組成となっています。世界最大のアンチ・ドーピン
グ認証を行っている「LGC社」にて禁止薬物が含まれていないことの検査済みです。

粉末 粉末

安静時用
For Athletes rest
(アイソトニック版)

運動時用
For Athletes

(ハイポトニック版)

成分名 500mLあたり 100mLあたり
カルシウム 300mg 60mg
ナトリウム 80mg 400mg
カリウム 400mg 80mg

マグネシウム 12mg 2.4mg
鉄 2.55mg 0.51mg

亜鉛 2.5mg 0.5mg
ビタミンC 250mg 50mg
ビタミンD 10μg 2μg
クエン酸 695mg 139mg

パラチノース 20g 4g

成分名 500mLあたり 100mLあたり
カルシウム 60mg 300mg
ナトリウム 350mg 70mg
カリウム 400mg 80mg

マグネシウム 50mg 10mg
鉄 2.25mg 0.45mg

亜鉛 2.5mg 0.5mg
ビタミンC 215mg 43mg
ビタミンD 20μg 4μg
クエン酸 1290mg 258mg

パラチノース 12.5g 2.5g

For Athletes rest（安静時用） For Athletes（試合、練習時用）
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　日本開催のオリンピックで、国立競技場内においてパフォー
マンス分析が実施できなかったことは極めて残念であった。コ
ロナ禍でなくてもＷＡやＩＯＣの許可が得られなかったことも
予想されるが、世界最高のパフォーマンスを紐解くさまざまな
分析データを歴史的資料として残せなかったのは大変に残念で
あった。どの国・都市の開催となっても、オリンピックではこ
うした研究活動が紐づくような大会となれば、アスリートの素
晴らしさが客観的に可視化できるとともに、今後の陸上競技の
指導や普及、発展にも役立つ有用な科学的知見となるはずであ
る。今後の学術的な取り組みの実現は大いなる課題であると思
われる。
　これまでの東京2020に向けた科学委員会のサポート活動は、

日本陸連予算に加えて、国からの委託事業費に頼るところが大
きかった。4×100ｍリレーの男子短距離、競歩については、ハ
イパフォーマンス・サポート事業による支援があり、これは、
メダルの獲得が期待される競技をターゲットとして，多方面か
ら専門的かつ高度な支援を戦略的・包括的に行うもので、合宿
や競技会などに帯同し、さまざまなデータ収集、フィードバッ
クが大きな助けになったということは言うまでもない。
　また、スポーツ庁委託事業・独立行政法人日本スポーツ振興
センター再委託事業、さらにはハイパフォーマンススポーツセ
ンターの基盤整備（スポーツ技術・開発事業）の一環として「屋
外競技における暑熱対策の総合的研究開発」（代表：杉田正明）
を2017年度～ 2020年度において受託できたことも暑熱対策に

4オリンピックの経験を活かした今後の提言For the Future

杉田　正明 日本体育大学
高松　潤二 流通経済大学
持田　　尚 帝京科学大学
森丘　保典 日本大学
松林　武生 国立スポーツ科学センター
三浦　康二 独立行政法人日本スポーツ振興センター
浅田佳津雄 株式会社ウェザーニューズ
石橋　　彩 国立スポーツ科学センター
上地　　勝 茨城大学
榎本　靖士 筑波大学
大沼　勇人 関西福祉大学
岡崎　和伸 大阪市立大学
奥野　真由 久留米大学
苅山　　靖 山梨学院大学
貴嶋　孝太 大阪体育大学
久保田　潤 独立行政法人日本スポーツ振興センター
小林　　海 東京経済大学
小山　宏之 京都教育大学
佐伯　徹郎 日本女子体育大学
酒井　健介 城西国際大学
柴山　一仁 仙台大学
清水　　悠 島根大学
杉本和那美 弘前大学
鈴木　　岳 株式会社R-body project
須永美歌子 日本体育大学
田内　健二 中京大学
髙橋　恭平 鹿児島大学
丹治　史弥 東海大学
塚田　卓巳 和歌山県立医科大学
禰屋　光男 びわこ成蹊スポーツ大学
橋本　　峻 日本体育大学
広川龍太郎 東海大学
松生  香里 川崎医療福祉大学
真鍋　知宏 慶應義塾大学スポーツ医学研究センター
村上　雅俊 大阪産業大学
森　　健一 武蔵大学
柳谷登志雄 順天堂大学
山口　太一 酪農学園大学
山中　　亮 新潟食料農業大学
山本　宏明 北里大学メディカルセンター
渡辺　圭佑 独立行政法人日本スポーツ振興センター
渡邊　將司 茨城大学
綿谷　貴志 八戸学院大学

科学委員会メンバー（2020年度）

2 Scientific Research
科学

図８　手のひら冷却・装着物を用いてのウォーミングアップ、レース

図７　TEAM JAPAN向けの特別気象サイト

大会期間中は、以下の「TEAM JAPAN」向けの特別
気象サイトを準備し、気象情報をご提供致しますので、
ご活用ください。

競技開始2週間前から確認可能
https://www.micata.site/teams/japan

競技を選択する
【陸上】を選択してください

選択した競技の
日程に合った予報
が確認できます。

日付の上の
アンテナボタンを
クリックする

他国のその後の暑熱対策の充実ぶりが際立っていたように感じ
た。それだけ、他国の選手達のさまざまな工夫や事前の対策が
より発展したものに進化していたように思われた。
　しかし、日本のマラソン、競歩の選手もスペシャルドリンク

取り組む上で大きな力となった。手厚く充実した科学サポート
を実施するためにはどうしても予算措置が必要であることを実
感した。
　競歩は、男女・種目の別なく、宮崎、千歳、志賀高原などで
強化選手が一緒になって合宿を継続的に実施してきたため、サ
ポートがやりやすかったという利点があった。同じ期間に代表
候補選手がほぼ全員が集まるので、我々スタッフも日程を手分
けして全期間サポートできる体制を取りやすかったからである。
さまざまなデータの収集がしやすいばかりでなく、フィードバ
ックを合宿中に必ず行い、全員が自分だけでなく他の選手のデ
ータも見て、比較しながら理解を深めたことやそれらに対して
意見交換や議論ができたことも選手、コーチングスタッフ全員
の暑熱対策に対する理解度を高めたことに大きくつながったと
言える。
　4×100ｍリレーも選手が集まって合宿を行う場合には、科学
スタッフが帯同し、技術的なサポートが実施できたことはよか
った。しかし、長距離やマラソンでは、代表選手が一堂に集ま
って一緒にトレーニングを行うことが少なく、競歩のように１
年を通してほとんどの強化選手が頻繁に集まることのメリット
は、デメリットを上回る利点があったように思われる。
　これらは選手、指導者との信頼関係のもとに成り立つ協働作
業であり、2014年から７年間にわたりご協力いただいた選手、
指導者、チーム関係者の皆様と、献身的なサポートをいただい
た日本陸連事務局の皆様、科学委員会の全メンバーに感謝申し
上げます。今後、担当者が変わっても、強化と科学の持続可能
な協働作業に基づく選手強化支援活動の継続を強く希望いたし
ます。

を練習中、レース時に使うとともに、レース前、レース中に手
のひらや首の冷却装着物を活用したり、氷を入れた帽子を給水
毎に取り換え頭部を効果的に冷やすなどこれまでの取り組みを
実践し、好結果につなげてくれた（図８）。

※所属は2021年３月現在



36 37

競技成績

　陸上競技の競歩種目は、2019年９月、10月にカタール・ド
ーハという暑熱環境下で開催された世界選手権ロード種目の状
況などの影響を受け、2019年10月に男女マラソンとともに札
幌市での分離開催が決定された。さらにその半年後には新型コ
ロナウイルスの感染拡大の影響を受け、１年延期の2021年の開
催となった。
　そして、その中の競歩種目において日本選手は男子20km競
歩で池田向希（旭化成）が銀メダル、山西利和（愛知製鋼）が銅
メダルを獲得し、男子50km競歩で川野将虎（旭化成）が６位に
入賞するなど、メダル２を含む入賞３という結果を収めること
ができた。この結果は過去のオリンピックでは最高の成績であ
り、前回のリオデジャネイロ大会に続き２大会連続のメダル獲
得となった。
　この成績を「団体戦」として、世界競歩チーム選手権と同
じ「上位３名の順位合計」によって国別の順位をつけると、男

子20km競歩で１位、男子50km競歩で３位、女子20km競歩で
３位となる（表１／ *1）。過去５大会における同方式で３位以
内だったのは前々回のロンドン大会での男子20km競歩と女子
20km競歩の３位、前回のリオデジャネイロ大会の男子50km
競歩の１位のみであり、今回の東京オリンピック（以下、東京
2020）大会の成績は、日本の競歩種目が全体として大きな進歩
を示す結果であったと言える。

判定結果

　また、競歩種目では競歩審判員による判定が行われるが、同
じく過去５回のオリンピックにおける判定結果の国別比較とし
て、延べ15人以上が出場している「主要国」の判定スコアを比
べた。
　その結果、レース中に国際競歩審判員が提示したイエローパ
ドル（注意）の各国１名あたりの回数（図１、左）は大きな違い
や変化はなかった。しかし、レッドカード（警告）の枚数（図１、
右）では、日本は2004年アテネ大会では最も多く受けていたも
のの、2021年東京（札幌）大会では非常に少なく、10 ヵ国中３
番目に少なくなるまで減少していた（*2)。
　そのため、東京2020における競歩種目の判定結果は、同じく
そこまでの日本の競技運営や競歩種目の審判体制の向上を示す
結果であったと言える。
　そこで、本報ではこれらの競技成績と判定結果を踏まえ、東
京2020までの競歩種目の科学サポートについて、強化側と競技
運営側から得られた協力と理解、また、公的機関からの支援と
ともに記し、後世に残す記録としたい。

東京2020オリンピックに向けた
競歩種目の対策と今後

科学委員会委員
三浦康二 MIURA Koji 1競歩種目の競技成績と判定結果Result Judge

1968年メキシコオリンピックに向けた高所トレーニング研究

　運動生理学分野の教科書的文献での高所トレーニングの歴史
についての記述は、ほぼすべて1968年メキシコ大会に向けた陸
上競技長距離・マラソン種目に関するサポート研究に関する内
容から始まっている。その参加者の中には競歩種目で代表とな
った斉藤和夫氏も含まれており、競歩種目における科学サポー
トはこの時から始まると言っていいだろう。

1991東京世界陸上対策に始まるサポート

　その後、日本からのオリンピック競歩種目への派遣は断続的
に行われたが、1991年８月、９月に東京で開催された世界選手
権に向けた日本の強化策の中で、暑熱環境下での持久系種目レ
ースへの対策として科学サポートが行われた。東京2020に向け
た科学サポートの流れはここまで遡ることになる。
　競歩種目の日本代表を主として現在行われている日本陸連の
科学サポートは、暑熱対策、低酸素トレーニング、歩型判定対
策、測定研修合宿の４つを柱としている（図２／ *3）。このう
ち、暑熱対策へのサポートは東京世界選手権に向けた持久系種
目全体への対策として1989年に始まり、現在の低酸素トレーニ

ングサポートは高所トレーニング対策として1991年末から始ま
っている。
　また、冒頭に述べたような国際競技会における歩型判定への
対策も審判体制の整備と並行して歩行フォームの分析としても
行われており、最初のものは1994年広島アジア大会に向けて行
われた動作分析からである。
　さらに、2004年のアテネオリンピック前から測定と研修を同
時に行う合宿が開始されたが、最初は佐倉駅前のホテルを宿舎
に、順天堂大学を会場として行われたものであった。その翌年か
ら会場を国立スポーツ科学センターに移して現在に至っている。

2競歩の科学サポートの歴史History of science support

　東京2020に向けた科学サポートは、2013年の招致決定前後
から継続して行われたが、直近の2021年に限って言えば図２に
示したものから暑熱対策と判定対策の２つに的を絞って行われ
た。暑熱対策については別報で詳報されているが、概要のみ判
定対策と合わせてここに記す。

暑熱対策

　暑熱対策については、招致決定以降、８月上旬の東京で開催
される前提で同時期の気象データ収集および出場が予想される
競技者のトレーニングと競技中のデータ収集を中心に進められ
た。
　また、収集データ項目の絞り込みの基礎となったのは運動生
理学分野における国内外の基礎研究によって得られたエビデン
スのほか、1991年東京世界陸上に向けたサポートの中で得られ
た情報も含まれていた。そのため、その30年後の2021年に開
催されたオリンピックでの我が国競技者の競技成果は、決して
近年の取り組みだけで得られたものではなく、科学や競技運営

を含めた我が国陸上競技の歴史や、そこに関わった人々がつな
いだ流れの中で得られたものであると言えよう。

判定対策

　判定対策については、東京2020までのオリンピック、世界選
手権などの国際大会に際して現地で収集した判定情報に基づき、
翌年以降の判定対策を検討するといったサイクルで動いてきた。
　東京2020に向けては、前々年のドーハ世界選手権までの世界
大会で収集された判定情報（動画、審判記録）がベースとなっ
たが、これに基づく審判研修及び競技者に向けた情報提供とし
て対策を行った。国際競歩審判員についても必ずしも統一性の
高い判定傾向があるわけではなく、委嘱を受ける審判員の構成
によって微細かつ、予測に反する判定傾向の変動が生じるのは
事実である。そのため、継続した調査・検討が欠かせず、東京
2020においても調査が行われ、その後、国内大会での審判研
修会資料として活用された。

3東京2020に向けた科学サポートの概要Science support for TOKYO 2020

2 Scientific Research
科学

種目 順位 2004 2008 2012 2016 2021

男子20kmW
１ ESP ESP CHN CHN JPN
２ RUS CHN POL CAN ESP
３ USA ECU JPN COL CHN

男子50kmW
１ POL ESP CHN JPN COL
２ RUS MEX AUS AUS CHN
３ ESP CHN MEX MEX JPN

女子20kmW
１ BLR ESP CHN CHN CHN
２ RUS AUS ESP POR ESP
３ ITA JPN ESP JPN

■表１　2004-2021年オリンピック５大会の競歩種目の国別順位

■図１　2004-2021オリンピック５大会合計15名以上出場国の
　　　　１大会１名平均イエローパドル回数・レッドカード枚数２）

（三浦・清水１）に加筆）
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科学サポートの
４本柱

■図２　1980年以降の国際大会競歩種目での日本選手の成績と科学サポート３）



38 39

　これらの科学サポートの成否は競技成績によって測られ、評
価されるものであるのは当然である。加えて、東京2020に向け
ては強化側において、サポートを協力的に受容する条件が整っ
ていったことも記しておく必要がある。

指導者のＪＯＣ在外研修派遣

　図２に示した科学サポートの成果は、各分野の開始当初の
1990年代から2000年代初頭にかけた期間こそ強化との連携を含
めて試行錯誤的な部分も多かった。しかし、この期間の現役競技
者が指導者などに転身して数年を経た時期からほぼ毎年のように
世界大会で日本選手が８位以内の成績を収めるようになった。
　その背景には、現役選手として試行錯誤を含んだサポートを
受けた中で得たさまざまな課題が指導者になってから強化およ
び強化と科学の連携とに生かされるようになった点がある。ま
た、主な指導者がスポーツ科学の先進地（イタリア、オースト
ラリア）に派遣されたＪＯＣ在外研修も強化と科学の連携を高め
る大きな契機となっている。
　現役を退いてすぐの指導者が、スポーツ科学の実践的活用の
先進地での研修に派遣された意義は大きい。これらの先進地から
継続的に情報を収集するためのルートが開拓されただけでなく、
日本チームとしての強化と科学の連携体制を構築・確立するにあ
たり、情報の双方向のやり取りを円滑にし、現場の課題に応じた
サポート体制を構築していくための重要な契機となった。

サポート機会を通じた競技者などの行動変容

　前述のように、2004年のアテネオリンピック前から測定と研
修を同時に行う合宿が開始され、その翌年から現在に至るまで
国立スポーツ科学センターにおいて年１回の測定合宿が実施さ
れている。開始当初の参加者の一部は、現在でも強化対象競技
者として測定合宿への参加を継続している。

4科学サポートのための強化との協力・連携Cooperation

　このほか、近年のコンディションサポートでの測定を含めて、
通年で自分自身のパフォーマンス、コンディションを数値化し
て評価し、トレーニング方針の判断に活用するというサイクル
を経験していることから、さまざまな測定指標への理解度が向
上した。また、近年は若手競技者に対してその理解した一般的
情報が伝えられる、といった大きなサイクルが形成されてきて
いる（図３／ *4）。
　さらに、このような測定への理解度の変化は、日々のトレー
ニングおよび競技中に競技者が察知する、微細なコンディショ
ンの変化への感度にも影響を及ぼしたものと思われる。計測が
困難な要素の変化であっても、微細な変化への感度が向上する
ことで、コンディション維持のための行動を早めにとることが
できると思われる。
　しかし、このような感度の変化、行動の変化には、競技者自身
のコンディションなどと競技（およびトレーニングの）パフォーマ
ンスの対応関係などを測定、評価するサイクルを長期にわたって
繰り返したことが影響していたものと思われる（図４／ *4)。

　2013年の招致決定後、陸上競技やオリンピック実施競技に
限らず、さまざまなところでスポーツに関する公的な支出・助
成が行われることになった。競歩種目もその恩恵に浴すること
になり、選手強化とともに科学サポートの多くはこれら公的助
成を追い風として規模・内容とも拡充することができた。
　科学サポートの中心となったのは、まず2014年度、男女競歩
がスポーツ庁事業の「次世代ターゲットスポーツの育成事業」
の対象競技・種目として選定されたことである。この事業では、
育成強化から科学サポートまで、比較的自由度の高い予算事業

であったため、2014年度から選定終了の2018年度まで、競歩
種目の科学サポート活動の主財源としてサポート活動を大きく
拡充することができた。また、当初育成年代を主対象としたも
のであったが、開始２年次より、年代を指定せず支出できたこ
とから強化予算の大きな柱となった。
　また、2015年度より同じくスポーツ庁のマルチサポート事業

（その後、ハイパフォーマンスサポート事業に改称）の対象競技・
種目として男子競歩の枠で選定され、科学サポート活動の２つ
の大きな柱となった。これらの公的助成なしには冒頭述べた東
京2020での競歩種目の成果は難しいものであったと思われる。

5東京招致決定後の取り組みEfforts after the decision

個別対応への発展

　本報では、東京2020に向けた競歩種目における科学サポート
の取り組みを、1991年からの日本競歩の歩みを踏まえて記した。
競歩種目への科学サポートの始まりは1968年メキシコオリンピ
ックに向けたものであり、その後1991年東京世界選手権から始
まったサポートでのノウハウとサポート組織・強化組織の形成
を経て、長年にわたって収集されたデータ、情報を踏まえてサ
ポートが行われた。
　東京2020の後も、ここまで蓄積されたものからサポートが検
討されることになるであろう。しかし、ロンドンオリンピック
以降、リオデジャネイロオリンピックを経て、出場選手のレベ
ルアップに比例して個々の選手への個別的なサポートが課題と
なった面もある。そのため、東京2020から先は個別対応が可能
な体制の構築・拡大と、そこに対する内容の発展が求められる
ことになるだろう。

新たなエビデンスへの対応

　また、本報で記した暑熱対策、判定対策ともに既存の運動生
理学やバイオメカニクス分野における国内外の基礎研究エビデ
ンスをもとに、現場での課題を踏まえつつ作り上げていったも
のである。これら基礎研究エビデンスは世界中どこからでもア

クセス可能なものであり、実際に東京2020に向けて情報収集し
た主要各国の取り組みも同様な基礎研究エビデンスをもとに検
討されたものであった。
　こういった現象は科学の同時的発展として科学研究全般で見
られるものであろう。そのため、東京2020における優位的な
競技成績は、強化側の条件が他国よりも優れていたことや、個
別対応がうまくいったこと、また、他国に比較して初動が早く、
３～５年ほど先行して強化策への応用が行われたことなど、さ
まざまな条件がそろっていたことなどが要因として考えられる。
　そのため、今後も強化現場での課題に関する新たな基礎研究
エビデンスを見逃さず、他国に先行していわばリーダーとして
応用し続けていくことが、今後の国際大会において我が国の競
技者が優位な成績を残していくために必要なことであろう。

【引用文献】
*１　三浦康二、清水茂幸（2021）東京2020オリンピックにおける日本競歩の
成果と課題．フューチャーアスレティックス 9: 69-74.
* ２　三浦康二（2022）判定対策と科学サポート、育成システムについて．日
本陸上競技学会第20回大会シンポジウム1「日本の競歩種目のこれまでとこれ
から」発表資料．
* ３　三浦康二（2017）日本競歩における競技レベルとトレーニング方法論の
変化．ランニング学会第29回大会シンポジウム１「他競技の成功をヒントに！」
発表資料．
*４　三浦康二（2016）「チーム競歩」における科学サポートの実際．日本陸上
競技学会第15回大会シンポジウム①「リオオリンピックでの医科学サポートの
実際」発表資料．

6今後に向けてScience support for TOKYO 2020

測定可能な要素

科学的情報による
コントロールが可能

科学サポート・情報が有効

測定困難な要素

競技者自身・コーチによる
コントロール

科学・強化の連携による教育的効果で高まる？

競技パフォーマンス
■図４　科学サポートの背景：パフォーマンスへの反映４）

■図３　科学サポートの背景：前提条件の形成４）

生体情報の計測による
トレーニング管理

客観的情報
による自他

の理解

客観的情報
に基づく
コミュニ

ケーション

測定合宿の継続

競技者（強化スタッフ）の
集合研修の実施
年間を通じた

強化事業・科学事業で実施

サポート外での
　・気づく
　・調べる
　・考える

などの競技者
の行動変容

（教育的効果？）



40 41

ねてきた。
　過去を振り返ると、2000年のシドニーオリンピック大会から
多くの世界大会で決勝に進出を果たしており、近年の継続的な
メダル獲得は長い年月に培った経験を活かした延長上にあると
考えられる。残念ながら、2021年に行われた東京オリンピック
（以下、東京2020）では、１走と２走との間のバトンパス失敗
により途中棄権となった。しかし、100ｍや200ｍといった個
人種目では未だに世界大会の決勝に進出できていない日本代表
リレーチームが、世界の陸上短距離種目の強豪国と対等に勝負
するために、選手だけでなく多くのスタッフが知恵を出し合い、

東京2020に合わせた
「東京対策」ストーリーと
今後の科学サポート ―男子4×100ｍリレー―

強化委員会委員
小林　海 KOBAYASHI Kai 

1はじめに
Start to TOKYO 2020

20212016201120062001

練習時における科学的サポート

　日本代表リレーチームは通常、６月に行わ
れる日本選手権後に代表選手の選考が行われ、
選考された選手を対象に世界大会の約２～４
週間前に国内での合宿を実施している。合宿
期間はおよそ７～10日間で、合宿期間中に２
～３回のバトンパス練習日を設け、バトン練
習日には本番を想定したバトンパス練習が行
われている。
　バトンパスの練習における科学的データの
測定はすべてのバトンパス練習を対象とし、
フィールド内に設置した主に２台のハイスピ
ードカメラ（渡し手と受け手それぞれを撮影）
と１台のデジタルビデオカメラ（全体のバト
ンパスを俯瞰できる画角で撮影）を用いたパン
ニング撮影に基づいて実施されてきた。
　撮影に際し、あらかじめ走路上には分析の
ためのリファレンスマークを５～10ｍ間隔で
設置し、ハイスピードカメラによる撮影の際
は各所に設置したリファレンスマークが映り
こむように配慮した。練習時には、デジタル

2科学的サポート方法
Scientific support for Men's 4×100m Relay

2 Scientific Research
科学

ビデオカメラで撮影した映像をタブレット端末に転送し、バト
ンパスを行った選手間およびコーチに対して即時的なフィード
バックを実施した。今行われたバトンパスの利点および改善点
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図１　2001年から2021年までの日本男子100ｍ上位10名の記録の変遷

■図２　合宿時における日本代表リレーチームのバトン練習結果のフィードバック例

　近年の男子4×100ｍリレーにおいて、日本代表リレーチーム
は優れた成績を継続的に収めている。特に、2016年のリオデジ
ャネイロオリンピック以降はオリンピックや世界選手権、世界
リレーといった主要な世界大会で表彰台の常連国として名を連

遅い

速い

またそれらをデータ化し蓄積することにより、戦略を練って挑
んだ結果と言える。
　また記録の観点から見ても、日本代表候補となる選手の個々
の走力は高まっており（図１）、結果的に2016年のリオデジャ
ネイロオリンピック（37秒60）と2019年のドーハ世界選手権
（37秒43）において、それぞれ日本記録を更新するに至った。特
に、ドーハ世界選手権における37秒43は2021年時点のアジア
記録であり、また国別での記録においても世界歴代３位に位置
する好記録であった。ドーハ世界選手権の決勝を走った４人の
当時の100ｍの自己ベストは、それぞれ10秒07（多田修平選
手）、10秒19（白石黄良々選手）、９秒98（桐生祥秀選手）、
９秒97（サニブラウン・アブデル・ハキーム選手）であり、
４人の平均タイムは10秒05であった。このことからも、各
選手の競技レベルの高さを理解することができ、それに加
えて日本代表リレーチームの高いバトンパスの技術が、世
界大会で表彰台に上がることができている要因になってい
ると考える。
　2000年以降、日本代表リレーチームはアンダーハンドパ
スを採用しており、十分な加速が得られた次走者にバトン
パスを行うことで、現在は30ｍと規定されているテイクオ
ーバーゾーン（バトンの受け渡しを行うことができる区間）
内での円滑なバトンパスを可能にしている。

　円滑なバトンパスの技術を高めるにあたり、コーチや選手の
主観的な評価に加えて、科学的なデータを基にした客観的な評
価方法を日本代表リレーチームは用いており、このことも日本
代表リレーチームの好成績に寄与していると言える。近年にお
ける科学的なサポートは日本陸上競技連盟科学委員会を中心に
国立スポーツ科学センターや日本スポーツ振興センターのハイ
パフォーマンスサポート事業の協力も得ながら実施されてきた。
本項では、それらの取り組みについて、東京2020までの経緯と
今後の展望について概説する。
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について、その場で話す機会を設けた。
　ハイスピードカメラにより撮影した映像は、練習直後から複
数の日本陸上競技連盟科学委員会のスタッフおよび国立スポー
ツ科学センターの研究員が分析を実施した。データの整合性を
複数名で確認した後、同日の夕食後のミーティングの際に選手
および強化スタッフにフィードバックするように心掛けた。
　分析は、まずテイクオーバーゾーンの30ｍ区間に加えて、テ
イクオーバーゾーン後10ｍ地点までの40ｍを対象区間とした
40ｍ区間の各５ｍあるいは10ｍ区間について、各走者がリファ
レンスマークを通過したフレームを求め、その区間に要したフ
レーム数をフレームレートで除することにより、各区間に要し
た時間および走速度を算出した。
　併せて、バトンパスが開始された地点（渡し手と受け手の両
者がバトンに触れた地点）からバトンパスが完了した地点（渡し
手がバトンを離した地点）までに要した時間を算出することで、
バトンパスに要した時間を求めた。それに付随して、バトンパ
ス開始時の受け手の位置をリファレンスマークの情報をもとに
計算し、バトンパスが行われた位置としてデータを算出した。
　両走者の各区間の走速度の変遷については１つの折れ線グラ
フ内に表示し、バトンパス中の両走者の走速度の変遷を可視化
するとともに、その他の分析結果についても選手や強化スタッ
フが理解しやすいように１つのグラフ内に表示するように工夫
した（図２／P41）。これらのデータは次のバトン練習時、ある
いは世界大会の直前練習でのバトンパス練習時に活用された。

世界大会時における科学的サポート

　2016年のリオデジャネイロオリンピック以降、4×100ｍリ
レーのレース時には３～６台のハイスピードカメラを用いて分
析用の映像を撮影した（図３、図４）。撮影に際し、各カメラを
スタンド最上部にそれぞれ配置し、パンニング方式でレース映
像を取得した。
　国内での大会と異なり、世界大会では撮影が可能なエリアが
限られていたため、事前の調査に加えて、大会期間中のスタジ
アム内の様子を測定員間で情報共有することで、正確な分析が
可能な測定ができるように配慮した。すべてのカメラはスター

ターの閃光を撮影し、その閃光により各撮影地点からの映像の
時間を同期した。
　試合映像の撮影にあたり、すべての試合において事前に各撮
影地点から３つすべてのバトンパス区間における各レーンのテ
イクオーバーゾーンの開始線、終了線を動画および静止画で撮
影し、地点分析の際の校正点として用いた。
　また、テイクオーバーゾーンの30ｍに加えて、合宿時と同様
に、40ｍのバトンタイムを算出するために、１～２走と３～４
走のテイクオーバーゾーン後＋10ｍ地点については、テイクオ
ーバーゾーン出口から10ｍの距離を計測し、マークを地面に設
置。そのマークをあらかじめ定めた撮影位置より撮影すること
で、校正点とした。また、２～３走のテイクオーバーゾーン後
＋10ｍ地点については400ｍハードルの６台目を校正点とした。
　映像分析はスターターの閃光をゼロフレームとして、各校正
点を分析対象の選手のトルソーが通過したフレームを求めた。
その後、通過フレームをフレームレートで除すことにより通過
時間を求めた。分析はこれまでに4×100ｍリレーの分析に携わ
った経験のある者が少なくとも２度の分析を行い、２回の分析
間の誤差が１フレーム（0.004秒）以内になるまで分析を繰り返
した。
　主な分析項目は100ｍラップタイムと100ｍ毎のスプリット
タイム、30ｍのテイクオーバーゾーンタイム（30ｍバトンタイ
ム）、テイクオーバーゾーン後＋10ｍを含めた40ｍバトンタイ
ムをそれぞれ算出した。また、100ｍの自己ベスト記録からバ
トン100ｍラップタイムを引いたタイム（利得タイム）を算出し、
4×100ｍリレーにおける走力の評価対象とした。
　当初、東京2020においても、これまでの世界大会と同様の測
定を実施する予定であったが、新型コロナウイルスの影響によ
り無観客での大会開催となったため、東京2020については国際
映像をもとに分析を試みた。しかしながら、これまでに日本陸
上競技連盟が蓄積したデータと比較できるだけの分析精度を担
保することができなかったため、正確にデータを集積するには
至らなかった。

2 Scientific Research
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　男子4×100ｍリレーにおける2016年のリオデジャネイロオ
リンピック決勝、2017年のロンドン世界選手権決勝、2019年
のドーハ世界選手権決勝の分析結果について、国別の利得タイ
ム（４選手のシーズンベスト記録［SB］の合計タイムから4×
100ｍリレーのタイムを減じたタイム）は日本がアジア記録を更
新した2016年のリオデジャネイロオリンピック決勝と2019年
のドーハ世界選手権決勝の際は、それぞれ－2.90秒と－2.96秒
であった（表１）。また，2017年のロンドン世界選手権で優勝
したイギリスも利得タイムは－2.94秒であった。
　これらの結果から、１シーズンを通して高い短距離走パフォ
ーマンスを発揮し続けるだけでなく、世界大会の4×100ｍリレ
ー決勝での各走者の走力が重要であると言える。言い換えれば、
近年の日本代表リレーチームは4×100ｍリレーに自信を持って
臨めており、このことが好成績を支えている要因の１つである
と考えられる。
　また、今回分析対象とした国のシーズンベスト記録の合計タ
イムと4×100ｍリレーのタイムの比から算出した利得率はリオ
デジャネイロオリンピック決勝が5.0 ～ 7.2％、ロンドン世界選
手権決勝が5.6 ～ 7.3％、ドーハ世界選手権決勝が5.0 ～ 7.2％
であった。日本がアジア記録を更新したリオデジャネイロオリ
ンピック決勝とドーハ世界選手権決勝の２大会における利得率
はそれぞれ7.2％と7.1％であったことを考慮すると、日本代表
リレーチームは個々の走力に加えて、バトンパスにおいて他国
を上回る利得率を獲得できていたことになる。この結果は、先
述の日本代表リレーチームとしての試行錯誤の積み重ねの結果
によるものであり、そこには少なからず科学的なデータの蓄積
とフィードバックが寄与したものと考える。
　4×100ｍリレーのラップタイムとシーズンベストとの差分お
よびシーズンベストを基としたラップタイムの短縮率を表２に
示した。分析を実施した4×100ｍリレーのラップタイムはリオ
デジャネイロオリンピック決勝が0.49 ～ 0.72秒、ロンドン世
界選手権決勝が0.55 ～ 0.74秒、ドーハ世界選手権決勝が0.59
～ 0.74秒をそれぞれシーズンベストから短縮しており、各大会
の短縮率はそれぞれ5.0 ～ 7.1％、5.6 ～ 7.2％、6.0 ～ 7.7％
であった。日本代表リレーチームがアジア記録を更新したリオ
デジャネイロオリンピック決勝とドーハ世界選手権決勝時の短
縮率はともに7.1％であり、リオデジャネイロオリンピック決勝
では他国と比較して最も短縮率は高く、ドーハ世界選手権決勝
においてもイギリスに次いで高い短縮率であった。これらの結
果は、利得タイムや利得率と同様に、日本代表リレーチームが
世界大会決勝で高いパフォーマンスを発揮できていたことを示
すものである。
　バトンパスのパフォーマンスを判断する１つの指標であり、
日本代表リレーチームが重要視してきた指標の１つでもある40
ｍバトンタイムについて、分析対象とした各国の３区間の平均
40ｍバトンタイムはリオデジャネイロオリンピック決勝が3.74
～ 3.82秒、ロンドン世界選手権決勝が3.72 ～ 3.84秒、ドーハ
世界選手権決勝が3.72～ 3.85秒であった（表３）。日本代表リ

レーチームの40ｍバトンタイムはリオデジャネイロオリンピッ
ク決勝が3.76秒、ロンドン世界選手権決勝が3.79秒、ドーハ世
界選手権決勝が3.72秒であった。バトンパスタイムは個々の選
手の走力とバトンパスの技術によって決定されるが、日本は個々
の走力の向上に加えて、高いバトンパス技術を有していること
が40ｍバトンタイムの結果からも見て取れる。
　他国の40ｍバトンパスタイムと比較すると、日本は短いバト
ンパスタイムであることが表３から読み取れるが、例えば2016
年のリオデジャネイロオリンピックでは中国の方が日本よりも
40ｍバトンパスタイムは３区間平均で0.02秒短かった。以前か
ら中国はバトンパスの技術に長けており、2014年に韓国の仁
川で行われたアジア大会では中国に敗れた経緯もある。また、
2019年のドーハ世界選手権決勝の結果を見ると、上位６ヵ国
中、５ヵ国が3.7秒台でバトンパスを行っており、各国のバトン
パス技術の向上が見られた。
　可能性の１つとして、日本のバトンパスが諸外国の研究対象

32016年以降の世界大会の分析結果
Analysis from RIO

大会 順位 1 2 3 4 5 6
国名 アメリカ イギリス 日本 ブラジル 南アフリカ 中国

記録[秒] 37.10 37.36 37.43 37.72 37.73 38.07
利得タイム[秒] -2.36 -2.97 -2.86 -2.65 -2.64 -2.89
利得率[%] 6.0 7.4 7.1 6.6 6.5 7.1
SB[秒] 9.87 10.08 10.07 10.09 10.09 10.24
国名 イギリス アメリカ 日本 中国 フランス カナダ

記録[秒] 37.47 37.52 38.04 38.34 38.48 38.59
利得タイム[秒] -2.94 -2.22 -2.32 -2.27 - -
利得率[%] 7.3 5.6 5.7 5.6 - -
SB[秒] 10.10 9.94 10.09 10.15 - -
国名 ジャマイカ 日本 カナダ 中国 イギリス アメリカ※

記録[秒] 37.27 37.60 37.64 37.90 37.98 DQ(37.62)
利得タイム[秒] -2.33 -2.90 -2.73 -2.80 - -1.96
利得率[%] 5.9 7.2 6.8 6.9 - 5.0
SB[秒] 9.90 10.13 10.09 10.18 - 9.90

2016
リオ

2017
ロンドン

2019
ドーハ

大会 順位 1 2 3 4 5 6
国名 アメリカ イギリス 日本 ブラジル 南アフリカ 中国

Lap-SB[秒] -0.59 -0.74 -0.72 -0.66 -0.66 -0.72
Lap-SB[%] 6.0 7.4 7.1 6.6 6.5 7.0
国名 イギリス アメリカ 日本 中国 フランス カナダ

Lap-SB[秒] -0.74 -0.55 -0.58 -0.57 - -

Lap-SB[%] 7.2 5.6 5.7 5.6 - -

国名 ジャマイカ 日本 カナダ 中国 イギリス アメリカ※

Lap-SB[秒] -0.58 -0.72 -0.68 -0.70 - -0.49

Lap-SB[%] 5.9 7.1 6.8 6.9 - 5.0

2016
リオ

2017
ロンドン

2019
ドーハ

大会 順位 1 2 3 4 5 6
国名 アメリカ イギリス 日本 ブラジル 南アフリカ 中国

記録[秒] 37.10 37.36 37.43 37.72 37.73 38.07
40mバトンタイム[s] 3.77 3.73 3.72 3.73 3.85 3.79

国名 イギリス アメリカ 日本 中国 フランス カナダ

記録[秒] 37.47 37.52 38.04 38.34 38.48 38.59

40mバトンタイム[s] 3.72 3.76 3.79 3.84 - -

国名 ジャマイカ 日本 カナダ 中国 イギリス アメリカ※

記録[秒] 37.27 37.60 37.64 37.90 37.98 DQ(37.62)

40mバトンタイム[s] 3.80 3.76 3.78 3.74 - 3.82

2016
リオ

2017
ロンドン

2019
ドーハ

■表１

■表２

■表３

・2016年から2019年の世界大会4×100ｍリレーの決勝において分析を行った各国の記録、バト
ンパス時の利得タイム、利得率、およびシーズンベストタイム（ＳＢ）
・各国の利得タイムと利得率はバトンパスが行われた３区間の平均値、ＳＢは決勝で走った4選手
の平均値

・2016年から2019年の世界大会4×100ｍリレーの決勝において分析を行った各国のラップタイ
ムとシーズンベストとの差分およびシーズンベストを基としたラップタイムの短縮率
・各国のラップタイムとシーズンベストとの差分とおよびシーズンベストを基としたラップタイムの短
縮率はバトンパスが行われた3区間の平均値

・2016年から2019年の世界大会4×100ｍリレーの決勝において分析を行った各国の40mバトン
パスタイム
・各国の40ｍバトンパスタイムはバトンパスが行われた３区間の平均値

■図３　4×100ｍリレーの撮影レイアウト

■図４　4×100ｍリレーの撮影風景

各世界大会に合わせて測定に
用いたカメラの台数および測
定位置を調整した

cam3 cam4 cam5

cam6

cam1
cam2

スタンド
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　2019年のドーハ世界選手権以降、日本代表リレーチームの選
手からは世界大会の4×100ｍリレーで優勝するという言葉が聞
かれるようになった。ここ数年の好成績がその言葉の裏付けに
なっていると考えられる。自国開催の東京2020でその目標を達
成してほしいという願いは叶わなかったが、東京2020を含むこ
れまでの経験が必ず将来の日本代表リレーチームに活かされる
と信じている。
　科学的なデータの観点から、東京2020の詳細な分析を行うこ
とはできなかった。しかし、これまでに実施してきた科学的な
サポートを、日本代表選手のさらなるパフォーマンス向上につ
ながるように改良を続けていくことで、世界大会4×100ｍリレ
ーでの優勝やアジア記録更新を後押しすることが可能になると
考える。
　陸上短距離種目は短時間で勝負が決してしまうだけでなく、
ゴールラインを速く通過するだけのとてもシンプルな種目であ
る。だからこそ、一切の無駄を排除し、日々積み重ねてきた体

力と技術を余すところなく発揮できるかが重要となる。東京
2020男子4×100ｍリレー決勝では、優勝候補筆頭のアメリカ
が予選で敗退していたこと、国際映像を見る限り、１走の80ｍ
通過は日本の多田修平が最も速かったこと、優勝したイタリア
の記録が37秒50であったことを考え合わせると、仮定の範疇で
はあるが、日本が優勝できる可能性は少なからずあったといえ
る。すべての条件が整わなければ世界大会で優勝することはで
きないが、日本代表リレーチームにはその可能性は大いにある
と考えている。だからこそ、日本代表リレーチームに少しでも
科学的なデータが貢献するための方策を思慮し続ける必要があ
る。
　科学的なデータの収集と迅速なフィードバックがオリンピッ
クや世界選手権をはじめとする世界大会での日本代表リレーチ
ームの活躍に寄与し、「いつの日か」ではなく、2024年のパリオ
リンピックで日本代表リレーチームが表彰台の頂点に立つこと
を願っている。

5今後の男子4×100ｍリレーチームへの期待
Road to Gold

　東京2020の男子4×100ｍリレーでは、残念ながら１～２走
でのバトンパス失敗により途中棄権という結果に終わってしま
った。出場した選手もリザーブとして準備をしていた選手も、
活動が制限される中での調整は非常に難しかったと推察される。
　私見にはなるが、2021年のオリンピック直前まで、他国の
選手がダイヤモンドリーグ等の世界大会に出場していたことで、
適切な調整ができていたと思われる。例えば400ｍハードルの
カールステン・ワーホルム（ノルウェー）は７月１日にオスロで
行われたダイヤモンドリーグで46秒70の世界記録を樹立。その
勢いのまま、東京2020決勝でも自身の持つ世界記録を更新して
優勝した（45秒94）。
　一方、日本の男子短距離選手は新型コロナウイルスの影響に
よる国外渡航制限下で国内での調整を余儀なくされ、東京2020
まで海外の選手たちとレースで競う機会を得られなかった。
2019年までは７月にヨーロッパを拠点とした海外遠征を実施
し、ロンドンで開催されたダイヤモンドリーグにおいて4×100
ｍリレーに出場するなど、世界大会を前に他国の選手とレース

を行う機会があった。東京2020では、男子100ｍに出場した３
選手がそろって準決勝に進出できなかったことも考え合わせる
と、国内のみの調整から世界大会に出場する難しさを改めて実
感させられた大会であった。
　新型コロナウイルスの影響は東京2020に出場した選手だけで
なく、科学的なデータを収集するための測定員にも及んだ。最
終的に東京2020は無観客試合となったため、科学的なデータを
収集するための測定員も東京2020の際に国立競技場に入ること
ができなかった。我々は東京2020開幕直前まで国立競技場内で
の測定方法を模索したが、結果的にはテレビの国際映像からの
分析を強いられることになり、客観性を担保できるだけのデー
タを算出するに至らなかった。測定データの有無が競技成績を
決めるわけではないが、陸上短距離種目の中で技術的な要素を
多分に含む4×100ｍリレーでは、科学的なデータの即時フィー
ドバックの重要度は高いと考えられる。自国開催のオリンピッ
クでここ数年継続的に実施してきた世界大会での科学的なサポ
ートを実施できなかったことには非常に悔いが残る。

4東京2020を振り返って
Looking back on TOKYO 2020

となり、日本が培ってきた技術を模倣することで、バトンパス
技術の改善がなされているものと推察される。過去数大会では、
日本の科学的なサポートスタッフに他国のスタッフが情報収集
としてサポート方法に関する質問を持ちかけることもあり、今
や日本はバトンパスにおいては他国から追われる立場にあると
言える。今後、日本が4×100ｍリレーで好成績を収めるために
は、個々の走者の特徴に合わせた、より正確なバトンパスの方
法を検討する必要があるだろう。



46 47

3
Medical

医事



48 49

「TOKYO 2020」のカードを手にしたＩＯＣのジャック・ロゲ
会長による「トーキョー」の発表があった2013年９月７日から、
東京2020オリンピック（以下、東京2020）の準備が始まった。
ロゲ会長はベルギー代表選手として３大会連続でオリンピック
のセーリングに出場した整形外科医であり、ＩＯＣ歴代会長の
中で最もアスリートの健康と医事問題に精通し、クリーンスポ
ーツ確保のためドーピング問題に妥協のない姿勢で臨んだこと
で良く知られていた。
　当時、オリンピックは７年先のことであり、目先にあった2015
年北京世界選手権、2016年リオデジャネイロオリンピックのメデ
ィカルサポートや国内のアンチ・ドーピング教育・体制を考えて
いた時期であった。一方で、2007年８月の大阪世界選手権で世
界各国代表選手に対するメディカルサービスとアンチ・ドーピン
グの双方を担当した経験より、オリンピック陸上競技におけるメ
ディカルサービスについては大まかな想像がついていた。
　筆者は国際陸連（IAAF、2019年11月より世界陸連／ＷＡに
変更）医事アンチ・ドーピング委員として、「IAAF Competition 
Medical Guidelines」のIAAF主催大会におけるスタジアムメデ
ィカルサービスについて執筆し、必要なメディカルチーム構成、

人員数や医療器材リストを作成していた。さらに、IAAF医事ア
ンチ・ドーピング委員、アジア陸連医事委員長としてIAAF（Ｗ
Ａ）事務局、アジア陸連事務局とも個人的に強い信頼関係を持
ち、多くの国際競技大会においてIAAFまたはアジア陸連の医事
代表（メディカル デレゲイト）やアンチ・ドーピング代表（ア
ンチ・ドーピング デレゲイト）を長年務めてきた。
　このように、筆者は国際競技会におけるメディカルサービス
のあるべき姿を、書物や、国際競技会の現場において指導して
いた立場であったため、それをオリンピックという最高の舞台
で自ら実践する楽しみ、喜びを感じていた。ドーピング検査に
ついては日本陸連医事委員会、大阪陸協医事部が中心となって
実施した2007年大阪世界選手権当時とは異なり、東京2020で
は日本アンチ・ドーピング機構（JADA）が担当するものと想定
した。
　すなわち、オリンピック招致成功時から、東京2020における
陸連医事委員会の業務は、日本代表選手に対する最高のメディ
カルサポートとオリンピックスタジアムおよびロードレースに
おける世界レベルのメディカルサービスを成功させることと考
えていた。そのためには、当時の陸連医事委員だけでは不十分
であり、委員の増員、メディカルサービスの質のレベルアップ、
そのためのトレーニングの必要性を考えた。
　当然ながら、すべては予定通りに進められ、よもや東京2020
が新型コロナウイルス感染症によって１年延期されるなど、全
く予想しなかった。

東京2020の医療体制と
ベストパフォーマンスを引き出すサポートの裏側

医事委員会委員長
山澤文裕 YAMASAWA Fumihiro

1はじめにMedical support started

（１）2019年まで
　筆者は1992年にニューデリーで開催されたアジアジュニア選
手権から、日本代表選手のメディカルサポートに関わってきた。
オリンピック代表選手のサポートに最初に関わったのは2000年
シドニー大会で、陸連からオリンピックに派遣された最初の帯
同ドクターとなった。世界選手権については2001年エドモント
ン大会から帯同ドクターを陸連から派遣し、筆者は2003年パリ
大会に帯同した。以降の大会は医事委員に順番に担当してもら
い、多くの医事委員が国際競技会にチームドクターとして帯同
することで、陸連医事委員会としての経験値を高めてきた。
　代表選手メディカルサポートにおいて大きな分岐点となった
のが、2008年北京オリンピックであった。活躍が期待されてい
た女子マラソン選手が故障し、帰国するという緊急事態があり、
北京にいたＪＯＣ帯同ドクターより、陸上代表選手に対するサ
ポートが不十分ではないか、と指摘を受けた。
　確かに、それまでの代表選手メディカルサポートは競技会直
前から開始しており、代表選手に選考されてから競技会準備中
の選手の状態確認が十分にできていなかったのは事実であった。
指導者、代表選手から陸連医事委員会のメディカルサポートが
まだ十分に信頼されていなかったこと、JISSクリニックの活用
が不十分であったこと、そして指導者による選手の囲い込みが
あったこと、などが理由と考えられた。
　この状況を改善するため、医事委員会は強化委員会と会議を
持ち、代表選手決定後からただちに帯同ドクターおよびトレー
ナーが、積極的に選手に直接介入することとした。すなわち、
指導者を介することなく、選手から直接コンディションを確認
する手法の導入であった。
　一部の指導者から「駆け込み寺だ」とも言われたが、代表選手
全員をスタートラインに立たせることを目的としていることを理
解していただいた。１週間ごとのコンディションを選手が自己申
告する方式とし、2009年ベルリン世界選手権から開始した。
　当時はＦＡＸで回答を受けていたため、回答率があまり芳し
くない時期もあったが、選手の平素のコンディションに関する
やりとりは、帯同メディカルスタッフと指導者・選手の間の垣
根を相当に低くした。以降、オリンピック、世界選手権、アジ
ア大会、アジア選手権において週間コンディションチェックを
継続した。ＩＣＴの発達に伴い、電子メールでの連絡を経て、
LINEの活用へ進化した。
　選手の申告で平素からの逸脱や異状を認めた場合には、帯同
メディカルスタッフより選手に直接連絡し、必要に応じてJISS
クリニックなどで診察を行った。入手した情報はメディカルス
タッフのみならず、選手本人、代表チーム監督らと共有し、多
角的な選手サポートに用いられた。しかし、申告された情報の
処理に手間がかかり、情報の共有にもタイムラグが生じていた
ため、東京2020においてはOne Tap Sportsを用いて情報管理
を行い、リアルタイムに選手本人、指導者に情報が共有できる
ようにした。

　国内主要競技会に帯同メディカルスタッフを派遣し、メディ
カルチェックや事故発生時の対応を行った。このようなきめ細
やかなサポートを実施することにより、2019年のドーハ世界選
手権までの国際競技会で、日本代表選手全員をスタートライン
に立たせることができた。
　そのうちの一つが、2019年５月11日、12日に横浜で開催さ
れた第４回世界リレーである。2019年４月のドーハ・アジア選
手権、９月のドーハ世界選手権の間に、日本で久々に開催され
た世界大会で、東京2020前年のためオリンピック出場枠を確保
するために多くのチームが参加した。2×2×400ｍリレー、シ
ャトルハードルリレーなど初めて実施された種目も多く、大変
に盛り上がった。日本代表チーム帯同ドクターとして鎌田浩史
委員が担当し、競技会開催までの準備期間が短かったが、しっ
かりとしたメディカルサポートで代表選手全員をスタートライ
ンに立たせることができ、成果を上げた。
　東京2020では高温多湿の中で競技が行われるため、選手のコ
ンディションとパフォーマンス維持のために暑熱環境対策が求め
られた。陸上競技においては、特に長距離、マラソン、競歩にお
いては熱中症に陥る可能性があり、2018年のジャカルタ・アジア
大会、ドーハ世界選手権に向けて熱中症対策が進められた。
　暑熱環境下における荒川河川敷での長距離トレーニングや、
北海道でのマラソン、競歩合宿への帯同を行った。ドーハ世界
選手権では、世界陸連がカプセル型深部体温計を利用した選
手の深部体温変化とパフォーマンスについての研究を行い、日
本代表選手も協力した。将来的には簡便だが正確なwearable 
deviceを用いた連続的体温測定、デジタルバイオマーカーを用
いたメディカルサポートが盛んに行われ、熱中症対策が進化し
ていくものと思われる。
　2019年まではＮＴＣにおけるメディカルサポート、強化合宿
などに帯同ドクターを中心に積極的に派遣し、代表選手のコン
ディションチェックや診察などを行った。

（２）2020年
　2019年12月に中国・武漢市で発生した原因不明の肺炎（後
日、新型コロナウイルス感染症［COVID-19］と命名された）は
2020年に世界中に広がり、ＷＨＯによりパンデミック宣言がな
された。飛沫感染と接触感染によりヒトからヒトへ感染拡大が
続くことが明らかとなり、一部の国では都市閉鎖（ロックダウ
ン）を実施するなど、さまざまな経済活動や海外との往来が中止
された。
　スポーツ界も例外ではなく、陸上競技では、それぞれ中国で
予定されていたアジア室内選手権（2020年２月）は中止され、
世界室内選手権（2020年３月）が2023年に延期された。
　2019年９月のマラソングランドチャンピオンシップ（ＭＧＣ）
で、東京2020マラソン代表は男女２名ずつ決定していた。男女
の３人目の決定は、ＭＧＣファイナルチャレンジを経て選ばれ
ることになっていた。その中で、2020年３月実施の「東京マラ
ソン2020」は約３万人、「名古屋ウィメンズマラソン2020」は
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１万5000人が参加する大会であったが、新型コロナ感染拡大を
防ぐため、一般ランナーの出走を取りやめ、エリート選手のみ
のレースとした。多くの関係者の協力により、マラソン大会を
実施でき、2020年３月８日に男女３人目が決定した。
　そのような中で、オリンピック開催まで４ヵ月を切る2020年
３月24日、ＩＯＣは東京2020を１年延期する苦渋の決定を下し
た。COVID-19パンデミックが主な理由であった。折しも国内
においても、オリンピック開催による感染拡大が懸念され、東
京2020開催に対して懐疑的になっていたところであった。政府
は2020年４月７日に東京、神奈川、埼玉、千葉、大阪、兵庫、
福岡の７都府県に初回の緊急事態宣言を行い、４月16日に対象
を全国に拡大した。宣言中は屋内外問わず、スポーツ活動の中
止も求められていた。このような状況であり、東京2020延期は
適切であったと考えられる。
　2020年度春のグランプリシリーズを中心に、すべての陸上競
技会が中止され、東京2020延期と相まって、陸上競技界は沈
滞ムードであった。そこで緊急事態宣言発出直後の2020年４月
９日に、医事委員会から「皆様へのメッセージ 力を合わせてこ
の危機を乗り越えましょう！」と題した文書を発出し、選手の抱
えるストレスや不安への対処、心身の健康を保っていくための
アドバイスを行った。
　初回の緊急事態宣言は2020年５月25日に解除されたため、
陸上競技再開に向けて、最大限の感染拡大防止に留意した「陸
上競技活動再開のガイダンス」を2020年６月11日に策定した。
さらに、６月30日には「ロードレース再開についてのガイダン
ス」を策定した。これらのガイダンスに基づき、最初に実施され
たのは７月のホクレン・ディスタンスチャレンジであった。
　無観客試合から開始し、次第に観客を入れるようにした。８
月23日にはオリンピックスタジアムである国立競技場にてセイ
コーゴールデングランプリ陸上を、海外招待選手は一切なく、
すべて国内選手のみで実施した。また、大会参加者や観客数を
制限したうえで、10月に日本選手権を新潟で開催した。最大限
の感染拡大防止措置を行い、屋外での競技会ということもあり、
競技会に関連して新型コロナウイルス感染症が拡大した事実は
なかった。これらの大会では３密防止のため、トレーナーステ
ーションを設けることはできず、選手、トレーナーともに歯が
ゆい状況であった。
　一方、2020年度には多くのスタジアム競技会が中止された関
係で、競技会出場選手に対するメディカルサポートは数少ない
競技会でのみ実施した。

（３）2021年
　マラソン代表選手に対して、医事委員によるメディカルサポ
ートについて伝えつつも、One Tap Sports利用によるコンディ
ションチェックについては選手の負担を考慮して、2021年に入
ってから実施することとした。しかし、COVID-19に関連した体
調管理についてはマラソン代表選手、その他の代表候補となり
うる選手に対してOne Tap Sportsを用いて実施した。発熱など
の所見があれば、医事委員からアドバイスを行った。
　2021年度は春のグランプリシリーズを皮切りに、感染拡大
防止策を実施しながら順調に開催され、それら競技会に医事委
員を派遣し、出場選手のコンディションチェックを競技会現場
で実施した。2021年５月９日には、新設された国立競技場にて

「Ready Steady Tokyo－陸上競技」が「2021ワールドアスレテ
ィックスコンチネンタルツアー」と併催され、日本を代表する多

くの選手が出場し、2021年７月に東京2020が開催されることを
強く感じさせた。６月24 ～ 27日に大阪・長居競技場にて日本
選手権が行われ、東京2020陸上代表選手が決定されていった。
　日本代表チームの帯同メディカルスタッフのチーフとして、
鳥居俊副委員長が15年の北京世界選手権、16年のリオデジャネ
イロオリンピック、17年のロンドン世界選手権を担当し、東京
2020に向けて鎌田浩史委員がジャカルタアジア大会、ドーハ世
界選手権を担当。東京2020帯同ドクターとして鎌田委員、田原
圭太郎委員を内定していた。
　ところが、ドーハ世界選手権において気温30度超、湿度70
％超と過酷な気象条件下でのマラソンで棄権者が続出したため、
東京の暑熱環境による選手への健康被害を軽減するため、2019
年10月16日「ロードレース（マラソンと競歩）会場を札幌に移
転する」と、ＩＯＣが一方的に明らかとした。いわゆる根回し、
事前の調整がなかったものと思われ、非常に多くの混乱を招い
た決定であった。
　これにより、東京2020陸上競技の帯同メディカルチームは２
チーム必要となり、東京は鎌田委員、札幌は鳥居副委員長がチ
ーフとなり、トレーナーと共にメディカルサポートを実施する
こととした。また、田原委員はＮＴＣで大会直前の準備中の代
表選手サポートのため、ＮＴＣに常駐することとした。
　ＩＯＣは新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種を
支援する立場より、各国選手団に対して無償でワクチン提供を
行った。我が国においては、2021年６月にオリンピック代表選
手・指導者に対してＮＴＣにてワクチン接種を実施した。問診
および注射については、各ＮＦに対して医師派遣を要請された
ため、陸連医事委員が手分けして行った。中には、副反応を心
配してワクチン接種に抵抗を示す選手もいたが、代表選手の大
方はオリンピック前にワクチン接種を２回受け、感染拡大防止
へ協力した。
　暑熱対策、新型コロナウイルス感染症対策を行いながらのメ
ディカルサポートは、さまざまな対応が必要であった。東京お
よび札幌での帯同ドクター（鎌田副委員長、鳥居副委員長）に
よるメディカルサポートについては、別論文を参照していただ
きたい。

　オリンピックはＩＯＣ主催大会であるため、国内の受け皿と
して東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（以
下、組織委員会）が設けられた。組織委員会の中にオリンピッ
ク陸上競技担当者が置かれ、担当者より新設される国立競技場

（オリンピックスタジアム）でのメディカルサービスのあり方に
ついて相談を受けた。
　リオデジャネイロオリンピック陸上競技のメディカルサービ
スを直接視察することが東京2020陸上競技の参考となると思っ
ていたが、諸般の事情により現地視察することは叶わなかった。
現地で視察した組織委員会担当者より大まかな報告を受けたが、

「IAAF Competition Medical Guidelines」記載内容より、だいぶ
劣っているようであった。おりしも、2015年に南米で流行した
ジカ熱問題やブラジルの経済問題が原因で、ヒトとモノが充足
していなかったためである。すなわち、リオデジャネイロオリン
ピック陸上競技は、東京2020の準備にはあまり役立たなかった
ようである。組織委員会は都庁、消防庁などからの出向者で構
成されているため、リオデジャネイロオリンピックを視察した担
当者が早々と出向元に戻されてしまったことは、残念であった。
　そこで、2012年にオリンピックが開催されたロンドンで、世
界選手権が2017年に開催されたため、ロンドンオリンピック
スタジアムにおけるメディカルサービスについて視察を行った。
８月初旬のロンドンは涼しく、東京とかけ離れた気象状況の日
が多かった。
　国際陸連健康・科学部のBermon部長とともに、選手用医務
室、Field of Play（ＦＯＰ）救護班、ウォームアップ場医務室な
どを確認した。選手用医務室において、救急医のデビッド医師
を紹介され、さまざまな医薬品、医療器材について説明を受け
た。医薬品バッグ、医療器材バッグの用い方、ストレッチャー
での傷病者搬送法（必ず4人で行う）など細かな規則を定めてい
た。系統的に医薬品、医療器材が準備されており、確認したと
ころ、ロンドンオリンピック以降すべての競技団体で同一の器
材が使われているとのことであり、日本でもそのような統一性
があれば、スポーツドクターの活躍範囲が拡大されるのではな
いか思った。
　ロンドン世界選手権のウォームアップ場医務室においては、
アイスバスが多数用意されていた。環境温が低いため、競技会
で熱射病に陥る選手が発生する可能性は低く、熱射病治療とい
うよりは選手のコンディショニングのためのアイスバスと考え
られた。また、陸上競技現場でのアイスバス準備は世界標準で
あることを強烈に感じた。
　ＦＯＰ救護班はＦＯＰでの事故の早期発見、傷病者の早期救
出、円滑な競技進行のために重要であり、ロンドン世界選手権
では、「IAAF Competition Medical Guidelines」に記載した構成
であった。しかしながら、国際陸連技術代表からの指示で観客
から見えない場所で控えていた。大阪世界選手権でも同様の指
示であったが、すばやい反応と対応を求められるＦＯＰ救護と
しては活動に制限があった。
　2017年11月、日本臨床スポーツ医学会学術集会での講演の

ため来日したDavid Zideman先生にお会いした際に、ロンドン
の選手用医務室で会った救急医のデビッド医師が、実はＩＯＣ
医科学委員のZideman先生であり、オリンピック大会の競技現
場におけるメディカルサービス責任者であることを初めて知っ
た。お互いにロンドンでの面談をよく覚えており、ＩＯＣ医科
学委員会（委員長；Richard Budgett）との関係性の敷居が一気
に低くなった。Zideman先生とその後も関係が続き、東京の暑
熱環境を懸念してＩＯＣが設置した「Adverse Weather Impact 
Expert Working Group for the Olympic Games Tokyo 2020」な
る調査研究班（チーフ：Sebastien Racinais、Aspetar研究部長）
に、筆者は国際陸連から推薦されてメンバーになり、Zideman
医師も当然ながらメンバーであった。IOC関係者と同じテーブ
ルに着き、重大な医学的懸念について議論を共有できたことは、
東京2020陸上の準備を進めるうえ、かつ現場での実際のオペレ
ーションに有益であった。
　Expert Working Groupにおいて、熱中症治療の目的で屋外競
技にはアイスバスを設置することを義務づけることとなり、東
京2020陸上競技においてはスタジアム選手用医務室にアイス
バスを、ウォームアップ場にアイスプールを設置した。前者は
医療行為の一環として、後者は選手の判断によるコンディショ
ニングのための利用である。
　Zideman医師は東京2020陸上競技開催中、他のＩＯＣ医科学
委員とともに何度もオリンピックスタジアム選手用医務室を訪
れ、暑熱対策、ＦＯＰ救護班の動きなどについて指導があった。
その中で特筆すべきはＦＯＰ救護班に関してであった。
　従来、国際陸連から、ＦＯＰ救護班の待機観察場として、ロ
ンドン世界選手権のように観客から見えない場所を指示され、

「競技中に選手が転倒しても、自分で立ち上がるまでしばらく様
子を見るように」と言われてきた。これは倒れたままの選手が長
時間にわたって映像に映り、ＦＯＰ救護班が十分に活動してい
ない印象を世界中に与えてしまうこととなっていた。
　ところが、Zideman医師らＩＯＣ医科学委員は、「選手が倒れ
たら躊躇することなくＦＯＰに入り、選手の救出対応にあたる
べし」と世界陸連と真逆の指令を出した。これによって、ＦＯＰ
救護班が水を得た魚のように活躍できるようになった。選手へ
の超早期の対応はＩＯＣ医科学委員より非常に好評であり、ビ
デオ撮りをさせてほしいとＩＯＣより言われたほどであった。
　さて、2018年11月頃、横浜で世界リレーが半年後の2019年
５月に行われる、との話が入ってきた。わずか半年で世界選手
権を準備するのは、さまざまな業務があって非常に大変なこと
であった。国際陸連との連携調整、後方病院への依頼、薬剤持
ち込みに関する厚生労働省担当局との連絡、ドーピング検査に
関する日本アンチ・ドーピング機構や分析機関との契約など、
多岐にわたる準備が必要である。また、メディカルスタッフの
依頼や医療器材の準備も急務であった。
　世界リレーは2019年５月11、12日の開催で、長距離種目は
なかったが、時として真夏日となることもあるため、世界標準
としてのアイスバスを設置することとした。また、我々メディ

3競技現場におけるメディカルサービスについてMedical services at TOKYO 2020

©Getsuriku

©Getsuriku



52 53

　2021年7月に開催された東京2020陸上競技において、陸連
医事委員会はさまざまな重要な役割を果たした。特に、オリン
ピックスタジアムおよび札幌のロードレースのメディカルサー
ビスについては、陸連医事委員、協力したその他の医師、看護
師、トレーナーから構成される大きな医療チームを構成でき、
連携した対応ができた。屋外の暑熱環境、かつCOVID-19流行
下で身体的精神的にも厳しい業務であったが、スタッフは誰一
人熱中症に陥ることなく、またCOVID-19に罹患することなく
業務を遂行できた。下記に薬剤師、スポーツ栄養士などの活躍
も含め、まとめとしたい。多くの方々の協力に深謝する。

＊
ａ）帯同チームとして東京および札幌の２チームを編成した。帯
同ドクターおよび帯同トレーナーによる代表チームのメディカ
ルサポートを実施した。新型コロナウイルス感染症が拡大した
ため、限られた範囲でのメディカルサポートではあったが、代
表選手全員をスタート位置につかせ、多くの選手が最高のパフ
ォーマンスを発揮できる準備を行った。
ｂ）オリンピック期間中には、JISSにおけるトレーニング会場で
メディカルサポートを行い、代表選手のコンディショニングを
行った。
ｃ）オリンピック期間中および直前から、オリンピックスタジア

ム、ウォームアップ場および練習会場におけるメディカルサー
ビス業務を運営した。
ｄ）オリンピック期間中および直前から、札幌でのマラソンおよ
び競歩競技におけるメディカルサービス業務を運営した。
ｅ）メディカルサービス業務にあたっては、熱中症対策としてＣ
ＷＩのトレーニングを行った。
ｆ）選手村ポリクリニックのメディカルスタッフに医事委員を派
遣し、運営に協力した。
ｇ）代表選手使用のすべてのサプリメントについて、アンチ・ド
ーピングの立場より帯同ドクターおよび薬剤師が確認した。
ｈ）JISSにおける代表選手のメディカルチェックを実施し、帯
同ドクターおよびトレーナーが強化合宿およびトレーニングに
帯同した。
ⅰ）札幌の事前合宿宿舎の食事について、スポーツ栄養部員が
アドバイスを行った。

4まとめSummary

カルサービスチームがアイスバス利用についてトレーニングを
することも目的の１つであった。アイスバスは我が国のスポー
ツ医学ではほとんど導入されていなかったが、実は非常に暑か
った大阪世界選手権ではウォームアップ場にドラム缶式のアイ
スバスを設置した。コンディショニングのための利用で、選手
から大変に好評であった。しかし、それ以降の国際および国内
競技会でアイスバスを用いたことがなかった。
　横浜世界リレーのアイスバス設置の試みに組織委員会も興
味を持ち、組織委員会の一員で、冷水浸漬法（Cold Water 
Immersion ／ＣＷＩ）の専門家である早稲田大学の細川由梨さん
より、世界リレー直前にメディカルスタッフ、トレーナースタ
ッフはアイスバス利用に関する教育研修を受けた。
　ＣＷＩは重症熱中症、すなわち熱射病、に陥ったと思われる
選手の直腸温（深部体温）を測定し、直腸温40.5℃以上かつ意
識障害を呈する選手の体幹および大腿を、８～ 15℃の冷水中に
直接漬けることにより、深部体温を１分あたり0.15℃程度低下
させ、速やかに直腸温を39℃以下に低下させる治療法である。
直腸温測定は我が国の臨床現場でもほとんど行われないため、
初めて見聞きする物品も多かった。組織委員会ですら直腸温測
定機器について何を用いるか未決定状態であった。横浜世界リ
レーでは熱射病に陥った選手はいなかったが、コンディショニ
ング用アイスプールは一度に複数選手が利用でき、選手の要望
を聞きながら氷を追加投入し、水温調整を行った。また、ウォ
ームアップ場医務室でのエコー検査も好評であった。
　2019年９月15日のＭＧＣでは、オリンピックマラソン代表の
座をかけてトップマラソンランナーによる激しい戦いが暑熱環
境で行われるため、熱射病に陥る選手が出ることが想定された。
細川さんの協力を得て、直腸温測定を選手のプライバシーを確
保しながら実施できるアイスデッキを設け、そこにアイスバス
を設置した。スタッフとともに選手搬送やＣＷＩのトレーニン
グを行い、万全の体制を敷いていたところ、女性選手１名が熱
射病様症状を呈したため、アイスデッキに搬送し、アイスバス
に浸漬し管理することができた。
　一方、ＣＷＩが用いられる可能性の高いマラソン、競歩は
札幌に移転されることになったため、世界陸連健康・科学部
Bermon部長およびAdami医師と十分な相談を行いながら、マラ
ソンおよび競歩のフィニッシュライン付近の選手用医務室内に
アイスデッキを設けた。札幌においても細川さんによるＣＷＩ
のトレーニングが行われた。
　オリンピックのメディカルサービスについては、ＩＯＣがメ
ディカル体制のプロトコールを定め、すべての競技において競
技場全体の医療責任者としてＶＭＯ（Venue Medical Officer）
と選手用医療責任者としてAMSV（Athlete Medical Super 
Visor）を置くシステムであった。ＶＭＯは主に観客対応であり、
AMSVはＦＯＰ対応である。
　AMSVは各競技団体から推薦されることとなった。国立競技
場においては、ＶＭＯとして慶應義塾大学医学部救急医学の
佐々木淳一教授が、AMSVには陸連医事委員長の山澤が就任し
た。実際のメディカルサービスは世界陸連のルールや指針に従
うため、「IAAF Competition Medical Guidelines」において示し
た必要なメディカルチーム構成、人員数に従ってAMSV指揮命
令下に選手用医務室、ＦＯＰ救護班およびウォームアップ場医
務室の人員配置を行った。
　医薬品、医療器材については、ロンドンオリンピックと同様
にＩＯＣがすべての競技に統一したものを示し、組織委員会が

準備した。陸上競技においては世界陸上においてもモルヒネを
準備することはないが、ＩＯＣはすべての競技会医務室で準備
することを義務付け、診療所登録を行い、診療所管理者、麻薬
管理者を置くこととなった。
　当初、組織委員会は１日の労働時間８時間まで、の条件を付
けており、陸上競技は午前セッションと夜セッションがあるた
め、それに従った人員確保は困難であった。しかし、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大に伴い、各競技現場でメディカルスタ
ッフの不足が決定的となり、これらの条件は緩和された。
　陸上競技は広いスタジアムとウォームアップ場の管理、同時
多発性の競技で選手数が多く、観察する場所も多数であり、メ
ディカルサービス実施にあたって医師、看護師、トレーナーな
ど多くの人員を要する。医師は陸連医事委員以外にも東京陸協
医務部、東京マラソン協力医師、筑波大学、順天堂大学などか
らの医師に協力していただいた。最終的に、国立競技場のメデ
ィカルサービススタッフは医師27名、看護師14名、理学療法士
および日本陸上競技連盟に登録しているトレーナー（本大会で
はAthlete Care Assistant＝ＡＣＡという名称となる）75名、総
計116名で構成された。人員配置作業は非常に複雑で膨大であ
ったが、これを副AMSVである金子晴香委員が手際よく整えて
くれたことに大変に感謝している。
　ＩＯＣは医師、歯科医師、看護師、保健師、理学療法士のみ
をメディカルスタッフとし、陸上競技現場の救護体制に欠かす
ことのできないアスレティックトレーナー、柔道整復師などを
メディカルスタッフと認めないとした。すなわち、ＩＯＣはメ
ディカルスタッフのみが選手に触れることができるとした。
　しかし、我が国では日本スポーツ協会（JSPO）公認アスレ
ティックトレーナーが、医師と一緒になって競技現場の第一線
で選手サポートを行っているのが現状であり、ＩＯＣの考えと
は大きく異なっていた。各競技において経験豊富なトレーナー
の協力があって初めてメディカルサービスが成り立ち、また今
後の我が国におけるトレーナーの存在意義にもかかわるため、
組織委員会はＩＯＣ医科学委員会とトレーナーも立ち位置に
ついて議論を繰り返した。最終的にトレーナーもAthlete Care 
Assistant (ＡＣＡ)との名称で、メディカルサービスのスタッフ
として参加できることとなったことは幸いであった。
　東京2020陸上競技期間中、国立競技場の午前中の直射日光
は強く、気温も34℃になることもあり、熱中症に陥る選手も見
られた。多くは熱疲労であり、冷所（選手用医務室）で冷水を
飲むことで回復した。一部にはアイスタオル法も実施した。レ
ース後に体調不良となる特定の種目があり、その際には４～５

人の選手が一度に選手用医務室に搬送されることもあるため、
メディカルスタッフはＣＷＩを含めた手際良いメディカルサー
ビスを実施できるよう毎日トレーニングを実施した。
　東京2020陸上競技において、ＣＷＩを使用するかどうか迷っ
た症例があった。直腸温は40℃を超えていたが意識はほぼ清明
であったため、アイスタオル法を用いて対処した。十分な効果
があり、10分程度で直腸温は39℃以下となり、問題なく体調の
回復をみた。平素のトレーニングのおかげで、順調に実施する
ことができた。
　競技現場で豊富な経験を持つＡＣＡが積極的に動き、後輩Ａ
ＣＡを教育する場面も多く、これだけで日本陸上界、スポーツ
界における現場のメディカルサポートは向上すると思われた。
また、ＦＯＰ救護班は直射日光を浴びながらも、選手の動きを
確認し、素早い選手対応のトレーニングを行った。前述したと
おり、選手への超早期の対応はＩＯＣ医科学委員より非常に好
評であった。国立競技場におけるメディカルサポートの詳細に
ついては、金子先生との共著論文をみていただきたい。早朝よ
り深夜まで暑熱環境の中、協力していただいた多くのメディカ
ルスタッフに深謝する。
　すべての選手は連日、ＰＣＲ検査を選手村で受けた。陽性者
は一定期間、隔離措置をとられた。濃厚接触者は競技会参加６
時間前のＰＣＲ検査で陰性ならば、競技に参加できる措置がと
られた。濃厚接触者情報は組織委員会スポーツ局よりメディカ

ルサービスに届けられた。競技場の選手用医務室隣室に、発熱
者もしくは濃厚接触者の診察室を設置した。
　札幌へのマラソンと競歩の移転は、ひとえに環境温が東京よ
りも良好であることであった。本番の１年前、2020年８月に世
界陸連Bermon部長とAdami医師とともに、札幌の競技現場を確
認し、医療体制について会議を行った。その際、東京と比較し
て過ごしやすい気候であったため、世界陸連から暑熱環境につ
いて質疑はなされなかった。しかし、2021年８月の本番におけ
るメディカルサービスは過酷をきわめた。それは札幌が予想に
反して97年ぶりの猛暑となり、東京と変わらない、もしくはそ
れ以上に過酷な暑熱環境であったためである。
　50km競歩で多くの選手が途中棄権し、選手用医務室で慌た
だしい熱中症対応が必要であった。そのため、選手の健康被害
防止のため、女子マラソンのスタート時間が１時間早まること
が前日夕方に急遽決まり、出場選手のみならず、メディカルス
タッフの準備も変更が必要であった。マラソンにおいて、熱中
症に陥った選手に対してＣＷＩを数名に実施しえたことは、我
が国のスポーツ界においての良い経験となった。この件に関し
ては札幌のAMSVであった菅原誠先生の論文を確認していただ
きたい。また、夜明けとともに始まったマラソンなどを支えた
スタッフのみなさんに感謝する。
　なお、東京、札幌ともメディカルサービススタッフは連日、唾
液ＰＣＲ検査を実施した。幸いなことに陽性者を認めなかった。

3Medical
医事
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　東京2020オリンピック（以下、東京2020）はCOVID-19感染
禍の中、１年延期、無観客開催など、これまでには類を見ない
大会となった。さらに、オリンピック期間においては、日本国
内では第５波にあたる感染再拡大の傾向もあり、開催自体が危
ぶまれる状況の中、さまざまな方のご尽力のもとで無事に開催
することができた。選手に４年に一度という大事な機会をいた
だいたことに心からの感謝を申し上げたい。
　筆者は東京2020陸上競技のチームドクターとして大会に向け
てのサポート、東京で開催されたTrack & Fields種目に帯同し、
選手のメディカルサポートに従事した。

大会概要

　東京2020は2021年７月23日から8月8日に開催され、陸上競
技のうちTrack & Fieldsは2021年７月30日から８月８日まで10
日間、東京の国立競技場（図１）で行われた（競歩、マラソンは
札幌開催）。
　選手団は選手66名（会期中に１名変更）（男子44名、女子22
名）、監督・コーチ・スタッフ46名の総勢112名であった。オフ
ィシャルなメディカルサポートとしては医師２名（鎌田／札幌：
鳥居）とトレーナー３名（東京２名／札幌１名）が帯同したが、
東京においてはさらに医師１名（田原）とトレーナー２名、札幌
においてはトレーナー１名が村外メンバーとして対応した。

東京2020における
メディカルサポート

医事委員会委員

鎌田浩史 KAMADA Hiroshi1はじめにIntroduction

　本大会においてはCOVID-19感染禍の影響により、これまで
の大会にない特殊なメディカルサポートとなった。

#１ 「バブル方式」による管理
　COVID-19の感染が拡大していく中、「バブル方式」がオリン
ピックにも導入された。開催会場、宿舎、練習会場を大きな〝
泡〟で包むこみ、選手、コーチ、関係者の外部との接触を遮断

して大会を実施する方式である。幸いにも、国際的には2020年
の半ば頃よりこの概念が広がり始め、アメリカのプロバスケッ
トボールリーグ「ＮＢＡ」や、大きな国際大会などでも導入され
ていた。オリンピック前には日本においても体操の国際大会等
で実施されていた。
　選手村に入る前に健康観察アプリOCHAを登録することが義
務付けられており、ＰＣＲ検査にて陰性であることを前提にバ
ブル内に入ることができた。入村後はOCHA登録とＰＣＲ検査
が毎日行われ、原則バブルから移動できないような仕組みで選
手村、練習会場、大会会場が厳密に隔離される体制となってい
た。日本国内では、オリンピック開催期間中、爆発的感染拡大
の報道が絶えない状況であったが、選手村内は厳密に管理され

2特殊なサポートSpecial support for TOKYO 2020

ていることもあり別世界のような印象であった。
　我々を含め、選手はいったん選手村に入ってからはバブルの
外に出ることはできないため、ギリギリまでこれまでの自分た
ちの環境の中で調整をして入村するという体制をとっていた。
選手村宿泊でない村外対応トレーナーは、近隣のホテルに滞在
しながら、外部との接触がない同じバブル内で制限され、徹底
した感染対策の中で選手村に入村することができ、サポートに
従事することができた。

#２ COVID-19感染に関わる問題発生
　 幸 い に も、 今 回 派 遣 と な っ た 陸 上 選 手 団 に お い て は
COVID-19の発症は認めなかった。しかしながら、COVID-19に
関わる問題がいくつか発生した。
　 一 つ は、 移 動 の た め に 利 用し た 公 共 交 通 機 関 の 中 に
COVID-19感染者が発生した事例である。同乗した交通機関の
中において、たまたま陽性者が出てしまったものである。席が
離れていたこと、マスクをしっかり着用していたこともあり、
濃厚接触者とならずに厳重な経過観察のみで事なきを得たが、
感染に対する危機を感じつつ、選手と一緒に祈るような思いで
経過をみていた。健康状態や検査結果はその後まったく問題な
く、選手は無事に競技をすることができた。
　もう一つは、大会間近に選手の関係者に陽性者が出た事例で
ある。選手に感染兆候はなかったのは大変良かったが、選手と
接触があったことを念頭に、周囲への拡大を考慮し、他の選手
と行動をともにしないことが求められた。こちらに関しても、幸
いに体調の変化や感染は認めずレースにも出場することができ
た。
　これら一連のCOVID-19対策に関しては、TOKYO 2020 
Playbooks のマニュアルに準じるとともに、ＪＯＣ日本代表選手
団の「新型コロナウイルス対策責任者：ＣＬＯ」である土肥美智
子先生の多大なるご協力をいただきながら対応することができた。

#３ 自国開催
　本大会は自国開催であること自体が特殊であった。大会直前

のギリギリまで選手のホームでの調査が可能であったことと、
いったん選手村に入ると自由に動けなくなることもあり、選手
ごとに入村日が異なっていた。また、入村した後もハイパフォ
ーマンススポーツセンター（HPSC）における調整が可能であり、
そこでは決められたルールに則ってトレーナーとの接触が可能
であったためため、多くの選手がHPSCを利用していた（基本
的にHPSCもバブルの一つであり、HPSC対応医師、トレーナ
ーの行動は制限されていた）。
　選手主体で動けることは選手には良かった点が多かったもの
の、その反面、選手の健康管理を十分に把握しきれない可能性
が危惧されたため、HPSC対応ドクター、トレーナーと綿密に
連携を取りながら最善のサポートに努めた。HPSCのJISSクリ
ニックとの連携が図れたことも大きく、装具対応や内科的疾患
に対する専門的なコンサル、処方など、最大限の活用ができた
ものと思われれる。何より緊急事態におけるJISSクリニックで
の診療などのバックアップ体制が整っている環境であったこと
がたいへん心強いサポート体制であった。

　本大会では、大会期間中に肉離れを受傷した選手の対応を行
った。持参した超音波診断器を使用しつつその程度を確認し、
症状に合わせてトレーナーとケアをした。同時に、HPSC練習
時に固定用のバンドをJISSクリニックより入手し、試合までに
できる限りの調整を行った。何とか試合には出場することはで
きたものの、自分のパフォーマンスを発揮することができずに
悔しい思いをした。試合後にはポリクリニック（図２）にて画像
検査を行い、大会後の調整についてアドバイスを行った。
　また、本大会までに外傷・障害があった選手数人に関しては、

3大会でのサポートDuring TOKYO 2020

図１　国立競技場：夢のオリンピックの舞台

図２　選手村内ポリクリニック

図３　選手村内トレーナー
ルームでのサポート活動

図４　競技会場サブトラック
でのサポート活動
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　帯同ドクターの役割は大会に帯同するだけではない。今回の
オリンピックに合わせて、陸連医事委員会においては2017年か
ら東京2020におけるメディカルサポートの体制が始まった。山
澤医事委員長から、東京2020の帯同ドクターとして活動するこ
とを指示され、「オリンピックにおいて選手が最良のコンディシ
ョンで、最高のパフォーマンスを発揮できるようにサポートす
る」＝「オリンピックに安全に選手を送り出す」ように最大限の
サポートをすることが課題として挙げられた。
　我々の中では2017年からオリンピックの戦いが始まってお
り、ドクターだけでなく、トレーナー部の常友トレーナーと宮
澤トレーナーとともに選手のサポートを行った。むしろこの２
人のトレーナーが選手に寄り添い、情報や現場の希望を多く収
集し、ドクターとの仲介役となっていた。

#１ 国際大会帯同
　代表選手が決まるのはオリンピック間際であるため、それま
でに代表候補・強化選手が出場する国際大会にはできる限り帯
同し、選手のサポートを行うこととした。2018年アジア大会

（ジャカルタ／図６）、2019年アジア選手権と2019年世界選手
権（ドーハ／図７）がオリンピック前の大きな国際大会であり、

4オリンピックまでの道のりRoad to TOKYO 2020

同じメディカルメンバーで帯同してサポートすることができた。
オリンピックに出場するためにステップアップする大会である
ため、記録や順位を狙う選手も多いことから、スポーツ傷害に
対するフォローに対しては極めて神経を使った。

#２ 国内大会や合宿でのサポート
　国内での活動に関するサポートも充実させることが目標とし
て挙げられた。筆者だけではなく医事委員会内のサポートドク

ターが分担して、日本選手権や日本グランプリシリーズなどの
主要大会にサポートとして参加し、選手のコンディションをチ
ェックする活動を行った。また、チームジャパンとして実施す
る合宿やジュニア世代を対象とした合宿にできる限り参加させ
ていただき、選手とのコミュニケーションの中から日頃困って
いる問題点などを抽出できるように工夫した。

#３ コンディショニングチェック
　これまでもいくつかツールを用いてコンディションに対する
チェックを行ってきたが、今回はオリンピックに向けて、ONE 
TAP SPORTS アプリ等を使用して、選手のコンディションを

可視化し、チェックを充実できる体制を整えた。日本選手権前、
代表選手が確定した日本選手権後、大会直前の３つのステージ
に分け、１週間に１回登録し、その内容によりチームドクター、
トレーナーがアセスメント及びサポートを行うという内容であ
った。選手からの情報を確認できるツールとしては有効に活用
できたと思われる。
　しかしながら、選手の登録の負担やフィードバック方法、コ
ーチ、パーソナルトレーナーとの連携、大会直前の登録方法な
ど、さらにスムーズに活用できる検討すべき運用方法がいくつ
かあった。今後の課題として検討している。

　筆者はこれまでジュニア世代のサポートを中心で行っていた
こともあり、高校生・大学生世代を経て活動してきた選手の成
長の過程（肉体・精神的にも、パフォーマンス的にも）を見るこ
とができた。その中で個々に合わせたサポートを尽くすように
努力をしたつもりであるが、ジュニア世代からシニア世代、そ
して東京2020出場へと結びついた選手たちの活躍をサポートで
きたことはこの上ない経験となった。

5最後にTo PARIS 2024

　一番感じているのは、選手たちを継続してサポートできる体
制が整うことである。数年前から数多くの選手たちとコミュニ
ケーションをとり、その場その場での対応を慎重に検討できて
いるこの体制を今後も続けられるように、医事委員としてバッ
クアップしていきたいと考えている。
　しかしながら、スポーツ傷害はゼロになることはなく、オリ
ンピックを目指してきた多くの選手の中には外傷や障害で代表
を逃した選手や、本大会においてもコンディションの不具合に
より自分のベストパフォーマンスが出せない選手がいることは
事実である。少しでも選手が自分の活動に満足できるようにこ
れからもサポートしていきたいと考えている。
　すでに2024年パリオリンピックに向けてのサポートは始まっ
ている。今回は３年間、いや……今となってはもうまる２年し
かない。

まずは試合に出ることを目標として調整のサポートを行った。
しかしながら、試合までの練習や当日のコンディショニングは
ベストとは言えず、最大限の力を出すことができなかった。（図
３、４）

選手に聞いた参加後調査

　前回のリオオリンピックに引き続き、本大会終了後に選手の
コンディションとパフォーマンスに対する調査を行った。

#１ パフォーマンス達成度
　目標に対するパフォーマンス達成度は平均67.0％であった。
男子は64.1％、女子は72.2％と女子の方が達成度は高い傾向に
あった（図５）。目標の90％以上発
揮できた選手は13人（25.5％）、80
％以上まで含めると25人（49.0％）
であった。逆にうまく発揮できなか
った選手もおり、９人（17.6％）が目
標の30％未満であり、すべて男子選
手であった。大きな大会におけるパ
フォーマンス達成の難しさを改めて
認識した。
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#２ パフォーマンスに対する健康状態の影響
　ケガや体調などの健康状態がパフォーマンスにどの程度影響
あったか確認したところ、６人（11.8％）より回答があり、その
影響は20 ～ 100％であった。
 「影響が100％」と回答した選手は、大会中にパフォーマンスに
影響するスポーツ傷害を受傷したため、応急処置などをした選
手であった。「影響が50％」と答えた選手は、大会前に痛めて
いたところがあり、レースには出場できたものの達成度は十分
ではなかった。この２人がパフォーマンス低下に健康状態が50
％以上影響した選手であり、リオオリンピックの同調査の結果
16.7％よりも少ない結果であった。自国開催で、ギリギリまで
健康状態はうまく調整できていた可能性が考えられた。

図６　2018アジア大会

図７　2019世界陸上ドーハ

図５　パフォーマンス発揮達成の自己評価（目標に対するパーセンテージ）
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　2020年に開催予定であった東京オリンピック（以下、東京
2020）は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的拡
大により1年間延期を余儀なくされた。我が国はCOVID-19第５
波の真っただ中であったが、2021年７月下旬から８月上旬にか
けて、東京を中心とする競技場において東京2020は開催された。
　大会組織委員会は競技現場での選手に対する医療救護を各競

技団体（ＮＦ：National Federation）医事組織に任せた。トラッ
ク＆フィールド種目が行われるオリンピックスタジアム、およ
びマラソンと競歩が行われる札幌のロードレース会場の２つの
会場に対し、日本陸上競技連盟医事委員会のメンバーを中心と
して医療チームを構成し、医療サービスを提供した。
　オリンピックスタジアムの選手用医療責任者（AMSV）を山澤
文裕、副AMSVを金子晴香とし、札幌ロードレースのAMSVを
菅原誠とした。COVID-19対策、熱中症対策、医療体勢の構築、
医療スタッフ教育など様々な重要課題があった。

東京2020オリンピックスタジアムに
おける医療体制

医事委員会委員　　金子晴香 KANEKO Haruka

医事委員会委員長　山澤文裕 YAMASAWA Fumihiro1はじめにIntroduction

準備過程

　東京2020陸上競技の医療体制については、大会組織委員会
とともに2015年より準備を進めた。2007年大阪で行われた世
界選手権での医療体制の経験をもとに、日本選手権などの国内
主要大会では、医務室・ＦＯＰ（Field of play）救護・トレーナ
ステーションの３ステーション制を構築している。これは各チ
ームが連携・協力して適切な救護活動を実施し、競技会運営を
円滑にする体制である。
　東京2020では、国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）と大会組
織委員会との間で、医療サービス提供方針のすり合わせが行わ
れた。ＩＯＣからの規定としてＦＯＰのチームに医師・理学療
法士など医療免許資格者を含める必要があったため、その体制
を整えた。
　準備の一環として2019年５月に横浜で開催された世界リレー
において、各FOPに医療免許資格者を含むチームとした３ステ
ーションの医療体制の実践を行った。この時、猛暑の東京2020
に備えた熱中症に対するCold Water Immersion（ＣＷＩ）の実
施方法について、医療チーム参加者全員で学習した。ＣＷＩに
ついては後述する。
　2019年９月に東京2020日本代表選考競技会であるマラソン
グランドチャンピオンシップが行われ、その大会において暑熱
下の東京2020のマラソンも想定した救護体制を構築した。ＣＷ
Ｉを行うことのできるHeat deckを設営し、直腸温計を含めた機

器の準備、動線の確認を行った。大会当日は最高気温31度とな
り、大会中に熱中症の発生があり、Heat deckにて医療を提供
した。この大会において医療チームの動線等のHeat deck使用
のシミュレーションができた。しかし、東京の暑熱環境などを
考慮したIOCは、東京2020のマラソンと競歩を札幌で開催する
ことを2019年12月14日に正式に決定したため、医療提供体制
も東京と札幌にわけて行うこととなった。

東京2020の開催延期による準備への影響

　2020年３月初旬、東京2020に向けて、医療スタッフの手続
きやシフト調整を進めていた中、３月11日にCOVID-19のパン
デミックがＷＨＯにより宣言され、３月24日、東京オリンピッ
ク・パラリンピックの１年程度の延期が決定された。延期後、
COVID-19の蔓延状態が改善しない中、勤務先医療機関の方針
や地域の医療の逼迫状況などのため、東京2020陸上競技の医
療スタッフから辞退申し出があり、予定より少ない人数での対
応が必要となり、シフト作成に難渋した。

READY STEADY TOKYO－陸上競技（東京2020テストイベント）

　2021年５月９日にCOVID-19第４波で緊急事態宣言が発令さ
れていた中、海外選手を競技場や宿舎を大きな泡として包み、
外部と隔離して接触を遮断する方法であるバブル方式で招待し、
東京2020テストイベントが行われた。東京2020期間中に参加
予定の医療スタッフの1/4程度の参加であったが、選手用医務
室の仕様やＦＯＰ救護スタッフの動線の確認等ができた。医療
器材・薬剤を主催者である大会組織委員会が準備したが、平素
の陸上競技会では必要ないものもあり、必要物品の仕分けにつ
いての準備もできた。

2東京2020までの過程Road to TOKYO 2020

スタッフの事前打ち合わせ

　COVID-19の蔓延がなければ、事前に医療スタッフ全員が集
合して、チーム構築や救護トレーニングをするべきで、また多
数の医学会の集合体であるアカデミックコンソーシアムが実

施する研修会への参加も必須としていた。しかしながら、東京
2020開催中もCOVID-19感染症の第５波の最中であり、頻回の
県をまたいだ移動等が制限される中、それらの開催はかなわな
かった。
　メールや書面での説明が中心となったが、競技開始前日と人
の入れ替えがもっともある競技中日に集まれるスタッフが集ま
り、研修を行い当日に臨んだ。

医療提供の目的

　医療提供の目的は、障害、体調不良を起こし競技続行が困難
と思われるアスリートもしくは審判役員の救護活動であり、い
ち早く傷病者をＦＯＰより退避、離脱させ、傷病者の健康およ
び安全を確保することである。また、円滑な競技会の運営・進
行に寄与することである。

医療サービス提供期間と人員配置

　医療サービスは2021年７月25日から８月７日までの14日間
提供された。最初の５日間（７月25日から29日）は競技会開始
前で３つの練習会場を対象とし、７月30日から８月７日の９日
間は、練習会場とともにオリンピックスタジアム、ウォームア
ップ場において実施した。
　オリンピックスタジアムの全体の医療はVenue Medical 
Officerの統括のもと、観客（実際は無観客）や報道・スタッフな
どの医療を担当する観客用医療サービスと、選手および審判に
対する医療サービスを担当する選手用医療サービスに分かれて
運営を行った（図１）。選手用医療サービスを日本陸上競技連盟

3大会時の医療提供Providing medical care
医事委員会が担当し、Athlete Medical Supervisor（AMSV）を
山澤医事委員長、副AMSVを金子委員が務めた。医療サービス
スタッフは医師27名、看護師14名、理学療法士および日本陸上
競技連盟に登録しているトレーナー（本大会ではAthlete Care 
Assistant: ACAという名称となる）75名で構成された。
　医師・看護師は午前または午後の２交代制で期間中１人５～
７シフト、理学療法士およびACAは大会日程の前半および後半
にわかれて２グループで活動したが、1/3のメンバーは大会期
間を通して活動した。活動場所は、競技会場であるオリンピッ
クスタジアムと練習会場であるオリンピックスタジアム・ウォ
ームアップトラック、代々木公園陸上競技場（織田フィールド）、
江戸川区陸上競技場であった。

オリンピックスタジアム内医療サービス体制

　トラック＆フィールドの競技の特徴は多種目であること、同
時にさまざまな競技が行われているという点である。トラック
で競技が行われている中で、フィールドでは投てき競技や跳躍
競技が行われるため、さまざまな場所で傷病者が同時に出る可
能性がある。そのため、オリンピックスタジアムにおいては、
世界陸連が推奨する体制とした。すなわち、選手用医務室に加
え、競技場内（ＦＯＰ）に４箇所に医療班を置き、ＴＶインタビ
ューエリア、ポストイベントコントロール（ＰＥＣ）に救護観察
班を置き、選手が競技する場所、競技後メディアへ対応する場
所を網羅できる医療救護体制とした（図２）。
　ＦＯＰは各コーナーに１グループずつ配置し、それぞれに医
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　本大会オリンピックスタジアムでの医療サービス提供は概ね
トラブルなく行われた。その大きな要因は、医師、看護師、理
学療法士、トレーナー（ＡＣＡ）、事務スタッフがワンチームと
なって活動することができたことである（図９）。今後の陸上競
技の大会救護を行っていくにあたり、東京2020の反省点を活か
し、我々の救護活動をレベルアップするために、反省点につい
ていくつかの項目に分けて以下に記す。

ＦＯＰでの活動

　ＦＯＰ Supervisorのもと、各ＦＯＰでは救護経験の多いトレ
ーナー（ＡＣＡ）がリーダーとなり、医師または理学療法士と協
力して医療救護にあたった。他のメンバーがそれを補佐し、迅
速に搬送につなげるという、ＦＯＰでの観察・搬送が連続した
体制が実践できた。これはＩＯＣから高い評価を得た。さらに、
その実践には毎日、業務開始前にＦＯＰや医務室など持ち場ご
とに、シュミレーション・トレーニングを行うことで、日々改

4今後の未来に向けてFor the Future

善した医療サービスを提供できる体制を構築したことが貢献し
ている。
　具体的には、ＦＯＰでは場面に応じた救護・搬送方法のシュ
ミレーション・トレーニング、選手用医務室ではHeat deckへの
搬送トレーニングや複数選手来室時のシュミレーション・トレ

師１名、理学療法士１名とＡＣＡ３名を１つのチームとして配
置した。この体制は、複数人で複数箇所から競技者を見守るこ
とが可能となり、ＦＯＰ内に死角を減らして傷病者の救護をい
ち早く行うことができる。さらに死角を減らすために、ＦＯＰ
のスタジアム全体を俯瞰し、ＦＯＰ活動の調整をするＦＯＰの
指令者をＦＯＰ Supervisorとして観客席上階に配置した。
　ＦＯＰの救護活動は先に述べた通り、競技者の健康を確保し、
競技会が安全かつ円滑に実施されることを目的として行われ、
その役割は①事故の予防、②観察、③タイムリーな搬送である。
その場で完結するごく簡単な処置は例外として、原則は要救助
競技者を発見し、すばやく選手用医務室に搬送することを実践
した。選手用医務室では、診断、治療を行い、選手村ポリクリ
ニックなどへの搬送が必要な場合その手配をした。
　オリンピックスタジアムの選手用医務室はフィニッシュ地点
から容易に入室できる場所に設置されており、救護を行う上で、
最適な配置であった。選手用医務室にはベッドが５台設置され、
外傷および疾病に対応可能な医薬品や資材が組織委員会より準
備された（図３）。
　各種内服薬に加え、注射薬、蘇生のための用具や薬、外傷用
の資材、感染防止のためのマスクやガウン、フェースシールド、
アルコールゲルが用意された。オリンピックスタジアム・ウォ
ームアップトラックの医務室も同様の設備であった。熱中症
への対応としてCWIを行うアイスバスを設置したHeat deckや
COVID-19の濃厚接触者隔離のための部屋を医務室の隣に設置
した。

Heat deck

　ＩＯＣが推奨する労作性熱中病に対するプレホスピタルケ

アであるHeat deckを選手用医務室に隣接して配置した。Heat 
deckは冷水浸漬を実施するアイスバスと、アイスタオルやアイ
スバス後の選手の全身状態を観察する簡易ベッドからなる領域
であり（図４）、直腸温計、大量の氷、タオル、簡易プール、搬
送用担架、水温を測る温度計などの物品、血糖測定器、Na測定
器を準備した。
　深部体温（直腸温）が40.5℃以上であり、見当識障害、異常
行動、卒倒など中枢神経系の機能不全が見られた場合、アイス
バスの適応であるが、オリンピックスタジアム内ではアイスバ
ス治療の適応となる選手はいなかった。直腸温にて評価し、ア
イスタオル法を施行した選手を経験し、選手の全身状態の評価
とHeat deck活用について実践することができた。

COVID-19対策

　COVID-19蔓延期におけるオリンピックのため、東京2020
ではCOVID-19感染への対策が必要となった。まずは無観客で
の大会開催である。また、選手および大会関係者は、競技場
や宿舎など関係施設を大きな泡として包み、外部と隔離して接
触を遮断する方法であるバブル方式が採用され、健康観察や
COVID-19の抗原検査やＰＣＲ検査が義務づけられた。
　選手用医療サービススタッフも参加14日前から健康観察の実
施に加え、参加２日前からの唾液PCR検査の連日実施、ホテル
滞在時の行動制限が課せられた。また、選手は濃厚接触者であ
っても、競技参加６時間前のCOVID-19のＰＣＲ検査が陰性で
あれば競技に参加が許可されたため、濃厚接触者が出場してい
ることとなり、その選手情報は医療サービススタッフに共有さ
れた。その選手らが医務室等を使用する場合や競技場での発症
者等の対応のため、COVID-19感染対策隔離室を準備した。写
真はオリンピックスタジアム・ウォームアップトラック横に設
置された隔離テントである（図５）。幸いなことに大会期間中隔
離室を使用することはなかった。
　選手用医務室やFOPでの医療や救護時は、標準予防策（マス

図３　

図４　 図５　

ク、手袋、アイガード）を使用し、嘔吐、出血、咳などがある場
合はガウンの着用も行った。また、搬送が必要な選手には、状
態が許せばマスクを渡して着用させた。なお、競技終了２週間
を含め、陸上競技に関わった選手用医療スタッフにCOVID-19
罹患者はいなかった。

外傷および疾病発生状況

　トラック＆フィールド種目への出場選手は約1800人。その
うち、オリンピックスタジアムもしくはウォームアップトラッ
クの医務室を受診し、対応を要したものは59件で、外傷が38
件（64％）、内科疾患が21件（36％）であった（図６）。外傷の
受診の内訳としては、肉離れ／筋断裂／筋損傷が13件（34％）、
裂創／擦過傷／皮膚損傷が14件（37％）、足・足関節の筋・腱・
靭帯損傷８件（21％）であった（図７）。内科疾患は、熱中症が
19件（90％）を占め、そのすべてをアイスタオル法で処置した。

　2007年の大阪世界世界選手権の競技会場とウオームアップ
トラックの対応件数253件（他のトレーニング会場を含めると
305件／ *2）と比べ、東京2020陸上競技での医務室対応件数が
59件と少なかったことは、COVID-19の影響で、選手用医務室
での他の選手との接触を避けるため、軽症であれば、チームド
クターの対応を希望し、選手用医務室へ来室しなかったことな
どが考えられる。
　一方、ＦＯＰでの選手の観察・声掛けなどの対応・搬送の総
件数は192件［競技中55件（29％）、途中棄権26件（14％）、
ゴール後41件（21％）、メディアエリア（MIX）32件（17％）、
ポストイベントコントロール（PEC）35件（18％）］であり、同
時刻に複数個所で観察を必要とした（図８）。競技中や競技中の
途中棄権が合計43％ともっとも多いが、競技後のメディア対応

（ＭＩＸやＰＥＣ）での観察件数は合わせて全体の35％と次に多
かった。これは、オリンピックではメディア対応が長時間とな
り、その場所が屋外であったことも原因と考えられる。

図９　

図６ 図７ 図８
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　東京2020における医療体制について報告した。本大会は、
暑熱環境かつCOVID-19の蔓延という状況が加わり、様々なリス
クが内在した。そのような状況下で本大会の医療サービスを円滑
に運営できた経験は、今後の国際大会および国内大会を運営す
る上での貴重な道標となった。
　本大会から得た知識と経験を活かし、今後の大会運営に向け

5まとめLegacy
て、医療チーム体制やHeat deck運営、感染対策を実施していく
べきである。これはまさしく、競技会医療活動におけるTOKYO 
2020のレガシーと言える。

【参考文献】
* １　Hosokawa Y. et al.: Prehospital management of exertional heat 
stroke at sports competitions: International Olympic Committee Adverse 
Weather Impact Expert Working Group for the Olympic Games Tokyo 
2020. Br J Sports Med. 55（24）:1405-1410,2021
* ２　田原圭太郎 ら. : 2020 東京オリンピックに向けたメディカルサポート. 陸
上競技研究紀要. 15:324-328, 2019

ーニングを行った。このようなシミュレーション・トレーニン
グは、今回のように現場で行うことも必要であるが、大会前に
適切にトレーニングやチーム構築しておくことがさらに効果的
であると考えられる。
　現在、日本陸上競技連盟では救護手法のトレーニングについ
て、医事委員会トレーナー部を中心に行っているが、医療多職
種の連携は一部で行われているものの体系だって行えていない。
今後この東京2020の経験を活かし、よりよい陸上競技救護の実
践に向けたトレーニングを行う機会を構築していきたい。

暑熱環境下での医療提供

　本大会は暑熱環境下で行われた大会であった。競技場内への
ドリンクの準備に加え、大会前の予定よりも増量してビニール
に入れた小分けの氷（アイスパック）を配布できるようにした。
　また、Heat deckの準備、使用ができた。Heat deck等の国内
大会での今後の活用に関しては、まだ地元医療機関との調整や
医療者のトレーニング等議論のあるところではあるが、年々暑
熱環境の悪化のある日本の春～秋季に多くの大会が開催されて
おり、本大会の経験を生かしてHeat deck導入について議論を
進めていく必要がある。

COVID-19蔓延下での医療提供

　COVID-19感染症蔓延下での大会であったが、基本的にはワ
クチン接種の推奨、バブル方式の導入、標準予防策の実施、３
密の防止を中心とした予防対策で、会場内での感染拡大は見ら
れなかった。これまで医療機関では行っていたが、競技会での
医療提供時にはあまり注目されていなかった感染症対策がスタ
ッフに浸透し、トレーニングできたことは有益であった。
　いまだ、COVID-19の収束が見えず、同様の状態が続いてい
るが、他の感染症対策にも使用できる体制であり、今後も標準
予防策を必要に応じて使用し、医療救護活動を行うべきである。

傷病者の交通手段

　会場内の医療救護体制はおおむねトラブルなく行えたが、傷
病者の会場から選手村への搬送等に関しては不十分な点もあっ

た。傷病者を搬送する救急車が会場に配備されていたが、治療
の終わった傷病者の選手村への交通手段が一般選手の輸送用バ
スやタクシー等に限定され、医務室近くまでアクセスできる利
便性のある交通手段がうまく利用できなかった。これは大会組
織委員会の準備不足が原因と言わざるを得ない。
　傷病者は処置が終了しても一般選手の交通手段で移動するこ
とが困難であり、特に国際大会における招待選手などでは、各
自で手配することも不可能である。主催側のホスピタリティー
として重要な部分であるが、医療者と大会主催者の打ち合わせ
により準備できるものであり、事前準備がもっとも大切である。
今後の国際大会においては、主催側との事前のシミュレーショ
ンを元に、傷病選手の宿舎への利便性の高い搬送手段や医務室
で処置後の搬送手段を複数選択できるように準備しておくこと
が必要と考えられる。

医療救護資材の準備

　東京2020では大会組織委員会から提供された資材を用いて、
医療救護活動を行った。必要物品は準備されていたが、不足時
の補充が不十分であった。物品補充に関しては、オリンピック
という特別な制約のある大会だったためであるが、今後日本陸
上競技連盟が主催する大会や国際大会にむけて、物品の準備や
追加に関して、前もって検討することは大切であると考える。

医療スタッフの健康管理

　陸上競技の場合, 午前セッションと夕方から夜間のセッション
に分かれ, 競技時間が長いため、医療スタッフに限ったことでは
ないが、業務と休息のバランスが取りにくい状態であった。こ
れは、陸上競技の夏季に開催される大会ではよく見られる状態
である。
　本大会では経験やチームリーダーの配置の都合上、1日の労
働時間は長くなるメンバーが多かった。今後の大会では業務と
休息のバランスをとれるよう工夫することが望まれる良好な業
務環境を得るためには、個人に業務が偏らないようにする人材
の育成や、近隣の宿泊場所や休息場所の確保が必要であると考
える。 札幌開催の経緯

　東京2020は本来の開催前年の2019年秋にマラソンと競歩を
札幌で開催することが決められた。その前年に行われたドーハ
での世界選手権で、高温下のレースで多数の途中棄権者が出た
ことにより、世界陸連やＩＯＣは東京の高温多湿の環境下でのレ
ースを避けたいという意図が反映された結果と考えられる。

マラソン、競歩の代表選考

　東京2020のマラソン代表はマラソングランドチャンピオンシ
ップ（ＭＧＣ）という代表選考レースによって男女２名ずつを決
定し、残りの１名ずつをＭＧＣファイナルチャレンジの結果を
受けて決定するということとなった。また、男女とも代表候補
選手を置くことも決まった。
　予定通り、2020年３月８日に代表選手と代表候補選手が決
定されたが、その後の新型コロナウイルスの感染拡大によって
残念ながら開催が１年延期となった。
　競歩については2020年５月25日に男子20kmと50kmの代表

３名と補欠２名、女子20kmの代表２名が決定したと通知があっ
た。その後、男子50kmの代表となった１名はコンディションが
整わないことで辞退し、補欠の１選手が代表に。また、女子は
2021年７月にもう１名が代表に加えられた。

開催までの過程

　代表選手は選考後も国内でのトレーニングや競技会参加をす
る中でコンディションを保ち、さらに競技力を高めることを目
標にしていた。しかし、１年の延期により、選手たちは心身の
コンディションを維持することに苦慮した。個々の選手の状態
については個人情報になってしまうため記述を控えるが、屋外
環境でのトレーニングがしにくい国内事情、海外での合宿も世
界規模の感染拡大のもとでは渡航自体が制限され、非常事態下
でのスポーツ活動に負い目を感じる選手もいたと思われる。
　2020年秋頃よりようやく日本陸連主催の競技会が、無観客や
観客を制限した形で少しずつ再開され、マラソンなどのロード
種目も出場選手を制限、あるいは市民の参加はなし、という形
で再開されるようになった。このような過去に経験したことの
ない特殊な状況での準備は、困難を極めたことと思われる。

マラソン・競歩の札幌対応
医事委員会委員

鳥居　俊 TORII Suguru1東京2020までの過程Process to TOKYO 2020
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図１　札幌マラソン
フェスティバル2021

　ＭＧＣで内定を得たマラソンの男子、女子の代表選手各２名
は、待期期間中にいくつかのランニング障害を受傷し、それぞ
れ数ヵ月単位の練習中止期間を必要とした。各選手の経過はチ
ームのコーチと連絡をとり、国立スポーツ科学センター（以下、
JISS）において診察、検査のうえ、治療を行った。女子の１名
は2020年２月にハムストリングス起始腱損傷となり、長期間の
治療と経過観察、段階的な復帰を要した。
　コロナ感染拡大により、JISSも日本スポーツ振興センターの
方針に従って、数ヵ月の間使用ができなくなり、治療中の選手
は他の医療機関で経過観察しなければならなくなった。定期的
なＭＲＩ検査は保険診療ではないJISSにおいては問題ないもの
の、一般医療機関では月１回であっても査定で認められないこ
とが多く、トップアスリートの診療を現状の保険診療の範囲で
実施することは苦難でもあった。
　その後、ＰＣＲ検査を受けて陰性確認をしての受診との規則
のもとで、医師も当日検査を受けて厳重な感染対策を実施した
上で診療が再開されたが、リハビリ室では一度に多数の選手が
使用することが禁止され、通常レベルに戻るのはオリパラ後で
あった（もちろん、現在も検査実施しての利用、診療となって
いる）。
　2021年に入り、男子マラソンの２選手がランニング障害によ
り駅伝やマラソンレースに参加できない状況があり、JISSでの
定期的な診療を行いながら経過を追った。
　５月には札幌でハーフマラソンのテスト大会が開催され（図
１）、海外を拠点とする１選手と故障の１選手以外の全員と補欠
選手が参加した（写真１、２）。さらに、その後の３ヵ月の準備
期間にも新たな故障の発生もあった。直前まで、マラソン担当
のコーチ陣、プロジェクトリーダーらと毎週選手の状態に関す
るオンライン会議も重ね、さまざまな状況を想定しての対応を

2東京2020に向けた選手の経過Progress of athletes

相談した。
　競歩の代表選手は国内で２～４月に開催されたレースに参加
して、準備状態を確認した。競歩選手はパフォーマンスに影響
するような故障の発生はなく、小さな故障についてはJISSでの
点検を行った。
　７月以降のコンディションチェックの回答を図２に示す。

札幌入り後

　メディカルスタッフは７月31日に札幌入りしたが、代表選手
たちの選手村入りが直前に変更となり、バブル下の行動が義務
付けられるため、選手村外のホテルで千歳での直前合宿中の選
手たちを点検できるようにした。競歩選手は４日に選手村に入
り、マラソン選手たちは前日に各々入る日程となった。選手村
は札幌プリンスホテルであり、東京晴海の選手村とは異なり世
界陸上の際に各国で準備されるホテルと同様に一般の客室を居
住に使用した（写真３、４）
　今大会は１Ｆから、no needle policyを徹底することが望まれ、
またそのような要望が選手やコーチからもなく、鎮痛剤内服ま
での範囲での疼痛管理で予定した全選手が途中棄権することな
くレースを完遂することとなった。

競歩・マラソンレース

　５日夕刻に男子20km、６日朝に男子50km、夕刻に女子
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20kmの競歩レースが行われた。札幌の気温は早朝から高く、東
京とほぼ変わらない状況で、各国の選手たちはウォーミングア
ップ後にクーリングジャケットを着用する（写真５）、アイスバ
スに浸かるなどにより、高体温を避けるようにした。
　それでも、レース中の途中棄権やレース後の熱中症が多発し、
特に男子50kmのレース後のゴール地点医務室は修羅場のよう
な状態であった。日本選手の１名は、意識は保たれていたもの
の熱中症症状があり、冷却治療を受けた（写真６）。選手はレー
ス翌日には離村していった。
　７日には女子マラソン、８日には男子マラソンが行われた。
女子マラソンは前日夜にスタート時刻を１時間早めることが決
定され、すでに就寝している選手もいたため不評であった。８
日は曇りで、最高気温が７日ほどにはならないとの予想のもと
に、スタート時刻は変えないことになった。
　選手たちはレース前にアイスバスで冷却をして準備していた
が（写真７）、高湿度やコースの途中で日差しを浴びる区間もあ
り、多数の途中棄権やゴール後の熱中症が発生した。日本選手
の１名はレース後半に失速し、ぐらつくようなフォームで何と
かゴールしたが、すぐに座り込み、車いすで医務室へ移動する
途中に意識を失った。医務室到着時に直腸温は40.6度となり、
発汗も停止していたため、アイスバスにより急速な冷却治療が
行われた（写真８）。その結果、直腸温が下がってくるとともに
意識状態も清明となり、自己飲水も可能な状態に回復できた。
強い下肢筋痛のため歩行は困難であり、車いすによりチームテ
ントを経て選手村に戻ることになった。

　札幌入りまでは代表選手に発生した故障への対応、札幌では
熱中症対応が重要事項となった。実際、予想したほど札幌の気
温は下がらず、レース期間の最低、最高気温は東京とほぼ同じ
であった（図３）。前者については、全員がベストコンディショ
ンでレースに臨むことはできなかったものの、競歩ではメダル
獲得と入賞、マラソンも入賞を得ることができ、全体としては
まずまずの成績であった。
　その一方、トレーニングを続ける以上避けられないことでは
あるが、途中に発生した故障の診断、治療には選手が所属する
チームとの密な連絡連携が重要であった。今回はコロナ禍で海
外での合宿に出ることができなかったため、JISSで選手の検査
や診察が可能であったが、これまでの通常時は海外で直前まで
高所合宿に出ていて点検が直前（リオ五輪ではプリンストン合
宿で点検）になったことを考えると、週１回のコンディションチ
ェックによって十分な体調情報が収集できていたか、課題もあ
る。後者については、組織委員会が準備した暑熱対策チームの
対応で選手は回復できたが、この時期に高温多湿の環境でのレ
ースには危険が高いことを再認識することになった。
　また、熱中症に陥らなかったと思われる選手たちも、レース後

3今回のサポートを振り返ってLooking back on this support

かなり長期間にわたり体調が回復せず、予定していた国内の駅伝
やマラソンへの参加が見送られ、半年近く経過してようやく好記
録での復帰が確かめられた選手もいた。過酷な暑熱環境でのレ
ース後の回復過程については慎重な体調チェックが必要であり、
ドーハ世界選手権後にも体調不良が続いた選手がいることから、
今後はレース後の体調チェック体制を作成する必要を感じた。

　なお、東京2020では熱中症管理のため、医務室での治療を
行った選手には当日中に血液検査を受けるようにとの指示があ
り、当初選手村の医務室で検査ができるだろうと言われて移動
したが、その準備はなく、バブル下のため組織委員会の車での
受診が義務付けられ、結局後方医療機関である北大病院救急部
での検査と決定されるまで数時間を要した。その間、選手は医
務室のベッドで横になっていたが、疲労困憊状態での待機は酷
であった。東京の組織委員会と札幌のスタッフとの連携に問題
があったと考えられる。
　翌朝にはこの選手も自力歩行できており、無事に札幌を離れ
ることができた。
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図３　札幌の気温変化

図2　東京2020札幌参加選手のコンディション変化

写真７　アイスバスに浸かる選手 写真８　冷却療法を受ける日本選手

写真１、２　スタートとゴール

写真３　選手村となったホテル 写真４　選手村ホテルの客室

写真６　冷却を受ける日本選手

写真５　外国選手の
アイスジャケット
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　2019年９月にドーハで開催された第17回世界陸上競技選手
権大会において、高温多湿の暑熱環境、しかも競技開始が深夜
に行われたにもかかわらず男子50km競歩（完歩率58.9％）、女
子マラソン（完歩率60.8％）において棄権者が多数発生した。
その中で、50km競歩では鈴木雄介（富士通）、20km競歩では
山西利和（愛知製鋼）が優勝した。日本競歩チームの東京2020
オリンピック（以下、東京2020）に向けた暑さ対策が結実した
結果となった。

　しかし、2019年10月16日、ＩＯＣは東京でもドーハと同様
の気象環境が危惧されるため、選手の健康安全を確保する目的
で「オリンピックのマラソン・競歩を札幌へ変更する計画」を
発表した。2019年12月19日。東京2020のマラソン・競歩の札
幌開催が決定した。暑さ対策に万全を期し準備してきた東京都、
組織委員会、そして選手、コーチ、関係者にとって困惑する開
催地の変更となった。
　私は札幌在住の陸連医事委員会委員として、山澤委員長から
推薦を受けて選手用医療統括者（AMSV）として活動を行った。
大会までの準備、大会期間の活動および大会を終えての反省か
ら、今後の大会運営に向けて継承の提言とする。

マラソン・競歩
札幌大通り会場の医療活動

医事委員会委員

菅原　誠 SUGAWARA Makoto1はじめにIntroduction

2020年
１月　日本陸連とのスタッフ調整を開始。
３�月24日�世界中でのコロナウィルス感染の発生、拡大に伴い
東京2020オリンピック・パラリンピックの１年延長が決定。
８�月　世界陸連から　Dr.Stephane�Bernon、Dr.Paolo�Adamiが
来札、コースの視察、計測と同時にメディカルサービスにつ
いてのミーティングを行い、選手用医療サービスの検討を行
った。
2021年
１�月　オリンピック指定病院締結のため北海道大学病院との協
議、承認された。
５月　選手用医務スタッフ確定。
５�月５日� オリンピックテストイベントとして「札幌マラソンフ
ェスティバル」が開催、オリンピックコースの周回コース１周
のハーフマラソンで行われ、58名が参加。マラソンにおける
運営の確認を行い、医療チームは医療機材等の確認を行った。
６�月11日　川の氾濫等選手の安全の確保のため、豊平川河川敷
から真駒内アイスアリーナへ練習開場が変更された。
６�月29日　選手用医療チーム全員対象に、大会前のオンライン
ミーティングを行った。
７月20日　医務室マニュアル作成・送付。
７�月30日　ホテル、練習会場医務室の確認：練習会場の備品が
不足、ホテル医務室からIntermediate&Advanced�Bagを移動。
８�月１日　マラソンドレスリハーサルに合わせ会場別研修を行

った。
　9�:00-11:00　�競歩研修：公道でのＡＰＭ使用できずＡＰＭ留
置場所での運転、搬送シミュレーション。

　1�3:00-16:00　マラソン研修：アイスバス研修も合わせて行
った；組織委員会の細川先生に依頼、選手用医務室の設営
準備。担架搬送訓練：ＷＡのDr.パウロの指導　車いす搬送
のシミュレーション。

８�月４日　競歩ドレスリハーサル：理学療法士のAPM運転訓練。
　2�0:00　ＮＯＣに対する熱中症対策に対する医療体制の緊急
説明会：大通公園、Athlete�Rounge。札幌での高温環境が
持続しているため急遽オンライン＆オンサイトミーティング
を開催した。各国からの質問に対し、WAのDr.パウロから熱
中症に対する追加対策の説明が行われた；練習会場に簡易
アイスバスタブを用意、ヒートデックにアイスバスの追加、
大通り会場にプレクーリングテントを増設など

競技日程並びに参加選手

� � 競技開始� 参加選手
８月５日（木）� 男子20km競歩� 16：30� 57名
８月６日（金）� 男子50km競歩� �５：30� 59名
８月６日（金）� 女子20km競歩� 16：30� 58名
８月７日（土）� 女子マラソン� �６：00� 73名
（※当初の開始時間7:00より変更）
８月８日（日）� 男子マラソン� �７：00� 76名

競技会場

　競歩、マラソンとも大通り公園がスタートとフィニッシュと
なるように設営（図１）。
　フィニッシュ近くにAthlete�Medical�Station（ＡＭＳ）を設置。
ＡＭＳ内はドライエリアとＣＷＩ（Cold�Water�Immertion、全

2大会までの準備活動Preparation for Sapporo

身冷却浸漬）が実施されるHeat�deckに分けられる（図２）。
　熱射病選手に対し、迅速な対応をするために直腸温計、アイ
スバス等を準備、適切な対応ができるように事前に研修会を行
った。ＡＭＳに隣接して救急車が待機、ミックスゾーン奥にリ
カバリールームを設置；理学療法士２名配置。

競技コースおよび医療体制

　競歩、マラソンとも大通公園をスタート、フィニッシュとす
るコースが設定され、医療体制を整えた。
競歩：20km競歩は１周１kmの周回コースを20周、50km競歩
は１周２kmの周回コースを25周。コース途中にＦＯＰ（Field
　of�play）設置（図３、図４）。
マラソン：およそハーフマラソンの長さに匹敵する大ループ１
周と、約10kmの小ループ２周で構成（図５）。
　競技会場　練習会場　ホテル医務室で競技期間中活動を行な
った選手用医療スタッフは医師76名、看護師78名、理学療法士
249名、ＡＣＡ41名、延総数444名であった。

大会期間の気象状況

　東京の猛暑を避け選手の安全を確保するため、気象状況の良い
札幌での開催に変更されたにも関わらず、97年ぶりに連続真夏日
が８月７日まで18日続くという異常気象に見舞われた（表１、図６）。
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図１　大通り公園のブロックプラン

図２　AMSの概要

図３　20km競歩の医療体制

図４　50km競歩の医療体制

図５　マラソンの医療体制

図６　オリンピック期間の気象比較
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札幌（1991-2020）東京（1991-2020） 札幌（2021） 東京（2021）
５月 0.1 0.6
６月 0.5 3.6 １ ３
７月 2.9 16.8 15 20
８月 4.5 22.6 ８ 19
９月 0.6 8.2
10月 ０ 0.3
年間平均 8.6 52.1

表１　東京と札幌の真夏日日数の比較
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１）８月５日　男子20km競歩
医師６、看護師８、理学療法士29、ＡＣＡ８名
13:00�ブリーフィング、16:30�競技開始
走路に嘔吐した選手の吐物処理の対応に迫られた。
20:00�終了
２）８月６日　男子50km競歩
医師８、看護師10、理学療法士39、ＡＣＡ８名
2:00�男子50km競歩ブリーフィング、5:30�競技開始
熱射病１名発生：直腸温42度、アイスバスでの全身冷却浸漬を
初めて使用　39度まで体温低下、意識回復後指定病院へ搬送
12:00�終了
女子20km競歩；医師６、看護師８、理学療法士35、ＡＣＡ２
名
13:00�女子20km競歩ブリーフィング、16:30�競技開始
20:15�終了
　女子20km競歩レース後、高温が継続予測され、マラソンで
コース上での体調不良者の多発が危惧された。ＶＭＯ上村先生、
眞鍋ＡＣＡ、岩本ＡＣＡ、消防局救急車、民急救急車運搬責任
者とマラソン体調不良者の対応方法を急遽再検討を行い、コー
ス途中での体調不良選手のピックアップ方法を強化した。
１．ワークフォースビルにコントロールステーションが設置さ
れて、車両の隊列が逐次モニターされていること、救急隊員が
500ｍごとに配置されて情報が入ることから、コース上の体調
不良者の情報をコントロールステーションで集約。眞鍋ＡＣＡ
がコマンダーとして対応、Medical�Car、各ＦＯＰとの連絡によ
り選手の対応を指示。治療が必要な選手がＡＭＳに搬送して対
応。
２．ＦＯＰ３と４の民間救急車をMedical�Carと救急車の後に随
行させ、体調不良者の受け渡しを行う。
３．さらに、ＦＯＰ３とＦＯＰ４から進行方向の観察が手薄の
ため、ＡＣＡを派遣。自転車で対応。スタートが７時から６時
に変更。
３）８月７日　女子マラソン
医師11、看護師17、理学療法士42、ＡＣＡ８名
3:30�ブリーフィング、6:00�競技開始
12:15�終了
レース後半気温が上昇、熱中症の選手が続出　熱中症の２名が
ＣＷＩを行った。
レース後の反省：レース途中の脱落選手の対応は随行車両が行
う場面がほとんどである。そのため、民間救急車に医師、看護
師を同乗させMedical�Carと同じ機能をもたせ、より選手の回収

3大会当日の競技会場での活動Support on Competition

を効率良くするように変更。ＦＯＰ３と４から医師、看護師１
名を民間救急車に同乗させることに決定。
４）８月８日　男子マラソン
医師11、看護師17、理学療法士42、ACA８名
3:30�ブリーフィング　7:00�競技
12:00�終了
熱中症２名（熱射病１名）がＣＭＩを行った。
レース開始後早期から体調不良者が発生、Medical�Carでピッ
クアップした選手をＦＯＰでドロップ。ピックアップバスは周
回コース３周目から最後尾に随行のため、１周目、２周目でＦ
ＯＰに収容された。選手は３周目のピックアップバスが来るま
で待機せざるを得なかった。

練習会場・ホテル医務室での医療活動とデータ

●練習会場・ホテル医務室での医療活動
真駒内屋外競技場
7/31-8/7：7:00-12:00、15:00-19:00�２シフト
医師２名、理学療法士２名
ホテル医務室
7/31-8/8：7:00-15:00、15:00-23:00�２シフト
医師２名、看護師２名、理学療法士３名
●競技における完走率
　各競技における完走率、％DNF（Did�not�finish）を表２に示
す。
●選手用医療チームでの対応選手数
　各競技における選手用医療チームで扱った選手数を表３に示
す。
　競歩ではコース内、フィニッシュからの車いすの搬送が多く、
マラソンではオリンピック競技の特性上、コース途中の体調不
良選手の対応は随行車両での搬送が中心（対応選手数117名中
44名、37.6％）となり、処置が必要な選手はすべてＡＭＳに搬

送されて行われた（図７）。
　練習会場での対応は１名、ホテル医務室ではコン
ディショニングのための理学療法が44名と90％を占
めた。
●熱中症発生率
　暑熱環境下のオリンピックのため熱中症対策とし
て、11競技においてメディカルアイスバスが設置さ
れ、熱射病の選手に対し速やかに体温を下げる全身
浸漬冷却を行う体制が作られた。
　ＡＭＳ対応選手は、20km競歩が男子３名、女子
４名、50km競歩が男子12名、マラソンが男子13
名、女子18名の計50名。そのうち２名を除く48名
が熱中症であった。50km競歩男子１名、マラソン
男女２名の計５名がアイスバスの全身浸漬冷却行っ
た（表４）。

　東京から札幌への会場変更、97年ぶりの異常気象、女子マラ
ソンのスタート時間直前変更など熱さ対策の再考、補填の必要
が生じる大会であった。しかし、組織委員会、医療スタッフの
協力で安全対策の追加変更により、難局を打開することができ
た（図８）。

競　歩

　１周１km、２kmの周回コースで行われため、競技に精通した
眞鍋ＡＣＡがフィニッシュ地点でコマンダーとなり、折り返し
ＦＯＰ、コース内に配備した車いす対応のＰＴと無線で選手の
状況を観察、搬送の指示を行った。
　無線はオープンでＡＭＳでも共有し、必要に応じて応援の派
遣、救護に当たった。ＡＰＭの利用はなく、競歩では救護者の
対応は車いすでの搬送が中心となった。レース中、選手が走路
に嘔吐。特に給水ポイントを過ぎた場所で起こる傾向があり、
走路での吐物処理の対応が事前に検討されていなかったため、
救護スタッフが対応に当たった。ほとんどが水溶物であったが、
固形物が含まれている時は次亜塩素酸を塗布。ＡＭＳからバケ
ツに水を入れて洗浄に当ったが、水の確保が困難なＦＯＰがあ
った。

マラソン

　オリンピック特有の対応として、コース内ですべての救護活
動を行わなければならない。従ってコース途中での体調不良者
の対応に関して、随行のMedical�Carと救急車の４台による救護
方法が中心となる。
　当初想定していた札幌の気象状況が大きく変化し、高温気象
下でのレースが危惧されたため、急遽随行車両の変更を行った。

4総括と反省Summary and reflection

ＦＯＰ待機の民間救急車を随行車両とし、女子マラソンでは看
護師、男子では医師、看護師１名をＦＯＰ３、４から派遣した。
さらにワークフォースに設置されていた随行車両のコントロー
ルセンターに眞鍋ＡＣＡがコマンダーとして、随行車両、ＦＯ
Ｐその他から入ってくる体調不良選手の情報を集約。それぞれ
の対応を指示し、処置の必要な選手をＡＭＳに集約するように
コントロールを行った。
　高温気象下での熱中症発生を想定すると、同時多発的に体調
不良選手が発生した時に対応できる随行車両が非常に重要であ
る。今回、周回コースに加え、一部コースの道路幅は狭く車両
の追越の追い越しができない部分があるため、選手に随行でき
ない場合を想定した対策を行ったが、追い越しの発生はなかっ
た。フィニッシュ地点に近い場所にＡＭＳが設置され、車両ス
ペースもあったため、迅速な救護が可能であった

今後の大会運営について

　オリンピック、世界選手権等の主要大会が今後も夏季に開催
されるのであれば、異常気象の発生の可能性も想定し、熱中症
対策を講じる必要がある。特にマラソンのような持久性の屋外
競技では、競技開始を気温が上昇する前の可及的早い時刻（日
の出前）に開催することも考慮する必要がある。

表２　各競技における完走率 表４　各競技における熱中症発生率表３　対応選手数（網掛けはmobile対応）

図７a　体調不良選手 図７b　Medical Carへの誘導

図８　東京2020マラソン終了後集合写真
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　我々、日本陸連トレーナー部（公益財団法人日本陸上競技連
盟医事委員会トレーナー部）は、組織の立ち上げから30年を迎
えるところとなった。2007年の大阪世界選手権を経験したこと
で大きく成長し、東京2020オリンピック（以下、東京2020）が
開催されると決定した2013年９月以降は、いち早く競技団体と
しての動きを始めた。
　柱は２つ。１つは日本の陸上競技選手のハイパフォーマンス
のサポート、もう１つは競技運営としての陸上競技会場でのメ
ディカルサポートであった。
　トレーナー部は医事委員会の中に組織され、日頃からドクタ
ーと連携した活動をしており、コミュニケーションがうまく取
れている競技団体である。山澤医事委員長の的確な指示、柔軟
な対応、厳しい指摘を受けて成長をした、他の競技団体にない
組織である。

体制・システム

　選手のサポートとは、強化委員会から依頼される合宿や遠征
に帯同するトレーナーを派遣すること、またそのトレーナーの
レベルアップを図ることである。
　競技会場サポートは、東京オリンピック・パラリンピック競
技大会組織委員会として求められること、国際オリンピック委
員会（ＩＯＣ）、世界陸上競技連盟（ＷＡ）から求められること
を、日本陸連として、医事委員会トレーナー部として、それを
どう行うかを整理して実現させることが必要であった。

　競技会のサポートとして最も重要なことは、ＦＯＰ（Field of 
play）競技会場内での救護活動をいかに安全に、迅速に、スマー
トに行うかであることは理解していた。そのための下地として、大
阪世界選手権での経験を生かすことができたことは間違いない。
　それを経験し、その後の国内の主要大会や国際大会での活動
で経験を積んで、統括役を務めてくれた加藤基トレーナー部委
員にはとても大きな負担となってしまった。国立競技場のトレ
ーナー関連の活動を、一人でまとめてもらうことになってしま
ったことは申し訳なかった。しかし、彼でなければ今回のトラ
ック＆フィールドは成しえなかったはずである。
　そして、大きな問題はマラソンと競歩のロード種目が札幌開
催という仰天の変更にあった。しかも、競技場種目と並行して
行われるため、国立競技場にいる活動メンバーを除いて活動者
を組織しなければならなくなった。また、慣れたメンバーが少
なくなる上に、会場研修やテストイベントにも参加できずに本
番直前に臨機応変に対応するしかない状況になった。そこで東
京マラソンの始まりからトレーナーの取りまとめに従事しても
らった眞鍋芳明トレーナー部委員をリーダーにできたことは幸
いであった。
　これまでの活動と違ったことは、救護活動の現場にドクター
が入ることであった。これも事前に医事委員会のドクターにト
レーナー部の研修会に参加いただき、2019年の横浜世界リレー
においてシュミレートすることができたことが、会場別研修が
できなくても対応できた要因であった。医事委員のドクターの
協力的な姿勢に感謝するところである。

東京2020オリンピックにおける
トレーナー部のレガシー

医事委員会トレーナー部 部長
岩本広明 IWAMOTO Hiroaki1オリンピックに向けた過程Process for TOKYO 2020

体制・システム

　国内で開かれるオリンピックは、選手にとっても、選手を取
り巻く人々にとっても、やはり特別なものである。そのために
特別なサポートが可能であると考えていたが、残念ながらコロ
ナ禍という大きな壁がそれを阻んでしまった。
　その中でも可能な限りのサポートとして、パーソナルトレー
ナーとチーム帯同トレーナーとの連携をするために、陸連事務

2新たな取り組みNew initiatives

局、ナショナルトレーニングセンターディレクターと強化を担
当するトレーナー部で調整。これにより、当初は無理と思われ
たパーソナルトレーナーとの連携を実現することができ、選手
のパフォーマンス発揮に貢献できたと思う。強化を担当する後
藤勤トレーナー部委員がうまく取りまとめしてくれ、選手村、
競技会場、ナショナルトレーニングセンターのつながりを作り、

　オリンピックを経験できたことは、光栄であることに間違い
ない。しかし、新型コロナの影響があまりに大きく、本来でき
たであろうオリンピックでの国内外の人との出会いや交わりの
機会は失われ、取り戻しようのないものになってしまった。こ
れらをう一度取り戻す機会がまた来ることを願うばかりである。
　オリンピックは４年に１度の大会なので、選手も特別な思い
をもって臨むものになる。ただ、競技会としては世界選手権で
は世界陸連、オリンピックではＩＯＣと、考え方が違った組織
の指揮命令に合わせながら進めていく必要がある。国内でも同
様で、日本陸連、日本実業団連合、日本学生連合、全国高体連、
全国中体連、各都道府県陸協、日本スポーツ協会、国体など、
それぞれの組織の運営や方針に合わせながら進めていかなけれ

3オリンピックの経験を生かした今後の提言Recommendations

ばならない。そうやって対応を重ねることで、より良い活動方
法の確立へとつながっていくことになる。
　置かれた状況で、いかに臨機応変に対応することができるの
か。常に最善策を持ちながら、状況次第で、最悪を回避しつつ
より良いものを選択できる能力が試される。これを可能にする
ものは、やはり日頃の研鑽であったことは間違いない。
　基本的な技術の習得、最新の知見の学習を継続しておくこと。
起こりうる事故や状況を繰り返し想定するシミュレーショント
レーニングを今後も継続して行うことがいかに重要であるかを、
改めて感じることとなった。このような機会が得られたことに
感謝したい。また、この経験を後世に伝えていくことが我々の
使命でもある。

4 trainer
トレーナー

チーム帯同の常友トレーナー、宮澤トレーナーとパーソナルト
レーナーが活動しやすい環境づくりが可能となった。
　また、暑熱対策、特に労作性の熱中症対策は組織委員会も課
題としており、そのアドバイザーをしたのがトレーナー部の部
員である細川由梨さんである。我々は事前に彼女を講師とした
研修を行っていたこともあり、陸上競技会場では比較的スムー
ズな対応ができたと思う。
　マラソンの代表選考レースであるＭＧＣ（マラソングランド
チャンピオンシップ）にて、国内で初めてとされる「ＣＷＩ」と
いう医療機関に搬送する前に競技会場内で氷水による冷却を行
った。この経験もオリンピック期間の国立競技場、札幌でのロ
ード種目での対応に大きく貢献したものと思う。

秘話

　この東京2020を無事終えることができたのは、大阪世界選手
権での失敗とも言える経験をしたことが大きいかもしれない。
　一番の失敗は、競技運営がどのような立場の人で成り立って
いるのかを理解していなかったことである。審判と役員との連
携、傷病者が発生した時の手順すら決まっていない、理解して
いないところから始まり、傷病者が出るたびにトラブルを起こ
しながら改善を繰り返すことで、期間の中ほどでようやく軌道
に乗り始めたような状況であった。

　もちろん、陸上競技は時間ごと日ごとに行う種目が変わり、
状況も異なる。また、競歩やマラソンが行われる日は、さらに
違った対応が必要になる。これらは正解があるものでなく、よ
り良いは何かを常に考え、変化させることが、ある意味で正解
となる。この変化に対応していくことが、その後に開くことに
なった東京2020でも役に立ったことは間違いないと思う。

困難・障壁

　困難の始まりは、ＩＯＣのいわゆる〝トレーナー〟の認識、取
り扱いがこれまでと違ったことである。
　組織委員会の担当者と活動スタッフをどう確保するかという
打ち合わせをしていく中で、ＩＯＣは日本国内のトレーナーとい
う活動をする人の中で理学療法士のみを医学的資格として認め、
公益財団法人日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー
や鍼灸師、あん摩マッサージ指圧師、柔道整復師という日本の
厚労省認可の資格は日本でトレーナーという立場で活動する資
格としてメディカルスタッフとして認めないとしていた。いろい
ろと議論と交渉を進めたがそれは叶わず、ＰＴ（理学療法士）と
日本の資格があるＡＣＡ（Athlete care assistant）に分けられ、
特に資格を持たずに活動していたトレーナーは参加が叶わなか
った。その中には普段は日本陸連の活動として救護関連の指導
的に動ける人などが含まれており、非常に残念であった。
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　東京2020オリンピック（以下、東京2020）代表トレーナー
として、2016年リオデジャネイロ・オリンピック後の2017年
シーズンより常友、宮澤那緒トレーナーの２名が代表トレーナ
ーとして活動させていただいた。
　2016年リオデジャネイロ・オリンピックまではヘッドトレー
ナーを支えるサポートトレーナーとして活動させていただき、
前任トレーナーの想いも引き継ぎ、2017年シーズンより重責を
担うこととなった。
　代表での活動は、コーディネートが非常に重要で、私が専任
トレーナーとして活動させていただく頃に、日本陸上競技連盟
事務局の方と以下の約束をしたことを鮮明に覚えている。
　内容はシンプルで「何でも言い合える関係性でいましょう」の
み。これは、日を追うごと、活動するたびに実行され、良い関
係性で５年間をともに戦うことができたと自負していると同時

に、事務局の方々には本当に感謝している。
　近年のトレーナー活動で大きく変化を感じていることは、パ
ーソナルトレーナーの存在である。トレーナーの価値が上がり、
より専門的、より信頼を寄せる、普段から診ていただいている、
パーソナルトレーナーを利用する選手が増えている現状を、こ
こ数年で感じていた。
　特に、東京2020では母国開催ということもあり、選手が有益
になることを考え、パーソナルトレーナー活動エリアの構築を
関係者で試行錯誤しながら進めた。
　数年間でたくさんのパーソナルトレーナーの方と関わること
ができた。東京2020でも選手の情報を集め、全選手がスタート
ラインに立つことができたのは、関わられた皆様のご協力あっ
ての成果だったと感じている。
　また、パーソナルトレーナーの活動エリアを構築するにあた
って、日本陸上競技連盟トレーナー部の方々やＪＯＣ専任コー
チングディレクターには、いつもたくさんのリクエストや相談
に対してご対応いただき、感謝している。

東京2020代表トレーナーとしての
取り組み

医事委員会トレーナー部部員
常友綾二 TSUNETOMO Ryoji1はじめにIntroduction

　大会前には選手のコンディションを把握するため、遠隔でコ
ンディションチェックを行ってきた。これは、選手のトラブル
に対して早く気づき、行動に移すことで、より良い状態でスタ
ートラインに立ち、パフォーマンスを発揮していただくための
準備である。
　以前のコンディションチェックの方法や内容を見直し、選手
にとってストレスを感じにくい、意味のあるコンディションチ
ェックにするため、時代に合ったものへ変更することに重きを
置いた。
　現代ではインターネット環境が充実しており、普段から選手
はアプリを使用してお互いに連絡を取る。これを利用し、コン
ディションチェックの回答率を上げ、また、お互いのレスポン
スを早めた。
　回答率とレスポンスは非常に大切で、選手のリアルタイムな
情報、選手の身体に対するトラブルの対応は、コーディネート
する上で重要視してきた。アプリを使用することによって、格
段に連絡のスピードも早くなり、現場のニーズに合ったサポー
トができたと思っている。
　2017年シーズンより共にメディカルチームとして戦った宮
澤トレーナー、ドクターの存在は大きく、現場だけでなく、大
会に向けてコミュニケーションを頻繁に取り、現場が困らない、
チーム、選手にとっての最善策を常に考える癖をつける努力を

2サポートの振り返りLooking back on support

していた。
　特にコロナ渦となった時、東京2020が開催されるのか、開催
されないのか、とても不安な気持ちの中、３人で話をしたこと
を覚えている。私の目の届かない部分を宮澤トレーナーが、そ
っとフォローしてくれる。

責任感と連携

　責任感は代表トレーナーだけでなく、それぞれの仕事で大切で
ある。しかし、すべてを自分一人で行うのではなく、チームで前
進し、フォローし合える関係性で活動を続けることができたのは、
信頼関係あってのことだと感じている。かゆいところに手が届き、
心がこもった仕事を、コッソリとしておく。
　現場に出るとつらいこともある。しかし、小さな心遣いで気持
ちが落ち着き、次の仕事を良い意味で気持ちを切り替えて活動す
ることができる。このような関係性を築くことができたからこそ、
東京2020の代表トレーナーとしてやり遂げることができたと感じ
ている。
　代表チームで非常に大切なことは、連携だと感じている。上記
のようなメディカルチーム内での連携、事務局との連携、また、
現場でのコーチ陣との連携は忘れてはいけない。それぞれの専門
性を現場で表現し、立ち位置を理解することが大切である。
　現場での臨機応変さと対応力の重要性を感じた。全員が、チ
ーム、選手のことを考えていることには間違いないが、ゴールを
目指す方法が異なっていることもある。ゴールを目指す方法は異
なっても良いが、同じ方向を向いていなければならないのが代表
チームとも言える。
　代表チーム内でのコミュニケーションはトレーナーとして大切な
スキルであるように感じる。

　５年間、沢山の大会や合宿へ帯同させていただいた。チーム
全体をトレーナーとして管理すべき仕事が年々、多くなってい
る印象ではあったが、おそらく私の力量の問題で、初年度は自
分自身に余裕がなく、前任のトレーナーへたくさん相談させて
いただいた。
　今まで、やったことのないことを行うためのエネルギーが不
足していたと、今、感じることができる。シーズンを重ねると、
周りの方のご協力や、私の力量も少しずつ増し、こちらからた
くさんの提案や、チーム、選手の為にできることを模索する自
分が存在し、自分自身の成長を実感していた。
　一人でも多く、幸福を味わえる為のコーディネートを模索し、
考え続けることができたことは私自身の成長でもあると感じて
いる。
　東京2020を終えて、「やり切った、成し遂げた」感覚、「寂し

3東京2020を終えてAfter Tokyo 2020

い」感覚、「もっとできた……」と、たくさんの思いが交錯して
いる。
　2024年パリオリンピックへの道は始まっている。新たなス
タートも選手を支えるすべての方、代表トレーナーだけでなく、
パーソナルトレーナー、普段から関わられている全ての方のご
協力は必須であり、私もたくさんの方々に助けていただいた。
今後も、選手を取り巻く環境に関わる方のご協力を私からお願
いしたいと思う。
　最後に、東京2020まで沢山の方々にお力添えいただき、代表
トレーナーとしての活動を終えることができました。この場を
借りて深くお礼を申し上げるとともにたくさんの貴重な経験を
させていただき、本当に感謝しております。今後の陸上界の活
躍と幸せを心から期待しています。

4 trainer
トレーナー
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　東京2020オリンピック（以下、東京2020）にて陸上競技の
日本代表チームをサポートしていた代表トレーナー６名のうち、
常友トレーナーと私は前大会のリオデジャネイロオリンピック
の終了後から５年間、強化選手をサポートする役割を主に担っ
てきた。日本陸上競技連盟（以下、陸連）が行っていた強化合
宿や日本代表チームとして参加する各海外試合に帯同した。こ
の帯同期間以外にも後述のサポートを行っていた。
　まずは東京2020に向けた選手を取り巻く環境に触れたい。自
国開催で出場したいと考える選手は多く、更に選手の所属先な
どのバックアップ体制も充実してきていた。加えて、選手は可
能な限り、〝いつも通り〟試合に臨める環境を望んでいた。その
中で、いつも診てもらうトレーナーや治療家の方に、パーソナ
ルトレーナー（以下、PT）としての帯同を依頼する傾向が見ら
れた。
　これは2018年のアジア大会の頃から色濃くなり、今大会へつ
ながっていたと感じる。そこで私たち代表トレーナーの役割は
今までとは少し異なってきていた。
　今までは帯同期間中に選手と対話しながら、試合前のコンデ
ィショニング等で選手の要望に応えることが一番であった。最
近は選手を取り巻く環境を尊重しながら、選手・PT・パーソナ
ルコーチなど（チーム〇〇選手）との情報共有が一層必要にな
っていた。もちろん、試合前のウォーミングアップをサポート
できるのは、サブトラックに居合わせる代表トレーナーである
ため、選手が安心して試合に臨めるよう、今までの流れを汲ん
だ最後のサポートが私たちには必要だと感じていた。しかし、
どこまでそのようにできたかは不明である。

＊
　次に私が主に対応していた女子リレーに話を移し、具体的な
サポート内容を紹介する。サポートを始めた2017年頃、女子短
距離は世界大会出場との距離があり、陸連の強化優先度は高く
なかった。しかし、2019年世界リレー横浜大会の開催が決まっ
たことを契機に、東京2020での両リレー出場を目指した女子リ
レープロジェクトが2018年12月に発足した。同プロジェクトメ
ンバーの一員としての３年間（2019-2021年）のサポートが始
まった。
　前述のように世界と距離がある状況で出場を叶えるため、私
が求められたのは、選手が万全な状況でシーズンを迎えるこ
とであり、ケガの予防と早期復帰であった。そこでコーチから
依頼があったのは、定期的なコンディションチェック（2020-
2021年）である。
　内容はコーチの意向に合わせて、塚原由佳プロジェクトドク
ターをはじめとした陸連医事委員のドクターの方々と相談して、
可能な限り選手の変化や異変が読み取れる質問項目を設定し、
週１回実施することになった。回答を確認後、必要に応じて各
選手に連絡し、状況の把握、早急な対応に努めた。
　それに合わせて、PTにも状況を聞き、強化トレーナーとして
のサポート内容を模索していた。その都度、塚原ドクターと情
報共有、方向性の相談などをし、強化コーチに報告や相談をし
た。強化コーチは4×100ｍリレーが２名、4×400ｍリレーが

３名である。
　サポート内容としてはケガの状況・経過の確認や、医療機関
への仲介・受診前後の連絡、薬の服用の仲介が主になり、時に
は体重管理に苦労する選手の食事相談や、練習拠点移転に合わ
せたPTの引き継ぎの仲介などもあった。合わせて同期間の大
会・合宿への帯同は、短期・長期を含めて13回・88日あった。
　両リレー別行動が多く、すべての選手が全日程に参加してい
たわけではないが、参加した選手とは直接コミュニケーション
を取ることができた。また、コンディションチェックに関わら
ず、大会・合宿前後など必要に応じてPT・パーソナルコーチと
報告・相談し、オープンな関係に努めてきた。強化コーチから
は「選手の状態を多面的かつ長期的視野で把握でき、遠征先で
のコーチングやサポートがこれまでよりスムーズに行えた」とい
った感想もいただけた。
　この２年間でコンディションチェックを実施した女子短距離
選手の延べ人数は、図１の通り940人である。そのうち、連絡
を取った選手は184人・約20％であった。さらに、実施してい
た週数で考えると図２の通り75週に渡って実施し、８週を除い
て約９割の週で誰かしらと連絡を取っていた。毎週配信し、ほ
とんどの週で選手にアクションを起こしていることになる。
　こうした縦断的なコンディショニングチェックを行うことで、
選手の異変やケガを大事に至る前にプロジェクトチーム全体で
把握でき、トレーナーとしても可能な限りの迅速な対応・サポ
ートに努められたと感じている。
　年間を通じたコンディションチェックは女子リレーとわずか
なブロックのみであり、このようなサポート体制を整えるのは
さまざまな要因で難しい。しかし、陸上競技選手を取り巻く環
境がしばらくこのような状況であるとするなら、コンディショ
ンチェックやチーム〇〇選手の方々と代表トレーナーの連携を
行っていくことが理想的であり、結果的に選手の大会でパフォ
ーマンス発揮に結びつくのではないかと個人的には考えている。
　今大会までの期間を務め上げることができたのは、大会を通
してご協力いただいた、陸連医事委員の皆様、トレーナー部の
皆様、専属トレーナー・関係者の皆様、そして所属先に心から
感謝を申し上げたい。

女子リレーのサポートを中心とした
代表トレーナーの活動

医事委員会トレーナー部部員
宮澤 那緒 MIYAZAWA Nao

図１　個別に連絡した延べ人数

表１　コンディションチェック実施について

図２　選手に連絡を取った週

連絡を取っていない
756人（80％）

連絡を取った
67週（89％）

連絡を取った
184人（20％）

連絡を取っていない
８週（11％）

年 人数 実施週 連絡週 週（％） 延べ人数 連絡人数 人数（％） 期間
2020 14 41 35 85.4％ 531 101 19.0％  ,21.1/14-,21.11.3
2021 14 34 32 94.1％ 409 83 20.3％  ,20.12/14-,21.6.28

計 28 75 67 89.3％ 940 184 19.6％

　私は2005年より日本陸上競技連盟医事委員会トレーナー部
の委員として強化関係の派遣業務を長年担当しており、今回の東
京2020オリンピック（以下、東京2020）では日本代表トレーナ
ーのサポートと代表選手を個人的にトレーナーサポートするパー
ソナルトレーナーいわゆる専属トレーナー（以下、ＰＴ）のフォロ
ーアップを行った。
　ＰＴは代表選手が普段と変わらないサポートを受けるために、
日常的にサポートしてもらっているトレーナーを選手が費用を負担
し、帯同している。当然だがＡＤを持たないため選手との接触、
行動もかなり制限された中での活動となる。
　私自身、日本代表チームを2002年～ 2012年のロンドンオリ
ンピックまで担当し、また、その後も代表候補選手のＰＴを実務
的に行ってきて経験から、今回の業務は適任であったと思われる。
　2000年代、ＰＴはマラソン選手では見かけたものの、一般種
目ではほんの２、３名程度とごくわずかであった。その後は徐々
に増え、2019年のドーハ世界選手権では把握している限りで14
名のＰＴが、ドーハという遠方にもかからず同行していた。これ
は翌年に控えていた東京2020もあり各所属先企業、スポンサー
が強化していた背景があったと思われる。
　さらに本番の東京2020では地元開催ということもあって選手
側の費用面の負担が少ないため、相当数のＰＴの帯同が予測を
されていた。残念ながらCOVID-19の感染拡大の影響で2021年
に延期となったが、状況は変わらないと判断し、ＰＴが多数同行
となるとさまざまな問題が懸念されるため、対策が必要であった。
その中でも大きく下記２点が挙げられる。
１．日本代表メディカルチームとの情報共有　
２．バブル内にＰＴが入ることにより選手団へのコロナ感染リス
ク増加
　過去の歴史から日本代表チームとの情報共有が問題となる点
が多く、選手がケガをしている状況がメディカルチームに入らない
ままスタートラインに立つという事態が幾度かあった。そのため、
医事委員会として2009年よりまずは代表選手にコンディション
報告を定期的に行うように義務付けるようにしてきた。また、報
告方法は当初はペーパーで実施していたが、時代の流れ、ＩＴ関
連の普及により、ＷＥＢを利用して報告ができるように回収率や
回収効率を上げるためのさまざまな施策を行ってきた。
　それと同時に年々増加しているＰＴからも、2016年のリオオリ
ンピックより選手のケア後の報告の義務付けを行い、メディカル
チームとの情報共有を積極的に行える環境を整えてきた。
　今大会では事前にＰＴは登録を行ってもらい、バブル内での利
用方法から報告までの流れを選手の所属先を通して書面にて通
達し、ＰＴに徹底してもらった。実際には20名の登録があった。
また、報告はこれまでのＥメールから変更しＷＥＢフォームを利
用して行ったため、比較的にスムーズにできたと思われる。

＊
　準備については陸上競技の管理者である日本オリンピック委員
会（以下、ＪＯＣ）専任コーチングディレクターの東中友哉氏、ま
たＪＯＣ専任トレーナー、日本代表トレーナーの責任者である常

友綾二氏を中心に、ＰＴはバブル外の一般のホテルを利用して生
活をしているため、ＰＴがコロナバブル内にウイルスを持ち込んで
選手が感染をして出場できなくなる事態を絶対に発生させない、
という信念を持って行った。
　まず、バブル内に入館時には日本スポーツ振興センター（以下、
ＪＳＣ）から毎回ＰＣＲ検査を義務付けられていたため、徹底して
行った。ただし、初回入館時のみ検査結果が出るまで待機し、
陰性が確認できた時点で入館するという流れだったが、２回目以
降からは陸上競技場内で唾液を採取して提出すれば、検査結果
が出る前に入館することができた。結果が出る前に入館できると
いうのは、感染症対策の概念から正解なのか疑問が残るところ
ではあった（写真１）。
　活動範囲は、ＮＴＣ陸上競技場内とアスリートビレッジの２つに
限定して準備を行った。陸上競技場内では器具倉庫にトレーナー
ベットを設置し、アスリートビレッジはマッサージルーム、マンショ
ンタイプのリビングを７箇所確保した。また、事前にＪＳＣドクター
にチェックをしてもらい、トレーナーベットの設置間隔や換気など
後々問題とならないように確認をしていただいた（写真２、３）。
　陸上競技場は練習中に臨機応変に利用できるようにと、予約
なしで自由に行えるようにしたが、アスリートビレッジは完全予約
制にて行った。予約方法はＷＥＢサービスを利用したため、特に
混乱を招いたり、トラブルもなくスムーズに利用をしていただけた
と感じている。使用後の消毒、換気などを徹底して行うように義
務付けた。
　全14日間の実際の利用数は延べ77回と比較的多くの利用があ
ったが、ＰＴがバブル内にCOVID-19を持ち込むことがなく全日程
を終えることができたのは、開催地である東京都が毎日5,000を
超える感染者がいた中での活動としては、長年の取り組みが実っ
た非常に大きな成果だったと思われる。
　しかしながら、大会期間中の情報の取りまとめなど、日本代表
メディカルチームの事務作業負担など課題はまだあるため、現在
の取り組みをさらに精査して、より効率良いシステムを今後構築
していけるように医事委員会で取り組んでいきたい。
　最後に地元開催、またCOVID-19という人類がコントロール困
難という感染症が蔓延している過酷な状況の中でＰＴの活動環
境の確保、予約システムの構築などさまざまな方面でご尽力いた
だいた東中氏、常友氏に大変感謝したい。

東京2020代表トレーナーサポート
～パーソナルトレーナーの取り組み～

医事委員会トレーナー部委員
後藤　勤 GOTO Tsutomu

写真２　陸上競技場活動場所写真１　

写真３　アスリートビレッジ
活動場所

4 trainer
トレーナー
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　多くの好記録が誕生し、陸上競技会として成功を収めたと言
える東京2020オリンピック（以下、東京2020）ですが、本稿
ではその競技会の裏側を支えた活動の一つとして、競技会場の
救護活動について報告します。
　オリンピックでの救護活動を報告する前に、これまでの日本
陸連医事委員会トレーナー部（以下、陸連トレーナー部）の行っ
てきた救護活動について簡単に紹介します。
　陸連トレーナー部は、1990年の前身発足以来、さまざまな陸
上競技会で救護活動を行ってきました。その活動の中で大小さ
まざまなアクシデントに遭遇し、その他の競技と比べると安全
と思われることの多い陸上競技においてもアクシデントが起こ
ることを実感・体感してきました。
　特に、2007年の大阪世界選手権では想定以上の重症の発生
や、複数のアクシデントの同時発生などを経験しました。その
経験から、国際大会ではより厳しい想定に基づき、綿密な準備
をすることの必要性を再認識しました。2007年以降は、安全な
競技会を実施するために、より有効な救護活動体制の構築を目
指して、それまで以上に競技会での活動や研修活動に取り組ん
できました。

東京2020の開催決定から活動方針の決定まで

　私自身、2007年の大阪世界選手権にも救護を担当するトレー
ナーとして参加しており、それ以降も陸上競技会における救護
活動に積極的に参加し、大きな大会でトレーナー統括を担当し
てきました。年々新たな工夫をし、陸連トレーナー部として救
護体制の構築や救護活動に必要なスキルの獲得に努めてきたた
め、2013年に東京2020の開催が決まった時も、陸連トレーナ
ー部にはこれまでの活動実績があるため、大きな不安はありま
せんでした。本格的に準備が進み、大会組織委員会から「陸上

競技は多くの選手が出場し、注目を集めるため、しっかりと活
動してほしい」との要望を受けた時も、これまでの取り組みの成
果を示す良い機会だと考えていました。
　しかし、2018年７月にＩＯＣ、ＩＡＡＦ（当時）、組織委員
会から提示された活動方針は、陸連トレーナー部の通常の救護
活動方針とは異なるものであり、これまでに経験したことのな
い新たな準備が必要となりました。

東京2020に向けた新たな活動方針

　提示された活動方針のうち、通常の活動方針と異なる点は３
つありました。
　１つ目は、「競技場内の救獲班を常時４班配置とする」という
ものでした。国内の競技会では人材確保の都合上、最大でも３
班となることが常でしたが、オリンピックでは国際大会仕様の
手厚い対応をすることとなりました。
　２つ目は、「医師も救護活動に参加する」ということでした。
通常の活動では、救護活動はトレーナーだけで行うことが多く、
医師との共同をしたことはほとんどありませんでしたが、常に
医師が近くにいてくださることはトレーナーにとっても心強い
ものでした。この２つの方針は、より安全な競技会の実施につ
ながる可能性のある前向きなもので、事前の準備・調整は必要
となるものの、国際大会で安全管理が重視されていることを感
じさせるものでした。
　しかし、３つ目の方針の「大会で活動できるのは、医療に関
わる国家資格もしくはアスレティックトレーナーの資格を持つ
ものだけである」には、陸連トレーナー部としては大きな打撃を
受けました。陸連トレーナー部のこれまでの活動では、各都道
府県の競技会でトレーナーとして救護活動の経験を積んできた、
教員や消防関係の方の尽力があって成立してきました。この３
つ目の方針によって、これまでの陸連トレーナー部の救護活動
を支えてくださった経験豊富な部員の一部の方に、オリンピッ
クでの活動に参加してもらえなくなってしまいました。そのた
め、当初イメージしていた人材配置ができなくなりましたが、
与えられた方針で活動を構築すべく、体制の変更の検討を始め
ました。

東京2020オリンピックの救護活動
医事委員会トレーナー部委員
加藤　基 KATO Hajime

1これまでの救護活動Befor TOKYO 2020
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　競歩・マラソンの北海道開催の決定や、新型コロナウイルス
感染症パンデミックによる開催延期などの予期せぬ変更・アク
シデントがあり、やきもきした気持ちは抱えながらも、2021年
夏にオリンピックが開催されました。
　新国立競技場を使用した陸上競技会としては、2021年５月の
テストイベント「Ready Steady Tokyo」に次ぐ２度目の競技会
で、競技会場にも不慣れな状況で開催されました。
　連日の午前・午後のセッションにおいて、医療救護スタッフ
には各セッション開始の約３時間前に集合をお願いし、約１時
間の研修の後に救護活動の実施をしました。世界リレー横浜の
経験もあり、医師との連携や常時救護班４班配置という不慣れ
な方針も大きなトラブルなく運用できました。それに加え、こ
れまで国内の陸上競技会では十分に行えなかった救護活動統計
収集も行うことができました。
　救護活動統計収集の結果、９日間16セッションの競技中に
198件の救護事案が発生したことがわかりました。救護事案の
中には、転倒などの注意を要するだけの軽微な事案も約半数あ
りましたが、35％（70件）は何らかの対応もしく搬送を必要と

3オリンピック開催と救護活動レガシーLegacy of relief

する事案であり、１セッション当たり4.3件は医療救護スタッフ
の対応が必要な事案があることがわかりました。
　陸上競技では重大事故が少なく、大会の救護活動は不要であ
ると判断されることが少なくありません。しかし、オリンピッ
クでの活動を経て、陸上競技でも事故が起こらないわけではな
いということがわかりました。特に、競技エリアではないポス
トイベントコントロールエリアでも、全体の救護事案の36％が
発生しており、明らかに目につく場所以外での救護必要事案が
多く起こっていることがわかりました。
　開催すら危ぶまれた中で、十分な準備や予行演習ができたと
は言えませんでしたが、大会組織委員会をはじめとする関係各
所および陸連トレーナー部の協力によって、大きな事故なく無
事に大会の活動を終えることができました。医師との連携した
活動、毎日・各セッション前の研修の成果、救護活動統計の結
果、そして何より世界最高の競技会で活動したという実績が今
後の陸連トレーナー部および日本陸上競技界のレガシーになる
と感じています。

　2019年５月に横浜でIAAF世界リレー 2019が開催されまし
た。オリンピックに備え、この大会ではオリンピックで採用さ

2IAAF世界リレー2019横浜とＭＧＣでの模擬活動Test Events

れる活動方針での模擬活動を行うことになりました。
「競技場内の救獲班を常時４班配置とする」という方針につい

4まとめとしてFor the Future

うる事案が発生しています。オリンピックの救護統計によると
出場選手の約８％程度に事故が起こることになります。もちろ
ん、競技会の重要度か変わると、この割合は変わってきますが、
陸上競技会では事故は起きないとは言い切れません。
　陸上競技が多くの人にとって安全で、安心して楽しめるもの
であるために、この東京2020の経験を生かして、陸連トレーナ
ー部は今後も日本の陸上競技会に最適な救護活動を提供できる
ように務めていきたいと思っています。

　陸上競技会は、他の競技に比べ、事故の少ない安全な競技会
だと考えられていますが、一定数の事故および事故につながり

ては、IAAFの担当者と配置場所について確認しました。競技エ
リアに滞在する競技役員を最小限にし、できる限りメディアに
映らないようにするとのIAAFの方針から、競技エリアの狭い範
囲をなんとか目視できる程度の場所での活動しか許可されず、
救護活動の実施には非常に難しい条件となりました。
　しかし、東京2020でも同様の活動場所しか認められないこと
もわかり、その解決策として、観客席から競技エリア全体を観
察する役割（ＦＯＰスーパーバイザー：ＦＯＰ ＳＶ）を置くこ
とになりました。ＦＯＰ ＳＶが観客席から全体を観察し、適宜
各救護班に指示を出すことで、競技エリアでの視野の狭さを補
うことに成功しました。この経験からオリンピックでもＦＯＰ 
ＳＶを置くことを基本方針としました。
「医師も救護活動に参加する」という方針については、非常に

スムーズに活動できました。しかし、より多くの医師が参加す
る可能性のあるオリンピックに向けては、マニュアルの整備が
必要であることがわかりました。
　また、実際の活動として、競技後の取材エリアなどで体調不
良をきたす選手の多さに気づかされました。これは、国内の日
本人選手が多い大会ではあまり見られない傾向であり、オリン
ピックに向けては、このポストイベントコントロールエリアで
の活動も重視すべきであることがわかりました。
　リレー種目だけの大会ではありましたが、この大会を経験で
きたことは東京2020に向けて、非常に有意義でした。
　2019年９月には、マラソングランドチャンピオンシップ（Ｍ
ＧＣ）において、マラソンでの暑熱対策のトレーニングも行いま
した。 
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　東京2020オリンピック（以下、東京2020）全体としての救
護システムや活動内容、その構築過程や新たな取り組みなどは
別項に譲り、本項ではマラソンおよび競歩が実施された札幌会
場における救護体制構築に至るまでの困難とその裏側ストーリ
ーを述べる。
　2019年11月１月、他の陸上競技種目とともに東京都で実施
されるはずだったマラソン・競歩競技が、突如、北海道札幌市
での開催へと変更された。当時の日本陸上競技連盟（以下、日
本陸連）の麻場一徳強化委員長は「あってはならない決定」と批
判したのは当然のことであり、それまでの準備をあざ笑うかの
ような突如の変更は多くの関係者にとって非常にショッキング
なニュースであったと言える。その後の2020年３月24日、東
京2020自体が１年延期されることが決定し、当初設定されてい
たタイムスケジュールは大幅に変更、遅延を余儀なくされた。
　おそらく大会本部の混乱は我々の想像以上と思われる。東京
2020における私自身の役割はAthlete Care Assistant（以下、
ＡＣＡ）という、競技者を対象とした救護活動従事者である。私
を含む多くの医療スタッフは大会開催前までに各種講習会を受
ける予定であったが、すべてE-learningでの実施となり、さらに
新型コロナワクチン接種の連絡やユニフォームの受け取り、交
通費精算や宿泊に関する情報などが錯綜した。
　そして、私自身において最も困ったのがＡＤカードの未受領
であった。医療スタッフとして登録されるのが時間的に遅かっ
たからなのか理由は定かではないが、大会会場に到着しても私
のＡＤカードは見あたらず、臨時発行のMED PASSを使ってよ
うやく会場に入ることができた。そして結局、大会期間中にＡ
Ｄカードが私の手元に届くことはなく、大会が終了して数週間
経過してからようやく郵送されたという状態であった。

　さらに、札幌会場での競技開始前日のこと。競技実施日ま
での準備は、札幌会場における選手用医療統括者（Athlete 
Medical Supervisor : AMSV）である菅原誠医師を中心に行われ
ており、残すは競技前日のドレスリハーサルのみであった。こ
のタイミングでAthlete Medical Station（以下、ＡＭＳ）内の
医療物品を準備し、さらには翌日開始される男子20km競歩の
救護体制の最終確認を行うのである。ところが、この準備中に
Medical Manager of the Health and Science Department at 
World Athleticsという肩書きを有したPaolo Emilio Adami氏が
やってきて、さまざまな事案に対して追加の注文をしてくると
いう事態が生じた。
　これは当時の正直な気持ちであるが、突然聞いたこともない
偉い人（？）がやってきて、まるで難癖を付けるかのようにあら
ゆる点を指摘してくるという状態に対して多くのスタッフは非
常に困惑していた。しかし、Paolo氏や他の人員に問題があるの
ではなく、やはり組織体が大き過ぎるが故に生じる連携の難し
さが理由であることが考えられる。
　国内だけで完結する組織であれば、おそらく現場と日本
陸連のみの連携で収まるところが、オリンピックになると
International Olympic Committeeというはるか遠くの存在と、
我々がいる現場との間にさまざまな組織が介在する。上流から
下流へと放出された指示が、現場に到着するまでにその意図や
形がゆがんでしまったり、下流から上流へと上げられるはずの
要望が途中で霧散してしまったりすることは決して珍しいこと
ではない。こうした問題は組織運営上の問題であり、かつ個人
を超越した問題であるため多くは述べないものの、オリンピッ
クという超巨大イベントで活動することの難しさ、歯がゆさを
痛感した。

札幌会場救護体制の構築
医事委員会トレーナー部委員
眞鍋芳明 MANABE Yoshiaki

1東京2020への準備状況Preparations for the TOKYO 2020

4 trainer
トレーナー

　こうした準備を経て迎えた大会初日、最初の競技は男子20km
競歩であった。本大会における競歩は１kmという短い周回路で
実施されたため、いざ競技が開始してしまうと大きな混乱もな
く、比較的スムーズに救護活動を終えることができた。ただし、
これは競技中の救護活動においての話であり、使命感が強く優
秀な医療スタッフが多数いたからできたことである。
　事実、この数日の活動時間は男子20km競歩の準備開始が５
日の13時、競技＆片付け終了が20時。次の男子50km競歩の準
備が翌６日の深夜２時開始、片付け終了は11時。その後の女子
20km競歩の準備開始が13時という、目を疑うようなスケジュ
ールであり、誰しもが睡眠不足の状態にあったはずである。
　そして、本稿におけるメインパートであるマラソンへと話を
進める。女子マラソンの前日、女子20km競歩の片付けが終了
したのが６日の19時過ぎであり、通常であれば明日のマラソン
について簡単なブリーフィングを行って終了のはずである。し
かし、このタイミングで想定外の問題が生じる。マラソンにお
ける競技コースの救護体制について関係各位と十分な打ち合わ
せができておらず、救急車を含めた運用方法が決定されていな
かったのである。
　特に問題となったのは、レース中における傷病者の発見およ
び状況把握方法、複数台ある救急車の運用方法、搬送経路とい
った一連の流れである。そこで急遽、関係責任者に集まってい
ただき、これまで蓄積してきた救護活動経験を元に図１のよう
な救護システムを構築した。
　本大会におけるマラソンコースは札幌大通公園を中心に南ル
ープを１周、その後北ループを３周するという大きな周回路で
あった。コース上の４箇所にField of Play（以下、ＦＯＰ）と呼
ばれる救護所を置き、医師、看護師、理学療法士そしてＡＣＡ

2札幌会場での救護活動Relief at the Sapporo venue

を配備した。なお、人員の都合上ＦＯＰは南ループに２箇所、
北ループに２箇所と、北海道大学構内に１箇所しか配備できな
かった。その一方で札幌市の救急車２台、民間救急車２台、メ
ディカルカー（ワンボックス乗用車）２台の合計６台がランナ
ーに随行し、各車両に医師および看護師を配備するようにした。
そして大会運営本部の一角にコントロールセンターを設営して
もらい、私が救急情報管理者として、各ＦＯＰおよび車両と無
線で連携をとりながら救急事案に対応することとした。
　なお、コントロールセンター内には各車両の位置情報をＧＰＳ
にてリアルタイムに把握できる救護navi（アールビーズ社製）と
大きな地図が設置されており、ＴＶの映像とコース上に配備され
ている約180名の消防職員から集められる情報を元にレースの状
況を把握するようにした。そして救急事案発生時は、その関連
情報を救急情報管理者へと集約し、一元化された指揮系統によ
って各車両、各ＦＯＰおよびＡＭＳが対応することとした。こう
した関係各位の瞬発力ある判断、行動によってわずか数時間の
間にマラソンにおける救護体制を構築することができた。
　そしてレース当日。目の前に広がる地図と救護ナビの画面、
ひっきりなしに届く傷病者情報、これらを総合的に判断、処理
しながら現場に救護指示を出して全体を統括した。怒濤の２時
間が過ぎ、気づいたら最終ランナーがゴール前の直線を走って
いるところであった。
　結論から言えば大事故や重篤な傷病につながることなく、す
べての競技を終えることができた。最後のミーティングでPaolo
氏からの「成功したのは皆さんのお陰だ。ここにいる皆がオリン
ピアンだ」という言葉が非常にうれしかったことを覚えている。
　今回の札幌での救護活動が無事に終了できたのは北海道救急
医学会の上村修二医師、札幌市消防局の大西誠係長、（株）札幌
民間救急サービスの佐藤敏文代表取締役を中心としたコントロ
ールセンターのメンバー、そしてメディカル全体を統括された
菅原医師、陸連トレーナー部の岩本広明部長、本大会から新た
に設置を義務づけられたＣＷＩを統括された早稲田大学の細川
由梨先生、さらになによりもＦＯＰを駆け回ってくださったメ
ディカルスタッフ皆様のお陰である。この場を借りてお礼申し
上げる。

FOP①

FOP②
AMS

AMS

FOP③
FOP④

北⼤内救護
Start

Finish

図1 男女マラソンコース概要および救護体制

コース全体概要

前半南ループ（1周）

後半北ループ（3周）

救急⾞×2

⺠間救急⾞×2

メディカルカー×2
ピックアップバス

FOP
Dr.：1名
Ns.：2名
PT：5名
ACA：2名

北⼤構内救護
Ns.：5名
PT：5名

（電動⾃転⾞）
© OpenStreetMap contributors

救急情報管理者

救急情報管理者

図１　男女マラソンコース概要および教護体制
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国立競技場における準備の難しさ

　これを書いている現在からすれば、遠い昔の記憶に思えるほど
の出来事になってしまった東京2020オリンピック（以下、東京
2020）であるが、自分の取り組んできた仕事の総まとめとしてレ
ポートを作成している。その中から特にレガシーとなった施設に
関することと、競技役員（ＮＴＯ）について述べておこうと思う。
　競技会場である国立競技場は、今大会時に限り「オリンピッ
クスタジアム」と呼称することが決められた。これはＩＯＣの
習わしなのかと思う。オリンピックスタジアムであるがゆえに、
開閉会式に使われるため、陸上競技には不自由なことが多かっ
た。その一番は会場転換であった。
　開会式という一大セレモニーのため、２ヵ月以上前から準備
が必要ということであった。当初はオリンピック代表選手選考
競技会である日本選手権を、リハーサルも兼ねて開催できるも
のと思っていたが、６月から開会式準備に入るということが言
われ、それがかなわず大会が大阪で開催されたのは、このよう
な理由からである。
　開会式の仕様になっている会場を陸上競技仕様に転換する作

業が必須であり、この作業が終了するまで陸上競技の準備がで
きないということであった。部屋や施設設備の入れ替えも大変
な作業であったが、その中で一番の問題はフィールドの芝生の
養生であった。開会式のためにフィールドの芝生は一旦撤去さ
れ、遠隔地で養生されていた。それをスタジアムのフィールド
に戻して根付かせるのに時間が必要なのだが、かなり切迫した
作業を強いられていた。オリンピックの時は開会式から１週間
の時間があったのだが、パラリンピックでは３日間しか時間が
なく、根付いていない芝に投てき物が落下すれば着地痕跡が定
まらなかったり、審判員の足元が不安定になったりと問題が発
生していた。
　オリンピック16日間、パラリンピック13日間という限られ
た会期の中で２つの大きなイベントを行うということは、至難
の業であると言わざるを得ない。今後はパリのようにスタジア
ムという建物に限定せず、セレモニーを開催できるスペースと
いう視点で会場が選定されていくことにすべきであろう。実際
には女子サッカーの決勝が組み込まれていたので３つあったの
であるが、ご存じのように（幸いと言って良いであろう）FIFA

（国際サッカー連盟）の決定で横浜の日産スタジアムに移転して
しまった。

東京2020スポーツマネージャー
レポート

競技運営委員会委員長
鈴木一弘 SUZUKI Kazuhiro1競技会場と競技施設・備品について

Competition venue and facilities / equipment
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　この女子決勝は、陸上競技の日程と会場転換の関係で午前中
に組み込まざるを得ず、陸上競技のイブニングセッションに間
に合うように終了させる必要があった。そのために11時キック
オフ、14時にはセレモニーまで終了というスケジュールが組ま
れた。ハンマー投で傷んだ芝を部分交換したことで芝の色目が
変わってしまったことや芝の堅さも問題になっていたが、決定
的だったのは暑さであった。最高気温が記録される真昼にゲー
ムをさせるわけにはいかないというFIFAの決定で、いとも簡単
に競技日程・会場が変更となった。

サブトラックの設備について

　もう一つハードルになっていたのは、公認競技場の条件であ
った。改築前の国立競技場はサブトラックがなかったが、特別
に第１種という位置付けを得ていた。オリンピック・パラリン
ピックを行うからにはウォームアップ場となるサブトラックの
設置は必須であり、第１種の公認競技場でなければＷＡ（世界
陸上競技連盟）のClass １の取得ができないという設えであった
ため、サブトラックは第３種の公認を取得する必要があった。
　問題はトラックそのものではなくて、その付帯設備や競技備
品であった。明治神宮外苑の軟式野球場に仮設のトラックを設
置するという案は、1991年の第３回世界陸上競技選手権と同じ
であった。当時の規程ではサブトラックが第３種競技場でなけ
ればならないということにはなっていなかったかと思う。施設
設備で苦労したという話は聞いたことがなかった。今大会では
財産処分が発生するのと、施設設備の予算は東京都が負担する
ことになっていたため、話は簡単にいかなかった。
　第３種の競技場に必要な設備や備品まで整備するとなれば、
億単位の資金が必要となる。ハードルや決勝審判台、走高跳・
棒高跳の支柱にマット類、バーや巻き尺、国旗掲揚柱など、通
常の競技場の倉庫や建物にある物をそろえる必要があり、さら
に大会後はそれらを処分する必要があった。
　一方、練習会場（ウォームアップ場）で使うハードルやマッ
ト類はＷＡのオフィシャルサプライヤーであるMONDO社から

提供を受けられることになっていた。ただし、その時期はテス
トイベント時であって、2019年の国立競技場竣工時ではなかっ
た。公認検定の時期と設備・備品がそろう時期の違いから、本
番・テストイベントなどのスケジュールとの関連で、サブトラ
ックの備品類は2019年の竣工時の検定でそろっている必要性が
あった。そのため、備品類は東京2020大会組織委員会（以後、
組織委員会）で調達することが必須となった。
　先に述べた調達と処分の関係で、どうにかならないかを思案
していた。まず考えたのはオリンピック・パラリンピック期間
にホッケー会場となり、１年間以上、陸上競技に使用できない
大井中央海浜公園陸上競技場から借用することであった。高木
良郎施設用器具委員長に相談したところ、大井競技場はホッケ
ーの会場になってもその間、公認は継続させるということであ
った。そのため「いつでも競技を行える状況でなければならな
い」という条件に反してしまうため、備品類の長期貸し出しはで
きないということであった。
　その代わり、高木委員長からは味の素スタジアム（東京ス
タジアム）は現在公認を廃止しているので、こちらから借りる
ことはできるのではないか、国体で通常以上に備品類を購入し
てもらっているので充分な数はあるはずとのアドバイスを受け
た。そこで、東京都のオリンピック・パラリンピック準備局を
経由してワールドカップラグビーの事務局へ相談し、何とか倉
庫に眠っている備品類の借用ができることになった（写真１）。
2019年ワールドカップラグビーの会場であったために、倉庫内
の大きなマット類や投てきの囲いなどはない方が好都合という
理由もあったようである。
　公認検定が行われる１ヵ月前の2019年10月、味の素スタジ
アムの陸上競技備品の借用・移送を実施した。10ｔトラック延
べ10台による倉庫内備品の移送をオリンピック・パラリンピッ
クスポンサーであるヤマト運輸の協力で実施し、本競技場と投
てき練習場の投てき用囲い２基はニシ・スポーツの協力を得て
国立競技場に移設した。
　その後、問題になったのは、元々国立競技場に備わっていて
本番時に使うことのない競技用備品の保管場所である。大会本

写真１　味の素スタジアム借用品
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ＮＴＯの編成と育成の過程

　オリンピック・パラリンピックの招致が決まってから、人材
こそレガシーであるとの認識で競技役員（ＮＴＯ）の育成をスタ
ートさせた。日本陸上競技界のレガシーとするべく、ＮＴＯは
全国から募る必要があったので、各加盟団体から推薦してもら
うこととなった。その際に毎年、陸連主催競技会を開催してい
ただいている主管陸協からは、指定人数を配慮すべきであろう
という方針が事務局から出された。
　このＮＴＯはＷＡのTOECS（競技役員育成認証制度）に位置
づけられ、オリンピック・パラリンピックではＩＦ（国際競技
連盟）の役員に分類されている。したがって指定されたカリキュ
ラムの講習を受け、試験に合格しないと認定されないものであ
った。つまり、加盟団体から推薦されても、合格しなければ本
番で審判の任に当たれないということである。
　オリンピック・パラリンピックのマニュアルでは単に
Technical Official やJudgeという表記ではなく、ＮＴＯという
名称で待遇などもマニュアルに明記されていた。このことから
過去の世界選手権ではＷＡの指定するTOECSに則ったＮＴＯで
はなく、日本陸連の公認審判員として競技役員を編成して競技
運営にあたっていたが、今回の東京2020では正規のＮＴＯで運
営にあたってもらうべきであろうということになった。
　東京に来てもらい、講習を受けて試験を実施し、合格者には
その後、実技研修を受けてもらうという３年がかりの育成事業
が始まった。この事業は他競技も同様であるが、組織委員会の
業務ではなく、ＮＦ（国内競技団体）の任務であるとされた。そ
のため、本連盟では競技運営委員会が担うこととなり、公認審
判員研修Project Teamがその担当として企画立案・運営を担っ
た。
　構想をほぼ１年がかりで練り、2017年の11月から講習がス
タートした。ＷＡの講師資格を持つ陸連事務局の関幸生国際担
当部長（当時）に講師をお願いし、ナショナルトレーニングセン
ターの研修室で講習がスタートした。全国から200名以上が集
められて講習がスタートしたため、研修室の定員から一度に講
習が行えず、２部屋で講習を実施せざるを得なかった。そのた
め、関部長の講習がメインで、私がサブとしてオリンピック・
パラリンピックの競技会運営に関する講義を受け持った。
　ＮＴＯはTOECSのレベル１に相当するので、自国で国際競技
会を開催するために必要な知識・技能を備えているかが問われ
る。国際的な資格ではあるが、英語で運用しなくても良いとい
うことになっていて、講義や試験は日本語で行った。
　日本陸連の公認審判員は基本的に各加盟団体や日本学連によ
って育成されている。国内では各加盟団体・地域陸協でそれな
りに本格的な競技運営を行っていることから公認審判員の知識・
技能は国際競技会を開催するのに充分なレベルにあると認識し
ていた。まして、オリンピック・パラリンピックのＮＴＯに相
応しい人材を推薦してほしいと要望して集まった方々であれば

2競技役員の育成
Training of NTO

なおさらである。懸念であったのは日本国内で適用していない
国際ルールに習熟することと英会話による外国選手・ＩＴＯ（国
際技術委員）らとのコミュニケーションであった。
　２日間みっちりと講習を受け、試験まで実施して帰路につい
たのも束の間、ＮＴＯの資格試験には面接（口頭試問）というの
もあり、こちらは講師が全員を対象にできないということから、
インターネットを利用した記述式試験を実施した。全員同一の
問題ではなく数問を用意してランダムに当てて解答していただ
くというものであった。
　この講義・試験は追試も含めて、その後３回ほど行った。特
にマラソン・競歩の道路競技でＮＴＯの数を増員しても良いと
いうＷＡの了解から、道路競技の専任のＮＴＯおよび合格者の
うち、女性が１割しかいなかったことから、男女平等の観点で
女性ＮＴＯの増員を目的として実施された。

クリーンＦＯＰの原則

　ＮＴＯの数は前回大会を基準にして230名という数字が組織
委員会およびＷＡから提示されていた。私としては国内の日本
選手権や国体をイメージしていたため、極端に小さい数字に驚
いた。国際競技会では計測業者が入ったり、素人でも操作可能
な機器はボランティアが行ったりしているということであった。
そのことから風力計測員などは必要ないと思い込んでいたら、
OMEGAからボランティアの編成を依頼され、その構成が試技
タイマーや風力計測器あるいは光波計測装置、周回記録盤の操
作員まで及んでいたのに閉口してしまった。結局、記録に関わ
る機器の操作、規則を知らなければ誤りを犯す可能性がある機
器の操作は審判員の資格を持つ者が行うべきであると考え、ボ
ランティアからＮＴＯへ割り当てを変えることをOMEGAと調整
した。
　また、リオ大会でもマラソンや競歩では道路の警備は警察や
軍が担い、競技者の監察はバイクに乗った役員が巡回して行っ
ていたことを見ていた。日本の競技会運営は経費節約の観点か
らと言えるのであろうが、何でも公認審判員が行っているとい
う現状が明らかになった。
　OMEGAのボランティアの役割についての変更は、ＷＡの提
唱する「クリーンＦＯＰの原則」にもマッチして、ＮＴＯを減
らすことなく起用することができたので不幸中の幸いであっ
た。クリーンＦＯＰの原則とは、競技エリア（ＦＯＰ＝Field 
Of Play）にいる競技者や競技運営に関係のないもの（者／物）
を極力減らすことである。そのため、審判員は最小限の人数で
競技運営に当たるようにと言われていた。また余談であるが、
OMEGA、ＯＢＳ、MONDOが敷設した機器のケーブル類も、
この原則に従ってマスキングせよと指示が出て、組織委員会職
員とＮＴＯの協力を得てMONDOトラックの切れ端や人工芝で
セッションごと、競技ごとに覆い尽くしていた。

運営はチームワーク

　さて、試験に合格して資格を取得したＮＴＯの方々には、実
技研修が待っていた。資格を取得しても、実技研修の中で問題
があれば本番の大会に委嘱しないということは、実施要項にも
謳っていた。これには、審判編成にも問題点があったからに他
ならない。
　それは何かと言えば、普段、地元で担当している部署と同じ

番ではMONDO社提供のオリンピック・パラリンピックルック
が施された競技用備品（写真２）が使われる。その保管場所は、
他ならない国立競技場内の倉庫にせざるを得ない。
　国立競技場内には他にも放送中継用の機材や増設電源の機
器、OMEGAやATOSの情報処理機器、さらには開閉会式で使
用するセレモニー関係の器具類も保管されるため、保管場所の
取り合いが起こっていた。組織委員会スタッフや国立競技場職
員の協力も得て既存のスペースを整理・圧縮し、さらには駐車
場のスペースをも活用してなんとか収まりをつけた。
　今回の問題はオリンピック・パラリンピック特有のものと考
えられ、世界選手権などの陸上競技単独の競技会では心配無用
なものなのかもしれない。しかし、限られた施設設備の有効利
用ということを考えた時に議論をしておく必要はあると考える。
特に昨今はSDGsの方向性が重視されている。柔軟な考え方で
無駄を省き、資源の有効利用をして行くべきであろう。その意
味でも味の素スタジアムから借用せずに、MONDO社から提供
される器具と国立競技場に備わっている器具があることを前提
に、サブトラックを認めていただければ良かったのではないか
と考えている。
　資源の有効利用という点では、サブトラックに敷設された
MONDOの舗装材の行方が問題であった。先にも述べたが明治

神宮外苑の営業補償という観点から早急に原状復帰をしなけれ
ばならず、トラック舗装材を再利用可能なレベルで丁寧に剥離
することができなかった。実際に再敷設可能なレベルで剥離す
るとなれば１週間以上の期間が必要であると聞いた。また、引
き受け手も輸送にかかる費用や再敷設する費用は自己負担にな
るため、なかなか引き受け手は現れないと予想された。
　１レーンの幅の舗装材は15ｍのロール１本で280kgあるの
で、４本で60ｍの走路が作れるが、輸送する重量は１ｔを超え
る。軽トラックやワンボックスカーで手軽に運べるという代物
でもないので、都内の学校に引き取りに来ていただくにも、手
続きから輸送そのものにしても相当に手間と費用がかかってし
まう。MONDO社も寄贈すると言っていたが引き取り手がない
となると廃棄してほしいと言ってきたため、３日もかからない
うちに剥がされて産業廃棄物となってしまった。このような提
供品があるのであれば、事前に事後の処理まで考慮して導入を
すべきであった。
　組織委員会で購入した投てき物（砲丸・円盤・ハンマー・や
り・こん棒）は都内の競技場、大学・高校、競技団体に引き取
ってもらえたのは幸いであった。実際には引き取りにあたって
も大会終了後の混乱の中で行ったため、きちんと引き取り手の
中に収まるまでには時間と手間を要していた。

写真２　MONDO Equipments

5 Competition Management
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部署をオリンピック・パラリンピックで担当できるというわけ
にはいかないということであった。各加盟団体から推薦されて
来た方々には、トラック競技ではスターターが多かったり、フ
ィールドでは跳躍審判員が多かったりという偏りがあった。
　一応、本人の希望部署も聞いていたが、他部署とのバランス
を考慮して公認審判員研修Project Teamの方で本番大会用の審
判編成を行った。当然、先に述べたように希望していない部署
に回ってもらった方も多かった。日本陸連の公認審判員制度は
特定部署の資格を与えるものではないので、基本的にはどの部
署もできなければならない。その原則も適用して、未経験の部
署に入っていただいた方もいた。そのために実技研修は欠かせ
ないものであったと同時に、チーム作りという視点も大きなウ
エイトを占めていた。
　長期間にわたり、海外から選手を迎え、経験したことのない
場面にも当然直面することになる。そのような場合にはチーム
ワークにより知識・経験を総動員して乗り越えることが必要に
なってくる。このためには仲間としての一体感の醸成が不可欠
であった。
　58年前の大会では国を挙げてのイベントという位置づけか
ら、事前に全競技役員を集合させての実技研修（訓練）を実施
したと記録に残っていた。しかし、今回はそこまで徹底した事
前訓練の実施は予算的にも、社会背景的にも不可能であった。
必然的にWeb会議システム、あるいはE-mailによる資料送付で
の研修が主体となり、それを補うための陸連主催大会を利用し
た部分的な集合研修という形態となった。
　2019年10月、ＩＯＣはマラソン・競歩を突如として札幌で行
うことを決めた。同年10月にカタールのドーハで行われた世界
選手権の状況を見て、危機感を募らせた結果であった。東京で
の準備がご破算となり、札幌での開催準備をしなければならな
くなったため、組織委員会では札幌チームが急遽編成され、準
備が行われることとなった。私の方では道路競技のＮＴＯは競
技場内の役職も掛け持ちしてもらう意向でいたが、それが叶わ
ず、札幌に行っていただくことになった。
　しかし、それでは人数が不足しており、急遽、北海道陸協に
お願いして不足する部署の役員を選出していただくことにした。

一方でＷＡには、突然の開催地変更でＮＴＯの養成が間に合わ
ないので、日本陸連が選出する人材をＷＡ資格はないがＮＴＯ
として認めてほしいと要請し、認めてもらった。北海道陸協選
出の30名を加えた約100名のＮＴＯによって、札幌でのマラソ
ン・競歩は実施された。この100名を補ったのは、地元の北海
道マラソンを支えていたボランティアの方々であった。
　パラリンピックに向けての準備も、日本パラ陸上競技連盟

（以後パラ陸連）の協力で、各地でのパラ陸連主催競技会、地域
パラ陸連主催競技会における実技研修、さらにWeb会議システ
ムでの競技規則・運営方法の研修を積み重ね、パラ陸上競技の
競技規則や運営方法について基礎から応用まで丁寧に研修をし
ていただいた。このことは大会成功の大きな要因であったと言
える。今後、共生社会の実現に向けて本連盟もパラ陸連との連
携を深めていくことが望まれる。
　このように幾多の講習・試験・研修を経て2020年を迎えた
が、ご存じのように新型コロナウイルス感染症のパンデミック
に襲われ、大会は１年延期された。その結果として人事異動や
家庭の事情、その他さまざまな状況の変化でＮＴＯの辞退者が
続出した。結果として競技場内230名の編成は190名あまりで
実施せざるを得ず、この状況は競技ボランティアも同様であっ
た。朝から晩まで酷暑の中でも競技運営業務は非常な負担にな
るということを考慮してシフトを組み、交代で休養をとれるよ
うにしようという試みは不可能になった。
　特に競技ボランティアはオリンピックスタジアム、ウォーム
アップ会場、練習会場（江戸川区陸上競技場、代々木公園陸上
競技場）で400名体制を考えていたが、実際には半分の200名ほ
どで運営せざるを得なかった。そのため献身的にボランティア
の域を超えた働きをしてくださった方々に支えられて、何とか
乗り切ることができた。１日８時間、５日間活動したら１日の
休養というのが原則であるが、８時間以上連続、10日以上連続
といったかたちで協力してくださった方々が大勢いらした。感
謝の言葉が見つからないほどである。
　東京2020大会（オリンピック・パラリンピック）を支えてくださ
ったすべての方々の経験が、今後の日本陸上競技界の発展に貢
献していただけることを願って筆を置きたいと思う。

　私は、第32回オリンピック競技大会（東京2020）[以下、オ
リ］および第18回パラリンピック競技大会［以下、パラ］におい
て、監察員の副主任として任務にあたった。これまでの日本の
競技会のトラック競技運営と異なる点など多くの経験を、監察
員の仕事をメインに述べたいと思う。
　なお、タイトルにある『２メートル上』とは、主任の補佐とい
う立場からＦＯＰの状況を見渡せる位置として、スタンドとＦ
ＯＰ間の渡り階段の上に座っていたからだ。裏の理由は、2021
年５月のテストイベントの時に、世界陸上競技連盟［以下、Ｗ
Ａ］のTechnical Delegateが監察本部を見て、「テーブルと椅子
を出して何をやっているんだ」と言われ、オリ・パラ本番では監
察本部の小スペース化のため、私への椅子支給がなかったため
に階段に座らざるを得なかったというのが真実である。

オリ・パラ監察員として 
～２メートル上から見たＦＯＰ～

東京陸上競技協会
中村信也 NAKAMURA Shinya1はじめに

Introduction

　公認審判員資格を取得したのは、大学在学中の新潟であった。
新潟では、審判員としてのノウハウを一からを学んだ。その時
は、オリ・パラで競技役員をやるということは想像もしなかっ
た。その後、就職で東京に戻り、審判員を続けていた2013年９
月。中学生対象の競技会の競技者受付係で、大会本部からの依
頼でオリ・パラ招致活動で大量に余った団扇を配布していた中
で、東京開催が決定した。その後、2017年４月にＪＴＯとなり、
今回の任務担当となった。
　2018年から2019年にかけてオリ・パラに向けた実技研修が
あった。2017年から仕事で海外案件の担当となり、毎月のよう
に海外出張をしている中での研修参加であったため、連続３日
間を超える研修には参加できなかった。特に、国際競技会を経
験できた2019年世界リレー横浜大会に参加できなかったのは今
でも悔しい限りである。
　そんな中で2020年には、コロナ禍によってオリ・パラの開
催自体が2021年に延期となった。任務委嘱を受けてから本番
までの期間中、主任とは立場が異なる副主任として自分は何を
やればいいのだろうということを日々、自問自答を繰り返した。
2021年５月のテストイベントは、トラック競技の監察活動状況
をメモするのみで、あっという間に時間だけが過ぎてしまった。

2オリ・パラ本番までの準備にて
Preparation for TOKYO 2020

　2021年６月にＷＡのオンライン講習があり、その中にＷＡが
作成したトラック競技関係審判員の配置図があった。その監察
員の配置内容は、曲走路の日本の標準的な配置人数よりもかな
り多くなっていた。配置図のうち4×100ｍリレーのものを図２

図１　私のオリ・パラでの定位置

➡➡

階段のすべり止めシートで擦れ
てボロボロになったズボン
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Gate 3

Gate 5

に示す。その後、近々の世界選手権およびオリンピックの状況
をＷＡの公式動画サイトで確認。提示された配置図とほぼ同様
の監察員の配置状況であったため、オリ・パラの監査員人数で

は不足する事態と察した。そのため、私で考えた監察員配置案
を作成し、監察員主任にメールで提出の上、オリ本番までに判
断をお願いした。

私の仕事内容

オリ・パラでの監察員副主任としての任務は以下の内容を実施
した。
①主任およびトラック担当総務員そしてトラック審判長の補佐
・監察本部にいてＩＰ無線機にて全体進行状況を確認。必要時、
主任の代行で通話連絡
・規則違反等の状況発生時、必要に応じてトラック担当総務員
および主任がトラック審判長への報告をフォロー
・主任から依頼があった時にその指示に従って行動
②審判員配置表および配置図の作成
・主任による監察員メンバーの配置割り振りを円滑とするため
に、配置表および配置図を作成し、主任およびトラック担当総
務員に事前にメール配信
③監察員連絡票に各レースにおいて準備完了および規則違反の
有無を記録
・監察員連絡票（自作）を確認し、監察本部にて各レースの準備
完了→スタート時刻記録→規則違反の有無を記録。
④コールルームスケジュールおよびスタートリストをＴＩＣに
て受け取り、メンバーへ情報配信
・監察員全員にＳＮＳのグループメッセージにて情報配信。原
紙はトラック担当総務員と主任に配布

3本番での任務について

活動に関してクレームを受けることはなかった。オリでは、Ｉ
ＴＯトラック担当と監察員メンバーとの意見交換会を監察員メ
ンバー有志が企画し、トラック競技最終日に実施。少ない時間
であったが有意義な時間だった。図３にはその様子を示す。
　競技運営はＮＴＯ全員に配布されたＮＴＯsマニュアルに沿っ
て行われた。その中で、トラック競技の監察員の任務で特筆さ
れる内容を下記に述べる。
■リレーの対応
　日本の競技会では通常、出発係で実施しているバトンパスゾ
ーンへの競技者の誘導、マーカーの配付。4×400ｍリレーの第
３走および第４走へ並び順につき、第３コーナーの通過順の連
絡は監査員で実施。
■ハードルの整理
　日本の競技会では通常、100ｍＨ、110ｍＨ、400ｍＨのハー
ドルの設置後の管理は用器具係が務め、各ハードルの近傍に待
機するが、本大会では監察員が実施。ハードルに破損があった
場合は、監察員から用器具係に連絡し、必要に応じて予備のハ
ードルを用器具係が運んで交換する流れだった。100ｍＨおよ
び110ｍＨのレース間の整理は、速やかな整理が要求されたた
め、レース監察に配置されていない監察員メンバーをスタート
側とフィニッシュ側に整理担当で配置し、レース監察メンバー
のハードル整理を補助した。
■トラック競技連絡の体制について
　図４にオリ・パラでの連絡体制を示す。監察本部の３人は

『競技会ＮＴＯ無線系統』により競技会全体運営状況を把握。ト
ラック競技のみの連絡手段として『トラック競技無線系統』。各
地点に配置された監察員と主任間の連絡手段として『監察員無
線系統』がそれぞれ構成された。

・頻繁にＴＩＣへ通うことで、最新情報を提供できるように配慮
⑤監察員メンバーからの問合せへのアドバイス
・監察員メンバーより、ＦＯＰでの活動中の疑問点などに対し
て、アドバイス

本番の中で

　常に監察本部にいることでＩＴＯの方々と直接コンタクトす
る機会があり、動きを知ることができた。ＩＴＯは必要時、ビ
デオルームへ状況確認する対応もしていた。また、ＩＴＯリー
ダーおよびTechnical Delegateの指揮の下で動き、フィールド・
トラックの分担関係なしにチームとして、リレーでは２～４走
の走者のバトンゾーン入れ、長距離種目で周回記録確認をアシ
ストしていた。
　オリ・パラの双方につきＩＴＯから、各種目の監察員配置や

■本大会での監察員の配置
　監察員配置の実績を図５にオリ・パラ共通種目、図６にオリ
のみの種目を示す。この配置はオリ・パラ期間中に監察員メン
バーで試行錯誤と協議をしながらまとめた結果である。
　ストッパーの配置はなしで、ＷＡからの指示もあり、各種目
とも必要最低限の配置となった。なお、パラでは曲走路の監察
を増やし、Ｔ11、12の種目では、フィニッシュ地点にテザー確
認担当を設けた。

図２　ＷＡから提示された4×100ｍＲのＮＴＯ配置案

図３　トラック審判長との意見交換会の様子
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図５　オリ・パラ共通種目の監察員配置

図６　オリのみ種目の監察員配置

図４　オリ・パラの連絡体制（トラック競技）
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(トラック競技無線系統)
スタートコーディネーター
写真判定員主任
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トラック審判長
（ITO）

監察員（各地点)
【監察員無線系統：７台】
①：主任
②～⑦：各地点
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　監察員の配置場所は主任からポイントのみが指示され、実際
に監察する詳細位置は各々がそのポイントにあった位置を決め
て行った。また、リレーバトンパスの監察ポイントも主任から
コーナー割り当てが指示されたのみであり、各々のコーナーに
割り当てられたメンバーが協議の上、詳細位置や役割を決めて
活動した。オリ・パラの監察員に選抜されたＮＴＯメンバーの
多くは、監察員をメインとした審判活動をしていない人である。
この監察員の活動が、今後、それぞれが専門とする審判活動に
有益になると思っている。
　公認審判員資格を取得してから、さまざまな部署を経験して
きた。かなり前の話になるが、仕事の出張先で、監察員として
委嘱を受けていたとある競技会の前日に突然、ビデオ監察を実
施するので翌日から補助員を使ってビデオ撮影してほしいと連
絡を受けた時は、出張帰りの新幹線の中で、撮影配置表やポイ
ント説明などを手書きで作成した記憶がある。オリ・パラでは、
このような臨機応変に対応する場面が多々あったことも、詳細
は割愛するが追記とする。
　今後の陸上競技の運営の発展のため、若い公認審判員の方々
には、以下を提言したい。

5まとめ ①普段やっている審判部署以外の委嘱を受けた時、または急に
委嘱内容が変更になった時は、スキルアップと捉え、柔軟に対
応する。そのためにも普段の研鑽に努める。
②大規模な競技会やランクの高い競技会に審判委嘱を受けた時
は、他の部署の仕事の様子を確認する。具体的には、サブトラ
ラック、用器具倉庫、アナウンサールーム、写真判定室、ビデ
オルーム、招集所、ＴＩＣなどの設営状況を確認する。
③陸上競技場での競技会では、スタンド上部で競技会を眺める。
　これは、公認審判員を取得してから数年後の審判講習会で、
日本陸連からの派遣講師が発された内容で、当時、かなり衝撃
的な内容だった。スタンド上部では、競技者、観客、競技役員
のすべての動きを見ることができ、それによって競技会全体の
運営を理解することができる。今でも時間がある時はスタンド
上部で競技会を見て、いろいろな気づきを感じている。
　最後に、いろいろなスポーツ自体が日々進化している中で、
そのスポーツ競技の運営からも学ぶことが多く、それを陸上競
技に生かすことが、今後の私の役割の一つではないかと勝手に
思っている。人生で経験することがあるかないかの今回のオリ・
パラの経験は、絶対に今後の人生の中でいろいろと役に立つ。
そして、今回実現できるはずだった密かな私の思いが、いつか
は実現できることを願いつつ、これからも陸上競技の公認審判
員として活動を続けていきたい。

■監察員の道具（図７）
　黄旗及びブレイクラインマーカー（緑色）は、オリ・パラの用
器具公式サプライヤーのMONDOより提供され、監察マーカー
と椅子は国立競技場備付のものを使用した。
■3000ｍＳＣの障害物と水濠（図８）
　MONDO製が使用された。なお、オリ後、MONDOに返却と
なったために、現在は日本にない。
■ハードル（図９）
　MONDO製のものが使用された。溶接の出来が悪く、ハード
ル設置に苦戦。結局、バー上部で直線に並べる対応とした。バ
ーは木製であり、スパイクなどが引っかかると塗装やバー自体
が簡単に剥げてしまった。交換用のバーも不足し、バーの剥げ
具合が小さいものは、白テープで養生された。3000ｍＳＣの障
害物同様にハードルもオリンピック後、MONDOに返却となり、
現在は日本にない。
■スタート台（図10）
　MONDO製のものが使用された。本体下部にキャスターはあ
ったが、機敏な移動が考慮されていない重い構造であったのと
キャスターでタータンが痛むので、スタートチームの方々は、
搬送台車に載せて移動せざるを得なかった。
■ブレイクラインマーカー（図11）
MONDO製の緑色のものが使用された。ブレイクラインへのマ
ーカー設置位置は、監察員待機所のホワイトボードに図示する
ことで、メンバー間で情報共有を図った。
■4×400ｍリレーの第２・３・４走者の待機所（図12）
　2021年５月のテストイベントで、スタート直前にＦＯＰにて
ＷＡから第２・３・４走者毎に並べるための仕切りを用意する
よう指示があった。無論、テストイベント時は用意できなかっ
たので、オリではあらかじめ必要なものを用意しておき、リレ
ー開始前に設置した。
■4×100ｍリレーのマーカー（図13）
　各コーナーに白養生テープが配布され、それぞれのコーナー
担当で50㎜×400㎜に切って、競技者に配布した。400㎜の長
さを確認するために写真のような治具（400㎜に切ったものを
折って定規状にしたもの）を作成して、配付を速やかにした。な
お、黒のビニール袋は、レース後に取り外したマーカーおよび
競技者が持参したペットボトル回収に使用した。
■パラリンピックでのブレイクライン手前のマーカー（図14）
　車いす800ｍでは、黄色のテープマーカーを使用。用器具係
がブレイクライン手前に貼付をした。
■ビデオルーム（図15）
　オリ・パラのすべての競技はビデオルームで常に記録されて
いた。ビデオルームは制御室と閲覧室に分かれており、制御室
では、トラック・フィールドの競技状況が常に映し出されてい
た。映像は国際放送で使用されているもので、状況確認が必要
な時は、速やかに再生、さらにはズームアップなどが制御可能
となっていた。閲覧室は、この制御室とは少し離れたところに
あり、抗議関係者のみが入室し、映像確認できるのみのスペー

4オリ・パラのトラック競技における用器具
Equipment in track events

スであった。
　なお、このビデオルームはＴＩＣの直上に配置され、ＴＩＣ
に来た抗議関係者は、ビデオ確認が必要な場合、すぐにビデオ
ルームに案内された。

図８　3000ｍSCの障害物と水濠 

図９　ハードル

図10　スタート台

図12　4×400ｍＲの待機所

図15　ビデオルーム 

図11　ブレイクラインマーカー

図13　4×100ｍＲのマー
カー等（各コーナーへ配付）

図14　パラリンピックでの
ブレイクライン手前のマーカー

障害物（高さ調整箇所）

全景

スタート台（前）

設置作業中

制御室全景

閲覧室全景

操作用モニタ

閲覧室入口

ブレイクラインマーカー現物スタート台（後）

競技中（国際放送から。
赤丸は私） 

置き方の情報共有

障害物（搬送用台車）

バー補修箇所

水濠部（高さ調整箇所）

高さ表示

水濠部（全景）

位置合わせ

図７　監察員の道具
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　コロナ禍で１年延期の決定を受け、2021年７月末から競技場
に入っての本格的な準備が始まった。
　まず、監督・コーチや選手を含む各国選手団の選手村入村時
に配布する資料を準備した。

入村時配布資料

①チームリーダーの連絡先一覧、チームリーダーが理解できる
言語の把握

オリンピック テクニカル
インフォメーションセンター（ＴＩＣ）

競技運営委員会副委員長
TIC MANAGER
関根春幸 SEKINE Haruyuki1 Preparation for TOKYO 2020

開催前準備

　必要なさまざまな情報を、選手やチーム関係者に伝えている。
情報提供として以下のものをＴＩＣの外のホワイトボードに掲
示したり、緊急性のあるものに関しては、メールで連絡したり
していた（図３）。

①スタートリスト
②リザルト
③競技時程、招集時刻案内
④気象情報

2競技開催中
During the competition

5 Competition Management
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　大会期間中資料を個別配布するのではなく、メールなどの通
信手段を活用して、できるだけ速やかに必要な情報を提供しよ
うとした。また、基本的に英語ですべての情報を発信すること
としたが、チームリーダーが理解できる言語を把握しておくこ
とが何かと便利と考えた。
　結果的には選手村ＳＩＤとは連携が取れずに、チームリーダ
ーの連絡先一覧を作成することはできなかった。ＷＡから提供
された各国の代表者のメールアドレスを頼りに情報交換を行っ
た。さまざまな情報をメールを利用して各国のチームリーダー
に配信できた。

入村時配布資料

①チームマニュアル
→ＷＥＢで事前に配信
②監督会議における質問票（監督会議前にＴＩＣにて受け付け、
監督会議で回答できるよう技術代表に渡す）
→選手村ＳＩＤで配布。選手村ＳＩＤで提出されたり、競技場
ＴＩＣで提出されたりした。最終的には選手村ＳＩＤと連絡を
取り質問事項をまとめ、ＴＤに提出した。中には直接ＴＤにメ
ールで質問を送信した国もあったようだ。
　質問を受け、ＴＤからの発信というかたちでテクニカルミー
ティングの内容が２回にわたって各国のチームリーダーに配信
された。
(参 照：Tokyo2020 Technical Package for NOCs-Tokyo-

26July.pdf ／ Tokyo2020 Technical Package for NOCs-28.7-
Tokyo.pdf、図１）
③Final confirmation sheet（最終確認書／図２）
→入村時には配布することができずに、後日、競技場ＴＩＣで
配布することになった。回収するのはとても困難だった。チー
ム自体が入国し入村したのかもなかなか連絡が取れなかった。
中には競技の前日にふらっと競技場ＴＩＣに現れて、提出期限
などまったく気にせず提出するチームもあった。
　また、札幌で競歩やマラソンが行われた関係で、この書類を
東京で提出するのか？　札幌で提出するのか？　チームによっ
て判断がばらばらで、欠場するのかどうか最後まで判断できな
い場面があった。札幌のＴＩＣと連携を取りながら処理を行っ
た。
　Final confirmation sheetは見てわかる通り、チームごと競技
日ごとに印刷され、各国のチームリーダーに配布される。
　このシートを受け取った後に、氏名や記録を確認し、出場す
る場合はYESにチェックを、欠場する場合にはNOにチェックを
付けてＴＩＣに提出期限までに提出する。ＴＩＣではそれを競
技日ごとに整理して提出していない国や地域があるかどうかを
チェックしてＴＤに渡し、番組編成作業に入る。
　コロナ禍の関係で入国が遅れるチームもあり、未提出のシー
トに関しては参加の意思があるとみなして処理をしていたので、
レース直前になって空きレーンができるなど通常では見られな
い事態も発生した。
④リレーオーダー用紙
→競技開催前に各国チームに配布し、回収することができた。
リレーオーダー提出後、そのオーダーをコールルームや競技者
係等にぎりぎりまで配布ができずに迷惑をかけた場面もあった。
⑤抗議申立書・上訴申立書
→どんな抗議だったのかをまとめるための用紙を急遽作成し、
抗議に備えた。抗議を受け、ビデオ判定室やジュリー秘書に内
容を伝え、その後の解決がスムーズに進むように準備をしたが、
抗議を上げてくるチームが必死で、なかなか納得しない場面も
あり、作業が深夜に及んだこともあった。
⑥アスリートビブス
→選手の氏名の入ったアスリートビブスを配布。配布後、ホテ

ルに忘れた、失くしたなどの理由による再発行に関してもＴＩ
Ｃとコールルームで扱った。
⑦監督会議入場用パス（通常は各国代表者１～２名）
→コロナ禍でオンラインミーティングとなった。資料も配布さ
れた。

事前準備に関して感じたこと

　大会開催に向けて意気込んで競技場ＴＩＣを訪れたものの、
部屋に入って愕然とした。テストイベントの際と同じ状況のま
まだった。ボールペン１本も準備されておらず、「○○にありま
す。準備しています。今持ってきます」という対応だった。
　準備作業にも支障が出るので、テストイベントで必要だった
ものを書き出し、担当者に渡して対応をお願いしたが、実際に
はまた同じ結果となった。「○○にあります。準備しています。
今持ってきます」という言葉を聞いたかと思えば、次には「今か
ら買ってきます。必要なものは部署ごとに買ってきてください」
だった。１年延期は何だったのか？　と思った。それでも気を
取り直し、必要なものを買い足したり、知人にお願いして調達
したりした。
　ＴＩＣには時計もない有様でした。あとでこのことを聞くと

「ＴＩＣに時計は必要ですか？」という質問がオリンピック開始
直前に出てくるような状況だった。ＴＩＣの仕事内容を説明し、
時刻の確認がいかに大事かということを担当者に説明したが、

「今からでは買えない」というのが回答だった。
　予算があり、それを効果的に使いたいという考えはわかるが、
必要なものまで削ってしまうやり方には納得がいかなかった。
もう少し計画的に運営できたのではないだろうか。
　通信手段についても同じことが言える。組織委員会には専用
のメールアドレスやスマートフォンなどが配布されているよう
だったが、ＴＩＣには配布はなく、すべて個人のメールアドレ
ス、個人のスマートフォンを使用しての作業だった。私自身の
メールアドレスや個人のスマートフォンの番号もチーム関係者
に知らされていたようで、個人的にメールや電話がかかってき
て対応する場面もあった。ある程度は仕方ないにしても、オリ
ンピックではどうなのだろう？　と疑問が残った。
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図３　スタートリスト（左）とリザルト（右）

図１　各国チームリーダーに配信された
テクニカルミーティングの内容

図２　Final confirmation sheet
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5 Competition Management
競技運営

⑤総務や技術代表からの連絡事項から事務諸連絡

　スタートリスト、リザルトには掲示した時刻を必ず記入し、
抗議の受付時刻の期限をはっきりさせた。どこのＴＩＣでもや
ることだが、発表時刻を正確に記すことで公平・公正を保って
いる。
　また、スタートリストを必要部署に必要枚数を印刷し、配布
する作業も行った。当初は男女別に紙の色を分けるなど、いろ
いろ工夫をする予定だった。しかし、ＴＩＣに持ち込まれる紙
についてもこちらの思い通りにはならず、白い用紙は少なく、
カラーの用紙も青・黄・桃と用意されていたが量がまちまちで、
こちらの思い通りにはならなかった。サイズもお願いしたもの
がなく、他部署からもらって来たり、追加してもらったりと大
変な思いをした。
　また、大量の印刷をするにも関わらず、インクトナーも十分
な供給量はなく、インクトナーの不足から印刷作業が止まり配
布も止まるという想定外の事態も多々発生した。
　競技時程・招集時刻の案内は、Competition Directorの
CHRIS COHEN氏が毎日詳細なものを作成してくれて、それを
ＴＩＣで印刷し、必要な部署に配布したり、掲示をしたりして
いた。
（参照：2020OLYMPIC SCHEDULE 詳細.pdf ／図④）

抗議・上訴の受け付け・対応

　競技中、一番の大仕事が競技に関する質問、抗議、上訴を受
け付けることだった。公式記録発表時刻と受け付け時刻を確認・
記録し、抗議・上訴として受付可能かを判断する。と同時に、
次の対応に備えて関係部署（総務、審判長、技術代表、必要に
応じて写真判定、ビデオ・ルーム等、また上訴の場合はジュリ
ーとも）と連絡を取り、資料を収集する。たとえ口頭による簡単
な質問や抗議であっても、その内容を正確に記録しておく。

　通訳がつくこともなく、日本人だけで対応した。すべてがう
まくいったとは言えないが、ジュリー秘書のカナダから来たジ
ェインが私たちを励ましてくれたおかげで、疲れていても気持
ちよく仕事をすることができた。
　競技終了後、抗議→上訴と続き、結論が出るまで時間がかか
ったときもありました。午前2時まで結論が出ずにチーム関係者
がＴＩＣに残ることもあった。そんな時間になってしまうとチ
ーム関係者は選手村に帰る手段がなくなる。また、組織委員会
の本部詰めの大半の職員も持ち場を離れており、チーム関係者
を選手村に届けるタクシーなどの手配もＴＩＣで行い、苦労し
た。
　そういったことをオリンピック期間中に何回か経験し、選手
村への最終バスが出た後に抗議や上訴の結果待ちでチーム関係
者が残りそうな時には、大会本部の職員に代替交通機関の調達
などをお願いした。しかし、それはチーム負担だと言われ、タ
クシーの手配など外国の方にはできないため、ＴＩＣで手配を
するしかなかった。
　オリンピックでの抗議事例をまとめているので参考にしてほ
しい（図５）。

　コロナ禍中の大会だったため、選手、チーム関係者、競技役
員、スタッフはバブル方式の中で管理されていました。ただし、
管理というのは名目だけだった。ＴＩＣ担当のボランティアは
ほぼ日替わりで、外部から入ってくる。バブルと言いながらも、
大きな穴だらけだった。感染症のクラスターが発生しなかった
のは幸運だっただけだと考えている。
　それでも多くのボランティアを配置し、ＴＩＣ→大会本部へ
の動線を遮断されたり、トイレに行って帰るだけの動きを監視
されたりといった状況だった。何のためのバブルだったのか、
いまだに理解できない。ＴＩＣにメダリストが集まり、１階の
エントランスに降ろして表彰の準備をする時も、メダリストに
敬意を払うどころか「バブル」という言葉を使ってまったく無駄

3大会を終えて
After TOKYO 2020

で、遠回りな動線を設定してもいた。動線も関係部署が複数あ
るようで、いろいろな調整が必要だった。部署ごとで縦割りに
なっていて、選手のことを中心に計画されていなかったことが
非常に残念だった。
　オリンピックはものすごくハードな10日間だった。ＴＩＣの
メンバーが一丸となり、不足するものを知恵と経験でカバーし
て、無事に大会を終えることができた。このメンバー全員に感
謝の意を伝えたい。
■オリンピックTIC担当
井上　博行　浅野　政和　藤村　徳寿
荻野　　歩　清水　　亙　坂本　聡志
宮本　　智　丹羽　智行　小山　正典
橋本　忠志　岩脇　充司　高田　彬成
町田　紀子　黒須　雅弘　淺田　大吾
　本当にありがとうございました。また、これ以外にも多くの
ボランティアの方々にご協力いただき、運営することができた
ことを報告する。

 

 

 

 

ATHLETICS CALL ROOM SCHEDULE – SESSION 1 – FRIDAY, JULY 30th 
 

Event Gender Round Heat Call Room 
Opens

Call Room 
Closes

Call Room 
Bay

Depart 
Gathering 

Tent

Arrive Call 
Room

Call Room 
Bay

Depart Call 
Room

Gate 
Entrance

Arrive 
at Site Presentation EVENT 

TIME

種目 性別 ラウンド 組 １次コール開始 1次コール終了時間 コールブース番号 1次コール出発時間 コール到着時間 コールブース番号 コールルーム出発時間 ゲート番号 競技エリア到着時間 選手紹介 競技時間

High Jump Men Qualifying Group A 08:07 08:12 A & B 08:13 08:19 A & B 08:29 3 08:33 09:13 09:15
High Jump Men Qualifying Group B 08:07 08:12 C & D 08:13 08:19 C & D 08:29 3 08:33 09:13 09:15
100m Women Preliminary Heat 1 08:29 08:34 E 08:35 08:41 E 08:49 1 08:54 08:58 09:00
100m Women Preliminary Heat 2 08:36 08:41 F 08:42 08:48 F 08:56 1 09:01 09:05 09:07
100m Women Preliminary Heat 3 08:43 08:48 G 08:49 08:55 G 09:03 1 09:08 09:12 09:14
Discus Throw Men Qualifying Group A 08:47 08:52 A & B 08:53 08:59 A & B 09:09 4 09:13 09:43 09:45
3000m Steeplechase Men Round 1 Heat 1 08:58 09:03 C & D 09:04 09:10 C & D 09:20 4 09:25 09:28 09:30
3000m Steeplechase Men Round 1 Heat 2 09:15 09:20 E & F 09:21 09:27 E & F 09:37 4 09:42 09:45 09:47
3000m Steeplechase Men Round 1 Heat 3 09:32 09:37 A & B 09:38 09:44 A & B 09:54 4 09:59 10:02 10:04
800m Women Round 1 Heat 1 09:55 10:00 D 10:01 10:07 D 10:15 1 10:20 10:23 10:25
800m Women Round 1 Heat 2 10:03 10:08 E 10:09 10:15 E 10:23 1 10:28 10:31 10:33
800m Women Round 1 Heat 3 10:11 10:16 F 10:17 10:23 F 10:31 1 10:36 10:39 10:41
800m Women Round 1 Heat 4 10:19 10:24 G 10:25 10:31 G 10:39 1 10:44 10:47 10:49
Discus Throw Men Qualifying Group B 10:22 10:27 C & D 10:28 10:34 C & D 10:44 4 10:48 11:18 11:20
800m Women Round 1 Heat 5 10:27 10:32 A 10:33 10:39 A 10:47 1 10:52 10:55 10:57
800m Women Round 1 Heat 6 10:35 10:40 B 10:41 10:47 B 10:55 1 11:00 11:03 11:05
400m Hurdles Men Round 1 Heat 1 10:54 10:59 E 11:00 11:06 E 11:14 1 11:19 11:23 11:25
400m Hurdles Men Round 1 Heat 2 11:02 11:07 F 11:08 11:14 F 11:22 1 11:27 11:31 11:33
400m Hurdles Men Round 1 Heat 3 11:10 11:15 G 11:16 11:22 G 11:30 1 11:35 11:39 11:41
400m Hurdles Men Round 1 Heat 4 11:18 11:23 A 11:24 11:30 A 11:38 1 11:43 11:47 11:49
400m Hurdles Men Round 1 Heat 5 11:26 11:31 B 11:32 11:38 B 11:46 1 11:51 11:55 11:57
100m Women Round 1 Heat 1 11:44 11:49 C 11:50 11:56 C 12:04 1 12:09 12:13 12:15
100m Women Round 1 Heat 2 11:52 11:57 D 11:58 12:04 D 12:12 1 12:17 12:21 12:23
100m Women Round 1 Heat 3 12:00 12:05 E 12:06 12:12 E 12:20 1 12:25 12:29 12:31
100m Women Round 1 Heat 4 12:08 12:13 F 12:14 12:20 F 12:28 1 12:33 12:37 12:39
100m Women Round 1 Heat 5 12:16 12:21 G 12:22 12:28 G 12:36 1 12:41 12:45 12:47
100m Women Round 1 Heat 6 12:24 12:29 A 12:30 12:36 A 12:44 1 12:49 12:53 12:55
100m Women Round 1 Heat 7 12:32 12:37 B 12:38 12:44 B 12:52 1 12:57 13:01 13:03

図４　東京2020の競技時程・招集時刻 図５　東京2020における抗議事例
No. DATE NOC EVENT REASON / DESCRIPTION Protest Appeal

1 30-Jul FRA M3000mSC Ht.1 TR17.2 OBSTRUCTION ⇒ DECISION STANDS. NO APPEAL Yes No

2 30-Jul AUS M3000MSC HT. 3
TR17.4 LANE INFRINGEMENT ⇒ REINSTATE ATHLETE BY video 
Referee. Athlete steps inside the straight line after water jump.

Yes No

3 30-Jul GER W800M HT. 3 TR17.2 OBSTRUCTION ⇒ DECISION STANDS ⇒ APPEAL DENIED. Yes
Yes. Appeal 

denied.

4 30-Jul BDI W5000m
Claims TR17.2 obstruction ⇒ however, she was DQed for TR17.4. 
Stepping on the kerb a few times. during the race. Made an 
appeal but denied.

Yes
Yes. Appeal 

denied.

5 30-Jul USA Mx 4×400mR

Claims that athlete was not "properly placed" in the relavant 
position of the Exchange Zone. Referee decision stands, team 
appeals. Jury decides that Athlete was not placed properly in 
position. Appeal Approved. US reinstated.

Yes
Yes. Appeal 
approved.

6 30-Jul DOM Mx 4×400mR

TR24.20 Changing position after the team entered the final bend. 
At the Exchange Zone, athlete was placed outside, despite their 
team entered the final bend in 2nd position. The Athlete moves to 
the second position after being guided to her position outside. 
Athlete DQed. Referee decision stands. Appeal made to jury, the 
athlete was not correctly positioned by official. DOM reinstated 
by Jury.

Yes
Yes. Appeal 
approved.

7 30-Jul FRA M3000mSC
Protests for being impeded. Referee says this is a normal race 
incident, results stand. No Appeals.

Yes No

8 31-Jul JAM W400mH Heat 4

Starting block was malfunctioning as it gave problems settling in 
the grooves. It did not snug in the groove. This impacted her start 
negatively we request that she be reinstated and advanced to the 
next round. Result stands. Athlete had much time to set her 
starting blocks properly.

Yes No

9 31-Jul GER Mx 4×400mR
Germany requests to be entered in Lane 9. USA and DOM should 
remain as DQ. USA and DOM's decision remains but Germany 
picked up to Lane 9 by Jury.

Yes
Yes. Appeal 
approved.

10 31-Jul
POL/BEL/

ESP/
Mx 4×400mR

USA baton change outside the zone. Unfair advantage, male 
runner ran 420 meters and female runners ran 380 meters. DMR 
cuts in during the exchange. Decision stands. Protests filed late. 
Appeal is denied. The jury has deliberated at length and 
considered all of the available evidence including video footage 
and statements of officials. In light of all of the circumstances, 
surrounding the exchanges in the 4x400m mixed relay, the jury 
has determined that a fair approach is to advance the Top 8 
teams with valid performances and the USA team to the final. In 
the absence of any compelling new evidence, this decision 
stands.

Yes.
Yes. Appeal 

denied.

11 30-Jul BDI W5000m Ht. 2
DQ for Lane Infringement. Athlete steps on the kerb. Video 
shown. Decision stands. Appeal is filed but denied.

Yes.
Yes. Appeal 

denied.

12 31-Jul TTO M100m SF

Protest: Both athletes 11.00 with different wind speeds. We are 
requesting that the athlete with the negative wind reading the 
first, and requesting the revision of placings and/or the inclusion 
of the athlete in Lane 9. Wind is not a protestable item. The jury 
reviewed the appeal and notes that the method for breaking ties 
for last qualifying positions is laid out in Rule 21.5. Wind readings 
are not considered; rather times to thousandth second are the 
basis for deciding which athlete advances. The appeal is 
therefore denied. The jury noted that the matter was raised in the 
TIC at 20:08 and that considerable time elapsed before it was 
dealt with. The jury will discuss how to improve the timely 
responsiveness to protests and appeals by the TIC and others 
involved in the process.

Yes.
Yes. Appeal 

denied.

13 31-Jul IRL Mx 4×400mR

USA and DMR reinstated due to official error. Germany advanced 
also and should be included in last 3 seed. This should be 
considered on making lane draw. Ireland are disadvantaged as a 
result. Request: Redraw of lanes. As 6th seed in we expect lane 3 
or lane 8. JURY: In the course of making decisions on other 
appeals of the 4x400 mixed relay, the jury decided that the draws 
for lanes for the final be based on times and places of teams as 
recorded in the semifinals. The TDs acted accordingly and in 
accordance with Rule 20. The appeal is rejected and the start list 
remains as published.

Yes.
Yes. Appeal 

denied.

14 31-Jul NED Mx 4×400mR Final Reviews video. No protest. No. No.

15 31-Jul EOR M800m Heat 3

Referee's decision stands. Brought up to Jury: James was in 
good position and was stepped on the foot which made him fall 
and rank last James wants a chance to race fairly. Requests: 
Revise the referee decision and allow James to advance. Jury: 
Jury reviewd the video of the incident and concluded that the 
EOR athlete contributed to his fall by cutting in at an acute angle 
and too close to other numbers (notably athlete #1807 ESP). For 
this reason the Jury rejects the appeal and the result stands as 
originally published.

Yes.
Yes. Appeal 

denied.

16 31-Jul IRL M800m Heat 5
Athlete Mark English in Heat 5 was impeded in early part of the 
race. We would like to see video.

Sees 
video. No 
protest.

No.

17 1-Aug AUS Men 800m SF3

Protests for Athlete being "seriously affected" by unintentional 
obstruction under Rul 17.2.1 by the fall in front of him. Riseley's 
progress seriously impeded in that he had to take 2 - 3 stutter 
teps which slowed him alsmot to stop, then had to move laterally 
to avoid the fall. Results stand due to race incident. Jury 
reviewed the video footage of the race and the incident in 
question. While the jury agrees Jeff Riley was affected by the 
falling/fallen athletes, the jury does not believe the athlete was 
sufficiently adversely affected to warrant advancement of the 
final. Appeal denied.

Yes.
Yes. Appeal 

denied.

18 1-Aug GBR Men 800m SF2
Protests for obstruction and requests TR17.21 be applied to 
advance to the next round. Result stands.

Yes. No.

19 1-Aug BOT Men 800m SF3
Referee decided to qR the Athlete before protest. Another 
athlete's fall resulted in the fall of this BOT athlete. TR17.2.1

No. No.

20 1-Aug USA Men 800m SF1 Protests for Impedement. Result stands. Yes. No

21 1-Aug AUS Men 800m SF1 Protests for obstruction. Result stands. Yes No

22 1-Aug ALG Men 400mH SF3
Protests for another athlete's fall causes the athlete to sway and 
"seriously affected". Referee says not seriously affected, result 
stands.

Yes No

23 1-Aug IRE Men 400mH
Claims another athlete's trail leg did not clear hurdle. The video 
shows otherwise. Referee upholds result. No appeals

Yes No

24 1-Aug POR Women SP
Shot measurement looks short. POR coach taken to VDM room to 
v iew 4th and 6th round throws.  VDM ITO was present. 
Measurement correct.

Yes No

25 1-Aug ESP Women 3000mSC

The athlete was obstructed unintentionally by another athlete 
laying on the ground who procured the fall of athlete Robles 
when the group was still compact. Rule 17.2.1 applies. The 
athlete 1776 is advanced to the final by Ref. Decision. qR.

No. No

26 1-Aug POR Women 1500m

Protests for being impeded. She was stopped due to an athlete in 
the front and requests to advance to the next round. Referee 
rules that this was a race incident. The jury reviewed video of the 
race leading up to the incident, the incident and the remainder of 
the race. the jury concluded that the Portuguese athlete's ability 
to complete the race successfully was significantly affected by 
the manner in which the Morroccan athlete left the race, 
impeding in particular the Portuguese runner. The jury directs 
that the Portuguese athlete should be advanced to the 
semifinals.

Yes
Yes. Appeal 
approved.

27 1-Aug NGR Women 100mH
Protests for athlete impeded by the athlete in lane 7 who hit a 
hurdle and in the process hit her arm and thereby throwing her 
off balance. Results stand.

Yes No

28 2-Aug KEN Women 1500m
Protests for athlete being tripped and fall down immediately after 
the bell at within 400m to go. Referee already decided to qR the 
athlete before protest.

No No

29 2-Aug KEN Men 3000mSC
To ascertain whether the ETH protest affects Kenyan athlete. No 
DQs.

No No

30 2-Aug ETH Men 3000m SC
Claims Kenyan athlete obstructs Ethiopian athlete before the last 
water jump and requests athlete to be in 3rd position. Referee 
decision stands. No appeals were filed.

Yes No

31 3-Aug CZE Women 200m See video of CZE athlete stepping on the line. No protest. No No

32 3-Aug JOR Women 400m Heat 2

Claims breach of 17.3.1 lane infringement not seen. Reviews 
video and sees the athlete stepping on the line. DQ decision 
stands. Appeal is done but rejected. Claims that stepping on line 
did not give athlete advantage however, such advantage is 
irrelevant in lane infringement.

Yes
Yes. Appeal 

denied.

33 3-Aug AUS Men 1500m Heat 2

Obstruction from POL Lewandowski's fall and Edwards' progress 
impeded and requests athlete to be advanced to SF. Referee 
decision stands. Appealed. Several occassions of jostling 
instigated several athletes with varying impacts on the 
perpetrators and other athletes. The jury did not observe that the 
AUS athlete was sufficiently affected to warrant advancement to 
the next round.

Yes
Yes. Appeal 

denied.

34 3-Aug POL Men 1500m Heat 2
qR17.2.1. Athlete was pulled from another athlete causing the 
fall. Advance to the final.

No No

35 3-Aug GBR Women 400m
Athlete has been disqualified. Video clearly shows athlete steps 
on the line. Results stand. No further Appeals.

Yes No

36 3-Aug SWE W LJ
Claims that AUS athlete steps on plasticine. Video shows not. 
Jump is valid.

Yes No

37 3-Aug ESP Men 1500m Heat 2
Athlete forced to avoid falling of athletes on two occassions. 
Athlete affected twice by actions / falls of other athletes. Athlete 
qR. Track Ref.

No No

38 3-Aug QAT Men 1500m Heat 2
Athlete fell in race and could not continue race. DNF. Requests 
advancement to SF. Referee decision stands. Action does not 
comply with rules to be advanced to the SF.

Yes No

39 3-Aug GBR Men 5000m Heat 1

Protests that athlete was pushed aside in the final straight and 
requests athlete to be advanced to the next round. Referee 
decision stands. Appeals. Acknowledges jostling but not enough 
to advance the athlete. Appeal denied.

Yes
Yes. Appeal 

denied.

40 3-Aug KEN Men 5000m Heat 1
Athlete pushed and fell on the final lap and requests to advance 
athlete to the next round. Decision stands.

Yes No

41 3-Aug BRN Men 5000m Heat 2
Athlete pushed and fell down when he was 4th or 5th position. 
Advances athlete from BRN. Athlete was impeded due to fall by 
another athlete which he could not avoid.

No No

42 4-Aug USA Women 1500m SF 1
Claims that McGee was obstructed. Referee decides the athlete 
was significantly affected and advance athlete to the next round 
as qR.

No No

43 4-Aug KEN Women 1500m SF 1
Protests that athlete was tripped and requests to be advanced to 
the next round. Referee deciedes this as race incident, no change 
in results. Team did not appeal.

Yes No

44 4-Aug ITA Women 1500m SF1
Protests that athlete had to avoid the crash of other athletes and 
significantly affected/ impeded. No change in results. Appeals, 
jury reviews video but not enough to award advancement.

45 4-Aug GER Women 15000 SF 1
Protests athlete was obstructed by the crash of other athletes. 
Referee rules the results stand. Jury reviews but not affected 
significantly to justify advancement. Appeal denied.

Yes No

46 4-Aug JPN Men 110mH SF3
Claims impeded by athlete in next lane, by hand. Contact could 
not be confirmed from video. No protest.

No No

47 4-Aug AUS Men DEC LJ
Claims the measurement is short. Video measurement shown. 
The measurement is correct. No changes in result.

Yes No

48 5-Aug JAM Men 110mH Final
Request to see the photo finish. Team claims that Jamaican 3rd 
place athlete should be 2nd. Sees photo finish, no further 
protests.

Yes No

49 5-Aug POL Men 1500m SF2
Poland requests to see video with athlete losing his shoe. Athlete, 
qR to the Final 17.2.1.

No No

50 5-Aug CHN Men TJ Final

Requests to see video measurement well after the posting of the 
final result. (Evening). Consulted with TD if viewing of the 
measurement possible. However, this request could not be 
granted as the measurement equipment has been taken down 
after all of horizontal jump events have finished. Mentioned that, 
although inconclusive (video measurement no longer available) 
there could be a possibility of athlete's clothing or body part may 
have slightly touched early.

After 
protest 

time limit
No

51 5-Aug ITA Women 4×100mR
Italy requests to see video to see the baton exchange for 
Jamaica and review the contact made by Japan for impedement. 
No change in results.

Yes No

52 6-Aug RSA
Men 4×400mR 

Heat 2
Sees video, no protest. 3rd leg from RSA tripped from behind by 
COL

No No

53 6-Aug KEN 5000m Final
Requests to see video 1 hour after posting of result. Kenya 
understood that they cannot protest but wanted to see the video. 
Video Refree rejects this request.

Yes No

54 6-Aug SUI Women 4×100mR
Requests to see lane infringement in W4x100mR Lane 5, second 
change, runner number 3, inside line. Sees video, no protest.

No No

55 7-Aug ETH Women 10000m
Protests the DQ TR17.3.2. Sees video, Video Referee says result 
stands. No further appeals.

Yes No
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　2017年11月の競技役員（ＮＴＯ）資格取得研修会の結果を受
け、私は東京2020オリンピック・パラリンピックについては道
路競技担当の総務員ということで活動を開始することになった。

「オールジャパン」体制が唱えられていたものの、道路競技につ
いては、地元の東京陸協の関わりが必要ということでの人選で
あったかもしれない。
　そこでの最初の目標となったのが、2019年９月に開催が決定
していたマラソングランドチャンピオンシップ（以下、ＭＧＣ）
の開催と、それに向けての体制づくりであった。ＭＧＣは男女
２位までが東京2020のマラソン代表に内定する大会としての位
置づけと同時に、東京2020マラソンのリハーサル大会でもあっ
た。スタート・フィニッシュを除いては本番と同じコースに設
定されており、ＭＧＣの運営体制が、基本的にはオリンピック
の競技運営体制を方向付けることになっていた。
　2018年５月31日に東京2020マラソンコースが発表された。
その後の最初の課題は、ＭＧＣ、しいては東京2020マラソンの
競技役員体制を決めることであった。一般的な日本のマラソン
大会では、審判資格を持った競技役員がコース上に立ってコー
スの監察をする。しかし、オリンピックにおいては前回開催の
リオデジャネイロをはじめとして、コース上の人員は必要最低
限とされ、配置されるとしてもボランティアのみ。競技役員が
配置されることはほとんどない。さらに、オリンピックにおけ
る競技運営の決定権は、あくまで国際競技団体［陸上競技の場
合は世界陸連（ＷＡ／ 2018年当時は国際陸連＝IAAF）］にあり、
開催国はその決定に従うことになっていた。
　当時のマラソンのスポーツマネージャーと競技役員体制に関
し、最初に打合せを持ったのが2018年８月である。それから、
９月、11月と組織委員会、日本陸連、東京マラソン財団を含め
た協議の中で、競技役員体制の大枠が定まってきた。
　その内容は、①スタート･フィニッシュの国立競技場内はトラ

ック＆フィールドのＮＴＯが業務を行う。②コース上に関して
は新たにＮＴＯを増員し、コース監察と飲食物供給所の業務を
行う。③それ以外のコースの安全確保に関してはボランティア
が行うが、その中には審判員資格を持った東京陸協の公認審判
員も競技ボランティアとして参画する、の３点である。
　この時、コース上のＮＴＯの必要性に関して根拠となった
のは、競技規則のうち道路競走のレース管理に関する現在の
TR55.9 ～ 55.11と、水・スポンジおよび飲食物供給所に関す
るTR55.8である。これらの条文を基に、コース上でショートカ
ットが起きる可能性のある直角に曲がる交差点や、競技者が離
脱する可能性のあるトイレの設置箇所、そして飲食物の受け取
りに関して違反行為の起こる可能性のある飲食物供給所に、ジ
ャッジを下す資格のあるＮＴＯを配置する必要があるとしたの
である。
　これについては、鈴木一弘スポーツマネージャーのご尽力に
よって2019年２月にようやくIAAFにも認められ、道路競技に
おけるＮＴＯの大幅な増員が達成できた。このことは札幌にコ
ースが移った際に、結果として非常に役立つことになる。
　その後、2019年４月29日と30日に改めて道路競技担当のＮ
ＴＯ資格取得研修会が開催された。道路競技のＮＴＯに関して
もトラック＆フィールドと同様、オールジャパン体制で2020年
時に年齢60歳未満という前提が踏襲された。

札幌会場の道路競技運営について
東京陸上競技協会競技運営委員長
野末雅文 NOZUE Masafumi

1ＭＧＣOverview of MGC

MGC本番

　2019年５月に道路競技担当のＮＴＯ49名が発表された。東
京のコースを基に監察員、飲食物供給所を中心に67名のＮＴＯ
の増員を想定していたので、予定より若干少なかったものの、
このメンバーを加えたかたちでＭＧＣに望むこととなった。
　ＭＧＣの競技役員編制に関しては、基本的に日本陸連で行わ
れ、私自身はMeeting Manager（大会総務）として従事すること
になった。また当初の計画通り、スタート・フィニッシュ及び
技術総務系統はトラック＆フィールドのＮＴＯ、コース関係は
道路競技のＮＴＯが割り当てられることになった。
　ＭＧＣの状況が競技運営サイドに本格的に伝わってきたのは、
７月11日の主任会議からである。東京マラソンを運営している
東京マラソン財団が中心となって準備は進められており、その
概要がこの時に示された。ただ、この時点で競技運営マニュア
ルは作成されておらず、鈴木スポーツマネージャーからその原
案が示されたのは８月１日なってからである。
　ここからが私にとっての正念場となった。競技運営マニュア
ルをチェックし、修正箇所および検討箇所の洗い出しと関係者
への確認・修正依頼、そして関係者から送られてくる改訂版の
校正の連続である。それに加えて、８月からはＭＧＣに関する

会議・説明会が数多く組まれるようになっていた。私としては、
出席が義務づけられない会議の説明会でもオブザーバーとして
時間の許す限り参加することとした。そこで配付される資料や
説明の内容が他の会議（特に競技役員関係）の内容と整合性が
とれているかを確認したかったからである。特に、ボランティ
アへの説明と競技役員（ＭＧＣでは監察員以外のコース審判員
は東京陸協の競技役員を委嘱していた）への説明、服務内容に
齟齬がないかについては特に注意した。これら会議・説明会の
内容・議事を基本にマニュアルを再度チェックし、より良いも
のができるよう注力をした。
　総務・総務員の役割として競技役員に対する会議・説明会を、
いかに取り仕切り、いかに参加者に理解してもらい、いかに当
日スムーズに業務を遂行してもらうかが、重要であると私は感
じている。個人的には、人前で話をするのが苦手な方なので、
担当部署の責任者には、事前に説明事項を割り振り、当日は準
備した内容を説明してもらうようにしている。ＭＧＣについて

　東京2020マラソン・競歩の札幌への開催地変更のニュース
が届いたのは、ＭＧＣが開催された翌月のことであった。この
一報を聞いた時は、まさかと思うと同時に、開催地には決定権
がないという「またか」という思い、そして、「せっかくここま
できたのに、どうして」というなんとも言えないむなしさを感じ
た。ＮＴＯ以外の多くの東京陸協の審判員にとって、開催都市
であるにもかかわらず、オリンピックの競技運営に直接関われ
るのは道路競技のみであったため、これではオリンピックが行
われても何も残らないという矛盾も感じた。
　その後、11月１日に正式に札幌でのオリンピックのマラソン・
競歩の開催が決定した。それからは、当然のことながら特に何
のアプローチもなく、私個人としては、オリンピックは何か他
人事であるかのような気さえしていた。
　年が明けて、本来であればオリンピックイヤーである2020年
２月、新型コロナウイルス感染症の発生と世界的な感染拡大が
起こり、多くの競技会が中止、延期となる中、東京2020につい
ても３月25日に正式に延期が決定された。
　通常では絶対にありえないような事態が起きてしまう東京
2020。新型コロナウイルスによる延期については、札幌への開
催地変更ほどのショックはなかった。むしろ、ここまで予測不
能なことがいろいろ起きると、どうにでもなれという気分であ
った。

札幌マラソンフェスティバル

　2020年は競技会の中止、延期への対応、そして競技会が開
催されるとなれば、感染症対策の立案と、新型コロナウイルス
感染症に翻弄された。東京では７月に東京選手権、８月にセイ
コーゴールデングランプリと、かなり早い段階で競技会を開催

2札幌への変更と延期、そして本番へChange to Sapporo

したこともあり、具体的な感染対策の面、そしてセイコーゴー
ルデングランプリでは初めて陸上競技で国立競技場を使用する
といった部分でも注目を集め、それに対する企画・準備に追わ
れた。
　そのような中で、８月４日に東京2020マラソン・競歩のキッ
クオフ会議が陸連事務局で開催された。ここで初めて組織委員
会、日本陸連、北海道新聞、北海道陸協との顔合わせと概要の
説明が行われた。本番までの濃密な期間をともにすることとな
る組織委員会の長澤氏、石田氏、北海道新聞の高野氏、小山氏
とは、ここが事実上の初顔合わせであった。
　ただ、実際のところこれ以降は、特に情報が提供されること
もなく時は過ぎ、12月になって、鈴木スポーツマネージャーよ
り2021年５月５日に札幌でマラソンのテストイベントが行われ
ることが通知された。そして、2021年２月にテストイベント参
加の意向調査が行われ、オンラインでの情報共有会が開催され
たのは３月９日であった。ここで初めて、テストイベントの札
幌マラソンフェスティバルの開催概要と競技役員編制を知るこ
ととなる。
　競技役員に関しては、ＭＧＣを経験した各都道府県選出の道
路競技担当ＮＴＯに、新たに北海道選出のＮＴＯも加わるかた
ちとなった。４月16日の事前打ち合わせを経て、22日に２度目
の情報共有会が行われ、ここで競技運営概要（マニュアル）が
示されるに至った。2020年の６月に、前任の陸連競技運営委員
会の岩崎氏が辞退されたための後任として、オリンピックのマ
ラソン・競歩に関して、私はこの時Competition Directorという
立場にあった。しかし、札幌にはこの時まで行ったことがなく、
土地勘もない上に、札幌に開催が決まってからの状況や経緯も
まったくわからない。そのため、競技運営概要に関してのみ確
認作業を開始した。

5 Competition Management
競技運営

は、60歳未満等という年齢制限もあり、総務員や監察員主任も、
今まで大きな大会では経験のない人を抜擢したが、期待以上の
成果を発揮してもらえたのではと考えている。
　ＭＧＣ前日のコース管理合同最終ミーティング、ＮＴＯ全体
会議を無事終えた。ＮＴＯはもとより、本番を見据えてコース
の東京陸協の競技役員も60歳未満ということもあり、この種の
普段の会議とは異なる熱気も感じられ、大会当日（９月15日）
を迎えることになった。
　当日は、オメガ（オリンピックのリハーサルとして計測を担
当）の準備したピストルに不具合が生じ、スタート時刻が遅れる
といったアクシデントはあったものの、ＮＴＯ及び競技役員サ
イドでの問題はなかった。天気も良く、大会終了後、競技役員
として従事した人の顔は皆晴れ晴れとしており、大きな大会を
やり遂げたという充実感にあふれているように感じた。私自身
も、このときは本番に向けての手応えを感じたが、まさかこの
後に波乱の展開が待ち受けているとは予想できなかった。
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　北海道新聞の高野氏は北海道マラソンの開催にも携われてい
たため、そのノウハウの蓄積があり、マニュアルはわかりやす
くレイアウトされていた。そこに、ＭＧＣやその他のマラソン
の経験を基にした確認や提案をさせていただき、短い期間の中
でご対応いただいた。
　2021年５月５日、札幌マラソンフェスティバルは、新型コロ
ナウイルスの感染再拡大が懸念される中で開催された。ハーフ
マラソンと10kmの部が行われ、ハーフマラソンはオリンピック
本番コースの１周目の大きな周回コースを使用するものであり、
オリンピック代表選手を含むエリートランナーが参加した。一
方、10kmの部は、当初はエリートランナーと市民ランナーの参
加で行われる予定であったが、新型コロナの感染拡大に伴い、
エリートランナーのみでの実施となった。
　新しいコース、新しい体制で望んだテストイベントであり、
滞りなく終了はできたものの、実施したことによって本番に向
けて数多くの課題が浮き彫りになってきた。

本番に向けて

　この大会を終えて着手したのは、競技役員体制の再構築であ
った。
　まず、スタート・フィニッシュ周りの競技役員の増員と、役
割分担の徹底である。ＭＧＣではトラック＆フィールドのＮＴ
Ｏがスタート・フィニッシュ部分を担っており、十分な人数が
確保されていた反面、この大会では競技者係、出発係、マーシ
ャル、ＰＥＣ係は兼務となっており、特に招集所での業務や、
スタート地点への誘導に支障をきたしていた。また、ウォーミ
ングアップエリアを管理する競技役員も置かれておらず、その
対応にもこれらの競技役員が当たっていた。この部分は、通常
の市民マラソンでは問題とはならないかもしれないが、エリー
トランナーのみの大会では結果として、トラック＆フィールド
の方式に近づけた方がよかった。
　そこで、競技者係とＰＥＣ係は兼務するものの、マーシャル
と出発係は独立させた。競技者係はスタート前には招集所での
任務に専念し、フィニッシュ後はＰＥＣ係としてミックスゾー
ンからＰＥＣＲ（ポストイベントコントロールルーム：場所と
してはスタート時の招集所）までの管理を行うこととした。そ
して、マーシャルにはウォーミングアップエリアの管理と、招
集所からスタート地点までの誘導、途中棄権者の対応、フィニ
ッシュテープ、フィニッシュからミックスゾーンまでの管理を
行ってもらい、出発係とスターターにはフィニッシュ後はメダ
ルハンターもしくは決勝審判業務を兼務してもらうこととした。

スタート・フィニッシュ付近では、女性競技者への対応やテレ
ビカメラに映り込む可能性も高いことから、スタート･フィニッ
シュに関係する部署では、できる限り男女同数になるよう配慮
した。そのようなことで、ＭＧＣやテストイベントではコース
上で監察や飲食物供給に携わっていた方のうち、多くの方にス
タート・フィニッシュ周りに移っていただくことになった。
　また、コース上との無線系統については、コースの設営・撤
収の確認、コース上のアクシデントや、エリアスタッフについ
て連絡するエリア長との連絡と、規則違反を報告する走路監察
員（ＮＴＯ）からの情報系統をＭＧＣと同様に分離した（途中棄
権者情報についてはどちらからも連絡を受ける）。エリア長との
連絡をコース管理担当総務員として北海道陸協の方にお願いし、
走路監察員からの情報についてはＭＧＣでも対応した監察員主
任の方に競技者管理担当総務員を兼務するかたちで、再度その
ポジションで任務を担っていただくこととした。
　競歩に関しては、かつての日本記録保持者でもあり、プロパ
ーである組織委員会の石田大介（旧姓：池島）氏に、ほぼお任
せであった。JRWJの資格を持つ方は、競歩においてはIRWJの
補佐、周回記録、ペナルティーゾーンといった競歩特有の業務
に携わることが決まっていたため、マラソンについては主とし
て、周回や飲食物供給所の業務をお願いした。
　札幌の道路競技は、８月５日に男子20km競歩（16：30ス
タート）、８月６日に男子50km競歩（５：30スタート）と女子
20km競歩（16：30スタート）を行い、８月７日に女子マラソン

（当初は７：00スタート）、８月８日に男子マラソン（７：00ス
タート）を行う日程となっていた。真夏の暑さの中、特に５日
から７日まではタイトなスケジュールが組まれていた。そこで
暑い中、長時間立ち続けることになる監察員の方については、
20km競歩と50km競歩に従事する人を分ける措置もとった。
　長澤氏、石田氏、高野氏、そして北海道陸協の大会総務の方
に、これらの提案についてご理解をいただき、競技役員編制が
確定するに至った。
　５月下旬から７月の大会直前までは、リモートでのＮＴＯの
への情報共有会、主任会議、各分科会とそれに向けての打ち合
わせ、そしてマニュアルの確認作業と細部の懸念事項への対応
と、オリンピック準備に向けての対応一色となった。特に、私
はマニュアルの競技注意事項、ＮＴＯの業務内容に力点をおい
て作業を行った。長澤氏、高野氏、石田氏と頻繁なメールのや
りとりを行いつつ、確認作業を進めていった。この期間、私で
さえかなり時間をとられていたので、組織委員会や高野氏の仕
事量はどれほどのものであったか想像がつかない。
　そして、７月30日に再度、札幌入りすることになる。

　東京2020に関しては、コロナ禍の中での大会ということで競
技役員についても行動規制がかけられた。30日の夜にホテルに
チェックインして以降は、業務での乗り物を用いての移動以外
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の外出は禁止となっている。そのため、徒歩でホテルを出るこ
とはできず、街中を散歩することさえできない。競技会場まで
徒歩圏内であるにもかかわらず、タクシーの利用が義務づけら
れる。朝の食事は、ホテルのビュッフェであるが、昼と夜はホ
テル自室での弁当という生活であった。
　31日は大会会場の視察と、夜にはコース上のレコードライン
塗布の立ち会いを行い、１日はマラソンのドレスリハーサルと
自動車でのコース確認を行った。札幌といえども、スタート付

近の昼間の気温計は33度を示すといった状況である。
　３日にほとんどのＮＴＯも札幌入りし、ウエアの配付も行わ
れ、本番モードが高まってくる。４日の午前中は会場の見学、
そして、午後からは交通規制を本番並みに拡大して競歩のドレ
スリハーサルが実施された。ここでの大きな課題は、招集所か
ら選手をスタート地点に向かわせ、スタート地点での整列、有
力選手の紹介を行ったうえで、最終的に定時にスタートをさせ
ることである。この一連の流れを翌日に控えた男子20km競歩の
予定時刻で行った。それぞれの部分での確認作業も行われたた
め、当初の予定時刻にはスタートはできなかったが、実際に行
ったことで、各部署のＮＴＯも時間的な感覚をつかめてきたよ
うであった。

男子20km競歩

　８月５日はいよいよ最初の種目、男子20km競歩が16時30分
にスタートする。当日の午前中は、会場に来て部署ごとの確認
と準備を行う。一旦ホテルに戻って昼食を摂った後、13時30分
に再度会場入り。この日の最高気温は33度。照りつける日差し
が熱い。
　14時頃から、選手村からのバスの到着が始まる。そこで大き
な問題が持ち上がる。準備していた「氷」がなくなりそうだとい
う報告が、競技運営本部にもたらされたのである。暑さのせい
で、各国の選手団が大量の氷を持っていってしまい、選手村か
らのバスが2台到着した時点で、用意していた氷がほぼなくなっ
てしまったのだった。至る所から「氷はどうしたのか？」という
催促が本部に入り、その対応に追われた。結果、しばらくして
対応できる製氷業者が見つかり、遅ればせながら事なきを得た。
　そうこうしているうちにスタート時間が迫ってきた。心配し
ていたスタートも無難に行われた。道路競技の運営においては、

「定時にスタートさせること」と並んで、スタートした競技者数
が、フィニッシュした競技者数と途中棄権した競技者の合計と
合致すること、また途中棄権した競技者が確実に収容されてい
るかがポイントとなる。男子20km競歩は、当初のスタートリス
ト通り57名の参加で行われた（オリンピックという競技会の性
格上、会場での突然の欠場ということはなく、全種目にわたっ
てスタートリストの人数でスタートは行われた）。
　競歩に関しては、コース管理・競技者管理の総務員２名体制
で、エリアと監察員のＮＴＯからの無線、飲食物供給担当総務
員が各パーソナル、ゼネラルテーブルからの無線を受けること
でコースの状況を把握するかたちをとった。レースが始まって
少し立つと、「○○番の選手が止まった」「○○番の選手がうず
くまった」「嘔吐をした」「再び歩き出した」等さまざまな情報が
飛び込んできた。その都度、競技本部内の別系統で救護や清掃
チームと連絡をとり、対応に当たっていた。本人からの申告ま
たは救護チームの判断でリタイア確定の連絡が入ると、こちら
から一斉無線で発報をし、その内容を記録センターで集計、Ｄ
ＮＦとして発表となった。競歩に関しては歩型違反による失格
もあるので、その場合は競歩審判員から記録センターに失格者
情報が伝えられ、記録センターから本部にその内容が伝達され
るという流れで情報が共有された。
　競技終了後、ＴＤからは氷の不足、嘔吐への対応ということ
で指摘はあったものの、最初にしては非常に良い運営であった
との評価をいただいた。この後、19時にバスで会場を出発し、
ホテル自室で夕食の弁当と20時15分にリモートでのブリーフィ

ング。そして、すぐに山場の８月６日を迎える。

８月６日の男子50km競歩と女子20km競歩

　男子50km競歩のスタートは朝５時30分である。ＮＴＯの会
場入りはスタート３時間前に設定されており、２時30分会場入
りのため、ホテルからのバスは２時15分には出発する。そのた
め睡眠を含め、休める時間は短い。それに加え、この日の札幌
は記録的な暑さとなった。
　スタートの５時30分時点のコンディションは気温25度、湿度
86％、参加者は59名である。レースが始まると、コース上から
無線で前日よりも早い段階から、たくさんの情報がもたらされ
ることになった。「止まりそう」「止まった」「うずくまった」「起
き上がれない」「救護が必要」「嘔吐している」。７時30分を過
ぎると、対応する３名の総務員の声が、競技運営本部内に常に
響き渡る状態となっていた。結果、ＤＮＦ10名、ＤＱ2名、フ
ィニッシュした人数は47名であった。
　男子50km競歩については、レース自体も過酷ではあったが、
競技終了後にもアクシデントが起きた。札幌で行われる種目に
関しては、メダルが授与される表彰式（Medal Ceremony）は東
京の国立競技場で行われるものの、レース終了後、入賞者に対
し、花束を贈呈するセレモニー（Venue Ceremony）が行われる
ことになっている。メダルハンターには、３位までの入賞者の
動向を常に追いつつ、Venue Ceremonyに導くという任務があ
る。そこに、札幌入りしてから１つのミッションが追加される
ことになった。
　オリンピックのセレモニーにおいては、各チーム（各国）の公
式のジャージでの参加が義務づけられている。しかし、選手は
フィニッシュ後、ユニフォーム姿でミックスゾーンにおいてイ
ンタビュー等を受けている。そのため、この間にチームテント
に行って、チーム関係者からその選手のチームジャージをピッ
クアップしてくるという任務である。前日の男子20km競歩にお
いては、２位と３位が日本人選手だったこともあり、その対応
はうまくいき、Venue Ceremonyはレース終了後、速やかに行
われた。しかし、今回はそうはいかなかった。チームテントに
行ってもチーム関係者はいない。やっとチーム関係者を見つけ
たところ、何と優勝した選手がチームジャージを会場に持参し
ていなかったのである。
　チームジャージを着用しない以上、セレモニーは行えない。
そこで選手村のホテルまでチーム関係者にチームジャージを取
りに行ってもらうことになった。これには本部からアールビー
ズの前島信氏がアテンドをした。タクシーでの往復であるが、
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札幌のメインストリートを交通規制している以上、周辺道路は
大渋滞である。なかなか戻って来られず、Venue Ceremonyは
予定よりも90分以上遅れて行われた（ちなみに前島氏はこの日、
女子20km競歩のスタート前にも、ある外国の選手がチームユ
ニフォームを忘れ、それにも付き添ったため、この日は２度選
手村をタクシーで往復することになった）。女子20km競歩のス
タートは16時30分のため、午後の会場入りは13時30分である。
本来は少しホテルで休養ができるはずであったが、昼食を摂っ
てのとんぼ返りとなった。
　午後に競技運営本部へ戻ってくると、ここで待機していた組
織委員会や北海道新聞の方の様子が何となくおかしなように思
えた。次に行われるレースに集中するというよりも、何か別の
方向に意識がいっているかのようであった。その理由は、電話
での応対や話の節々から、少しずつ呑み込めてきた。
　不穏な雰囲気の中、女子20km競歩はスタートした。しかし、
競技運営本部に長澤氏の姿はない。午前中の状況を経験したせ
いか、コースとのやりとりも比較的落ち着いているかのように
思えた。このレースでは途中、コースからトランスポンダーが
落ちているとの連絡が入った。その番号は日本人選手のもので
あった。記録センターにもその旨を伝え、対応をしてもらった。
トランスポンダーが外れると、マットで情報が読み込めないた
め、途中経過が表示されない。ただ、フィニッシュは写真判定
装置で判定しているため問題はない（途中、選手から監察員に
トランスポンダーが外れていても大丈夫かの質問もあったよう
で、それについては問題なしとの回答をしてもらった）。このレ
ースは、前の２レースと比較すると、だいぶ落ち着いていたこ
ともあり、レース終盤に私自身はじめて、ＦＯＰに面した歩道
に出向いた。ＶＩＰ席には、国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）
のトーマス・バッハ会長、ＷＡのセバスチャン・コー会長、東
京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会の橋本聖
子会長の姿も見ることができた。
　先頭がフィニッシュし、競技運営本部に戻ってしばらくする
と、長澤氏より神妙な面持ちで「話があります」と言われた。そ
して「明日の女子マラソンのスタート時刻が１時間繰り上がり、
６時00分とすることが決まりました。」と告げられた。

スタート時刻の変更と女子マラソン

　午後の状況から薄々気がついてはいたが、暑さを避けるため
という理由でのスタート時刻の繰り上げである。女子マラソン
のスタート時刻は８月７日の７時00分で、札幌での開催が決ま
った時からすべてのことは動いてきた。選手はもとより、マラ
ソンには非常に多くの人が関わる。影響はボランティア、警備、
関連施設、物品、車両、報道等すべてのものに及ぶ。すべてが
７時を前提に準備され、連絡も段取りもすべてが終わっている。
それをこの前日の、しかもスタート予定の12時間前に決めるな
ど、あり得ないことが起こり続けてきた東京2020マラソンをま
さに象徴する出来事となった。
　ＷＡのコー会長がチームテントエリアに各国のチーム代表者
を集めて了承を得た後、正式に６時00分スタートが決定した。
その後、ＮＴＯ全員を集めて、その内容について長澤氏から説
明が行われた。説明と協議の結果、少しでも休養する時間が必
要ということで、リモートでのブリーフィングをせず、当初の
スケジュールをすべて１時間早めて行うことが決まった。
　マラソンでは、監察や飲食物供給所のＮＴＯはコース上の配

置先に散らばってしまうため、スタート４時間前にホテルを出
発するスケジュールが組まれていた。そのため、当初は午前３
時の予定であったが、繰り上げに伴い、午前２時にホテル出発
の想定となった。しかし、急な決定のため、車両自体の手配が
間に合わず、結果として２時30分～３時00分からの動き出しと
なった。競技運営本部に着くと、組織委員会や北海道新聞の方
は、すでにそこにいた。徹夜で連絡等の対応にあたっていたと
のことである。
　女子マラソンでは、スタート時刻の変更以外にも大きなアク
シデントがあった。それはスタート前の招集所での出来事であ
る。招集開始はスタート30分前、招集完了はスタート20分前に
設定されている。
　招集所ではアクレディテーション（ＡＣＲ）での本人確認、Ａ
ＣＲの預かり、ユニフォーム・持ち込み禁止品の確認、トラン
スポンダーの反応チェックが行われる。招集所内で選手は１列
に並んで、これら一連のチェックを受けて、招集所から出てく
る。日本人選手は招集所の入口の最後部に並んでいた。しかし、
招集完了時刻が過ぎ、他の外国人選手は招集所から出てきてい
るのに、スタート15分前になっても日本人選手は出てこない。
そこで、招集所審判長に確認をしたところ、次のようなことが
判明した。
　日本人選手のアスリートビブスには暑さ対策のため、さまざ
まな大きさの穴が多数開けられていた。TR5.9の規定から、日
本チームはそれを認められると考えていたのに対し、ＴＤとＩ
ＴＯはそれは認められないとしたため、招集所を通過できなく
なっていたのである。他の選手はスタート地点への移動を開始
してしまい、時間がない。急遽、アスリートビブスの再発行を
決定し、ビブス再発行用のプリンターのあるＴＩＣに向かった。
　この時、スタート10分前。そこからプリンターでアスリート
ビブスを発行する。この時のプリンターの速度がいかに遅く思
えたことか。ＴＩＣはチームテントエリア内の中でも招集所か
ら最も離れたところにある。１枚印刷するごとに、ＮＴＯが１
人ずつそれを持って招集所に走って行く。６枚目を印刷し終え
たのがスタート５分前。かろうじて間に合ったという状況であ
った。東京に帰ってから、テレビの録画でスタート場面を見た
が、選手はそのようなことが裏であったことなど微塵も感じさ
せず、スタート地点に立っていたのが驚きであった。
　スタート後、少ししてからコース上から無線が入る。路上に
トランスポンダーが落ちているとの連絡であった。ナンバーを
確認すると、また日本人選手のものであった。そして記録セン
ターにそのことを告げると、５kmのチェックポイントで、その
選手以外にもトランスポンダーに反応がない選手がいるので確
認をしてくれとのことであった。その番号を聞くと、またも日
本人選手のものであった。この段階では途中棄権者もなく、そ
の選手はテレビ画面で確認できる。こちらもトランスポンダー
が外れたようであり、もし路上に落ちていたら回収するようお
願いをした。中継を見られた方で、各チェックポイントで日本
人選手が通過した際に、画面上で途中順位や記録が出てこなか
ったのを不思議に思われた方もいるかもしれないが、原因はこ
のためである。
　スタート時刻を早めているとはいえ、６時00分時点の気温は
25度である。そして湿度も高い。マラソンからは本部内にメデ
ィカルの無線チームも同居し、連携をとるようになっている。
コースは大周回を１周と、北海道大学構内を中心とした小周回
を２周するコースとなっている。競歩の往復１km、２kmコース

　私の役割としては、組織委員会とＮＴＯの橋渡しとして、組
織委員会に対して競技運営サイドからの疑問点や検討事項の提
示と、それを解決するための提案をする一方、ＮＴＯに対して
は、必要な業務の洗い出しをした上で、それぞれの分担ごとの
業務を明確にしていくことであったのかと思う。それがどこま
でできていたかは、現場のＮＴＯの方の判断によると思う。
　ただ、はっきり言えるのは、今回の東京2020道路競技を乗り
越えられたのは、各都道府県から集まったＮＴＯの方の能力と
意識の高さであった。今まで経験したことのない部署に配属さ
れた方も多かったと思うが、積極的にコミュニケーションを取
り、事前に業務内容を理解し、現場ではSＮSも活用してリア
ルタイムで情報を共有し、的確に動いていただいた。札幌に入
ってからも、新たな業務や見落としていた業務が出て、その都

4オリンピックを終えてAfter TOKYO 2020
度お願いをすると、快く引き受けていただいたり、忙しくて手
の回らない部署があると、時間が空いている部署の方が自発的
に動いてくれたりもした。
　例を挙げれば、競歩の監察員に関して20kmと50kmでシフト
を分けたが、シフトに入っていない人も、率先して追加的な業
務や他の部署のサポートを行っていた。今回は特に、スタート
時刻の変更をはじめとする予期せぬ変更や、突発的な事態も多
かった。それらに対しても事態を冷静に受け入れ、臨機応変な
対応をしていただいた。
　この間の札幌は、選手にとって過酷な条件であったと同時に、
ＮＴＯにとっても過酷なスケジュールとコンディションであっ
た。しかし、厳しい条件下で乗り切ったからこそ、充実感と達
成感が得られたのではと思う。
　私自身、東京2020道路競技に関わることが決まってから約３
年半、山あり谷あり、やり甲斐もあった反面、むなしさ、やる
せなさも感じた。しかし、終わってみれば携わって良かったと
いうのが実感である。この思いを共有し、今後につなげられれ
ばと感じるところである。

5 Competition Management
競技運営

とは異なり、走れなくなった選手をいかに早く収容するかも課
題である。
　しかし、周回コースの上、特に北海道大学の構内の道幅は狭
く、構内でレースが進行している限りは、大型のアスリートピ
ックアップバスは入ってはいけない。それでも、救急を要する
場合については、救護車両がその中をレースに支障をきたさな
いよう向かっていかなければならない。自ずと現場を含めた連
携が必要になってくる。
　40 ～ 50分ほどしてくると、コースからの無線が入り出し、
本部内は、にわかに騒々しくなってくる。連絡を受ける総務員
の声が大きくなる。いろいろな選手の状態がアップデートされ
て入ってくる。その中には救護要請もある。最終的には88名の
出場者に対し、15名の途中棄権者が出た。
　女子マラソンにおいては、パーソナルドリンクの取り間違い
に関しての抗議があった。国名のＡＢＣ順にパーソナルドリン
クが並べられているのだが、そこの国名が表示されているサイ
ンの前と後ろでボトルを取り違えた選手がおり、取られた選手
のチームから抗議が出た。これについてはＴＩＣとＴＤで対応
した。
　レース終了後のVenue Ceremonyに向けての入賞者の確保、
ジャージのピックアップ、入賞者及びチーム関係者に対する説
明、そしてセレモニーの実施という流れについては、回を重ね
るたびに洗練されていった。
　いろいろなことがありつつも、女子マラソンは無事終了し、
怒濤の３日間が過ぎた。あとは翌日の男子マラソンを残すのみ
である。この日の午後は、ひとときの休息がとれた。

男子マラソン

　８日の男子マラソンに関しては、スタート時刻の変更もなく
（これが当たり前なのだが）、当初の予定通り進んだ。コース上
への車両が午前３時00分、会場へのバスが午前３時30分にホ

テルから出発する。本部のスタッフも、昨日までとは異なり、
表情もすっきりとしている。
　４時30分にウォームアップエリアがオープン。少しすると選
手も徐々に入ってくる。６時30分に招集が開始され、滞りなく
終わると、６時50分にスタート地点への誘導開始。スタート地
点に整列の後、有力選手の紹介、そして７時00分スタート。一
連の流れは完璧だった。
　男子マラソンスタート時のコンディションは気温26度、湿度
80％。前日とほぼ同じ条件だが、風が強い。組織委員会から
エリアに対し、風が強い場合にはシンボルマークの入った幕等
を、鉄柵やテーブルが倒れないようにそこから外してもよいと
の指示も出た。出場人数は106名。スタート序盤、５kmを過ぎ
た時点で早くも、選手の異常を知らせる無線が入ってくる。そ
れからの本部は戦闘状況であった。8.9km付近で最初の棄権者
が出て、メディカル要請が入ったのを皮切りに、刻一刻と異な
るナンバーの選手の状況が矢継ぎ早に入ってくる。「歩き出し
た」「止まった」「うずくまっている」「動けない」「収容車を待
っている」「メディカルを寄越してほしい」。中間地点に行く前
に、すでに10名以上の途中棄権者が出る。記録センターからも
ＤＮＦの照会が入り、そのナンバーを読み上げる。その後も無
線からの連絡は途絶えず、新たな選手の情報が次々と入ってく
る。担当総務員やスタッフの声が本部内に響き続ける。
　男子マラソンに関しては最終的に30名もの棄権者が出た。フ
ィニッシュした競技者の中でも、そのまま医務室に直行するケ
ースも多く（入賞者の中にも医務室から出られない選手がいて、
セレモニーの開始も少し遅くなった）、非常に過酷なレースとな
った。
　Venue Ceremony終了後、会場内にいるＮＴＯに集まってい
ただき、最後のミーティングを行った。マラソンという性格上、
コース上のＮＴＯが集まれなかったのは非常に残念であったが、
組織委員会、ＴＤから最後の言葉をいただいた。特にその中で
も高野氏のスピーチは印象的だった。
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　国立競技場は、オリンピックに向けて2016年12月に着工し、
2019年11月に世界陸連（ＷＡ）クラス１認証及び第1種公認陸
上競技場として竣工した。
　施設用器具委員会に話が持ち込まれたのは2016年５月で、公
益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委
員会（組織委員会）より競技場内の電気設備等のハンドホール
の位置について意見照会があった。ハンドホールの位置は、競

技施設の配置により左右されるので、競技施設の配置の協議を
依頼し、所有者である独立行政法人日本スポーツ振興センター

（JSC）を含めて７月から10月まで協議をした。
　その後、競技場施設の施工業者が決まり、2018年３月に競技
施設の投てきサークル等の埋め込み物の確認の連絡、規則改正
による施設や配置変更があり、10月から協議を再開した。また、
整備、検定等について組織委員会、ＪＳＣと情報共有を図った。

国立競技場と札幌会場の設計協議について
施設用器具委員会委員長
高木良郎 TAKAGI Yoshiro

1オリンピックに向けた国立競技場の設計協議Olympic stadium design consultation

6Stadium Administration
施設用器具

国立競技場の概要１

 ・１周400ｍ、直線Ｌ＝84.390ｍ、半径Ｒ＝36.500ｍ、９レ
ーン、内水濠、インフィールドは天然芝107ｍ×71ｍ
　ＷＡ施設マニュアルにある標準プランを基にしている。
 ・競技場の基本理念は、（１）アスリート第一、（２）世界最高の
ユニバーサルデザイン、（３）周辺環境等との調和や日本らしさ、
となっている。2016年７月から（１）、（２）を念頭に協議を進
めたが、スタンド等の設計が終わり、おおむねの競技施設の配
置が決まっている状態からのものとなった。また、第１種公認
が取れ、その上でＷＡ認証クラス１を取得する施設とすること
が求められ、施設配置に細心の注意を払った（写真１）。
 ・サーフェイスは、当初ウレタン仕様となっていたが、オリン
ピック、世界選手権の多くの競技場で採用されている合成ゴム
でMONDO社のモンドトラックWS-TYが採用された。競技施設
もMONDO社の提供となっているが、固定障害物、棒高跳ボッ
クス、踏み切り板、粘土板、囲いは、日本製の施設と互換性が
なく、日本製品がモンド社に納入され、競技場に提供された。
 ・舗装材の色は、視覚障害者でも見やすいようにレンガ色とな
った。テレビ映りを良くするため、トラック外側に黒色の舗装
の帯となっている（写真２）。オリンピック、世界選手権では映
像への配慮がされている。

競技場のマーキング２

 ・ＷＡ仕様のマーキングとなる。2018年にリレーゾーンの改正
があり、再協議時に修正をした。国内では300ｍスタートライ
ン、300ｍＨの表示を入れるが、オリンピックでは必要としな
いので、大会終了後に国内の競技場と同じようにマーキングを
することとした。
 ・1500ｍ、5000ｍ、10000ｍスタートラインを1.5ｍ延長で
きるよう走路と同じ舗装厚みとした。オリンピックでは5000ｍ、
10000ｍでのグループスタートが採用されずに、テクニカルデ
レゲート（技術代表／ＴＤ）よりの４ｍのスタートラインの延長
を指示された（写真３）。ＴＤはグループスタートではなく、一
斉スタートすることを考えていたようだった。大会時のＴＤの
指示は絶大であった。
 ・2021年５月のテストイベント終了後、ＴＤよりオリンピッ
ク用マーキングとするため、走高跳支柱台、バック側棒高跳助
走路・支柱台、囲いのポイントの消去とＢゾーン棒高跳助走路

（実線）の塗布の指示があった。このほか、スタートラインに種
目名（ＷＡ仕様にはない）の塗布とオリンピック・パラリンピッ

クのロゴ塗布があった。ロゴは芝生にも塗布された。大会終了
後消去したラインは復元された。追加したロゴ等のマーキング
は消去すると見栄えが悪くなるので、改修するまで存置するこ
ととした。

内水濠（障害物競走）３

 ・国内の競技場の水濠は、ほとんどがトラックの外側に配置さ
れている。海外では内水濠が主流で、外水濠はオーストラリア
くらいとなっている。
 ・内水濠の場合はバック側からスタートとなり、１周目は水濠
を跳ばずに通常のレーンを走り、２周目に内水濠に向かうこと
になる。海外の水濠に向かう走路は、縁石を置かない距離計算
で算出し、コーンで区切っている。世界選手権でも選手が間違
えて走ってしまうこともあった。日本では縁石を置く計算で距
離を算出しているので、スタートラインの位置に違いがある（競
技規則では、縁石あり、なしどちらも設置が可能となっている）。
 ・内水濠に向かう縁石は、専用の差し込み式縁石を作成した。
選手通過後に通常の縁石を外し、内水濠の縁石に置き換えた。
スムーズに１周目からの切り替えができ、間違える選手もなく、
オリンピックでは初めて内水濠専用の縁石が使われた（写真４）。
 ・水濠の蓋は、走高跳の助走を始める位置付近となり、選手が
助走しやすいよう走高跳の位置を移動した。
 ・Ｂゾーン、棒高跳のマットから縁石まで１～ 1.5ｍの離隔を
確保したかったが、37cmの近さとなってしまった。MONDO社
から大きなマットが提供されることになっていたが、通常のマ
ットに変更をしていただいた。ＴＤからは競技には問題ないと
の言葉をいただいた（写真５）。

写真１　国立競技場

写真２　テレビ用の黒い全天候舗装 写真３　10000ｍ
のスタート延長

写真４　内水濠専用縁石

写真５　棒高跳マットと縁石の離れ
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走高跳マットの間隔４

 ・2016年度の規則改正で助走路幅が16ｍに定められ、２面同
時に競技ができるようにしなければならない。競技日程からど
ちらのゾーンでも２面同時に競技が可能としなければならない。
Ｂゾーンでは水濠があり、この場所を避けて助走ができるよう
にしておかなければならない。また、走高跳は踏み切り部分の
舗装を厚くする箇所がある。
 ・ＷＡ認証競技場では、走高跳の位置の勾配を計測するが、支
柱台のマークは入れない。また、競技会ではＴＤが走高跳の位
置を決めることになる。
 ・2016年に、この変更を取り入れた協議をした。競技日程が円
盤投と走高跳２面が同時、円盤投、砲丸投と走高跳が同時にＡ
ゾーンで行われることが判った。Ｂゾーンでも、２面同時に競技
が行わる。日本の競技会では、このような組み合わせは行われ
ないが、オリンピック、世界選手権では行われている。
 ・競技日程を考慮した配置を2018年に再協議し、ＴＤが位置
を動かしても踏み切り部分の厚みが確保できる位置に変更した

（図１）。また、水濠を避けて助走ができる位置に変更した。
 ・オリンピック時には、ほぼ想定した場所にＴＤの指示があった。

走幅跳・三段跳のピットの間隔５

 ・協議に入った時には、スタンド等の設計が終わっており、走
幅跳、三段跳の着地場所（砂場）の一部が見えない観客席が出
てくることがわかった。
 ・メイン側ではトラックとの間にテレビのカメラレールを設置
することもあり、メイン側での利用はできない。
 ・バック側では、２箇所同時（ＷＡでは２つの砂場）に競技が
できるようすることになる。スタンド側に寄せると砂場が見え
ない観客席が出てくるので、限りなくトラック側に寄せ、２本
の助走路の間隔もＷＡ施設マニュアルにある最低の間隔とした。
スタンド側の踏み切り判定の審判員は観客席側に位置すること
になった（写真６）。
 ・パラリンピック（視覚障害Ｔ11、Ｔ12）の幅3.5ｍの砂場は、
バック側のトラック側に設置することになった。
 ・この配置で着地場所（砂場）の見えない観客席が最小限に抑
えられた。

円盤投・ハンマー投サークルの位置６

 ・円盤投、ハンマー投用サークルの位置は、投てき角度と囲い
の大きさに左右される。円盤投、ハンマー投投てき方向につい
て2016年度規則改正で危険範囲が新たに示され、安全確保の
配慮が規定された。
 ・投げられた投てき物の危険範囲とトラックとの離隔を考慮し
て、サークルの位置を決定した。ハンドホールの位置も囲いの
位置から移動をした。

囲い７

 ・投てき用囲いは、国立競技場が多目的利用のため、海外で採
用されている埋め込み式の囲いの採用はしない方針であった。
組織委員会の調整より、ニシスポーツ社製の囲いがMONDO社
に納入され、提供されることになった。採用の条件は移動式囲
いなので、使用しない時には撤去することになっていた。
 ・ニシスポーツ社が囲いの改良を進め、納入予定と同じ囲いが
出来上がり、2019年７月に新青森県総合運動場陸上競技場の

検定時に組み立てた状態を確認して、競技を見やすくするため
設置・撤去・移動がしやすくする課題、問題点、改良点の提案
をした。ＷＡからも観客からの見やすさや風の影響による安全
性の追加注文があり、ＷＡ、組織委員会、ニシスポーツで協議
の結果、移動式でなく、組み立て式の囲いとなった。
 ・2020年３月に円盤投用囲い、４月にハンマー投用の囲いの試
作品を神宮外苑の投てき練習場予定地でニシスポーツ社が組み
立てをして、さらに改良をした。観客から見やすくするため支
柱を支える部材をなくし、土台を重さで支える形となった。見
やすさは格段に向上したが、組み立て式になり、相当の時間が
かかることになった。
 ・2021年４月に完成品を投てき練習場予定地にニシスポーツ
社が組み立てた。使いやすくするため軽微な改良をすることと
なった。土台の位置を出すのに時間がかかり、設置するのに３
時間程度かかった。
 ・大会中は、技術総務チームと投てき係で設置撤去をする予定
であったが、設置撤去に時間がかかり、設置撤去の回数が多く、
本来の審判活動に影響が出ることから、ニシ・スポーツ社が組
み立て作業を行い、審判員は組み立て前の部材の搬入やネット
の昇降などを手伝う役割とした。
 ・オリンピックでは、７月28日（大会２日前）に初めて国立競
技場に完成品の組み立てをした。設置に時間がかかる土台の位
置は、テレビに映らないように黒マジックでマーキングして時
間の短縮をした。円盤投用とハンマー投用では囲いの寸法が違
い、競技に合わせて設置替え、利用しない時には撤去を行うこ
とになり、大会中に７回の設置撤去を行った。オリンピックで
利用しない時に囲いがないのは近年では初めてである。また、
設置時間は、大会前半ではテレビカメラの取り付けもあり、設
置替えするのに午前２時までかかっていたが、後半には慣れて
きて40分程度まで短縮された（写真７、８）。
 ・パラリンピックは円盤投用囲いが２プールから１プールに変
更された。オリンピック用の囲いは土台が重く、芝生には置け
ないので、国立競技場にある移動式の囲いを利用することにな
った。大会中、10回の設置撤去、移動があった。

サブトラック８

 ・サブトラックは、日本陸連などから常設の希望が出されてい
たが、仮設で神宮外苑の軟式野球場・テニスコートに設置され
ることになった。サブトラックの隣には投てき練習場が非公認
施設として設置された。第１種公認陸上競技場では補助競技場

（第３種公認）が必要となるので、第３種としての協議をすすめ、
オリンピックスタジアムウォームアップトラックとして整備さ
れた（図２）。
 ・軟式野球場とテニスコートの上に盛り土を行いトラックの地
盤を作り、国立競技場と同じモンドトラックWS-TYが敷設され
た。１周400ｍ、直線Ｌ＝84.390ｍ、半径Ｒ＝36.500ｍ、８レ
ーン。
 ・投てき種目は隣接する投てき練習場を利用するので、跳躍種
目の利用でトラック練習に干渉しないように、半円部分と砂場
横の舗装範囲を広くする配置とした。ウォーミングアップでは
多くの選手が来ていたが、トラックと跳躍が干渉するトラブル
はなかった。
 ・テニスコートの人工芝に盛り土をしているので、水濠が造れ
ず、障害物競走の練習には、水濠枠の大きさをペイントして移
動障害物を置くことになっていた。しかし、練習するのに水濠
が欲しいとのことで、深さ25cmの水濠となった（写真９）。
 ・第３種公認陸上競技場には、所定の用器具が必要となる。予
算削減が大命題の折、公認が廃止されている味の素スタジアム
の用器具が準備された。
 ・この他、練習場は代々木競技場（第３種）、江戸川区陸上競
技場（第３種）を利用した。選手村に近い夢の島競技場（第２
種）での利用を提案したが、アーチェリー会場のセキュリティ関
係で諸室を利用するとのことで、かなわなかった。

検定９

 ・2019年11月２日～４日にＷＡクラス１認証、第１種、第３

図１　走高跳配置検討案 図３　サブトラックと投てき練習場の配置写真６　バック側砂場の配置 写真９　サブトラックの水濠

写真７　組み立て状況

写真８　ハンマー投用囲い

6Stadium Administration
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種の検定を日本陸連の検定員、技術役員が行った。クラス１認
証のフィールドテストは、11月６日～７日で一般財団法人カケ
ンテストセンターが行った。
 ・ＷＡ認証の検定は、認定された第三者機関が行うことになっ
ている。日本陸連の検定員、技術役員は、計測を認定されてい
る。ＮＦで認定されているのは、日本とスペインのみである。
ＷＡ認証では全種目の全レーンごとの距離を確認した。１周の
距離（１レーン）は、400.020、100ｍは100.004であった。
　カケンテストセンターは日本で唯一の認定された検査機関で、
厚み、衝撃吸収、垂直変位、平坦性、滑り検査を担当した（写
真10）。
 ・オリンピック、パラリンピックの開会式のためインフィール
ドの芝生を剥がしてあり、終了後すぐに芝生を敷き直した。計
測をしてＷＡに報告をした。芝生を敷く技術は高く、一晩で完
成をした。オリンピックは、世界一流の選手が投てきするので、
砲丸やハンマーの落下場所は大きな穴ができた。特に砲丸投は
狭い範囲に落下するので、傷みは激しかった。
 ・パラリンピックの混合リレーのアンカー（車いす）のリレーゾ
ーンを40ｍとするために、大会前に角度計測によりトラック内
側と外側にマークをしておいた。

その他10

 ・オリンピックは「ショー」であることが徹底されていた。無数
のテレビケーブルがあり、ＴＤからは見た目をよくするために
全天候舗装のシートや人工芝で養生する指示が多くあった。全
天候舗装の調達に組織委員会が奔走した。
 ・やり投助走路は男子予選で舗装の切り欠きが激しく、ＴＤよ
り決勝前に氷で助走路を冷やすよう指示があった（写真11）。
１時間半程度冷やした。舗装面は固くなったが効果はわからな
かった。ドイツの選手の切り欠きが多かったが、助走路が柔ら
かく踏ん張りがきかないと言っていた。この選手は、宮崎での
ドイツ事前合宿でも助走路を氷で冷やしていたそうである。
 ・オリンピックに向けて、高木が2016年にリオオリンピックの
テストイベント視察、2017年に世界選手権（イギリス・ロンド
ン）技術総務視察（技術総務と行動を共にする）に派遣。その後、
米岡氏に2018年Ｕ20世界選手権（フィンランド・タンペレ）視
察、山口・米岡氏が2019年世界選手権（カタール・ドーハ）、
渡辺氏がパラ世界選手権（アラブ首長国連邦・ドバイ）に競技
役員（技術総務）として派遣させていただいた。2019年１月よ
り技術総務、副技術総務で勉強会を７回、技術総務系会議を８
回行い、オリンピック・パラリンピックで必要なことを事前に
理解し、準備を進めた。派遣で得た経験や知識がオリンピック・
パラリンピックの競技運営に大きく役立った。
 ・オリンピック、パラリンピックとも無観客でテレビ放映によ
り何億人もの方が視聴されましたが、普段見られない一流選手
の緊張感やパフォーマンスを国立競技場で見られる状態ならよ
かったなと感じた。コロナ禍が収まった時に多くの方が見られ
る大会が開催されることを期待しています。

マラソンコースの設定１

 ・2017年よりＭＧＣコースを国立競技場発着のコースとして
協議を進め、予備計測などについての打ち合わせを行っていた。
2019年９月15日にＭＧＣが行われ、ＷＡより計測員に指名さ
れたデビット・カッツ氏（アメリカ）が来日し、ＭＧＣのフィー
ドバックと本大会計測に関するミーティングを行っていた。し
かし、10月18日にＩＯＣより猛暑対策としてマラソン・競歩を
札幌で開催すると発表された。11月１日には、オリンピック開
催まで約９ヵ月というタイミングでの開催地変更が、日本陸連
からリリースされた。札幌市に対して組織委員会から説明が行
われた。コースについては、札幌市、組織委員会とＷＡで協議
が行われ、概要が決定した。
 ・11月18日には道路関連として道路補修の基準の確認や計測
についての説明が札幌で行われた。12月にはコースの下見と画

2札幌マラソン・競歩コースの協議Discussion of Sapporo venue

像でのコースコンデションを確認し、除雪をすると補修する箇
所は増えるが、補修箇所の洗い出しをした。大会時には、多く
の箇所補修がされていて、轍はなかった。
 ・マラソンコースは、大通り公園を発着として高低差は少ない。
8.4km付近の南平岸がスタートより20ｍ程度高い。創成川通で
はテレビ中継の関係ではトンネルは使わないことになった。北
海道大学構内で曲がりが多いが木陰がある。南門が狭く、中継
車の走行に注意が必要となる。道庁内では走行コースを設定す
るためコーンが必要となった。札幌駅前通に出るところは歩道
の切り下げが必要であった。ガイドラインは、自転車道のマー
クが青色のため緑色の破線で１週間前の７月31日マークされた

（写真12）。大会後に消去された。
 ・競歩コースは大通り公園を発着として、札幌駅前通を往復す
る１kmコースと２kmコースを設定した。
 ・折り返しは、選手が歩きやすい半径４ｍを確保した。２kmコ
ースの第２で折り返しは交差点内となり、半径８ｍと広くした。

この交差点は路面電車の線路が横切り、ＴＤと組織委員会が確
認して、線路の隙間に蓋をすることにした。

検定２

 ・2020年10月９～ 11日にカッツ氏（Ａ級国際道路計測員）と
日本の計測員、福島信久（Ａ級）、苅込英昭（Ａ級）、菅野靖史

（Ｂ級）計測員が計測をした。日本陸連検定員、北海道陸協が計
測の手伝いをした。
・９日は午前６時より北海道大学構内で自転車計測の基準とな
るカリブレーションコースの設定をした。
 ・10日は、午前０時30分にマラソンコースのプレカリブレーシ
ョンコースの計測を始め、多くの報道陣の中、午前１時よりコ
ースの計測を開始した（写真13）。コースが逆走となる箇所も
あり、４箇所のブロックに分けて計測をした。交通規制通り（信
号で停まる）の計測となるが、何度もストップするのでカッツ
氏が怒り出した。海外では、警察が先導して信号では停まるこ
とはないそうである。ススキノがブロックの切り替え場所で交
通規制について再度説明をしたが、深夜であるが人通りが多く、
外国人をいじめていると間違えられ人だかりとなってしまった。

 ・計測後は距離調整を行い、正規な位置に距離ポイントを設
定した（写真14）。ポイント修正は日本のメンバーに任された。
30kmポイントはポイント用センサーを入れるところにマンホー
ルがあり、カッツ氏の指示の下、センサーが干渉しない１ｍ程
度移動して設定した。
 ・11日は午前３時30分に競歩コースのプレカリブレーションコ
ースの計測を始め、４時よりコースの計測を開始した。
・競歩路は大会前日に、コース設定したあとに再度計測をした。

その他３

 ・大会時は、カッツ氏（ＴＤ兼務）と苅込氏が国際自転車計測
員、福島氏が技術総務となり、当日のコース設定とコース確認
をした。
 ・８月３日にはマラソンの設定したポイントの復元を行い、大
会に備えた。
 ・８月７日の女子マラソンでは、前日の夜に急遽スタート時刻
が１時間前倒しになった。交通規制は１時間前倒しにならず、
ＴＤのコース確認は、コース設営完了の状態で行うことができ
なかった。技術総務があとから確認することとなった。

6Stadium Administration
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写真12　ガイドライン 写真13　自転車計測状況 写真14　５kmポイントの表示写真10　衝撃吸収、
垂直変位検査

写真11　助走路を氷で
冷やした
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東京2020オリンピック（以下、東京2020）での
それぞれの役割について教えてくださいQ

平野　私と岩瀧は五輪開催時は強化普及部強化育成課で勤務
し、東京2020では日本陸上選手団全体をマネジメントする「渉
外」を務めました。派遣期間中の最も大きな役割としては、大会
関係の情報収集、共有と、抗議をするなど競技中に何か問題が
起こった場合の対応。競技外では、選手たちは選手村への出入
り、味の素ナショナルトレーニングセンター（以下、ＮＴＣ）や
サブトラックの利用、トレーナーのケアなどそれぞれのタイミ
ングで行動するので、その調整が中心です。コーチング、メデ
ィカル、広報的な業務以外はすべてやる、という感じですね。

　渉外の重要性を感じたのが、2016年のリオデジャネイロ・オ
リンピックの男子50km競歩です。荒井広宙選手（当時・自衛
隊体育学校／現・富士通）が３番目にフィニッシュしたのです
が、終盤のエヴァン・ダンフィー選手（カナダ）との銅メダル争
いの中で接触があったことから、カナダ側から抗議があり、１
度は失格の裁定が下りました。しかし、日本もカナダから抗議
が出るであろうことを想定して、麻場委員長を始めいろいろな
立場の人がその専門性を生かして、エビデンスを持った上で上
訴し、結果として銅メダルを取り戻したという経緯があります。
そこで東京2020でも、選手団の内外の連携や、全体を俯瞰的に
見て足りないところを補う役割として、私たち2名が渉外として
選手団入りしたということです。主に岩瀧が国立競技場でトラ

事務局が果たした
東京2020の役割・サポート

強化普及部強化育成課課長 平野　了 HIRANO Ryo

強化普及部強化育成課 岩瀧一生 IWATAKI Issei

経営企画部広報課課長 高橋祐哉 TAKAHASHI Masaya1事務局の役割The role of the secretariat

ック＆フィールドの対応をし、私が札幌で競歩、マラソン対応
をしました。
岩瀧　海外での大会であれば、ホテルに着いたら部屋の数が足
りないと言われたり、ルームリストを急遽変更したりといった
対応もしますし、バスが時間通りに来ない時に運営側とスムー
ズにいくように交渉することも。喜びも悔しさも、すべて一体
となって感じられることはやりがいの一つです。
平野　常に選手団として何が必要かを考えて動く仕事内容なの
で、大会期間中は睡眠時間も短くなってどんどん疲弊していく
のですが、選手の結果が出れば、やっぱりうれしいですよね。
ただ、メダルを取った場合、次にどんな業務が発生するか、広
報にどういう対応してもらわなければいけないのか、オフィシ
ャルウエアは用意できているかなどいろいろと考えないといけ
ないことがあり、純粋なうれしさや喜びとは違う感じですね。
とはいえ、うれしい悲鳴ですが（笑）。
高橋　私は経営企画部広報課の所属で、東京2020でも広報と
して日本選手団に入りました。大きな役割は選手が競技終了後
に必ず通る取材エリア「ミックスゾーン」、メダルを獲得した場
合のメダリスト会見をはじめとしたメディア対応、それから陸

上チームJAPANの情報発信やＰＲです。広報も東京と札幌の両
方に対応できるよう、私と和賀美咲の２人体制でした。
　メディア対応に関しては、ミックスゾーンでメディアの人に
よりスムーズに取材してもらうこと、同時に選手がいかに良い
状況で取材を受けられるかをコーディネートすることが主なと
ころ。次のラウンドに進む選手には、取材が長くならないよう
に調整するなど、選手の今後につながるように意識しながら対
応していました。その中でも、レース後の選手に最初に会う役
割なので、どんな声かけをしようかというのはいつも悩んでい
ました。この他では、オンライン取材や入村時、メダル獲得時
会見などのセッティング。陸連独自のものや、日本オリンピッ
ク委員会（ＪＯＣ）と連携したものも日々調整していきました。
　情報発信・ＰＲでは、選手団の中にいるスタッフだから撮れ
る選手の裏側や、ウォーミングアップや試合に向かう直前の様
子やメッセージなどを撮影し、サイトやＳＮＳにアップするこ
と。また、各選手のレポートやリザルトなど、陸上ファン、関
係者やスタッフを含めて選手を支える人たちにとって、「こうい
う情報があったらいいな」というものをイメージして発信してい
きました。
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東京2020までの過程を振り返ってくださいQ

平野　2013年に東京2020が決まり、ワーキンググループも立
ち上がりました。東京2020で結果を残すことがもちろん前提
にはありながらも、本連盟の組織としてそれだけではなく、東
京2020の先に何を残すのか、東京2020を契機に何を取り組む
のかということも考えていました。これまで、過去を振り返る、
過去のデータを整理して何かを作るといったことがなかなかで
きなかったので、最初の方向性としては良かったのではないか
と思います。その中から『タレントトランスファーマップ』の作
成が進み、そこから派生して『競技者育成指針』を策定するこ
とができました。これらは、東京2020後に何をするか、という
点でプラスになったものであり、東京2020があったからこそ取
り組めたことだと思っています。
　具体的な強化に関しては、オリンピック、世界選手権、アジ
ア大会と毎年のように開かれる国際大会に追われていましたし、
東京2020が近づいてきたら、国際大会の出場資格に紐づくワー
ルドランキング制度が始まるなど、世界陸連（ＷＡ）が決めたこ
とへの対応がすごく求められました。2016年のリオデジャネイ
ロ・オリンピックに向かうまで、一時的に国際大会で厳しい結
果になるなど苦しい時間もありました。そのムードを一気に変
えてくれたのが、リオでの4×100ｍリレーの銀メダル。これが
起爆剤となって、東京2020へとつながっていったのではないで
しょうか。

2東京2020までの過程と役割を終えてThe process to TOKYO 2020 and the end of the role

　ただ、その中で、十種競技・右代啓祐選手の2019年ドーハ
世界選手権における代表選考問題（代表内定後にエントリー不
可となり、後にインビテーションで出場）など、選考基準に関す
る課題にも直面しました。選考要項については、この10年で大
きく変わったと思います。アスリート委員会が立ち上がったこ
とによって、アスリートの立場から見える課題も意見をもらえ
ましたし、整理できました。これは東京2020に向かう過程の中
で、すごく重要なものでした。アスリート委員会と、問題が起
きた時の対応、その課題を今後に残さないための取り組みを一
緒に考えることができたことは非常に良かったと思います。
岩瀧　確かに、ＷＡからの方針等に対して、強化委員会では、
強化戦略部、アスリート委員会、事務局も交えて諸々対応して
いく毎日でしたね。それと、「東京2020を契機に」ということ
で言えば、いろいろなシステムを良い意味で変えられたことは、
非常にプラスなのではないかと思います。東京2020は無観客、
ロード種目の札幌移転、女子マラソンのスタート時間変更など
選手によっては不利益なことも起こり、あまり良いイメージは
残ってないかもしれません。ただ、そういったシステム作りの
面では、「東京2020」を契機にいろいろと改善することができた
と感じています。
高橋　東京2020という、我々の世代には二度とないくらい良い
タイミングを使って、陸上競技をどれだけ価値のあるものにで
きるか、選手の表情を広く届けられるか、といったことにこの
数年来いろいろと試して、ここで最大化できるように取り組ん
できました。ですが、いろいろなことが「普通にはできなかっ

※役職は大会当時
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た」という悔しさが残っています。コロナ禍なので選手も、ファ
ンも、支える人も、みんながそれぞれ情報をどのように出して
いくかをすごく悩みながらやっていました。だからこそ、私た
ち広報チームとしては選手の表情や、その活躍の裏側をしっか
りと発信していこうと決めました。苦しみながらでしたが、選
手たちのがんばり、それを支えるスタッフがいたこと、コロナ
禍で大会を運営してくれた人たちがいたことを発信していくこ
とができました。合宿などではチームJAPANをどう露出するか。
公開練習で広く伝えていただくだけでなく、中に入っている強
化のスタッフとも連携して、選手たちの動画や写真を出せたと
いうのは、財産になったと思います。それに対して「勇気をも
らった」といった反応が結構あったので、今後のプラスになって
いくのかなと思います。東京2020は、今まで思っていたことを
これからバージョンアップさせていく機会になればいい。最大
化はできなかったかもしれないですが、今後につながる大会に
はなったのではないかと思います。

コロナ禍までの過程は
計画通りだったのでしょうか？Q

平野　うまくいったこと、いかなかったこと両方あると思って
います。うまくいっていた点は、マラソンの代表選考に関する
部分で、母国で行われる東京2020だから着手できたものだと思
います。2016年のオリンピックまで、オリンピックの選考競技
会は男女各３レースを中心に、各レースをそれぞれで開催して
いただいていました。それを、東京2020を迎えるからこそ、マ
ラソングランドチャンピオンシップ（以下、ＭＧＣ）という制度
を、これまでの選考競技会として指定していた各大会にも理解
いただけた。強化委員会、選考競技会の関係者、陸連事務局と
で話し合いを重ね、東京2020に向けた思いが同じ方向であっ
たからこそ変えられたことだと思います。その結果として、東
京2020でどんな成果だったかという評価は、外の方に委ねた
いと思いますが、選手層が厚くなり、記録水準は向上していま
す。代表選考の面で手をつけられなかったところに手をつけた

こと事をきっかけに、これだけ変化が生じるのかとも思いまし
た。ＭＧＣができたことによって選手の注目度が変わり、それ
に付随して物事が一気に変わってくるんだなっていうのは感じ
ましたね。もちろん、これはＭＧＣという制度だけで解決した
ことではありません。日本実業団連合が打ち出した１億円の報
奨金の効果も大きかったですね。また、東京マラソン財団さん
の支援をいただきキメラプロジェクトという施策も行いました。
メディアの方の海外レース（マラソン、男子4×100ｍリレー）
の取材・発信のための派遣への資金援助などで、東京2020や
世界選手権に挑む選手たちの姿を、単に競技の結果だけでなく、
そこにいたるまでの取り組みを伝えていただいたり、強化的な
意図など広く発信していただいたりしました。選手たちの見ら
れ方が変わることによって、意識も変わり、パフォーマンスに
好影響を及ぼすこともあるかと思います。フィジカル的な変化
も重要ですが、そこにメンタル的な変化も加わると競技力も上
がっていくんだなということを感じました。
高橋　強化が東京2020に向けていろいろな取り組みを進めてく
れたので、広報としてはそれを世の中のこととしてどう発信し
ていくか、といった取り組みが2019年まではすごく多かったで
す。ＭＧＣは、初年度はなかなか理解を得るのが大変だったと
いうのが正直なところでした。選手はもちろん、メディアの皆
さんにも丁寧に紹介していくうちに、１年経った頃には仕組み
を理解してもらい、「わかりやすい方式だ」とまで言われるよう
になりました。居酒屋のネタになるくらいまでいきましたから、
ＰＲとしてはいい流れだったと言えると思います。だからこそ、
東京2020ではそれをもっと良くしたかったなという思いがあり
ますが……。
岩瀧　コロナ禍の前で言うと、海外を転戦し、しっかりと経験
値を積んでいくという麻場委員長の強化政策の重要な部分は、
19年までは順調に行えていたのかなと思います。実際にドーハ
世界選手権の成績を見ても、男子競歩２冠、4×100ｍリレーの
銅メダルをはじめ顕著に表れている。その流れで20年を迎えら
れれば……と感じるところはあります。

　しかし、東京2020とコロナ禍は切っても切れない。まったく
未知の状況に陥り、何もかもが手探りになりました。その中で、
19年までとの違いを挙げれば、「コミュニケーション」になるで
しょうか。19年までは、そこまでコミュニケーションに対して
意識を置いていたわけではなく、言い方は悪いですがそれでも
「なんとなくうまくいっていた」のです。でも、コロナ禍に入っ
てからは、強化の各スタッフ、専任コーチ、事務局の間でで、
ものすごくコミュニケーションをとることができました。どう
すれば選手がパフォーマンスを発揮できる場を提供できるのか、
パフォーマンス発揮のための環境を提供できるのか、大会など
の運営面も含めて、しっかりと意見交換をして、一緒に考えて
きた。新しい強化体制になっても、引き継いでいけるものだと
思います。

コロナ禍で１年延期が決まった後は？Q

平野　延期の瞬間はどこで観ていたかな？
岩瀧　どこだったでしょう？
平野　事務局で、テレビを観ていた気がするね。発表を観てい
て、そこから先がまだどうなるのか、東京2020がいつに延期に
なるのかまだまだわからない状況だったので、「延期か……」と
いう残念な気持ちよりも、どこか冷めた感じという言い方が正
しいかわかりませんが、そんな気持ちでした。
高橋　なんとなくそうなるのかな、という雰囲気もありました
からね。正直、延期を受けて会長のコメントを準備しないとな、
といったこれから何が起こるかわからない中での事務的対応の
ことばかりが浮かんで、オリンピック延期を感情的に悲しむと
いう暇はなかったです。
岩瀧　僕は東京2020までで一区切りだった日本オリンピック委
員会（ＪＯＣ）のナショナルアシスタントコーチの役割がまた延
びたことで、家族から文句を言われました（笑）。
平野　正直、2019年のＭＧＣ、ドーハ世界選手権を経て、いよ
いよ東京2020だと気持ちの盛り上がりがピークを迎えようとし

ている中で、マラソン・競歩の札幌移転が決まり、そのあたり
でこれまで考えていた流れとは変わってきて、その流れからの
延期だったので、ある意味で「あ、やっぱり」という気持ちにな
ったのでしょうね。いろんな方々の努力がリセットされること
への虚しさも感じました。

コロナ禍の対応で最も大変だったことは？Q

平野　いつから大会が開催できるのか、東京2020の参加資格
がどうなるのか、そのために各大会に何をやっていただければ
いいのか、それをお願いしたところで受けてもらえるのか……、
本当に前が見えない状況でした。それでも、競技会を再開した
2020年7月のホクレンディスタンスチャレンジで素晴らしいパ
フォーマンスを発揮する選手たちを見た時に、「オリンピックに
向かう思いを無駄にしてはいけない」という思いを強く感じまし
た。
　マラソンとかに関して言うと、エリートの部だけを実施して
いただいた大会もありますが、主催者側としてはそれでは収入
面でかなり厳しいわけです。それでも、東京2020のために、選
手のためにとエリートの部だけを開催するという判断は、本当
に難しい判断だったと思います。本当にありがたいと同時に、
申し訳ないという思いもありました。各大会から「エリートの
部だけでは大会を開催できない」と言われれば、選考ができない
わけです。他のスポーツでも選考競技会が開催できない、延期
になったなどのニュースを目にし、選手が戸惑っているという
記事も読みました。
　陸上はきちんと選考競技会を運営していただき、大きな変更
なく選考ができました。選考要項を直すという作業だけなら、
できる条件の中で強化委員会の考えをベースに私たちが作業を
すればいいだけです。でも、選手は選考会自体が白紙になった
ら、日本代表になるためのロードマップを１度リセットしなけ
ればなりません。強化委員会としても、これまで東京2020に向
けての強化計画が、1年延期されるということの方向修正は簡単
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ではなかったと思います。
岩瀧　東京2020と同様のことは、国内大会でも起こっていまし
た。大会ができる、できないにすごく地域差がある中で、全国
大会は実施をしていかなければならない。では、全国への参加
資格をどう得るのか。コロナ禍に対する考え方、選手たちが試
合に出る機会の差はなかなか埋めることができず、非常に難し
かったですね。21年度の日本選手権の参加資格は工夫していま
すが、どうしようもできない面もあり、選手のみなさんの葛藤
を解消できなかったことは申し訳なく思っています。
高橋　広報では大きく２つあります。１つは先ほども述べまし
たが、情報発信の難しさ。本当にタイミングが難しくて、私た
ちはもちろん、選手たちも悩んでいたと思います。そんな中で
も選手たちは、自分たちに何ができるかをすごく考えてくれて、
トレーニング動画をアップしてくれたり、オンラインのイベン
トを開催してくれたりしました。我々と一緒にやってくれる機
会も多くて、ファンの人たちと画面越しではありますが交流を
図れたことは、今後の広報活動への良いきっかけになりました

し、陸上の素晴らしさを改めて感じる機会になりました。
　もう１つは、大会の報道対応をすべてオンラインにシフトし
たこと。体制を整えること、当日の対応など非常に難しかった
ですし、メディアのみなさんも同様にご苦労をおかけしたとは
思います。しかし、いろいろなことを変えるきっかけになりま
した。今までやっていたことが、本来はあまり必要なかったと
いう気づきもあった。技術面も含め、事務局内部だけでもいろ
いろな人の力を借りましたし、大会運営にかかわる陸協の方々
の力もお借りしないとできませんでした。そういったつながり
を作ることができたことが、大きな財産となりました。できれ
ば、今後も必要な部分は利用していきたいですね。
平野　選手たちの発信に関しては、コロナ禍後は、自ら自分の
考えを発信するアスリートは増えたと思いますし、広がりも出
てきました。これは、すごくいいことだと思います。とはいえ、
その一言をきっかけにいろいろな捉えられ方をされる面はある
ので、選手に負担がかからないようにというのは、こちらでも
できる範囲では取り組んだつもりではあります。情報発信に関

ロワー数も増えていきました。この時期、世の中が活動的だっ
たかと言うと、反応を含めてみんなが迷ってるんだろうな、と
感じていたのです。でも、だからこそ発信をやめるのではなく、
情報を出していく必要性があると強く思っていました。

渉外、広報それぞれの立場から
東京2020本番の活動を振り返ってくださいQ

平野　国内開催ということで、今までのオリンピックとまった
く違って、いろいろな対応ができました。まずはＮＴＣを、バ
ブルの中として運用できたこと。もしこれが、同じコロナの状
況で海外派遣だった場合、ＡＤの枚数の関係でなかなか専任コ
ーチに直前まで指導を受けるということはできなかったかもし
れません。ただ、今回は、同じバブル内のＮＴＣで選手と接点
を持つことができました。一方、計画段階ではもっとやりたい
ことがあって、本来もっとできたはずなのにできなかったとい
う残念さはあります。私は陸上が始まって、数日したら札幌に
行きました。国立競技場の対応は岩瀧、高橋課長のほうがわか
っていると思いますが、どうだった？
岩瀧　私自身、オリンピックで選手団に帯同したのは今回が初
めてなので、別の大会と比較はしにくいのですが、活用できる
範囲内での選手サポートはフルでできたのではないでしょうか。
専任コーチの指導をギリギリまで受けられるのは、選手にとっ
て安心感もあったでしょう。選手村にも好きな日を選んで入村
できたので、ケアも含めてギリギリまで普段と変わらない状況
を作ることができましたから。ホームアドバンテージはフルに
生かせたのではないかと思っています。
高橋　通常の国内大会からすると、いろいろな制限は当然あっ
たかもしれないですが、コロナ禍の国際大会、しかもオリンピ
ックというセキュリティが一番きつい大会ということを考える
と、いろんなことができたのではないでしょうか。平野課長が
言うように、確かにもっとやりたいことはありました。でも、
やれることの中で精一杯の体制はできたと思っています。
　実は、当初は国立競技場の間近にある陸連事務局を拠点にし
て、いろいろなことを発信しようと考えていましたが……、実
際はできませんでした。また、男子リレー合宿あたりから情報
を積極的に出していくことと、「選手を守るための広報」の両軸
で進めていました。今回は選手団に広報を２人入れてもらえた
ので、東京と札幌に分かれても強化、チームスタッフ、陸連を
含めて選手を守るとこはチーム一丸となってできたと思います。
「攻めの広報」という面では、ファンは選手の今の状況を知りた
いのではと思い、事務局の他のスタッフに手伝ってもらい、サ
ブトラックやＮＴＣでの練習風景や、本番に向けて出発する前
の様子を動画で撮影して発信しました。出せなったものも含め
て、今後の資産になればいいなと思っています。
平野　札幌では、まず私が選手村に入村し、後から選手やコー
チが入村しました。マラソンと競歩だけの選手村というのは、
通常のオリンピックでも経験がないですし、札幌に入るまでに
いた東京の選手村とも違う雰囲気でした。
　東京同様にバブルが運用されていたため、ホテルと練習会場
以外はまったく出られませんでした。通常であれば事前に試合
会場の下見にいって、選手団の控え場所の確認やサポート部隊
の活動場所の確認などしていますが、それもできません。ホテ
ルの食事や、練習会場の状況の報告を後から入るスタッフに送
っていたのと、あとはひたすら海外選手から求められるピンパ
ッジ交換に応じていましたね。

しては、すごく難しい状況だったと思いますが、選手は素晴ら
しい対応だったと感じます。
岩瀧　試合後のインタビューで、大会を開催をしてくれたこと
に対する感謝と、運営をしてくれている人への感謝の言葉が必
ず出てきます。選手たちの素晴らしさを本当に感じた場面です
ね。
平野　こんなにつらい思いで臨まないとけないオリンピックは
今後はないと願いたいですね。本来であれば、自分自身の気持
ちの高まりと、開催都市全体の盛り上がりを感じながら迎える
ものですが、そこの感情を大会前も、大会後も素直に出せない
わけですから。

東京2020に向けた活動は
どう再始動したのか？Q

平野　強化としては、まずはワールドランキングによる参加資
格をどう得ていくか。ＷＡとしては、参加標準記録とワールド
ランキングの２通りの出場資格システムは変えないという方針
でしたから、海外遠征が今後どうなるかが見えない状況で、い
かに国内で行われる高いカテゴリーの大会をきちんと運営して
いくかが一番重要だと考えました。東京2020を目指す選手たち
のために、我々ができることは、そこに向かうための大会の設
定・整理をきちんとすることが優先順位の一番。強化委員会の
方針を受けて、ＷＡと交渉して、大会のカテゴリーをできる限
り上げる、または維持するということを、国際課を通じて情報
収集と交渉をしてきました。世界リレーを開催してＷＡとのつ
ながりがさらに深まったこともありますが、いろいろなことを
しっかりと話ができて、認めていただけたところもあるのかな
と思っています。
　従来の参加標準記録制だけであれば、出場人数はここまで増
えなかったかもしれません。ワールドランキングを最大限活用
して、戦略的にポイントをしっかりと取って、出場資格を得て
いく選手が多くいました。これは各地域陸協の方々の尽力によ
り、グランプリなどの大会が開催できたことが本当に大きかっ
たですね。
岩瀧　毎年４月に強化対象競技者とその専任コーチを集めて研
修会を実施しているのですが、ワールドランキング制度が始ま
ってからはそのシステムの説明、その捉え方をしっかりと説明
してきましたので、広く周知できたと思っています。加えて、
国内でもワールドランキングを高められる方法が確立していっ
たので、選手もよりポイントを獲得できる大会を選んで出場し
ていきました。その結果、2020年度終了時点で、日本人は多く
の種目でワールドランキングのかなりいい位置にいました。そ
れだけ大会を開催できたという証でもあるので、非常に感謝し
ています。
高橋　2021年になっても不安定なところばかりでしたし、「も
しかしたら」ということも思わなくはなかったです。でも、日本
グランプリシリーズ、日本選手権など、オリンピックにつなが
る大会が４月～６月に凝縮されていたので、一大会一大会を濃
淡つけることなく、全部扱っていこう、と。オリンピックを頂
点にして戦略的に何かをやっていくというよりは、すべてを大
事に、しっかりと発信していくことで、オリンピックにつなが
っていったらという思いが強かったです。
　日本選手権で言うと、テレビ視聴率では表せない数字も合わ
せてみて、注目度は高かったと思っています。各コンテンツや
速報など、サイトへのアクセス数も非常にあり、ＳＮＳのフォ
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　選手村では、同じタイミングで入村してきた海外選手団が提
供される食事についてのネガティブなSNS発信をしていました
が、それはホスト国として少し残念でした。ただ、選手村とな
ったホテルのスタッフの方がいろいろと意見を聞きながら、少
しでも選手にとっていい環境を整えようとしている姿を見た時
は、日本の素晴らしさを感じました。日本選手団にもいろいろ

と配慮いただいたお陰で、大会に向けて良い準備ができたと思
います。最終的には各国の選手やスタッフも満足していたと思
います。
　マラソン、競歩の大会当日は北海道としては異例の暑さでし
た。女子マラソンのスタート時間の変更には戸惑いましたが、
その情報が入った後のチームスタッフの連携は素晴らしかった
です。大会としても選手の健康を考えた上での苦渋の決断だっ
たと思いますが、こういう状況はもう経験したくないですね。
　いろいろと制限を受ける中ではありましたが、暑熱対策やメ
ディカルサポートも最大限できたのではないかと思います。暑
熱対策についてはジャカルタ、ドーハ、東京と暑い環境での国
際大会の中で成績を収めてきた実績があります。このノウハウ
は今後も日本の強みとして継承されていくと思っています。
　TICという選手団の渉外の役割を担うスタッフが情報を取り
に行ったり、競技運営に関して確認したりする部屋があるので
すが、通常の国際大会であれば、かなり感情的にやり取りをし
ないといけない場面が多い場所です。海外で開催される大会で
は、私も感情的に抗議するのですが、今回は日本人の方が相手
だったので、ちょっと言いにくさは感じましたね。とはいえ、
仕事として言わないといけないこともあったため「そこまで言
わなくても……」と思われてないか心配です。

東京2020のレガシーとは？Q

平野　先ほども述べましたが、ダイヤモンドアスリート、競技
者育成指針、指導者養成指針といった東京2020を機に生まれ
たものを今後、さらに発展させないといけません。そういう意
味で「レガシー」という言葉が正しいかどうかはわかりませんが、
次につながるものは作れたのではないでしょうか。ただ、もっ
とその時代に合ったやり方を考えないといけないので、そこは
強化委員会だけに頼るのではなく、事務局としても選手をどう
いう形で支援していくのかを考え続けていかないといけません。
オリンピックが終わったから、こういった新しい取り組みは終
わりというわけではなく、東京2020を振り返りつつ、何が良く
て何が悪かったのか、何を変えるべきかということを、しっか
りと精査しないといけないですね。
　ここまで、本当に多くの方々が「オリンピックだからこうい
うことやった方がいいんじゃないか」というアイデアをぶつけて
くれました。それは本当にありがたかったです。時には重くの
しかかある時もありましたが、事務局全体として可能性を求め
て考え、動いたことが「財産」として残っていくと思います。
岩瀧　３月に行われた世界競歩チーム選手権、世界室内選手権
が、東京2020後で初の世界大会となりましたが、万全の体制で

3未来へ向けてTowards the future

臨めれば日本は上位に食い込めるようなレベルまで来ていると
感じました。それも、東京2020の財産の一つ。もちろん、そこ
に満足するのではなく、さらにレベルアップできる強化の工夫
をしていかないといけないという話を、現強化委員会の方々と
はしています。
高橋　若い選手ががんばってくれているので、彼らがさらに活
躍できるような体制を我々が整理して届けないと、と思います。
こちらが方法を持ち合わせていなくて、外に持っている人がい
たとしたら、うまく連携しながらサポートしていくというのが、
我々の大事な役割です。
　選手団の中に入ったことで、ＷＡの発信方法もじっくりと見
ることができましたが、規模を含めていいものを見させていた
だきました。そこを踏まえて、私としては「日本の発信」を追求
するべきかなと感じました。ＷＡはどんどん新しいサービスを
始めています。世界競歩チーム選手権では、メディア向けのラ
イブ動画や写真、ミックスゾーンの動画配信がありました。コ
ロナ禍になってから、動画や写真の共有はやってきているので、
いい部分は日本ならではの形に変えて提供していきたいですね。
理想型を見せてもらっているので、それはありがたいです。
　東京2020を経験して、「オリンピックだからこそ」ということ
に引きずられ過ぎない広報戦略の必要性も感じました。「選手が
勝つための広報」として守るという部分と、活躍した選手だけで
はなく支える人や選手の裏側、スポーツだからこそ見せられる
力なども合わせて出していくことの重要性も、東京2020が終わ
ってから広報メンバーとはすごく話をしています。

東京2020後に進んでいる取り組みは？Q

岩瀧　山崎一彦強化委員長が重要と感じているのが、日本グラ
ンプリ（日本ＧＰ）シリーズです。これはアスリート委員会を
通じた選手の声、事業部、開催地の陸協の方々との連携がカギ
になりますが、競技会を工夫したり、システムを変えたりして、

選手に利益が生まれるものを作っていかなければならないと、
話し合っています。ワールドランキングに記録を反映させるた
めの条件が変わってくるので、そこへの対応も含め、次に向か
って動き出す必要がありますから。マラソンはもう１度ＭＧＣ
を実施すること、ジャパンマラソンチャンピオンシップ（ＪＭ
Ｃ）シリーズの創設など、パリ・オリンピックまでのロードマッ
プが明確になってきました。こういったものを、トラック＆フ
ィールドでも構築していかなければいけないので、23年度から
しっかりと着手できるようにしていきたいなと思っています。
高橋　国内大会については、みんなが陸上競技を見られる環境
を作ることがとても大事なことだと思っています。見る方法と
しては、会場はもちろん、オンラインを通じてなど、さまざま
あります。日本選手権やセイコーゴールデングランプリのよう
な核となる大会は、できるだけ多くの人に見てほしい。日本Ｇ
ＰシリーズやＪＭＣシリーズは、いろいろな地域でトップ選手
が見られることから、開催地域やその近隣の人たちにいかに見
てもらうかが、広報としては大事な部分になると思っています。
そこに地域の活性化もプラスで加えていければ、さらにいいも
のになるのかなと考えています。正直、日本の大会スケジュー
ルは、いろいろな大会がある時期に重なっているのが現状です。
また、世界の動きとも連動しないといけない。でも、陸上ファ
ンの人たちがもっと陸上を楽しめるような取り組みをしていく
ためにも、競技会日程の整備は大事な部分ですし、陸上界全体
で取り組むべきことです。
　そこには、選手たちの協力も必要になってきます。今、自ら
動いて発信をしている選手が多くなっていますし、ファンと直
接つながろうというアスリートも増えています。私たちは、そ
れを良い意味でサポートしていくことが一番いいと思っていて、
そのやり方を模索しているところです。
平野　私は強化育成部の課長から、事業部長を拝命し、新しい
業務に従事することになりました。その中で、山崎新強化委員
長が就任された時にお話されたことがすごく心に響いています。
「選手が究極に目指すことは変わらないけど、陸上競技の新たな
価値を見出すために積極的な行動をとっていきたい」。こういっ
たコメントを強化委員長がするというのは、比較的珍しいこと
だと思います。強化は強化だけということではなく、今は「陸
上競技の新しい価値」を陸上界全体で見出だそうというポジテ
ィブなメッセージだと私は捉えています。東京2020に向けて価
値を大切に積み上げてきて、それを残していかないといけない
のですが、それだけで競技団体として生き残れるわけではあり
ません。陸連が考えるのは当然ですが、陸上界全体で陸上ファ
ンに何を届けていくのかを考えていかないと、陸上の新しい価
値はなかなか生まれてこないでしょう。
　それを考え続けて、アクションしていくことがまずは重要で
す。いろいろな競技団体が予算的には厳しいところがあると思
いますが、たとえそのアクションが小さな一歩だったとしても、
新しいものに取り組んでいく。そこに、選手の協力も得ながら、
どうやったらいい形になるかを考えているところです。
「これができれば価値が上がる」というものはないと思います。
選手の注目度が上がることも価値でしょうし、陸連の協賛金が
増えるということも陸上の価値を認めていただいた事を意味す
るのかもしれません。それぞれの担当、仕事によって「価値」の
意味や感じ方が違うとは思いますが、現状維持という意識では
今の価値を維持することすら難しい局面に陥るかもしれません。
東京2020まで強化に携わらせていただいて、そこに関わってい

ただいた方々への恩返しでもあるし、陸上界への恩返しでもあ
るので、陸連、陸上界全体で取り組めるシステムを作っていき
たいですね。
岩瀧　世界室内で、久しぶりに満員の観客の中での競技会を味
わいました。無観客が続きましたから、観客がいること自体に、
やはり感じるものがありますよね。選手たちはやはり、歓声や
拍手はすごく力になる。日本でも陸上に興味を持って、会場に
足を運んでくれる人がもっと増えるようにしないといけないと
感じました。2019年の日本選手権では、博多の森競技場（福
岡）のスタンドは立ち見が出るほど埋まりました。あのような雰
囲気の中で競技することは、選手のパフォーマンスアップにも
つながるでしょう。
　東京2020への流れで、陸上の価値を高めるために、広報と連
携をして発信をしていくことの重要性を痛感しました。「今まで
通り」は通用しない世界。陸上の価値を高めるために何をすべき
なのか、という根本的なところを考えるという楽しい仕事をし
ていると思っているので、形にできるようにしていきたいです。

事業部長として新たな業務に
従事する平野了

広報課の高橋祐哉課長（右）と和賀美咲も
「日本の発信」を追求していく

強化育成課長として引き続き
強化担当を務める岩瀧一生
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